
備 考

【基礎となる学
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保健衛生学関係
（看護学関係）
保健衛生学関係
（リハビリテー
ション関係）

保健衛生学関係
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びリハビリテー
ション関係を除

く。）

保健衛生学関係
（看護学関係及
びリハビリテー
ション関係を除

く。）

兵庫県神戸市中
央区楠町7丁目
5-1

別記様式第２号（その１の２）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ｺｳﾍﾞﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

大 学 の 名 称 神戸大学大学院　（Graduate School of Kobe University)

大 学 本 部 の 位 置 兵庫県神戸市灘区六甲台町1-1

計 画 の 区 分 研究科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｺｳﾍﾞﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　神戸大学

大 学 の 目 的
開放的で国際性に富む固有の文化の下，「真摯・自由・協同」の精神を発揮し，人類社会に貢献す
るため， 普遍的価値を有する「知」を創造するとともに，人間性豊かな指導的人材を育成する。

博士（医学）

120

新 設 研 究 科 等 の 目 的

新
設
研
究
科
等
の
概
要

新 設 研 究 科 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位 学位の分野

　VUCAの時代においては，課題の複雑化やステークホルダーの多様化で意思決定の困難さが増大
し，情報の増大と知識の細分化・専門化により，単独あるいは少数の専門分野の知による課題解決
がますます困難となっている。一方，大学の重要な使命である研究や科学技術開発の評価の尺度
が，その進歩の度合いよりも持続可能性やWell-beingの達成に移行しつつある。このような大きな
変革の時代に我が国の科学技術やイノベーションが，VUCAの時代の社会課題を解決し，世界と伍し
ていくためには，大学が専門知の深化・発展の場であると共ににとどまることなく，あらゆる分野
の知見を総合的に活用し，社会の諸課題への的確な対応を図ること，すなわち，「総合知」を生み
出す場となり，強力に推進することが不可欠となっている。
　医学系研究科は，複雑，予測困難で急速に変化するVUCAの時代の課題に総合知で応え，持続可能
性と強靭性を備え，Well-beingを達成できる社会を実現するため，生命医学系の医学研究科及び保
健学研究科を統合し，設置する。医学系研究科の設置は，総合知を推進するために必要な，アジャ
イル（agile：敏捷・機敏）な研究・教育体制を構築するために実施し，VUCAの時代の社会要求に
応えるものである。

4 120 － 480 医学関係

開設時期及
び開設年次

【基礎となる学
部等】
大学院医学研究
科バイオメディ
カルサイエンス
専攻・医療創成
工学専攻

大学院保健学研
究科保健学専攻

医学部医療創成
工学科・保健学
科

修士（バイオ
メディカルサ
イエンス）

所在地

年 人 年次
人

人

医学系研究科
［Graduate School of 
Medicine］

　医科学専攻　（博士課
程）
［Department of 
Medicine］

計

　先進生命医科学系専攻
（博士課程前期課程）
［Department of 
Frontier Life Science 
and Medicine］

　年　月
第　年次
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【基礎となる学
部等】
大学院医学研究
科医療創成工学
専攻

医学部医療創成
工学科

【基礎となる学
部等】
大学院保健学研
究科保健学専攻

医学部保健学科

14条特例の実施

【基礎となる学
部等】
大学院保健学研
究科保健学専攻

医学部保健学科

14条特例の実施

保健衛生学関係
（看護学関係）
保健衛生学関係
（リハビリテー
ション関係）

保健衛生学関係
（看護学関係及
びリハビリテー
ション関係を除

く。）

医学系研究科先進生命医
科学系専攻（博士課程前
期課程）

133科目 35科目 14科目 182科目 30単位

■学士課程
医学部
医学科［定員減］　（△13）

■修士課程,博士課程,博士課程前期課程,博士課程後期課程
医学研究科（廃止）

バイオメディカルサイエンス専攻（M）（△25）
医科学専攻（D）（△120）
医療創成工学専攻（M）（△15）
医療創成工学専攻（D）（△8）
※令和8年4月学生募集停止

　　保健学研究科（廃止）
保健学専攻（M）（△79）
保健学専攻（D）（△25）
※令和8年4月学生募集停止

■博士課程前期課程
農学研究科
食料共生システム学専攻〔定員増〕（2）（令和8年4月）
資源生命科学専攻　    〔定員増〕（4）（令和8年4月）
生命機能科学専攻　    〔定員増〕（6）（令和8年4月）

医学系研究科医療創成工
学専攻（博士課程後期課
程）

7科目 1科目 1科目 9科目 10単位

3科目 346科目 30単位

博士（保健
学）

博士（公衆衛
生学）

令和8年4月
第1年次

兵庫県神戸市中
央区楠町7丁目
5-1

兵庫県神戸市須
磨区友が丘7丁
目10-2

兵庫県神戸市中
央区楠町7丁目
5-1
兵庫県神戸市須
磨区友が丘7丁
目10-2

令和8年4月
第1年次

90

保健衛生学関係
（看護学関係及
びリハビリテー
ション関係を除

く。）

3 5 － 15

実験・実習 計

医学系研究科未来社会医
学専攻（博士課程後期課
程）

17科目 1科目 2科目 20科目 12単位

医学系研究科健康科学専
攻（博士課程後期課程）

31科目 5科目 1科目 37科目

30

令和8年4月
第1年次

3 8 － 24 工学関係
医学関係

　医療創成工学専攻（博
士課程後期課程）
［Department of 
Medical Device 
Engineering］

　健康科学専攻（博士課
程後期課程）
［Department of Health 

Sciences］

　未来社会医学専攻（博
士課程後期課程）
［Department of Future 

Social Medicine］

計

3 17 － 51

博士（医工
学）

12単位

医学系研究科医科学専攻
（博士課程）

21科目 322科目

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

教育
課程

新設研究科等の名称
開設する授業科目の総数

修了要件単位数
講義 演習
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医学系研究科

医科学専攻

（博士課程）

先進生命医科学系専攻

（博士課程前期課程）

医療創成工学専攻

（博士課程後期課程）

健康科学専攻

（博士課程後期課程）

未来社会医学専攻

（博士課程後期課程）

人文学研究科

文化構造専攻

（博士課程前期課程）

文化構造専攻

（博士課程後期課程）

社会動態専攻

（博士課程前期課程）

社会動態専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通 ※うち学内教員1名

国際文化学研究科

文化相関専攻

（博士課程前期課程）

文化相関専攻

（博士課程後期課程）

グローバル文化専攻

（博士課程前期課程）

グローバル文化専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通 ※うち学内教員1名

人間発達環境学研究科

人間発達専攻

（博士課程前期課程）

人間発達専攻

（博士課程後期課程）

人間環境学専攻

（博士課程前期課程）

人間環境学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

法学研究科

　 法学政治学専攻

（博士課程前期課程）

　 法学政治学専攻

（博士課程後期課程）

実務法律専攻

（専門職学位課程）

研究科共通

経済学研究科

経済学専攻

（博士課程前期課程）

経済学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通 0 0 0 0 0 0 1

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （1）

32 10 9 0 51 2 8

(32) (10) (9) (0) (51) (2) （8）

32 10 9 0 51 2 8

(32) (10) (9) (0) (51) (2) （8）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （35）

(16) (4) (0) (0) (20) (6) （0）

0 0 0 0 0 0 35

(37) (9) (0) (0) (46) (6) （0）

16 4 0 0 20 6 0

(27) (7) (0) (0) (34) (6) （0）

37 9 0 0 46 6 0

27 7 0 0 34 6 0

0 0 0 0 0 0 2

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （2）

16 12 1 5 34 0 0

(16) (12) (1) (5) (34) (0) （0）

16 12 1 5 34 0 0

(16) (12) (1) (5) (34) (0) （0）

27 19 1 8 55 0 1

(27) (19) (1) (8) (55) (0) （1）

27 19 1 8 55 0 1

(27) (19) (1) (8) (55) (0) （1）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （11）

(13) (6) (3) (0) (22) (0) （4）

0 0 0 0 0 0 11

(13) (6) (6) (2) (27) (0) （4）

13 6 3 0 22 0 4

(16) (7) (4) (0) (27) (0) （0）

13 6 6 2 27 0 4

(16) (7) (5) (0) (28) (0) （0）

16 7 4 0 27 0 0

16 7 5 0 28 0 0

0 0 0 11

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （11）

8 8 7 1 24 0 0

(8) (8) (7) (1) (24)

18 7 5 1 31

7 5 1 29 0 0

(16) (7) (5) (1) (29)

0 0 0

7 0 22 0 0

(8) (7) (7) (0) (22) (0) （0）

(18) (7) (5) (1) (31) (0) （0）

(0) （0）

(0) （0）

8

0 0

研　究　科　等　の　名　称

専任教員

助手
専任教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

132 0 194

(55) (34) (11) (32) (132) (0) (194)

9 4 1

7

既
設
分

新
設
分

人 人 人 人 人 人 人

(49) (10)

16

(4) (8) (71) (0) (47)

55 34 11

(16) (10) (4) (9) (39) (0) (31)

(33)

計
142 68 22 50 282 0 -

(142) (68) (22) (50) (282) (0) -

32

0 14 0 21

(9) (4) (1) (0) (14) (0) (21)

16 10 4 9 39 0 31

13 10 2 1 26 0 33

(13) (10) (2) (1) (26) (0)

49 10 4 8 71 0 47
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経営学研究科

経営学専攻

（博士課程前期課程）

経営学専攻

（博士課程後期課程）

現代経営学専攻

（専門職学位課程）

研究科共通 ※うち学内教員1名

理学研究科

数学専攻

（博士課程前期課程）

数学専攻

（博士課程後期課程）

物理学専攻

（博士課程前期課程）

物理学専攻

（博士課程後期課程）

化学専攻

（博士課程前期課程）

化学専攻

（博士課程後期課程）

生物学専攻

（博士課程前期課程）

生物学専攻

（博士課程後期課程）

惑星学専攻

（博士課程前期課程）

惑星学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

工学研究科

　 建築学専攻

（博士課程前期課程）

　 建築学専攻

（博士課程後期課程）

市民工学専攻

（博士課程前期課程）

市民工学専攻

（博士課程後期課程）

電気電子工学専攻

（博士課程前期課程）

電気電子工学専攻

（博士課程後期課程）

機械工学専攻

（博士課程前期課程）

機械工学専攻

（博士課程後期課程）

応用化学専攻

（博士課程前期課程）

応用化学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

システム情報学研究科

システム情報学専攻

（博士課程前期課程）

システム情報学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通 0 0 0 0 0 0 20

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （20）

23 17 0 9 49 0 1

(23) (17) (0) (9) (49) (0) （1）

21 17 0 10 48 0 1

(21) (17) (0) (10) (48) (0) （1）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （36）

(11) (7) (3) (3) (24) (1) （2）

0 0 0 0 0 0 36

(11) (7) (3) (5) (26) (1) （2）

11 7 3 3 24 1 2

(10) (9) (0) (4) (23) (1) （1）

11 7 3 5 26 1 2

(10) (9) (0) (4) (23) (1) （1）

10 9 0 4 23 1 1

(12) (8) (0) (6) (26) (2) （6）

10 9 0 4 23 1 1

(12) (8) (0) (6) (26) (2) （6）

12 8 0 6 26 2 6

(11) (7) (0) (0) (18) (1) （2）

12 8 0 6 26 2 6

(11) (7) (0) (0) (18) (1) （2）

11 7 0 0 18 1 2

11 7 0 0 18 1 2

24 0 0

10 8 1 7 26 0 0

(10) (8) (1) (5) (24) (0) （0）

0 0 0 0 0 0 24

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （24）

(10) (8) (1) (7) (26) (0) （0）

10 8 1 5

9 2 4 4 19 0 0

(9) (2) (4) (4) (19) (0) （0）

9 2 4 4 19 0 0

(9) (2) (4) (4) (19) (0) （0）

10 7 3 0 20 0 7

(10) (7) (3) (0) (20) (0) （7）

10 7 3 4 24 0 7

(10) (7) (3) (4) (24) (0) （7）

12 5 0 0 17 0 2

(12) (5) (0) (0) (17) (0) （2）

12 5 0 0 17 0 2

(12) (5) (0) (0) (17) (0) （2）

8 8 2 1 19 0 0

(8) (8) (2) (1) (19) (0) （0）

8 8 2 2 20 0 0

(8) (8) (2) (2) (20) (0) （0）

11 4 0 0 15 1 1

(11) (4) (0) (0) (15) (1) （1）

12 4 0 0 16 1 1

(12) (4) (0) (0) (16) (1) （1）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （17）

(23) (3) (0) (0) (26) (0) （1）

0 0 0 0 0 0 17

(37) (19) (0) (0) (56) (0) （10）

23 3 0 0 26 0 1

(30) (18) (1) (0) (49) (0) （10）

37 19 0 0 56 0 10

30 18 1 0 49 0 10
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農学研究科

食料共生システム学専攻

（博士課程前期課程）

食料共生システム学専攻

（博士課程後期課程）

資源生命科学専攻

（博士課程前期課程）

資源生命科学専攻

（博士課程後期課程）

生命機能科学専攻

（博士課程前期課程）

生命機能科学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

海事科学研究科

海事科学専攻

（博士課程前期課程）

海事科学専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

国際協力研究科

国際開発政策専攻

（博士課程前期課程）

国際開発政策専攻

（博士課程後期課程）

国際協力政策専攻

（博士課程前期課程）

国際協力政策専攻

（博士課程後期課程）

地域協力政策専攻

（博士課程前期課程）

地域協力政策専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

科学技術イノベーション研究科

科学技術イノベーション専攻

（博士課程前期課程）

科学技術イノベーション専攻

（博士課程後期課程）

研究科共通

合　　　　計
1022 571 116 215 1924 44 -

(1022) (571) (116) (215) (1924) (44) -

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
人 人 人

（959） （550）
959 550 1509

（1509）

技 術 職 員

計
880 503 94 165 1642 44 -

(880) (503) (94) (165) (1642) (44) -

0 0 0 0 0 0 21

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （21）

12 2 0 1 15 4 6

(12) (2) (0) (1) (15) (4) （6）

11 3 0 1 15 4 6

(11) (3) (0) (1) (15) (4) （6）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （7）

(6) (3) (0) (3) (12) (0) （3）

0 0 0 0 0 0 7

(6) (3) (0) (3) (12) (0) （3）

6 3 0 3 12 0 3

(5) (4) (1) (2) (12) (0) （4）

6 3 0 3 12 0 3

(5) (4) (1) (2) (12) (0) （4）

5 4 1 2 12 0 4

(7) (3) (0) (0) (10) (0) （4）

5 4 1 2 12 0 4

(7) (3) (0) (0) (10) (0) （4）

7 3 0 0 10 0 4

7 3 0 0 10 0 4

0 0 0 0 0 0 11

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （11）

38 29 0 1 68 1 2

(38) (29) (0) (1) (68) (1) （2）

38 32 1 3 74 1 2

(38) (32) (1) (3) (74) (1) （2）

(0) (0) (0) (0) (0) (0) （4）

(14) (9) (0) (8) (31) (0) （2）

0 0 0 0 0 0 4

(14) (9) (0) (8) (31) (0) （2）

14 9 0 8 31 0 2

(11) (13) (0) (10) (34) (0) （0）

14 9 0 8 31 0 2

(11) (13) (0) (10) (34) (0) （0）

11 13 0 10 34 0 0

(7) (6) (0) (4) (17) (0) （0）

11 13 0 10 34 0 0

(7) (6) (0) (4) (17) (0) （0）

7 6 0 4 17 0 0

7 6 0 4 17 0 0

1710 958 2668
（1710） （958） （2668）

そ の 他 の 職 員
7 96 103

（7） （96） （103）

指 導 補 助 者
0 0

図 書 館 職 員
40 38 78

（40） （38） （78）

0
（0） （0） （0）

計
2716 1642

（2716） （1642） （4358）
4358
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研究科単位での
特定不能なた
め，大学全体の
数（機械・器
具、標本を除
く）

国費による
（運営費交付
金）

—　　　   ㎡ 1,180,969㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

—　　　   ㎡

大学全体校 舎 敷 地 632,733㎡ —　　　   ㎡ —　　　   ㎡ 632,733㎡

そ の 他 548,236㎡ —　　　   ㎡ —　　　   ㎡

—　　　 ㎡ —　　　 ㎡ 369,736㎡

（　　—　　　㎡）

大学全体
208室 283室 688室 178室

共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

（　　　　369,736㎡） （　　—　　 　㎡）

講義室等・新設 研究 科等
の 専 任 教 員 研 究 室

講義室 実験・実習室 演習室
新設研究科等の
専任教員研究室

計

548,236㎡

大学全体369,736㎡

合 計 1,180,969㎡

（ ― ）
医学系研究科

3,753,235〔1,574,643〕 52,180〔41,543〕 45,620〔23,642〕 38,267〔36,675〕 12,115

冊 〔うち外国書〕 種 〔うち外国書〕 点 点

―

（　　　　369,736㎡）

校　　　舎

専　　用

第１年次 第２年次

図書購入費 千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要

千円

共同研究費等 千円 千円 千円 千円 千円

図
書
・
設
備

新設研究科等の名称

図書 学術雑誌 機械・器具 標本

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

―

（3,753,235〔1,574,643〕） （52,180〔41,543〕） （45,620〔23,642〕） （38,267〔36,675〕） (12,115)

第４年次 第５年次

教員１人当り研究費等 千円 千円 千円 千円

千円

設備購入費 千円 千円 千円 千円 千円 千円

（3,753,235〔1,574,643〕） （52,180〔41,543〕） （45,620〔23,642〕） （38,267〔36,675〕） (12,115) （ ― ）
計

3,753,235〔1,574,643〕 52,180〔41,543〕 45,620〔23,642〕 38,267〔36,675〕 12,115

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度

千円

千円 千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

千円 千円 千円 千円

人 倍

〔学部〕

文学部

第３年次

　
既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 神戸大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

1.10
《1.05》

　人文学科 4 学士
（文学）

平成13年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

国際人間科学部 1.08
《1.01》

100 － 400

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 4 1.11
《1.00》

平成29年度 兵庫県神戸市灘区
鶴甲1-2-1

　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 4 3年次
5

学士
（学術）

1.08
《1.03》

平成29年度 兵庫県神戸市灘区
鶴甲3-11

140 － 560

100 410

　環境共生学科 4 3年次
3

1.05
《1.01》

平成29年度 同上

　子ども教育学科 4 3年次
2

学士
(学術又は教育学）

1.02 平成29年度 同上

80 326

50 204

法学部 1.05

　法律学科 4 3年次
20

学士
（法学）

昭和24年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

180 760

経済学部 1.15
《1.06》

　経済学科 4 3年次
20

学士
（経済学）

昭和24年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

270 1120

－基本計画書－6－



令和7年度入学定
員減（△10人）

令和7年度入学定
員減（△3人）

令和7年度入学定
員減（△3人）

令和7年度入学定
員減（△3人）

令和7年度入学定
員減（△3人）

令和7年度入学定
員減（△3人）

令和7年度より募
集停止

40

150 150

70 － 310

40 － 160

20 － 80

20

60 － 249

理学部

経営学部 1.10
《1.02》

　経営学科 4 3年次
20

学士
（経営学又は商学）

昭和24年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

260 1080

　物理学科 4 1.22
《1.15》

1.09
《1.05》

　数学科 4 1.26
《1.22》

昭和29年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

28 － 112

　化学科 4 学士
（理学）

1.13
《1.08》

昭和29年度 同上

35 － 140

30 － 120

昭和29年度 同上

50　学科共通 3年次
25

　生物学科 4

25 25 令和7年度 同上

150 －

2年次
5

学士
（医学）

1.01 昭和39年度

1.16
《1.14》

昭和29年度 同上

　惑星学科 4 1.13
《1.10》

平成5年度 同上

25 － 100

35 － 140

医学部

学士
（保健衛生学）

1.06 平成6年度 同上

1.16学士
（医工学）

　　看護学専攻 4 学士
（看護学）

1.02 平成6年度 同上

　　検査技術科学専攻 4

　医学科 6

　　理学療法学専攻 4 学士
（保健学）

1.02 平成6年度 同上

兵庫県神戸市中央
区楠町7-5-1

　保健学科 4 1.03 平成6年度 兵庫県神戸市須磨
区友が丘7-10-2

113 698

　　作業療法学専攻 4 学士
（保健学）

1.05 平成6年度 同上

工学部 1.07
《0.98》

80－

　建築学科 4 1.08
《0.97》

平成19年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　市民工学科 4 1.08
《1.02》

平成19年度 同上

　電気電子工学科 4

学士
（工学）

1.12
《1.02》

平成4年度 同上

　機械工学科 4 1.12
《0.99》

平成4年度 同上

90 － 369

100 － 409

90 － 369

　応用化学科 4 1.05
《0.99》

平成4年度 同上

　情報知能工学科 4 － 平成4年度 同上

103 － 421

－ － －

システム情報学部 1.06

　システム情報学科 4 学士
（システム情報学）

令和7年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　医療創成工学科 4

　学科共通 3年次
20

－基本計画書－7－



令和3年度より募
集停止

令和3年度より募
集停止

令和3年度より募
集停止

36 － 144

55 － 220

69 － 276

20

200 820

－ － －

農学部 1.04
《0.99》

　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 4 1.14
《1.06》

平成20年度 兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　資源生命科学科 4 学士
（農学）

1.07 平成20年度 同上

　生命機能科学科 4 1.05 平成20年度 同上

　学科共通 3年次
10

海洋政策科学部 1.04

　海洋政策科学科 4 3年次
10

学士
（海洋政策科学又は

商船学）

令和3年度 兵庫県神戸市東灘
区深江南町5-1-1

海事科学部 －

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 4 平成25年度 兵庫県神戸市東灘
区深江南町5-1-1

　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 4 学士
（海事科学）

平成25年度 同上

－

－ － － －

　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 4 平成25年度 同上

　学科共通 3年次
-

〔大学院〕

－ － － －

－

人文学研究科

　文化構造専攻(M) 2 17 － 34
　修士
　（文学）

0.94 平成19年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　社会動態専攻(M) 2 27 － 54 1.11 平成19年度 同上

　文化構造専攻(D) 3 8 － 24 　博士
　（文学又は
　学術）

1.79 平成19年度 同上

　社会動態専攻(D) 3 12 － 36 1.44 平成19年度 同上

国際文化学研究科

　文化相関専攻（M） 2 18 － 36
　修士
　（学術）

1.25 平成19年度
兵庫県神戸市灘区
鶴甲1-2-1

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（M） 2 29 － 58 1.03 平成19年度 同上

　文化相関専攻（D） 3 6 － 18
　博士
　（学術）

1.22 平成19年度 同上

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻（D） 3 9 － 27 1.29 平成19年度 同上
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人間発達環境学研究科

　人間発達専攻(M) 2 51 － 102 　修士
　（学術又は
　教育学）

0.99 平成25年度
兵庫県神戸市灘区
鶴甲3-11

　　1年履修コース 1 4 － 4 1.50 同上

　人間環境学専攻(M) 2 36 － 72
修士
（学術又は理学）

1.04 平成19年度 同上

　人間発達専攻(D) 3 11 － 33
博士
（学術又は教育学）

1.90 平成25年度 同上

　人間環境学専攻(D) 3 6 － 18
博士
（学術又は理学）

1.72 平成19年度 同上

法学研究科

　法学政治学専攻(M) 2 37 － 74
修士
(法学又は政治学)

0.82 平成30年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

　法学政治学専攻(D) 3 18 － 54
博士
(法学又は政治学)

0.98 平成30年度 同上

　実務法律専攻(P) 3 80 － 240
法務博士
（専門職）

0.72 平成16年度 同上

経済学研究科

　経済学専攻（M） 2 83 － 166
修士
（経済学）

1.05 平成20年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

　経済学専攻（D） 3 20 － 60
博士
（経済学）

1.25 平成20年度 同上

経営学研究科

　経営学専攻（M） 2 51 － 102
修士
（経営学又は商学）

1.03 平成24年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

　経営学専攻（D） 3 32 － 96
博士
（経営学又は商学）

1.10 平成24年度 同上

　現代経営学専攻(P) 2 69 － 138
経営学修士
（専門職）

1.02 平成14年度 同上

理学研究科

　数学専攻(M) 2 22 － 44

　修士
　（理学）

1.18 平成19年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　物理学専攻(M) 2 24 － 48 1.14 平成19年度 同上

　化学専攻(M) 2 28 － 56 1.08 平成19年度 同上

　生物学専攻(M) 2 24 － 48 1.06 平成19年度 同上

　惑星学専攻(M) 2 24 － 48 1.08 平成27年度 同上

　数学専攻(D) 3 4 － 12

　博士
　（理学又は
　学術）

0.83 平成19年度 同上

　物理学専攻(D) 3 5 － 15 0.80 平成19年度 同上

　化学専攻(D) 3 6 － 18 1.16 平成19年度 同上

　生物学専攻(D) 3 6 － 18 0.77 平成19年度 同上

　惑星学専攻(D) 3 6 － 18 0.77 平成27年度 同上
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令和6年度入学定
員増（20人）

令和5年度より募
集停止

令和7年度入学定
員増（8人）

令和5年度より募
集停止

令和5年度より募
集停止

令和5年度より募
集停止

医学研究科

　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ
　ｻｲｴﾝｽ専攻(M)

2 25 － 50
修士
（ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ）

0.74 平成13年度
兵庫県神戸市中央
区楠町7-5-1

　医療創成工学専攻(M) 2 15 － 30
修士
（医工学）

1.33 令和5年度 同上

　医科学専攻(D) 4 120 － 440
博士
（医学）

1.20 平成13年度 同上

　医療創成工学専攻(D) 3 8 － 24
博士
（医工学）

1.20 令和5年度 同上

保健学研究科

　保健学専攻(M) 2 79 － 158
修士
（保健学）

0.99 平成20年度
兵庫県神戸市須磨
区友が丘7-10-2

　保健学専攻(D) 3 25 － 75
博士
（保健学）

1.70 平成20年度 同上

工学研究科

　建築学専攻(M) 2 64 － 128

　修士
　（工学）

1.05 平成19年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　市民工学専攻(M) 2 42 － 84 1.00 平成19年度 同上

　電気電子工学専攻(M) 2 64 － 128 1.10 平成19年度 同上

　機械工学専攻(M) 2 76 － 152 0.99 平成19年度 同上

　応用化学専攻(M) 2 70 － 140 1.05 平成19年度 同上

　建築学専攻(D) 3 8 － 24

　博士
　（工学又は
　学術）

0.83 平成19年度 同上

　市民工学専攻(D) 3 6 － 18 1.00 平成19年度 同上

　電気電子工学専攻(D) 3 8 － 24 0.79 平成19年度 同上

　機械工学専攻(D) 3 10 － 30 0.63 平成19年度 同上

　応用化学専攻(D) 3 10 － 30 1.23 平成19年度 同上

システム情報学研究科

　情報科学専攻(M) 2 － － － － 平成22年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

修士
（システム情報学又
は工学）

　システム情報学専攻（M) 2 103 － 198
修士
（システム情報学又
は工学）

1.01 令和5年度 同上

　システム科学専攻(D) 3 － － －
　博士
　（システム
　情報学、
　工学又は
　学術）

－ 平成22年度 同上

　情報科学専攻(D) 3 － － － － 平成22年度 同上

　計算科学専攻(D) 3 － － － － 平成22年度 同上

　システム情報学専攻（D) 3 12 － 24

博士
（システム情報学、
工学、計算科学又は
学術）

1.08 令和5年度 同上
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経済経営研究所

経済及び経営に関する総合研究

兵庫県神戸市灘区六甲台町2-1
24 年 5 月

㎡
経済経営研究所附属企業資料総合センター
企業及び産業に関する文献等の総合的収集，整備
兵庫県神戸市灘区六甲台町2-1

22 年 4 月
㎡

附属図書館
学術発展への寄与
兵庫県神戸市灘区六甲台町2-1

24 年 5 月

㎡

附属施設の概要 名　　称:
※同一敷地・建
物内にあるため
土地・建物面積
は合計を示す。目　　的:

所 在 地:
設置年月: 昭和
規 模 等: 土地 103,097 ㎡，建物 4,984
名　　称:
目　　的:
所 在 地:
設置年月: 平成
規 模 等: 土地 103,097 ㎡，建物 4,984
名　　称: ※各キャンパス

毎に設置されて
いるため、土地
の面積は集計不
可。

目　　的:
所 在 地:

設置年月: 昭和

規 模 等: 土地 ― ㎡，建物 27,263

農学研究科

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 26 － 52

　修士
　（農学）

1.19 平成19年度
兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　資源生命科学専攻(M) 2 42 － 84 1.08 平成19年度 同上

　生命機能科学専攻(M) 2 52 － 104 1.06 平成19年度 同上

　食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 5 － 15

　博士
　（農学又は
　学術）

1.20 平成19年度 同上

　資源生命科学専攻(D) 3 8 － 24 1.00 平成19年度 同上

　生命機能科学専攻(D) 3 10 － 30 0.70 平成19年度 同上

海事科学研究科

　海事科学専攻(M) 2 75 － 150
修士
（海事科学）

1.13 平成19年度
兵庫県神戸市東灘
区深江南町5-1-1

　海事科学専攻(D) 3 11 － 33

博士
（海事科学、工学又
は学術）

1.24 平成19年度 同上

国際協力研究科

　国際開発政策専攻(M) 2 26 － 52
修士
（国際学又は経済
学）

0.94 平成4年度 
兵庫県神戸市灘区
六甲台町2-1

　国際協力政策専攻(M) 2 22 － 44
修士
（国際学、法学又は
政治学）

1.27 平成5年度 同上

平成7年度 同上

　地域協力政策専攻(D) 3 8 － 24
博士
（学術、法学又は経
済学）

1.70 平成8年度 同上

　地域協力政策専攻(M) 2 22 － 44
修士
（国際学、法学又は
経済学）

0.75 平成6年度 同上

　国際開発政策専攻(D) 3 8 － 24
博士
（学術又は経済学）

0.29 平成7年度 同上

　科学技術
　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(D)

3 10 － 30
博士
（科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮ
ﾝ）

1.36 平成30年度 同上

科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

　科学技術
　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M)

2 40 － 80
修士
（科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮ
ﾝ）

1.03 平成28年度 
兵庫県神戸市灘区
六甲台町1-1

　国際協力政策専攻(D) 3 7 － 21
博士
（学術、法学又は政
治学）

1.14
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医学部附属病院

医学の教育研究及び診療

兵庫県神戸市中央区楠町7丁目5-2

42 年 6 月

㎡

医学部附属病院国際がん医療・研究センター

医学の教育研究及び診療

兵庫県神戸市中央区港島南町1丁目5-1

31 年 3 月

㎡

医学研究科附属動物実験施設（医学研究科・医学部内）

動物実験の実施による教育研究

兵庫県神戸市中央区楠町7丁目5-1

21 年 4 月

㎡ （医学研究科・医学部を含む）

医学研究科附属感染症センター（医学研究科・医学部内）

感染症に関する研究及び臨床教育

兵庫県神戸市中央区楠町7丁目5-1

21 年 4 月

㎡ （医学研究科・医学部を含む）

海事に関する総合的かつ先端的な研究

兵庫県神戸市東灘区深江南町5丁目1-1

21 年 10 月

㎡ （海事科学研究科・海洋政策科学部を含む）

海事科学研究科附属練習船海神丸

船舶による実験，実習及び学術研究並びに共同利用

兵庫県神戸市東灘区深江南町5丁目1-1

4 年 3 月

総トン数　889 トン

農学研究科附属食資源教育研究センター

動植物資源開発から生産までに関わる実学の教育研究及び実習

兵庫県加西市鶉野町1348

19 年 4 月

㎡

内海域環境教育研究センターマリンサイト

内海域における自然環境及び環境保全に関する教育，研究

兵庫県神戸市灘区六甲台町1-1

15 年 10 月

㎡

附属幼稚園

幼稚園における教育及び研究

兵庫県明石市山下町3-4

21 年 4 月

㎡

附属小学校

小学校における教育及び研究

兵庫県明石市山下町3-4

21 年 4 月

㎡

附属中等教育学校

中等教育学校における教育及び研究

兵庫県神戸市東灘区住吉山手5丁目11-1

21 年 4 月

㎡

附属特別支援学校

特別支援学校における教育及び研究

兵庫県明石市大久保町大窪2752-4

21 年 4 月

㎡

所 在 地:

設置年月: 平成

土地 403,787 ㎡，建物 7,063

名　　称:

目　　的:

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 令和

規 模 等:

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

名　　称: 海事科学研究科附属国際海事研究センター（海事科学研究科・海洋政策科学部内）

目　　的:

規 模 等: 土地 3,122 ㎡，建物 1,183

設置年月: 平成

規 模 等:

11,843

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 16,652 ㎡，建物 3,642

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 29,185 ㎡，建物

※同一敷地内に
あるため土地面
積は合計を示
す。

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 27,945 ㎡，建物 1,236

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 27,945 ㎡，建物 4,219

名　　称:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 94,547 ㎡，建物 41,681

名　　称: ※同一敷地・建
物内にあるため
土地・建物面積
は合計を示す。

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 8,665 ㎡，建物 34,926

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 8,665 ㎡，建物 34,926

107,739

名　　称: ※土地は借上を
示す。目　　的:

所 在 地:

設置年月: 平成

規 模 等: 土地 6,395 ㎡，建物 16,426

名　　称:

目　　的:

所 在 地:

設置年月: 昭和

規 模 等: 土地 41,181 ㎡，建物
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令和７年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和８年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

神戸大学 神戸大学

文学部 文学部

　人文学科 100 400 　人文学科 100 400

国際人間科学部 3年次 国際人間科学部 3年次

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 140 560 　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化学科 140 560

　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 100 2 404 　発達ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 100 2 404

　環境共生学科 80 3 326 　環境共生学科 80 3 326

　子ども教育学科 50 0 200 　子ども教育学科 50 0 200

法学部 3年次 法学部 3年次

　法律学科 180 20 760 　法律学科 180 20 760

経済学部 3年次 経済学部 3年次

　経済学科 270 20 1,120 　経済学科 270 20 1,120

経営学部 3年次 経営学部 3年次

　経営学科 260 20 1,080 　経営学科 260 20 1,080

理学部 3年次 理学部 3年次

　数学科 28 112 　数学科 28 112

　物理学科 35 140 　物理学科 35 140

　化学科 30 120 　化学科 30 120

　生物学科 25 100 　生物学科 25 100

　惑星学科 35 140 　惑星学科 35 140

　学科共通 25 50 　学科共通 25 50

医学部 2年次 医学部 2年次

　医学科 113 5 698 　医学科 100 5 625
※R7年度まで臨時定員13名増（R8年度以降に
ついては調整中）

3年次 3年次

　医療創成工学科 25 5 110 　医療創成工学科 25 5 110

　保健学科 150 600 　保健学科 150 600

工学部 3年次 工学部 3年次

　建築学科 90 3 366 　建築学科 90 3 366

　市民工学科 60 3 246 　市民工学科 60 3 246

　電気電子工学科 90 4 368 　電気電子工学科 90 4 368

　機械工学科 100 4 408 　機械工学科 100 4 408

　応用化学科 103 3 418 　応用化学科 103 3 418

　情報知能工学科 - - 　情報知能工学科 0 0

　学科共通 - - 　学科共通 - -

システム情報学部 3年次 システム情報学部 3年次

　システム情報学科 150 3 606 　システム情報学科 150 3 606

農学部 3年次 農学部 3年次

　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 36 144 　食料環境ｼｽﾃﾑ学科 36 144

　資源生命科学科 55 220 　資源生命科学科 55 220

　生命機能科学科 69 276 　生命機能科学科 69 276

　学科共通 10 20 　学科共通 10 20

海事科学部 海事科学部

　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 - - - 　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ輸送科学科 - - -

　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 - - - 　海洋安全ｼｽﾃﾑ科学科 - - -

　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 - - - 　ﾏﾘﾝｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ学科 - - -

　学科共通 - - - 　学科共通 - - -

海洋政策科学部 3年次 海洋政策科学部 3年次

　海洋政策科学科 200 10 820 　海洋政策科学科 200 10 820

2年次 2年次

5 5

3年次 3年次

135 135

国立大学法人神戸大学　設置認可等に関わる組織の移行表

計 2,574 10,812 計 2,561 10,739

－基本計画書－13－



令和７年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和８年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

神戸大学大学院 神戸大学大学院

人文学研究科 人文学研究科

  文化構造専攻(M) 17 ‐ 34   文化構造専攻(M) 17 ‐ 34

  文化構造専攻(D) 8 ‐ 24   文化構造専攻(D) 8 ‐ 24

  社会動態専攻(M) 27 ‐ 54   社会動態専攻(M) 27 ‐ 54

  社会動態専攻(D) 12 ‐ 36   社会動態専攻(D) 12 ‐ 36

国際文化学研究科 国際文化学研究科

  文化相関専攻(M) 18 ‐ 36   文化相関専攻(M) 18 ‐ 36

  文化相関専攻(D) 6 ‐ 18   文化相関専攻(D) 6 ‐ 18

  ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻(M) 29 ‐ 58   ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻(M) 29 ‐ 58

  ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻(D) 9 ‐ 27   ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ文化専攻(D) 9 ‐ 27

人間発達環境学研究科 人間発達環境学研究科

  人間発達専攻(M) 55 ‐ 106   人間発達専攻(M) 55 ‐ 106

   (1年履修コースを含む)    (1年履修コースを含む)

  人間発達専攻(D) 11 ‐ 33   人間発達専攻(D) 11 ‐ 33

  人間環境学専攻(M) 36 ‐ 72   人間環境学専攻(M) 36 ‐ 72

  人間環境学専攻(D) 6 ‐ 18   人間環境学専攻(D) 6 ‐ 18

法学研究科 法学研究科

  法学政治学専攻(M) 37 ‐ 74   法学政治学専攻(M) 37 ‐ 74

  法学政治学専攻(D) 18 ‐ 54   法学政治学専攻(D) 18 ‐ 54

  実務法律専攻(P) 80 ‐ 240   実務法律専攻(P) 80 ‐ 240

経済学研究科 経済学研究科

　経済学専攻(M) 83 ‐ 166 　経済学専攻(M) 83 ‐ 166

　経済学専攻(D) 20 ‐ 60 　経済学専攻(D) 20 ‐ 60

経営学研究科 経営学研究科

　経営学専攻(M) 51 ‐ 102 　経営学専攻(M) 51 ‐ 102

　経営学専攻(D) 32 ‐ 96 　経営学専攻(D) 32 ‐ 96

　現代経営学専攻(P) 69 ‐ 138 　現代経営学専攻(P) 69 ‐ 138

理学研究科 理学研究科

　数学専攻(M) 22 ‐ 44 　数学専攻(M) 22 ‐ 44

　数学専攻(D) 4 ‐ 12 　数学専攻(D) 4 ‐ 12

　物理学専攻(M) 24 ‐ 48 　物理学専攻(M) 24 ‐ 48

　物理学専攻(D) 5 ‐ 15 　物理学専攻(D) 5 ‐ 15

　化学専攻(M) 28 ‐ 56 　化学専攻(M) 28 ‐ 56

　化学専攻(D) 6 ‐ 18 　化学専攻(D) 6 ‐ 18

　生物学専攻(M) 24 ‐ 48 　生物学専攻(M) 24 ‐ 48

　生物学専攻(D) 6 ‐ 18 　生物学専攻(D) 6 ‐ 18

　惑星学専攻(M) 24 ‐ 48 　惑星学専攻(M) 24 ‐ 48

　惑星学専攻(D) 6 ‐ 18 　惑星学専攻(D) 6 ‐ 18

医学研究科 医学研究科

　ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙｻｲｴﾝｽ専攻(M) 25 ‐ 50 0 ‐ 0 令和8年4月学生募集停止

　医科学専攻(D) 120 ‐ 480 0 ‐ 0 令和8年4月学生募集停止

  医療創成工学専攻(M) 15 ‐ 30 0 ‐ 0 令和8年4月学生募集停止

  医療創成工学専攻(D) 8 ‐ 24 0 ‐ 0 令和8年4月学生募集停止

医学系研究科 研究科の設置（届出）

　医科学専攻(D) 120 - 480

　先進生命医科学系専攻(M) 119 - 238

  医療創成工学専攻(D) 8 - 24

　健康科学専攻(D) 17 - 51

　未来社会医学専攻(D) 5 - 15

保健学研究科 保健学研究科

  保健学専攻(M) 79 ‐ 158 0 ‐ 0 令和8年4月学生募集停止

  保健学専攻(D) 25 ‐ 75 0 ‐ 0 令和8年4月学生募集停止

工学研究科 工学研究科

  建築学専攻(M) 64 ‐ 128   建築学専攻(M) 64 ‐ 128

  建築学専攻(D) 8 ‐ 24   建築学専攻(D) 8 ‐ 24

  市民工学専攻(M) 42 ‐ 84   市民工学専攻(M) 42 ‐ 84

  市民工学専攻(D) 6 ‐ 18   市民工学専攻(D) 6 ‐ 18

  電気電子工学専攻(M) 64 ‐ 128   電気電子工学専攻(M) 64 ‐ 128

  電気電子工学専攻(D) 8 ‐ 24   電気電子工学専攻(D) 8 ‐ 24

  機械工学専攻(M) 76 ‐ 152   機械工学専攻(M) 76 ‐ 152

  機械工学専攻(D) 10 ‐ 30   機械工学専攻(D) 10 ‐ 30

  応用化学専攻(M) 70 ‐ 140   応用化学専攻(M) 70 ‐ 140

  応用化学専攻(D) 10 ‐ 30   応用化学専攻(D) 10 ‐ 30

システム情報学研究科 システム情報学研究科

  システム科学専攻(M) ‐ ‐ ‐   システム科学専攻(M) ‐ ‐ ‐

  システム科学専攻(D) ‐ ‐ ‐   システム科学専攻(D) ‐ ‐ ‐

  情報科学専攻(M) ‐ ‐ ‐   情報科学専攻(M) ‐ ‐ ‐

  情報科学専攻(D) ‐ ‐ ‐   情報科学専攻(D) ‐ ‐ ‐

  計算科学専攻(D) ‐ ‐ ‐   計算科学専攻(D) ‐ ‐ ‐

　システム情報学専攻(M) 103 ‐ 206 　システム情報学専攻(M) 103 ‐ 206

　システム情報学専攻(D) 12 ‐ 36 　システム情報学専攻(D) 12 ‐ 36

農学研究科 農学研究科

  食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 26 ‐ 52   食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 28 ‐ 56 定員変更（2）

  食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 5 ‐ 15   食料共生ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 5 ‐ 15

  資源生命科学専攻(M) 42 ‐ 84   資源生命科学専攻(M) 46 ‐ 92 定員変更（4）

  資源生命科学専攻(D) 8 ‐ 24   資源生命科学専攻(D) 8 ‐ 24

  生命機能科学専攻(M) 52 ‐ 104   生命機能科学専攻(M) 58 ‐ 116 定員変更（6）

  生命機能科学専攻(D) 10 ‐ 30   生命機能科学専攻(D) 10 ‐ 30

海事科学研究科 海事科学研究科

　海事科学専攻(M) 75 ‐ 150 　海事科学専攻(M) 75 ‐ 150

　海事科学専攻(D) 11 ‐ 33 　海事科学専攻(D) 11 ‐ 33

国際協力研究科 国際協力研究科

　国際開発政策専攻(M) 26 ‐ 52 　国際開発政策専攻(M) 26 ‐ 52

　国際開発政策専攻(D) 8 ‐ 24 　国際開発政策専攻(D) 8 ‐ 24

　国際協力政策専攻(M) 22 ‐ 44 　国際協力政策専攻(M) 22 ‐ 44

　国際協力政策専攻(D) 7 ‐ 21 　国際協力政策専攻(D) 7 ‐ 21

　地域協力政策専攻(M) 22 ‐ 44 　地域協力政策専攻(M) 22 ‐ 44

　地域協力政策専攻(D) 8 ‐ 24 　地域協力政策専攻(D) 8 ‐ 24

科学技術イノベーション研究科 科学技術イノベーション研究科

  科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 40 ‐ 80   科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(M) 40 ‐ 80
  科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(D) 10 ‐ 30   科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻(D) 10 ‐ 30

計 1,890 4,399 計 1,899 4,414
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容

備考

コア講義 研究者及び高度専門職業人に要求される基礎的な知識を学ぶ。
第１回：Introduction to membrane traffic(59 山本　泰憲)
第２回：Introduction to Neurodegenerative Diseases(64 足立　直子)
第３回：Essential Genome Editing - What you can do at Kobe University(65 伊藤　圭祐)
第４回：Basics of Lipid Signaling(4 伊藤　俊樹)
第５回：Introduction of morphological approach for the understanding of human 
carcinogenesis(67 重岡　学)
第６回：Introduction of human herpesvirus 6 (70 西村　光広)
第７回：Basic Principle of Analytical Chemistry with Mass Spectrometry(82 篠原　正和) 
第８回：Dynamic analysis of immune inflammation and bone destruction by intravital 
imaging techniques(15 菊田　順一)

オムニバス

コア実習 研究者及び高度専門職業人に要求される基礎的な技能９項目を学ぶ。
・組換えDNA技術実習
・生体物質の調製と解析実習
・薬理学実習
・ウイルス学実習
・免疫学実習
・顕微鏡試料作成法実習
・ゲノム医学実習
・共焦点レーザー顕微鏡実習
・分析化学実習

先端医学シリーズ 各種疾患領域における腫瘍,自己免疫疾患,炎症性疾患と免疫システムの関与について最新の学術
的知識を学び,将来的問題点や新規治療への応用の可能性について考える。

先端医学トピックス 専門領域を超えて,医学領域全体の知識を理解することにより,幅広い視野を身につけ,医学領域
における様々な先端トピックスを理解する。

大学院特別英語 口頭及び視覚的プレゼンテーションの能力を修得する。
第二言語での人前での会話に自信を持つ。
説得力のある言語を使用する能力を修得する。

リサーチ・プロポーザル 研究者やプロの労働者に必要な基本的な知識と技術を修得する。大学院での将来の研究の研究提
案を行うため,基本的な知識を修得する。科学論文の書き方と提案の提示方法を研究する。

生命科学論文・申請書作成特論 科学研究のコンプライアンスと,研究提案書,科学論文,特許請求を作成するためのライティング
スキルについて学びます。

発生・再生医学特論 発生・再生医学領域における最先端の研究を学び,発生・再生医学領域における最先端の研究に
触れ,各自の研究へ活用する。

産学連携特論 生命医学領域の研究開発の実際,および産学官連携の実例等を学び,イノベーション創出のための
基礎的知識を修得する。

生命倫理特論 基礎研究から臨床研究へのトランスレーションリサーチ,それに関わる生命倫理を学ぶ。

グローバルメディカルサイエン
ス特別講義

各専門分野に関する先端的知識をグローバルに修得させる。

講師：(12 掛地　吉弘，45 森　康子)

共同

次世代がんプロフェッショナル
養成特論

次世代のがんプロフェッショナルになるための必要な知識を修得する。
第１回：がん患者の呼吸困難への治療戦略(41 南　博信)
第２回：がん診療におけるコミュニケーション：個別性とエビデンス(41 南　博信)
第３回：がんゲノムと病理(68 神保　直江)
第４回：正しい免疫組織学評価(5 伊藤　智雄)
第５回：トータルケアを目指す小児がん治療(仮)(58 山本　暢之)
第６回：特殊放射線治療　〜古の治療から最新の治療まで〜(69 妹尾　悟史)
第７回：高精度放射線治療(60 石原　武明)
第８回：がんゲノム個別化医療における臨床薬理(41 南　博信)
第９回：トランスレーショナルリサーチ(71 船越　洋平)
第10回：がんゲノム医療は実地診療に何をもたらしたか(66 金原　史朗)

オムニバス

腫瘍学Ⅰ基盤講義（医療現場・
学際領域）

　固形がん及び造血器腫瘍に対するがん個別化薬物治療を推進し，多領域や他部門，多職種と連
携し，新規治療薬や診断薬を開発するための個別化医療の臨床試験を立案・企画・遂行する方法
を理解する。

講師：(23 佐々木　良平，20 酒井　良忠)

共同

腫瘍学Ⅱ横断講義（予防・研究
開発）

　臨床研究中核拠点病院やがんゲノム医療拠点病院と連携し，がん個別化医療を推進し，地域で
のがん個別化医療の実践を理解する。トランスレーショナル研究の推進を理解する。

講師：(23 佐々木　良平，20 酒井　良忠)

共同

共
通
基
礎
科
目

医
学
研
究
先
端
講
義

大
学
院
特
別
講
義

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（医学系研究科博士課程医科学専攻）

科目
区分
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医療機器コンセプト創造学特論 　医療機器のニーズ探索からコンセプト創造，さらには事業化までの基本的な考え方や手法を授
ける。
　新しく医療機器を創造するには，開発早期から臨床現場ニーズを的確に捉えて設計に落とし込
み，バリューチェーンを構築する事業開発が必要である。
　学生は，医療現場で価値のあるニーズを探索し，明確化して，コンセプトを創造し，それをビ
ジネスにつなげるための基本的な考え方や手法を学修する。具体的には，ニーズの探索（臨床現
場観察とインタビュー），ニーズの明確化（ニーズの洗練，ニーズ調査方法，ニーズの判断基
準），ニーズの絞り込みとコンセプト創造（初期コンセプト絞り込み，ラピッドプロトタイピン
グ），ビジネスピッチ（ピッチとは何か，ピッチの作り方）等を学修する。

コーディネーター：（98 鷹尾　俊達）
講師：（98 鷹尾　俊達，96 保多　隆裕，76 木内　邦彦，87 富畑　賢司，95 森田　圭紀，101 
原　陽介）
第１回：総論講義：イノベーションとは，潜在ニーズと顕在ニーズ，ニーズ発と（技術）シーズ
発の違い 他
第２回：ニーズの探索：臨床現場観察とインタビュー 他
第３回：ニーズの明確化（１）：ニーズの洗練，ニーズ調査方法 他
第４回：ニーズの明確化（２）：ニーズ調査方法，ニーズの判断基準 他
第５回：ニーズの絞り込みとコンセプト創造１：ニーズ絞り込み方法，コンセプト創造総論 他
第６回：コンセプト創造２：初期コンセプト絞り込み，ラピッドプロトタイピング 他
第７回：ビジネスピッチ：ピッチとは何か，ピッチの作り方 他
第８回：医療機器ビジネスと開発：開発リスク評価，知財，薬事，保険償還，ビジネスモデル 
他

共同

医療機器レギュラトリーサイエ
ンス学特論

　医療機器のレギュラトリーサイエンス（評価科学）に関する知識を授ける。レギュラトリーサ
イエンスとは，「科学技術の成果を人と社会に役立てることを目的に，根拠に基づく的確な予
測，評価，判断を行い，科学技術の成果を人と社会との調和の上で最も望ましい姿に調整するた
めの科学」であり，学生は医療機器の有効性及び安全性を科学的知見に基づき評価・判断するこ
との重要性を学修する。本講では規制当局等からも講師を招き，医療機器として薬機法承認・認
証を経て上市するために必要な非臨床・臨床評価における，診断系医療機器，治療系医療機器の
違いやAIを活用したプログラム医療機器評価の特性を概説する。

コーディネーター：（87 富畑　賢司，93 村垣　善浩）
第１回：医療機器開発におけるカダバーの活用（105 七戸　俊明）
第２回：医療機器のレギュラトリーサイエンスとPMDAの役割（106 芝　武志）
第３回：臨床研究の倫理（81 真田　昌爾）
第４回：医療機器の臨床評価（115 山本　晴子）
第５回：治療系機器のレギュラトリーサイエンス（114 山根　隆志）
第６回：医療機器の非臨床評価(性能試験，有効性試験)（102 小西　明英）
第７回：医療機器の認証（107 鈴木　孝司）
第８回：AIの医療機器への活用（108 多田　智裕）

オムニバス

医療機器ビジネス学特論 　医療機器のビジネス戦略立案に必要な知識を授ける。
　新しい医療機器が現場で普及するためには，製品の開発（品質管理や薬事・治験を含む）と並
行して，事業の開発（早期から臨床現場ニーズを的確に捉えて設計に落とし込み，バリュー
チェーンを構築する）が必要であり，本講では後者を扱う。
　学生は，医療機器開発のプロセスと全体像をビジネス的側面から理解し，加えて，各専門分野
（知的財産，保険適用，ビジネスモデル，マーケティング，セールス・ディストリビューショ
ン，ファイナンスとファンディング，Exit戦略）についての基礎知識を学修する。

コーディネーター：（98 鷹尾　俊達，76 木内　邦彦）
第１回：医療機器開発プロセス総論（112 宮坂　強）
第２回：システムレベルエンジニアリング（101 原　陽介）
第３回：知財戦略（110 久野　栄造）
第４回：保険償還戦略（96 保多　隆裕）
第５回：ビジネスモデル（103 加藤　毅）
第６回：マーケティング（112 宮坂　強）
第７回：ファイナンスとファンディング（103 加藤　毅）
第８回：海外事業戦略（104 清峰　正志）

オムニバス

医療機器コンセプト創造演習 　「医療機器コンセプト創造学特論」とセット開講し，講義で学んだ知識を演習の形で模擬実践
する。
　学生は，事前に用意されたケーススタディを使い，疑似的に医療現場で価値のあるニーズを探
索し，明確化して，コンセプトを創造し，それをビジネスにつなげるための演習を行う。演習の
成果はピッチ形式（ビジネス向けのプレゼンテーション）で発表する。具体的には，ディスカッ
ション手法，ニーズ探索，ニーズの明確化（ケースプレゼンテーション，ニーズの洗練），ブレ
インストーミング（コンセプトマッピング，ラピッドプロトタイピング），プレゼンテーション
（ピッチ形式での実施，相互フィードバック）等を学修する。

演習ファシリテーター：（98 鷹尾　俊達）
講師：（98 鷹尾　俊達，96 保多　隆裕，76 木内　邦彦，87 富畑　賢司，95 森田　圭紀，101 
原　陽介）
第１回：ディスカッションの演習
第２回：ニーズの探索
第３回：ニーズの明確化（１）：ケースプレゼンテーション 他
第４回：ニーズの明確化（２）：ニーズの洗練 他
第５回：ブレインストーミング（１）：コンセプトマッピング 他
第６回：ブレインストーミング（２）：ラピッドプロトタイピング 他
第７回：プレゼンテーション（１）：準備
第８回：プレゼンテーション（２）：ピッチ実施，相互フィードバック 他

共同

医用材料工学 　医療機器・体内埋植デバイスの適切な使用と研究開発のためには，その構成材料の性質，性
能，安全性，劣化等を理解することが必要である。　本講義では，材料科学・工学に基づいて，
材料と生体組織との接触によって起こる材料の変化と生体反応，また生体適合性，生体機能性の
改善について述べる。

第１回：材料の横断的理解：化学結合と材料の性質，結晶と非結晶，欠陥，生体内劣化について
講述する。(109 塙　隆夫)
第２回：材料の結晶構造及び変形と破壊（92 向井　敏司）
第３回：材料の医療応用と評価法：医療機器に使用される材料とその評価方法について講述す
る。(109 塙　隆夫)
第４回：バイオメタル：医療機器に使用される金属材料について講述する。（92 向井　敏司）
第５回：バイオセラミックス：医療機器に使用されるセラミックス，高分子について講述する。
(109 塙　隆夫)
第６回：材料の表面と表面処理：材料の人体内での表面反応，生体適合性・生体機能性付与のた
めの表面処理技術について講述する。(109 塙　隆夫)
第７回：材料の適合性と毒性：硬組織適合性，軟組織接着，抗菌性，抗血栓性，毒性，承認認証
について講述する。(109 塙　隆夫)
第８回：バイオマテリアルに関する課題と問題可決について議論する。(109 塙　隆夫，92 向井　
敏司)

オムニバス

大
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医用有機化学 　医用材料の最終製品となる医療機器,医薬品,再生医療等製品にはソフトマテリアルが使用され
るケースが多い。ソフトマテリアル（別名：ソフトマター）とは,高分子,ゲル,コロイド,エマル
ジョン,生体物質等柔らかい凝縮物質の総称であり,ソフトバイオマテリアルはこれらの柔らかい
物質を医用材料として応用する材料と位置づけられる。バイオマテリアルの基礎である医療材料
について高分子化学の基礎とからめて説明する。さらに,材料物性の観点から,バルク・表面特性
及びこれらの分析法について考究する。材料の特徴・解析法を踏まえた上で,これら材料と生体
成分（水,タンパク質,血液,細胞等）との相互作用の物理化学及び解析法について紹介する。具
体的な応用例として,メディカルデバイスとドラッグデリバリーシステムへの波及について説明
する。

AI・深層学習 　まず，AI研究の歴史をたどりながら，どのような機械学習方式がこれまで提案され，実用化さ
れたのかについて簡単に述べる。その上で，深層ニューラルネット(Deep Neural Network)モデ
ルを取り上げて，その学習アルゴリズムである逆誤差伝搬法を講述し，この学習方式の万能性と
限界について説明する。
　人工知能( Artificial Intelligence, AI）の研究は，現在主流のノイマン型コンピュータが
生まれた頃とほぼ同時期に始まり，人間らしく振る舞う機械の実現に向けて約70年もの間，様々
な研究が行われてきた。その中でも機械学習は，観測データからその生成源の性質を帰納的に推
測し，それを予測や診断等に利用する技術として，AI研究の中核を成してきたと言っても過言で
はない。それゆえ，機械学習の理論を網羅的に理解し，それを応用することは簡単なことではな
い。
　まずは，その全体像の把握に注力し，機械学習がAIの実現にどのように活かされてきたかを
知った上で，特定の機械学習モデルに対して，学習アルゴリズムや動作原理を理解することが望
ましい。

医療機器・システム英語特別
講義

　先端的な医療機器やシステムの設計・開発に関連する講義を英語により提供する。
　本講義は，対象とする専門分野において著名な海外の研究者に講師を依頼して作成した講義動
画と，担当教員によるフォローアップ講義からなる。講義内容は，医療分野におけるロボット技
術（4回）とバイオマテリアル（4回）である。

第１回：医療分野でのロボット技術応用の現状（99 中楯　龍）
第２回：実用化に向けた研究開発のケーススタディ（99 中楯　龍）
第３回：先端医療ロボット研究例その１（99 中楯　龍）
第４回：先端医療ロボット研究例その２（99 中楯　龍）
第５回：金属系バイオマテリアルの現状（92 向井　敏司）
第６回：金属系バイオマテリアルの研究例（92 向井　敏司）
第７回：ソフトバイオマテリアルの現状（73 大谷　亨）
第８回：ソフトマテリアルの研究例（116 LE THI HUE）

オムニバス

医療機器・システム設計概論 　先端的な医療機器やシステムの設計・開発の具体例をオムニバス形式で講述し，医療機器やシ
ステム開発の概要を主に技術的側面から理解することを目的とする。主に，生体インプラントや
ステント等の医療デバイスを取り上げ，使用される材料の特性，３次元造形に用いられる３Ｄプ
リンタや切削加工に用いられる５軸制御工作機械，ＣＡＤ／ＣＡＭについて講述する。

第１回：イントロダクション，生体インプラントやステント等の医療デバイス（その１）（92 
向井　敏司）
第２回：生体インプラントやステント等の医療デバイス（その２）（100 西田　勇）
第３回：生体インプラントやステント等の医療デバイス（その３）（100 西田　勇）
第４回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセンサ（その１）（83 菅野　
公二）
第５回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセンサ（その２）（83 菅野　
公二）
第６回：手術ロボット等の医療ロボット技術（その１）（99 中楯　龍）
第７回：手術ロボット等の医療ロボット技術（その２）（99 中楯　龍）
第８回：課題発表（92 向井　敏司，100 西田　勇，99 中楯　龍，83 菅野　公二）

オムニバス

医療機器・システム設計演習 　　先端的な医療機器やシステムの設計・開発の具体例をオムニバス形式で講述し，医療機器や
システム開発の概要を主に技術的側面から理解することを目的とする。具体例としては（１）生
体インプラントやステント等の医療デバイス，（２）ナノセンシング技術を用いたバイオメディ
カルセンサ，（３）手術ロボット等の医療ロボット技術である。
　（１）生体インプラントやステント等の医療デバイスでは，医療デバイスに使用される材料の
特性，３次元造形に用いられる３Ｄプリンタや切削加工に用いられる工作機械，ＣＡＤ／ＣＡＭ
について講述する。（２）ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセンサでは，
その概要と計測原理，作製方法及び評価方法について講述する。（３）手術ロボット等の医療ロ
ボット技術では，ロボティクスの基礎や医療ロボットの開発経緯，遠隔操縦型手術ロボットの原
理について講述する。

第１回：生体インプラント等の医療デバイスの設計・試作実習（その１）（92 向井　敏司，73 
大谷　亨，100 西田　勇，97 池尾　直子）
第２回：生体インプラント等の医療デバイスの設計・試作実習（その２）（92 向井　敏司，73 
大谷　亨，100 西田　勇，97 池尾　直子）
第３回：生体インプラント等の医療デバイスの設計・試作実習（その３）（92 向井　敏司，73 
大谷　亨，100 西田　勇，97 池尾　直子）
第４回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセンシング実習（その１）（83 
菅野　公二，117 上野　秀貴）
第５回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセンシング実習（その２）（83 
菅野　公二，117 上野　秀貴）
第６回：医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習（その１）（99 中楯　龍）
第７回：医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習（その２）（99 中楯　龍）
第８回：まとめ（92 向井　敏司，73 大谷　亨，100 西田　勇，97 池尾　直子，83 菅野　公
二，99 中楯　龍，117 上野　秀貴）

オムニバス

データサイエンス演習 　検査・測定データの管理及び解析を行うことで，有意義なデータを引き出すためのデータサイ
エンスの基本を学ぶ。スマートフォンやウェアラブルデバイスから取得されるバイタルサイン等
のモニタリングデータを適切に管理・解析すること，また，診断機器等から得られた画像データ
から特徴量を抽出し分類することを目的とする。そのためのプログラムについて，具体的な仕様
の決定からプログラムの設計・作成・実装までのプログラミング技術修得を目指す。

第１回：データサイエンスの基礎（基礎的なツールの使い方）（113 山口　智子，99 中楯　
龍）
第２回：データサイエンスの基礎（データの入出力）（113 山口　智子，99 中楯　龍）
第３回：データサイエンスの基礎（機械学習）（113 山口　智子，99 中楯　龍）
第４回：データ・画像解析プログラム作成（データ入出力）（113 山口　智子）
第５回：データ・画像解析プログラム作成（機械学習）（113 山口　智子）
第６回：データ・画像解析プログラム作成（データ解析）（113 山口　智子）
第７回：データ・画像解析プログラム作成（画像解析）（113 山口　智子）
第８回：まとめ（113 山口　智子，99 中楯　龍）

オムニバス
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ジョブ型研究インターンシップ 　インターンシップに参加することにより，自らの専門性を客観的に観ることで進路の可能性を
広げるとともに，今後拡大が見込まれるジョブ型採用を見据え，国際競争に耐え得る研究力に裏
打ちされた実践力を養成することを目標としている。

ラボ・ローテーション 研究者及び高度専門職業人に要求される基礎的な技能９項目を学ぶ。
・組換えDNA技術実習
・生体物質の調製と解析実習
・薬理学実習
・ウイルス学実習
・免疫学実習
・顕微鏡試料作成法実習
・ゲノム医学実習
・共焦点レーザー顕微鏡実習
・分析化学実習

膜動態学特別研究Ⅰ ホルモンや神経伝達物質,サイトカイン等の種々の生理活性物質の細胞外への分泌（エキソサイ
トーシス）や細胞内への取り込み（エンドサイトーシス）という細胞内小胞輸送の研究の歴史と
最新の成果について学習する。

膜動態学特別研究Ⅱ すべての生物の構成単位は細胞であり,その細胞を取り囲んでいるのが膜である。細胞内に存在
する構造物,細胞内小器官（オルガネラ）は,ほとんどが膜で包まれている。それぞれのオルガネ
ラに局在化した膜タンパク質群の協調作用により,独自の構造が形成され,独自の機能が発揮され
る。オルガネラ形成の研究の歴史と最新の成果について学習する。

膜動態学演習 オルガネラの中で一番重要と考えられる小胞体の基本的性質である１）小胞体のチューブ構造と
シート構造の分子メカニズム,２）小胞体における非トランスロコン型の膜タンパク質の挿入メ
カニズム,３）人工膜を用いた細胞内小器官の形成　に関する論文の読解やプレゼンテーション
の能力を養う。

細胞生理学特別研究Ⅰ 発生過程における形態形成や組織・器官形成に関わる細胞極性・細胞運動制御機構ならびに遺伝
子発現制御機構について学ぶとともに,これらの制御機構の破綻によるがんの増悪・進展機構に
ついて学び,培養細胞を用いた細胞運動・細胞極性の解析方法や,遺伝子発現の解析方法を修得す
ることを目的とする。

細胞生理学特別研究Ⅱ 組織の形成・維持・損傷修復に関わる幹細胞等の細胞の増殖・分化・移動等を制御するメカニズ
ムおよびそれらの破綻による様々な疾患（がんや慢性炎症病態等）の発症機構を理解することを
目標とする。また,近年注目を集めている細胞機能の制御におけるエピジェネテック制御のメカ
ニズムについての基礎を理解することを目標とする。

細胞生理学演習 特別研究Ⅰ（発生過程における形態形成や組織・器官形成に関わる細胞極性・細胞運動制御機
構,遺伝子発現制御機構やがんの増悪・進展機構）および特別研究Ⅱ（組織の形成・維持・損傷
修復に関わる幹細胞等の細胞の増殖・分化・移動等を制御するメカニズムやがんや慢性炎症病態
等の発症機構）に関連する論文の読解やプレゼンテーション能力を養う。

生理学特別研究Ⅰ 分子から個体に至るまで様々なかつ多階層レベルでの研究手法を修得し,脳をはじめとする生体
の機能を解明する能力を育成する。

生理学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た基本的知識と技術に基づいて,分子から個体に至るまで様々なかつ多階層レ
ベルでの研究手法を修得し,脳をはじめとする生体の機能を解明する能力を育成する。
脳をはじめとする生体の機能に関わる研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

生理学演習 脳をはじめとする生体の機能が理解できる。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
統合的研究アプローチの立案をできる。

神経情報伝達学特別研究Ⅰ 脳,小脳,感覚器（内耳,眼）等,末梢,中枢を問わず神経系の構造及び機能について学ぶ。
上記の器官及び組織の機能解析方法,そこに発生する病態のモデル作製及び解析方法を習得す
る。

神経情報伝達学特別研究Ⅱ 神経系疾患の新規治療法開発を見据え,実験の仮説立案,仮説修正,実証,展開のプロセスを修得す
る。
原則,神経系の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

神経情報伝達学演習
特別研究１及び２に関する最新の知見を論文の解読により習得する能力を養い,更に,カンファレ
ンス等でのプレゼンテーションの訓練によりコミュニケーションスキルを修得し上達させる。

生体構造解剖学特別研究Ⅰ 構造生物学・分子形態学的手技・知識を育成し,様々な生命現象をその構造の解明を通して理解
する能力を身につける。特に,細胞骨格ダイナミクスの制御,転写制御を切り口とし,X線結晶構造
解析法,クライオ電子顕微鏡法等の構造解析法の基本的知識,手技を習得する。

生体構造解剖学特別研究Ⅱ 構造生物学・分子形態学的手技・知識を育成し,様々な生命現象をその構造の解明を通して理解
する能力を身につける。特に,細胞骨格ダイナミクスの制御,転写制御を切り口とし,X線結晶構造
解析法,クライオ電子顕微鏡法等の構造解析法の基本的知識,手技を習得する。

生体構造解剖学演習 構造生物学・分子形態学的手技・知識を育成し,様々な生命現象をその構造の解明を通して理解
する能力を身につける。特に,細胞骨格ダイナミクスの制御,転写制御を切り口とし,X線結晶構造
解析法,クライオ電子顕微鏡法等の構造解析法の基本的知識,手技を習得する。

神経分化・再生特別研究Ⅰ 特別研究 I (神経系の発生・機能の分子機構解明),特別研究 II (神経系疾患の病態誘導機構解
明)に関する論文読解やプレゼンテーションの能力を養う。

神経分化・再生特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た基本的知識と技能に基づいて,神経発生や発生病理についての新規知見を論
文から学び,その実践に必要な分子・細胞・個体レベルでの解析法等の技能を修得する。
実験成績に基づいた作業仮説の立案と実証,修正のプロセスを修得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。

神経分化・再生演習 「特別研究I」で得た基本的知識と技能に基づいて,神経発生や発生病理についての新規知見を論
文から学び,その実践に必要な分子・細胞・個体レベルでの解析法等の技能を修得する。
実験成績に基づいた作業仮説の立案と実証,修正のプロセスを修得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。

発生・再生医学特別研究Ⅰ 哺乳類培養細胞を材料に分子細胞生物学実験の基礎を学びつつ,DNA複製からゲノム高次構造に至
るまで,染色体構造やエピジェネティクスに関連する基本的な実験手法を修得する。

発生・再生医学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で習得した手法に基づき,哺乳類細胞における染色体構造や発生過程におけるエピ
ジェネティクス制御やDNA複製制御の基本原理の解明に関する研究を推進しながら,仮説を立て
て,その仮説を実証するような実験をデザインして遂行する。

発生・再生医学演習 DNA複製からゲノム高次構造に至るまで,染色体構造やエピジェネティクスに関連する基本的な実
験手法を用いて得られたデータについての発表と議論を行う。
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分子細胞生物学特別研究Ⅰ がん遺伝子やがん抑制遺伝子等のがん関連遺伝子の異常は,がんの発症・進展のみならず,がん以
外の種々の主要な疾患の発症や,個体の発生・分化等にも深く関わる。本授業科目では,種々のが
んで高頻度に変異等の異常がみられるp53やPTEN経路,および近年注目されているHippo経路等に
特に焦点をあて,がん遺伝子やがん抑制遺伝子ががんの発症・進展および発生・分化等に果たす
役割を理解するために必要な概念および基礎的実験法を学ぶ。

分子細胞生物学特別研究Ⅱ 本授業科目では,がん遺伝子やがん抑制遺伝子が,がんの発症・進展および発生・分化等に果たす
役割を解析し評価する手法について学び,実践する。そのために,「特別研究Ⅰ」で習得した知識
や技術をさらに発展させ,最先端の分子生物学,細胞生物学,および発生工学の技術を学ぶ。

分子細胞生物学演習 がん遺伝子やがん抑制遺伝子ががんの発症・進展および発生・分化等に果たす役割への理解を深
めるために,関連する学術論文を提示して,その読解法や具体的な実験計画の立て方,実験結果の
評価法を学ぶ。
さらに,口頭発表技術の向上を図るため,当教室における抄読会の際に,学術論文の内容を定期的
に発表する。

細胞医科学特別研究Ⅰ 細胞医科学を修得する。

細胞医科学特別研究Ⅱ 細胞医科学を修得し,学位論文を作成する。

細胞医科学演習 細胞医科学について,研究テーマの修正や立案を行う。

膜生物学特別研究Ⅰ 細胞の内側と外界を隔てる細胞膜の動態制御と,細胞内における物質輸送を支える膜輸送の分子
メカニズムについて学び,リン脂質を用いた人工生体膜の作製とin vitro解析法,並びに細胞運動
と細胞内小胞輸送の解析法等についての技能を修得する。

膜生物学特別研究Ⅱ 「特別研究Ⅰ」で得た基本的知識と技能に基づいて,細胞膜直下の細胞骨格制御による細胞運動
を支える分子機構について体系的に学び,その解析に必要な分子・細胞・個体レベルでの解析法
等の技能を修得する。
実験成績に基づいた作業仮説の立案と実証,修正のプロセスを修得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。

膜生物学演習 特別研究Ⅰ（細胞の内側と外界を隔てる細胞膜の動態制御と,細胞内における物質輸送を支える
膜輸送の分子メカニズム）及び特別研究Ⅱ（細胞膜直下の細胞骨格制御による細胞運動の分子機
構）に関連する論文の読解やプレゼンテーションの能力を養う。

超微構造生物学特別研究Ⅰ 放射光を利用した分析技術を修得し,実際に生体試料を分析,その結果を評価検討して生命現象の
理解につなげる能力を育成する。

超微構造生物学特別研究Ⅱ 放射光を利用した分析技術を修得し,実際に生体試料を分析,その結果を評価検討して生命現象の
理解につなげる能力を育成するとともに,その研究について論理展開を行い,学位論文を作成す
る。

超微構造生物学演習 放射光を利用した分析技術を修得し,実際に生体試料を分析,その結果を評価検討して生命現象の
理解につなげる能力を育成するために,適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題
点を解析するスキルを磨き,セミナーでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキ
ルを修得する。また,修得した最新の知見に基づいて研究テーマの修正や立案を行う。

薬理学特別研究Ⅰ ストレスによる脳や末梢臓器への影響とその生物学的基盤,ストレス関連疾患の病態や治療・予
防法,ストレスに関する基礎・橋渡し研究のための実験手法に関する基礎知識を理解する。

薬理学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た基本的知識と技能に基づいて,ストレスによる脳や末梢臓器への影響とその
生物学的基盤,ストレス関連疾患の病態や治療・予防法に関する研究を進める。実験結果に基づ
いた作業仮説の立案と実証,修正のプロセスを修得する。研究成果について論理展開を行い,学位
論文を作成する。

薬理学演習 特別研究Iと特別研究IIで取り扱うストレスによる脳や末梢臓器への影響とその生物学的基盤,ス
トレス関連疾患の病態や治療・予防法,ストレスに関する基礎・橋渡し研究のための実験手法に
関する論文の読解やプレゼンテーションの能力を養う。

分子病理学特別研究Ⅰ 病理学総論の体系を修得する。
腫瘍病理学各論を修得し,形態学的に病態解析する能力を育成する。
病態相関について学習する。

分子病理学特別研究Ⅱ 分子病理学的解析法を修得する。
人体腫瘍病理学の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

分子病理学演習 病理診断および分子病理学的病態解析法とその理論を修得する。
人体腫瘍病理学について論理展開を行い,論文としてまとめる。

分子病理学臨床実習 病理解剖を経験する。
外科病理診断,細胞診断について,実臨床を通じて実習する。

病理診断学特別研究Ⅰ 医療において,病理診断は「確定診断」の意味を持ち,極めて重要な項目である。伝統的な純形態
学的診断学に加え,免疫組織化学的診断学等様々なアプローチからの病理診断学,病態解析,実践
応用等を指導する。分子生物学との関連に着目し,質量分析装置等の先端機器を用いた手法の指
導も行う。

病理診断学特別研究Ⅱ 病理診断学においての臨界を深めるため,腫瘍,炎症性疾患,変性疾患そのた様々な疾患に対する
代表的論文の読解を進め,それにより疾患解析へのアプローチ法,研究計画立案,結果解釈等の方
法を学び,さらに様々なプレゼンテーションの機会を生かし,その技術を学ぶ。

病理診断学演習 様々な疾患に対する病理学的診断に加わり,臓器の取り扱い,固定方法,切り出し方法,標本作製過
程,HE標本の読み方,解釈,診断法,特殊染色や免疫染色の応用方法とその解釈方法等を学び,幅広
い疾患に対しての臨床病理学的な診断法を学ぶ。

病理診断学臨床実習 自らが行った病理診断学を,病理診断科で行われる様々な臨床病理検討会においてプレゼンテー
ションを行う。これを通して,論文検索等を併用した深い症例の理解・解析力,プレゼンテーショ
ン能力,臨床医とのコミュニケーション能力,問題解決能力等を身につける。

臨床ウィルス学特別研究Ⅰ ウイルス感染が宿主に及ぼす影響を分子および個体レベルで解析する。さらに,ワクチン学の基
礎知識を学ぶ。

臨床ウィルス学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た基本的知識と技能に基づいて宿主細胞におけるウイルス増殖機構について
学び,分子・細胞・個体レベルでの解析法等の技能を修得する。ワクチンについての基礎知識を
得る。
実験成績に基づいた作業仮説の立案と実証,修正のプロセスを修得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。
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臨床ウィルス学演習 ウイルス学やワクチン学についての適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点
を解析するスキルを磨き,カンファレンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーション
スキルを修得する。

感染制御学特別研究Ⅰ 微生物ゲノムの構造と発現制御,ならびにその産物の微生物蛋白質の構造と機能について学び,そ
の解析法及び,微生物蛋白質と宿主細胞蛋白質との相互作用の解析法並びにウイルス増殖に及ぼ
す影響の解析法等についての技能を修得する。

感染制御学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た基本的知識と技能に基づいて,微生物病原体発現機構や新しい診断,治療,予
防法について体系的に学び,その開発に必要な分子・細胞・個体レベルでの解析法等の技能を修
得する。
実験成績に基づいた作業仮説の立案と実証,修正のプロセスを修得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。

感染制御学演習 特別研究Ⅰ（微生物ゲノムの構造と発現制御,ならびにその産物の微生物蛋白質の構造と機能）
及び特別研究Ⅱ（微生物病原体発現機構や新しい診断,治療,予防法）に関連する論文の読解やプ
レゼンテーションの能力を養う。

感染治療学特別研究Ⅰ 感染症の臨床診断学において,診断の認識論,症候学,検査妥当性の解釈,安全性やコストの評
価,Evidenc based medicine(EBM),重症度スコアの作成やvalidation(吟味)について学び,これら
に関連した臨床研究を行う。

感染治療学特別研究Ⅱ 臨床感染症診療において診断および治療における新しい知見を見出す。

感染治療学演習 臨床感染症診療における診断,治療戦略を立てることができる。また臨床感染症診療における適
切なプレゼンテーションスキルを習得する

感染治療学臨床実習 内科系および外科系感染症診療を主治医およびコンサルタントとして経験する。

感染症フｨールド学特別研究Ⅰ 感染症フｨールド学を修得する。

感染症フｨールド学特別研究Ⅱ 感染症フｨールド学を修得し,学位論文を作成する。

感染症フｨールド学演習 感染症フｨールド学について,研究テーマの修正や立案を行う。

ウイルス感染学特別研究Ⅰ ウイルス感染学を修得する。

ウイルス感染学特別研究Ⅱ ウイルス感染学を修得し,学位論文を作成する。

ウイルス感染学演習 ウイルス感染学について,研究テーマの修正や立案を行う。

免疫制御学特別研究Ⅰ 微生物学,免疫学に関する基本的な知識および実験技術に関して講義を行う。

免疫制御学特別研究Ⅱ 特別研究Ｉで得た基礎的な知識と技術を発展させ,微生物学,免疫学に関する専門的な知識および
実験技術を習得できるように指導すると共に,関連領域での自らの研究成果を学術論文として発
表できるよう論文作成を指導する。

免疫制御学演習 微生物学,免疫学に関する最先端の学術論文の読解し,これらをまとめ説得力のある発表ができる
ように指導する。

遺伝子医薬学特別研究Ⅰ 遺伝子医薬学を修得する。

遺伝子医薬学特別研究Ⅱ 遺伝子医薬学を修得し,学位論文を作成する。

遺伝子医薬学演習 遺伝子医薬学について,研究テーマの修正や立案を行う。

医療法・倫理学特別研究Ⅰ 医療法およびその関連法規,患者情報保護,また医療制度の概要を理解した上でその課題を適切に
表出できる。
データサイエンスや医療情報の実践的応用を念頭に,マクロからミクロレベルでの問題解決策の
立案を可能とする。
医療情報の実用的利用とデータ科学に必要な知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析
スキルを育成する。

医療法・倫理学特別研究Ⅱ データサイエンスや医療情報の実践的応用を念頭に,マクロからミクロレベルでの問題解決策の
立案能力を習得する。
医療情報の実用的利用とデータ科学に必要な知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析
し論理展開を行い,学位論文を作成する。

医療法・倫理学演習 データサイエンスや医療情報の実践的応用を念頭に,マクロからミクロレベルでの問題解決策の
立案を可能とする。
医療情報の実用的利用とデータ科学に必要な知識と技術として構造データの扱いを習得し,得ら
れた情報を科学的に分析スキルを育成する。

医薬食品評価科学特別研究Ⅰ 医用データの解析を行うためには,そのデータの意味,解析方法の理解が必須である。本授業で
は,統計解析およびAI開発でもっとも良く用いられているプログラミング言語Python(パイソン)
を使い,EBM(Evidence Based Medicine)を中心とした 医用データの統計解析の基本的な技能を習
得する。

医薬食品評価科学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た基本的な統計解析の知識と技能に加えて,テキストデータや画像データの解
析のためのAI技術の基礎理論を習得する。Pythonライブラリmatplotlib(マットプロットリブ)と
seaborn (シーボーン) を用いた視覚化技術,TensorFlow(テンソルフロー)を用いた機械学習/
ディープラーニング/多層ニューラルネットワークの研究開発技術を習得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。

医薬食品評価科学演習 特別研究Ⅰ（Pythonを用いた基本的な統計解析技術の習得）及び特別研究Ⅱ（Pythonを用いた
データの可視,AI技術の習得）に関連する論文およびNBMの臨床研究に関する論文の読解やプレゼ
ンテーションの能力を養う。
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法医学特別研究Ⅰ 法医病理学及び法医中毒学を中心に,法医学に関連する基礎知識及び研究技法について学び,死因
診断に掛かる検査方法,死因の考察方法等の死因診断に必要不可欠な技能を修得する。

法医学特別研究Ⅱ 「特別研究Ⅰ」で得た基本的知識と技能に基づいて,法医病理学並びに法医中毒学について体系
的に学び,死因診断手法の開発に必要な解析技能を修得する。
実験成績に基づいた作業仮説の立案と実証,修正の過程を修得する。
研究成果について論理展開を行い,学位論文を作成する。

法医学演習 特別研究Ⅰ及び特別研究Ⅱに関連する論文の読解と研究発表能力を修得する。

地域連携病理学特別研究Ⅰ 地域連携病理学を修得する。
講師：(5 伊藤　智雄，61 上原　慶一郎)

共同

地域連携病理学特別研究Ⅱ 地域連携病理学を修得し,学位論文を作成する。
講師：(5 伊藤　智雄，61 上原　慶一郎)

共同

地域連携病理学演習 地域連携病理学について,研究テーマの修正や立案を行う。
講師：(5 伊藤　智雄，61 上原　慶一郎)

共同

地域連携病理学臨床実習 地域連携病理学について,臨床を通じて実習する。
講師：(5 伊藤　智雄，61 上原　慶一郎)

共同

幹細胞医学特別研究Ⅰ 幹細胞に着目した生命現象の解明のための基礎的知識と手技について学ぶ。

幹細胞医学特別研究Ⅱ 種々の生理的および病的生命現象における幹細胞の制御技術の開発を目指す。

幹細胞医学演習 特別研究Ⅰ（幹細胞に着目した生命現象の解明）および特別研究Ⅱ（種々の生理的および病的生
命現象における幹細胞の制御技術の開発）に関連する論文の読解やプレゼンテーション能力を養
う。

免疫学特別研究Ⅰ 生体内における免疫システムの基礎的知識と免疫学研究の手技について学ぶ。

免疫学特別研究Ⅱ 生体内における免疫システムの制御機構と免疫疾患の病態について学ぶ。

免疫学演習 特別研究Ⅰおよび特別研究Ⅱに関連する論文の読解やプレゼンテーション能力を養う。

バイオリソース・ヘルスケア統
合解析科学特別研究Ⅰ

慢性炎症は様々な老化関連疾患（動脈硬化やがん,認知症等）を引き起こすと考えられている。
本講座では,免疫システムとしての炎症の役割について理解するとともに,これらの制御機構の破
綻による老化関連疾患の病態について理解する。また,実験動物および培養細胞等を用いた解析
方法の原理を理解することを目的とする。
講師：(31 中村　恵宣，39 松岡　広)

共同

バイオリソース・ヘルスケア統
合解析科学特別研究Ⅱ

環境因子（食事・栄養や運動,腸内細菌等）と疾患の関連について,疾患モデル（動物モデル）を
駆使した医学的エビデンスの構築と予防医学への発展について学ぶ。
講師：(31 中村　恵宣，39 松岡　広)

共同

バイオリソース・ヘルスケア統
合解析科学演習

特別研究Ⅰ（分子細胞生物学）及び特別研究Ⅱ（疾患モデルを駆使した研究）に関連した基礎研
究,疫学・臨床データに関する論文等の最新知見の把握し,論文作成方法を習得する。予防医学開
発を見据えた独自の仮説を展開し,プレゼンテーション等アウトプットスキルを習得する。
講師：(31 中村　恵宣，39 松岡　広)

共同

循環器内科学特別研究Ⅰ 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい虚血性心疾患・心
不全・不整脈に対する最新の診断法,治療法について学び,理解する。

循環器内科学特別研究Ⅱ 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい虚血性心疾患・心
不全・不整脈に対する最新の診断法,治療法について学び,理解し,自ら研究を計画し,実践し,学
会や論文に発表する。

循環器内科学演習 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい虚血性心疾患・心
不全・不整脈に対する最新の診断法,治療法について学び,理解する。

循環器内科学臨床実習 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい虚血性心疾患・心
不全・不整脈に対する最新の診断法,治療法について学び,病棟の患者さんで実践されている診
療・臨床研究（実習）を通じて理解を深める。

不整脈先端治療学特別研究Ⅰ 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい不整脈疾患に対す
る最新の診断法,治療法について学び,理解する。

不整脈先端治療学特別研究Ⅱ 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい不整脈疾患に対す
る最新の診断法,治療法について学び,理解し,自ら研究を計画し,実践し,学会や論文に発表す
る。

不整脈先端治療学演習 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい虚血性心疾患・心
不全・不整脈に対する最新の診断法,治療法について学び,理解する。　特に,心房細動や致死性
不整脈に関して,重点的に学ぶ。

不整脈先端治療学臨床実習 循環器疾患の病因・病態，診断，治療に関する最近の知見,特に,進歩の著しい不整脈に対する最
新の診断法,治療法について学び,病棟の患者さんで実践されている診療・臨床研究（実習）を通
じて理解を深める。　特に,心房細動や致死性不整脈に関して,重点的に学ぶ。実習にて,さらに
議論とプレゼンテーションを行い,理解を深める。

循環器高度医療探索学特別研究
Ⅰ

循環器高度医療探索学を修得する。

循環器高度医療探索学特別研究
Ⅱ

循環器高度医療探索学を修得し,学位論文を作成する。

循環器高度医療探索学演習 循環器高度医療探索学について,研究テーマの修正や立案を行う。

循環器高度医療探索学臨床実習 循環器高度医療探索学について,臨床を通じて実習する。

未
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消化器内科学特別研究Ⅰ 消化管,胆・膵,肝臓における,感染症,自己免疫疾患,腫瘍についての基礎知識として,分子生物学
的内容も含めた病態,診断と治療について理解する。また,臨床・基礎研究に必要な基礎的な知識
と技術を理解し,得られた情報を科学的に分析する能力を育成する。
講師：(19 児玉　裕三，28 豊永　高史)

共同

消化器内科学特別研究Ⅱ 消化器内科領域（消化管,胆・膵,肝臓疾患関連）の研究について論理展開を行い,学位論文を作
成する。
講師：(19 児玉　裕三，28 豊永　高史)

共同

消化器内科学演習 文献や論文等から最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を抽出する理解力と,考察力を修得
する。
自らの研究で得た知見等をプレゼンテーションを通して発信し,フィードバックを得る等のコ
ミュニケーションスキルを修得する。
講師：(19 児玉　裕三，28 豊永　高史)

共同

消化器内科学臨床実習 消化管,胆・膵,肝臓領域の,感染症,自己免疫疾患,腫瘍の高度先進医療を理解するとともに,
実臨床,臨床試験を通じて実習する。
講師：(19 児玉　裕三，28 豊永　高史)

共同

新規治療探索医学特別研究Ⅰ 新規治療探索医学を修得する。

新規治療探索医学特別研究Ⅱ 新規治療探索医学を修得し,学位論文を作成する。

新規治療探索医学演習 新規治療探索医学について,研究テーマの修正や立案を行う。

新規治療探索医学臨床実習 新規治療探索医学について,臨床を通じて実習する。

呼吸器内科学特別研究Ⅰ 分子生物学的,分子遺伝学的研究手法を修得する。
新規の薬物療法や生化学的検査法を開発する能力を育成する。
呼吸器の炎症性疾患の診断と治療の現況,病態生理について学習する。
博士論文作成のための知識と技能を学ぶ

呼吸器内科学特別研究Ⅱ 肺がんの標準診断法,治療法を理解する。
臨床試験の立案,計画,デザイン等について学び,臨床試験を開始する。
臨床研究を立案,計画,実施し,学位論文を作成する。

呼吸器内科学演習 関連した研究論文の読解やそれに関するプレゼンテーションを行いコミュニケーションスキルを
養う。研究成果を分野内や学内での研究会,国内外での学会・研究会でプレゼンテーションを積
極的に行い,プレゼンテーションスキルの向上を図る。

呼吸器内科学臨床実習 気管支鏡検査を経験する。
呼吸器の解剖を理解する。
気管支鏡の臨床試験に参画する。

糖尿病・内分泌内科学特別研究
Ⅰ

糖尿病,内分泌疾患の発症機構や病態について,基本的知識を学ぶ。また,糖尿病,内分泌疾患の発
症機構や病態の解析に関しての,基本的な研究方法を学ぶ。

糖尿病・内分泌内科学特別研究
Ⅱ

最新の分子生物学的手法を用いて明らかにされた糖尿病,内分泌疾患の発症機構や病態について
の知見を,臨床へ応用する方法を学ぶ。また学んだ先進的な知識と技能を駆使し,実際に研究を行
い,得られた結果を解析し,論文を作成することを学ぶ。

糖尿病・内分泌内科学演習 糖尿病,内分泌疾患の発症機構や病態についての,代表的な論文の読解法やプレゼンテーションの
仕方について学ぶ。実際に得られた研究結果や臨床的評価についてプレゼンテーションを行うこ
とにより,コミュニケーションスキルを養う。

糖尿病・内分泌内科学臨床実習 糖尿病,内分泌疾患に関する高度専門職業人を目指す学生のために,臨床現場で指導を行う。具体
的には,これら疾患の病態評価に関する検査法や,その評価法を学ぶ。実際の症例を通して,自ら
検査,評価を行い,問題点を抽出する。その問題点解明のために研究計画を立てる方法を学ぶ。

総合内科学特別研究Ⅰ 動静脈血栓症の成因と臨床的意義を理解する。
生活習慣病と動脈硬化性血栓症,担癌とがん関連血栓症,特に静脈血栓症の成因と臨床的意義を理
解する。

総合内科学特別研究Ⅱ 「特別研究I」で得た動静脈血栓症のリスク評価法を用い,①動脈硬化性血栓症に関して,そのリ
スク因子である生活習慣病に対する臨床的介入で各リスク評価指標の変動について臨床研究を行
う。②がん関連静脈血栓症に関して,がんと非がん,がんの病期等でのリスク評価を各種パラメー
ターとの相関含めて臨床研究を行う。

総合内科学演習 ①生活習慣病と動脈硬化性血栓症,②がんと血栓症,に関係する論文を検索し,その論文の妥当性
や今後の適応を評価する。
複数の論文を担当し,それぞれの論文の要点を分かり易くまとめプレゼンテーションする。

総合内科学臨床実習 臨床研究におけるCONSORT声明を理解する。
入院や外来患者が持つ臨床的課題の抽出を行い,それに該当する既知の論文の検索を行う。
得られた情報をわかりやすく学生に教え,臨床現場での妥当性と適応をともに理解する。

腎臓内科学特別研究Ⅰ 腎臓内科学領域に関連する病態解明,治療法確立のための基礎および臨床的研究を行う。現在
ターゲットとしている主な研究分野は,慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常・心血管系疾患発
症機序解明,糸球体腎炎の発症機序解明,腎移植拒絶反応の発症機序解明である。

腎臓内科学特別研究Ⅱ 腎臓内科学領域に関連する病態解明,治療法確立のための基礎および臨床的研究を行う。現在
ターゲットとしている主な研究分野は,慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常・心血管系疾患発
症機序解明,糸球体腎炎の発症機序解明,腎移植拒絶反応の発症機序解明である。

腎臓内科学演習 腎臓内科学領域に関連する病態解明,治療法確立のための基礎および臨床的研究を進める上での
研究手法を習得する。

腎臓内科学臨床実習 基礎研究と臨床研究の研究計画を立案できる。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,研究テーマを自身で立案する。問題点の解決のため
の解析スキルを磨く。また,カンファレンスでプレゼンテーションすることで自身の見解を説明
するコミュニケーションスキルを修得する。

免疫内科学特別研究Ⅰ 免疫内科学分野における基本的知識と基本的実験手技や技能を身につけ,専門家となるための基
礎を養う。
治療や診断における先端の情報をと入れることができるよう,論文学習を行う。
膠原病リウマチ診療の専門家としての技量を身に着ける。

免疫内科学特別研究Ⅱ 免疫内科学におけるを基礎または臨床研究を修得する。
免疫内科学の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

内
科
学
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免疫内科学演習 研究テーマについて口頭で発表できる。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
発表内容の立案を行う。

免疫内科学臨床実習 膠原病リウマチ内科診療を経験する。
膠原病リウマチ内科について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。
膠原病リウマチ内科の臨床試験に参画する。

脳神経内科学特別研究Ⅰ 神経疾患患者の臨床上の疑問を取り上げて解明する道筋を立てる。

脳神経内科学特別研究Ⅱ 研究テーマの科学的検証を行う。

脳神経内科学演習 学術論文を精読し論理展開を理解し,具体的な研究計画の作成法を学ぶ。

脳神経内科学臨床実習 研究を行う視点を持った臨床能力を培う。

腫瘍・血液内科学特別研究Ⅰ すべての固形癌,造血器腫瘍,良性血液疾患,およびこれらの関連疾患の病態生理を理解し,治療の
基本的知識と技能を習得する。
臨床試験の方法論を理解することにより科学的情報の質を評価した上で結果を分析し,臨床応用
する能力を育成する。

腫瘍・血液内科学特別研究Ⅱ 臨床腫瘍学,血液内科学の最新先進的知識・技能を修得し,病態生理の解明・治療法開発のための
理論構築能力,問題解決能力を修得する。
臨床試験・臨床研究の方法論を理解し,臨床試験・臨床研究を展開できる能力を育成する。
臨床腫瘍学,血液内科学の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

腫瘍・血液内科学演習 臨床腫瘍学,血液内科学の臨床上の問題点を抽出し,病態生理の解明・治療法開発のための臨床試
験立案能力を修得する。
臨床試験の問題点を抽出し,解決策を見出す能力を育成する。

腫瘍・血液内科学臨床実習 すべての固形癌,造血器腫瘍,良性血液疾患,およびこれらの関連疾患の病態生理を理解し,診療を
経験する。
外科治療,放射線治療等を併用した集学的治療を経験する。
臨床試験の実際を実習する。

放射線診断学特別研究Ⅰ 画像診断学の基礎を修得する。
講師：(44 村上　卓道，53 祖父江　慶太郎)

放射線診断学特別研究Ⅱ 臓器別画像診断学の最新知見を修得する。
講師：(44 村上　卓道，53 祖父江　慶太郎)

放射線診断学演習 研究成果のoutputを行う。
講師：(44 村上　卓道，53 祖父江　慶太郎)

放射線診断学臨床実習 臨床画像診断の手技向上を行う。
講師：(44 村上　卓道，53 祖父江　慶太郎)

IVR学特別研究Ⅰ IVRの適応疾患について習熟し,各種基本手技を修得する。
IVR術前のプランニング,周術期の管理を行う能力を育成する。
これらを修得する上で必要な知識を身につける。

IVR学特別研究Ⅱ 様々な領域の疾患に対するIVRについての代表的な論文の解読や,新しい治療技術法の開発に関わ
り,それらの研究計画の作成方法を習得する。

IVR学演習 IVRに関する適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨
き,カンファレンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。

IVR学臨床実習 前期の講義で得た各種IVR手技に関する知識に基づいて,実際のIVR手技を遂行できるようになる
と共に,臨床研究を立案していくことができるようになる。

先進医用画像診断学特別研究Ⅰ 先進医用画像診断学を修得する。

先進医用画像診断学特別研究Ⅱ 先進医用画像診断学を修得し,学位論文を作成する。

先進医用画像診断学演習 先進医用画像診断学について,研究テーマの修正や立案を行う。

先進医用画像診断学臨床実習 先進医用画像診断学について,臨床を通じて実習する。

放射線医工学特別研究Ⅰ 放射線医工学を修得する。

放射線医工学特別研究Ⅱ 放射線医工学を修得し,学位論文を作成する。

放射線医工学演習 放射線医工学について,研究テーマの修正や立案を行う。

放射線医工学臨床実習 放射線医工学について,臨床を通じて実習する。

先進循環器画像診断学特別研究
Ⅰ

循環器画像学の基本と応用を修得する。

先進循環器画像診断学特別研究
Ⅱ

循環器画像学と人工知能（AI）の進化と臨床応用を修得する。

内
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学
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先進循環器画像診断学演習 循環器画像学の基本から応用に至るまでをカバーし,心臓CT,MRI,核医学と人工知能（AI）の活用
を通じて臨床的,研究面双方のスキルを磨く。

先進循環器画像診断学臨床実習 実際の臨床環境で循環器画像学に関する実務スキルを磨く。

放射線腫瘍学特別研究Ⅰ 放射線治療領域の抗腫瘍効果や放射線抵抗性等について,分子生物学な側面に至る病態を理解し,
診断と治療についての基本的知識と技能を修得する。また,臨床研究に必要な基礎的な知識と技
術を習得し,得られた情報を科学的に分析する能力を育成する。さらに,悪性腫瘍に対する放射線
治療について学習する。

放射線腫瘍学特別研究Ⅱ 放射線腫瘍学分野におけるがんの病態,診断及び治療に対する先進的知識及び技術を修得する。
放射線腫瘍学領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

放射線腫瘍学演習 悪性腫瘍に対する放射線治療について標準的な診断・治療法の問題点を抽出する。適切な論文よ
り最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレンスでプレゼ
ンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。病態や診断に応じた放射線治療
方法の選択の現状を理解し,実際の治療計画の立案を行う。

放射線腫瘍学臨床実習 強度変調放射線治療や定位照射治療,画像誘導小線源治療等の高精度放射線治療を経験する。放
射線治療を中心に外科治療や抗癌剤,分子標的治療薬,免疫チェックポイント阻害剤等の薬物療法
を併用した集学的治療について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。がん治療の臨床試験に参画
する。

小児科学特別研究Ⅰ 小児科学領域のあらゆる疾患について,遺伝学的,分子生物学的な側面から病因・病態を理解し,
診断と治療についての基礎知識と技能を修得する。さらに,臨床研究に必要な基礎的知識と技術
を習得し,得られた情報を科学的に分析する能力を育成する。

小児科学特別研究Ⅱ 小児科領域の疾患における病因・病態,診断および治療に関する先進的知識及び技術を修得す
る。
小児科領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

小児科学演習 小児科領域の疾患における病因・病態,診断および治療の問題点を抽出し,その問題点を解決する
ための研究計画の立案を行う。
海外文献を紹介したり,研究経過発表を皆の前で行うことで,論文の読解やプレゼンテーションに
よりコミュニケーションスキルを修得する。

小児科学臨床実習 小児科領域の疾患の診療を経験する。
小児科領域の疾患の病因・病態,診断および治療について,実臨床や臨床試験を通じて実習する。
先進医療の臨床試験に参画する。

こども急性疾患学特別研究Ⅰ 学生が小児の急性疾患に関する基本的知識と技能を幅広く学べるように,徹底的にマンツーマン
で指導する。

こども急性疾患学特別研究Ⅱ 学生が小児の急性疾患に関する先進的な知識と技能を集中的に学ばせ,それらを基礎とした論文
を作成できるように指導する。

こども急性疾患学演習 学生が抄読会で海外文献を紹介したり,研究経過発表を皆の前で行うことで,論文の読解やプレゼ
ンテーションによりコミュニケーションスキルを養えるよう指導する。小児急性疾患の診断・合
併症に応じた治療・療育法の選択の現状を理解し,実際の治療計画の立案を行う。

こども急性疾患学臨床実習 こども初期急病センター,神戸大学医学部附属病院小児医療センター・周産母子ｾﾝﾀｰおよび小児
科外来や,地域の第一線の小児救急医療の現場において,患児とその家族と向き合い,一般小児医
療を実践する中で,高度専門職業人になれるよう指導する。

小児神経学・発達行動小児科学
特別研究Ⅰ

小児神経学および発達行動小児科学に基づいて,こどもの正常な精神・神経・行動発達とその異
常としての発達障害に関する診断と治療についての基本的知識と技能を修得する。また,臨床研
究に必要な基礎的な知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析する能力を育成する。さ
らに発達障害をもつ子どもに対する社会的資源について学習する。

小児神経学・発達行動小児科学
特別研究Ⅱ

小児神経学および発達行動小児科学に基づく,こどもの正常な精神・神経・行動発達とその異常
としての発達障害に関する診断と治療に対する先進的知識と技能を修得する。
小児神経学・発達行動小児科学における発達障害領域の研究について論理展開を行い,学位論文
を作成する。

小児神経学・発達行動小児科学
演習

発達障害,特に自閉症スペクトラム障害およびADHDについて標準的な診断・治療・療育指示を行
う。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
発達障害の診断・合併する神経疾患に応じた治療・療育法の選択の現状を理解し,実際の治療計
画の立案を行う。

小児神経学・発達行動小児科学
臨床実習

発達障害,特に自閉症スペクトラム障害およびADHDについて診断,治療・療育の管理指示をを経験
する。
WISCⅣ,PARS等の心理検査,神経学的診察,基礎疾患の検索,薬物療法,療育の指示について,実臨床
を通じて実習する。

皮膚科学特別研究Ⅰ 皮膚科学の概念と基本的な基礎知識を習熟させ,その疑問点を明らかにする手法を概説する。

皮膚科学特別研究Ⅱ 皮膚科学疾患における疑問点を明らかにするための仮説のたて方,得られた結果からどのように
理論的に考え,論文を構成するかを教育する。

皮膚科学演習 抄読会を行ない,自分の得た実験の発表をさせることにより,論文の読解能力,研究発表能力を養
う。

皮膚科学臨床実習 臨床の現場で,皮膚科学の考え方,診断に至る思考経路,診断のための検査手技とその技術の習得,
ならびにその解釈について教育する。

精神医学特別研究Ⅰ 精神疾患に関する臨床的および生物学的分野における基本的知識と技能を習得することを目標と
する。
一般的な医師－患者関係の持ち方，患者心理，精神科患者面接技法，神経診察法等について学習
する。
ついで一般的な精神疾患，神経疾患に関する概念,診断および治療について学習する。

精神医学特別研究Ⅱ 精神疾患に関する臨床的および生物学的分野における先進的な知識と技能を習得することを目標
とする。
最新の原著論文の抄読を通じて,その過程で論文作成に必要な知識を習得するとともに,
論文作成に必要な技術的側面である構成や,統計学的方法論等の具体的な要素について学習す
る。
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精神医学演習 精神疾患に関する臨床的および生物学的な知見を,学術論文の抄読により幅広く習得する。
原著論文を読解する過程において,知識の習得のみならず,要点を的確に把握し
その内容を実際にプレゼンテーションすることで,コミュニケーションスキル,プレゼンテーショ
ンスキルの習得を目指す。

精神医学臨床実習 大学病院の病棟及び外来において指導者のもと，診療に従事する。
一般的な疾患及びまれな疾患の基本的な診療技能を修得する。
本人の希望を元に連携精神医学，司法精神医学，老年精神医学，児童思春期精神医学等を学ぶた
めに専門機関に派遣することも行う。
各領域における基本的診療を学習する。関連行政機関，介護施設等でも実習を行う。

精神疾患高度医療探索学特別研
究Ⅰ

精神疾患高度医療探索学を修得する。

精神疾患高度医療探索学特別研
究Ⅱ

精神疾患高度医療探索学を修得し,学位論文を作成する。

精神疾患高度医療探索学演習 精神疾患高度医療探索学について,研究テーマの修正や立案を行う。

精神疾患高度医療探索学臨床実
習

精神疾患高度医療探索学について,臨床を通じて実習する。

臨床検査医学特別研究Ⅰ 臨床検査医学,臨床免疫学,輸血学における基本的知識と基本的実験手技・技能を修得する。

臨床検査医学特別研究Ⅱ 臨床検査医学,臨床免疫学,輸血学における先進的な知識と技能を修得する。
研究成果について論理展開を行い,学術論文を作成する。

臨床検査医学演習 臨床検査医学,臨床免疫学,輸血学領域の最新の論文の読解能力とプレゼンテーションスキルを修
得する。

臨床検査医学臨床実習 習得した内容が実地臨床の場で生かせるように,検査部等の臨床現場を経験する。
最先端の臨床検査を経験し,検査に関する臨床研究に参画する。

医療情報学特別研究Ⅰ 医療情報学を修得する。

医療情報学特別研究Ⅱ 医療情報学を修得し,学位論文を作成する。

医療情報学演習 医療情報学について,研究テーマの修正や立案を行う。

医療情報学臨床実習 医療情報学について,臨床を通じて実習する。

先端緩和医療学特別研究Ⅰ 緩和ケアの概念を正しく理解し,緩和ケアが必要となる（がんや心不全をはじめとした）生命を
脅かす疾患とその苦痛のアセスメントおよびマネジメントに関する基本的な知識と技術を習得す
る。また,専門的緩和ケアの提供に必要なコミュニケーション,地域連携に必要な能力を身につけ
る。
その上で,緩和医療の臨床研究の方法論を理解し,その結果を臨床応用する能力を育成する。

先端緩和医療学特別研究Ⅱ 緩和医療分野における診断・治療・ケアに関する先進的知識及び技術を修得する。
臨床研究に関する基本的知識・方法論を理解し,緩和医療領域の臨床研究を遂行し,学位論文を作
成する。

先端緩和医療学演習 緩和ケアに関するアセスメント,治療・ケアについて現在の臨床上の問題点を抽出する。
適切な論文から最新の知見を集約し,既存の臨床研究の問題点を分析し,その解決を目指した臨床
研究の計画立案を行う能力を身に着ける。

先端緩和医療学臨床実習 緩和ケアコンサルテーション診療を通して,各種生命を脅かす疾患（がん,慢性心不全,集中治療
領域の患者 等）に対する専門的緩和ケアを経験する。
身体症状（疼痛,呼吸困難 等）,精神症状（不安・抑うつ,せん妄等）のマネジメントを体系的に
理解する。
患者家族とのコミュニケーション,アドバンス・ケア・プランニング（ACP）,家族カンファレン
スを経験する。

病態情報学特別研究Ⅰ 病態情報学を修得する。

病態情報学特別研究Ⅱ 病態情報学を修得し,学位論文を作成する。

病態情報学演習 病態情報学について,研究テーマの修正や立案を行う。

病態情報学臨床実習 病態情報学について,臨床を通じて実習する。

薬剤学特別研究Ⅰ 有効かつ安全な投与設計を考える上で必要となる,薬物血中濃度解析や遺伝子多型診断について
の基本的知識と技能を修得する。また,臨床研究に必要な基礎的な知識と技術を習得し,得られた
情報を科学的に分析する能力を育成する。さらに,薬剤に応じた有効かつ安全な薬物投与設計に
ついて学習する。

薬剤学特別研究Ⅱ 個別化治療を考える上で重要な薬物代謝酵素,薬物トランスポータ等の体内動態を規定する因子
と,治療効果や副作用発現に関与する各種因子との関連についての知識と技能を修得する。医薬
品適正使用研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

薬剤学演習 患者個々に最も適した薬物治療,いわゆるテーラーメイド療法に関する基礎的な知識を修得す
る。適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カン
ファレンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。テーラーメ
イド療法に関する研究の立案を行う。

薬剤学臨床実習 患者検体における血中濃度や遺伝子型情報に関する実験技術や解析法を経験する。テーラメイド
治療について,実臨床,臨床研究を通じて実習する。テーラメイド治療に関する臨床研究に参画す
る。
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システム病態生物学特別研究Ⅰ システム病態生物学を修得する。

システム病態生物学特別研究Ⅱ システム病態生物学を修得し,学位論文を作成する。

システム病態生物学演習 システム病態生物学について,研究テーマの修正や立案を行う。

小児先端医療学特別研究Ⅰ 小児先端医療学を修得する。

小児先端医療学特別研究Ⅱ 小児先端医療学を修得し,学位論文を作成する。

小児先端医療学演習 小児先端医療学について,研究テーマの修正や立案を行う。

小児先端医療学臨床実習 小児先端医療学について,臨床を通じて実習する。

ゲノム医療学特別研究Ⅰ ゲノム医療学を修得する。

ゲノム医療学特別研究Ⅱ ゲノム医療学を修得し,学位論文を作成する。

ゲノム医療学演習 ゲノム医療学について,研究テーマの修正や立案を行う。

ゲノム医療学臨床実習 ゲノム医療学について,臨床を通じて実習する。

食道胃腸外科学特別研究Ⅰ 食道胃腸外科領域の腫瘍や炎症等について,分子生物学な側面に至る病態を理解し,診断と治療に
ついての基本的知識と技能を修得する。また,臨床研究に必要な基礎的な知識と技術を習得し,得
られた情報を科学的に分析する能力を育成する。さらに,消化器癌,とくに食道癌,胃癌および大
腸癌の標準外科治療について学習する。

食道胃腸外科学特別研究Ⅱ 食道胃腸外科学分野における病態,診断及び治療に対する先進的知識及び技術を修得する。食道
胃腸外科領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

食道胃腸外科学演習 消化器癌,特に食道癌,胃癌及び大腸癌の病期診断について標準的な診断・治療法の問題点を抽出
する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
病態や診断に応じた外科的治療法の選択の現状を理解し,実際の治療計画の立案を行う。

食道胃腸外科学臨床実習 消化器癌,特に食道癌,胃癌及び大腸癌に対する鏡視下手術等の低侵襲手術を経験する。外科手術
を中心に放射線治療や抗癌剤,分子標的治療薬等の化学療法を併用した食道癌,胃癌及び大腸癌に
対する集学的治療について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。先進医療の臨床試験に参画す
る。

肝胆膵外科学特別研究Ⅰ 肝胆膵領域疾患の診断学,治療学について外科的な視点での知識を習得する。特に,手術に必要な
臨床解剖,病態生理については実際の手術手技と対比させ,得られた情報を科学的に分析する能力
を育成する。さらに,肝胆膵癌の標準外科治療について学習する。
講師：(16 木戸　正浩，52 小松　昇平)

共同

肝胆膵外科学特別研究Ⅱ 肝臓移植,膵・膵島移植,鏡視下手術,粒子線治療等の最先端治療について講義する。また,今後臨
床応用が期待される再生医療,遺伝子治療等の肝胆膵領域への応用についても解説し,これらの先
進的な知識を習得する。講師：(16 木戸　正浩，52 小松　昇平)

共同

肝胆膵外科学演習 肝胆膵領域疾患の病態生理を理解することで診断,治療における未解決の問題を抽出する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を分析・解析するスキルを磨き,カン
ファレンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
講師：(16 木戸　正浩，52 小松　昇平)

共同

肝胆膵外科学臨床実習 肝胆膵良悪性疾患に対する鏡視下手術等の低侵襲手術を経験する。
外科手術を中心に放射線治療や抗癌剤,分子標的治療薬等の化学療法を併用したる集学的治療に
ついて,実臨床,臨床試験を通じて実習する。
先進医療の臨床試験に参画する。
講師：(16 木戸　正浩，52 小松　昇平)

共同

乳腺内分泌外科学特別研究Ⅰ 乳癌の病態を理解し,乳癌の診断学,治療学についての基本的知識を習得する。特に乳癌の分子生
物学を学ぶことによって,乳癌の治療を多面的なアプローチで理解することを目標とする。また
臨床試験等の臨床研究を通じて,情報収集とその評価,解釈について学習する能力を習得する。

乳腺内分泌外科学特別研究Ⅱ 乳癌画像診断の最新モダリティを理解,習得できるように,より精度の高い画像診断技術を教授す
る。また当科で研究を行っている乳癌早期診断の研究について,その理論を理解する。根治性と
整容性を兼ねそなえた最新の乳癌手術術式を習得し,形成外科との連携も加味した術式の更なる
工夫を習得する。常に個別化治療を念頭に置き,新たなバイオマーカーの開発,新規分子標的治療
の作用機序を理解する。

乳腺内分泌外科学演習 術前,術後症例検討会を通じて,個々の症例における乳癌の総合的な診断,治療法を学びながら,プ
レゼンテーションによりコミニュケーションスキルを養う。抄読会での論文読解,評価を通じて,
論文内容の真実を見抜く力を養うとともに,論理的な思考法,論文作製法を学ぶ。また実際に臨床
試験を立ち上げるシミュレーションを行う。

乳腺内分泌外科学臨床実習 乳癌患者を総合的に診療するコミニュケーション技術の習得を常に意識しながら,診断のための
各種インターベンション技術,根治性と整容性を兼ね備えた乳癌手術を習得する。各種薬物療法
の適応を正確に判断し,病態に応じて適切に使用する。特にホルモン療法,化学療法,免疫チェッ
クポイント阻害剤等の適正使用と,支持療法について習得する。再発患者の終末期医療の実践に
向けて,地域連携,チーム医療の実践を習得する。

心臓血管外科学特別研究Ⅰ 外科学総論,特に外科侵襲と生体反応を理解し習得する。また心臓血管外科学各論では弁膜症,虚
血性心疾患,大動脈疾患,末梢血管疾患について学ぶ。同時に手術中の生命維持装置 である人工
心肺装置についての基本構造,取り扱いを理解するとともにトラブルシューティング に精通す
る。

内
科
系

外
科
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心臓血管外科学特別研究Ⅱ 心臓血管外科学における先進的な治療である,脳脊髄保護に重点をおいた大血管手術(弓部 大動
脈,胸腹部大動脈疾患),大血管ステントグラフト治療について学ぶ。脳脊髄障害の発症 機序の解
明,予防策を研究し,当科でのリサーチカンファレンスでプレゼンテーションを行い, 最終的に論
文を作成する。

心臓血管外科学演習 1)大動脈解離における他施設協同研究,2）胸腹部大動脈瘤手術時の虚血性脊髄障害に関する研
究,3)大動脈基部手術におけるモック回路を用いた血行動態に関する研究,4)人工心肺特に心筋保
護液に関する研究等に取り組み,これらに関連する文献を収集し週3回の抄読会や週1回のレク
チャーで プレゼンテーションすることで,コミュニケーションスキルを養う。

心臓血管外科学臨床実習 外科学における基本手術手技,周術期管理の理論とその実際を学ぶ。心臓血管外科学では, 人工
心肺の確立すること,末梢血管外科手術,簡単な開心術を習得することを目標とする。

心臓血管外科先端医療学特別研
究Ⅰ

心臓血管外科先端医療学を修得する。

心臓血管外科先端医療学特別研
究Ⅱ

心臓血管外科先端医療学を修得し,学位論文を作成する。

心臓血管外科先端医療学演習 心臓血管外科先端医療学について,研究テーマの修正や立案を行う。

心臓血管外科先端医療学臨床実
習

心臓血管外科先端医療学について,臨床を通じて実習する。

呼吸器外科学特別研究Ⅰ 呼吸器疾患に対する診断・病態ならびに治療学全般について講義する。

呼吸器外科学特別研究Ⅱ 呼吸器悪性疾患に対して,分子生物学的手法を用いた最新の診断と治療戦略を学んでもらう。

呼吸器外科学演習 臨床現場にフィードバックできる基礎研究の発想を学んでもらう。

呼吸器外科学臨床実習 呼吸器疾患全般にわたる診断学・治療学の実習を行う。

小児外科学特別研究Ⅰ 小児外科学領域のあらゆる疾患について,発生学,解剖学,生理学,病理学・免疫学・外科侵襲・医
工連携の側面から病因・病態・治療を理解し,診断と治療と医工連携についての基礎知識と技能
を習得する。臨床研究に必要な基礎的知識と技術を習得し,情報を科学的に分析する能力を育成
する。

小児外科学特別研究Ⅱ 小児外科領域の疾患および外科侵襲に伴う病態,診断治療に関する先進的知識および外科技術を
習得する。
小児外科領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

小児外科学演習 小児外科学領域における診断治療の問題点を抽出し,その問題点を解決するための研究計画の立
案を行う。
適切な論文や著書から最新の知見を集積し,これらの課題を解析して応用する能力を磨き,カン
ファレンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。

小児外科学臨床実習 小児外科疾患の疾患の診断と治療,特に内視鏡手術等の低侵襲手術を経験し,習得する。
先進医療の臨床試験に参画する。

低侵襲外科学特別研究Ⅰ 消化器領域・心臓血管外科領域だけでなく,小児外科領域も含めた様々な疾患について,病態を理
解し,診断と治療についての基本的知識と技能を修得する。また,臨床研究に必要な基礎的な知識
と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析する能力を育成する。さらに,上記領域の標準外科
治療および低侵襲外科治療について学習する。

低侵襲外科学特別研究Ⅱ 消化器外科分野における病態,診断及び治療に対する先進的知識及び技術を修得する。消化器外
科領域の低侵襲外科治療研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

低侵襲外科学演習 消化器癌,小児外科的疾患について標準的な診断・治療法の問題点を抽出する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
病態や診断に応じた外科的治療法の選択の現状を理解し,実際の治療計画の立案を行う。

低侵襲外科学臨床実習 消化器外科領域・心臓血管外科領域・小児外科領域における鏡視下手術等の低侵襲手術を経験す
る。外科手術を中心に放射線治療や抗癌剤,分子標的治療薬等の化学療法を併用した消化器癌に
対する集学的治療や心臓血管外科手術・小児外科手術について,実臨床,臨床試験を通じて実習す
る。先進医療の臨床試験に参画する。

国際医療連携推進学特別研究Ⅰ 国際医療連携推進学を修得する。
講師：(18 黒田　良祐，3 浅利　貞毅)

共同

国際医療連携推進学特別研究Ⅱ 国際医療連携推進学を修得し,学位論文を作成する。
講師：(18 黒田　良祐，3 浅利　貞毅)

共同

国際医療連携推進学演習 国際医療連携推進学について,研究テーマの修正や立案を行う。
講師：(18 黒田　良祐，3 浅利　貞毅)

共同

国際医療連携推進学臨床実習 国際医療連携推進学について,臨床を通じて実習する。
講師：(18 黒田　良祐，3 浅利　貞毅)

共同

整形外科学特別研究Ⅰ 骨,関節,筋肉を始めとする運動器の臨床解剖,生理機能ならびに運動器疾患の病態を理解し,診断
と治療についての知識と技術を修得する。臨床研究実施に必要な知識と技能を修得し,研究に
よって得られたデータを科学的に分析する能力を育成する。関節外科,脊椎外科,骨再建外科にお
ける標準的外科治療について学習する。

整形外科学特別研究Ⅱ 運動器医療における病態を理解するための知識,整形外科領域の診断と治療に関わる先進的技術
を修得する。
運動器医療,整形外科領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

整形外科学演習 運動器疾患の病態を把握するための各種画像診断法を学ぶ。運動器疾患の治療に関わる最新の外
科的治療技術や再生医療について学習する。適切な論文より最新の知見を集積し,これらの問題
点を解析するスキルを磨き,抄読会でプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキル
を修得する。病態に応じた治療法を選択し,実際の治療計画の立案を行う。

外
科
学
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整形外科学臨床実習 整形外科領域における骨,関節,脊椎の標準的手術,鏡視下手術等の低侵襲手術を経験する。運動
器疾患の集学的治療,すなわち保存的治療,手術療法およびリハビリテーション治療について,実
臨床,臨床試験を通じて実習する。骨軟骨再生の臨床試験に参画する。

リハビリテーション運動機能学
特別研究Ⅰ

リハビリテーション診療における,臨床的な障害像を理解し,基礎疾患の病態,運動生理学的な側
面を理解し,リハビリテーション診断とリハビリテーション治療の基本的知識と技能を習得す
る。また,臨床研究に必要な基礎的な知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析する能力
を育成する。

リハビリテーション運動機能学
特別研究Ⅱ

リハビリテーション医学における障害の病態や診断,治療,機能予測等について,先進的な知識と
技能を習得できるようになる。
リハビリテーション医学領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

リハビリテーション運動機能学
演習

リハビリテーション医学,特にロボットリハビリテーション,切断や脊髄損傷といった運動器リハ
ビリテーション診療における標準的な診断・治療の問題点を抽出する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
リハビリテーション診断に基づいた障害の抽出とゴール設定を行いリハビリテーション治療の立
案を行う。

リハビリテーション運動機能学
臨床実習

リハビリテーション診断と治療,特にロボットリハビリテーションや切断や脊髄損傷分野のリハ
ビリテーション診療を経験する。
多職種連携の中心となる,リハビリテーションカンファレンスやにリハビリテーション科医とし
て参画する。
先進医療の臨床治験について,運動機能評価等,リハビリテーション医学の担当として参画する。

リハビリテーション機能回復学
特別研究Ⅰ

リハビリテーション診療における,臨床的な障害像を理解し,基礎疾患の病態,運動生理学的な側
面を理解し,リハビリテーション診断とリハビリテーション治療の基本的知識と技能を習得す
る。また,臨床研究に必要な基礎的な知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析する能力
を育成する。

リハビリテーション機能回復学
特別研究Ⅱ

リハビリテーション医学における障害の病態や診断,治療,機能予測等について,先進的な知識と
技能を習得できるようになる。
リハビリテーション医学領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

リハビリテーション機能回復学
演習

リハビリテーション医学,特に脳,神経疾患やがんや集中治療分野の急性期リハビリテーション診
療における標準的な診断・治療の問題点を抽出する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
リハビリテーション診断に基づいた障害の抽出とゴール設定を行いリハビリテーション治療の立
案を行う。

リハビリテーション機能回復学
臨床実習

リハビリテーション診断と治療,特に脳,神経疾患やがん,集中治療分野のリハビリテーション診
療を経験する。
回復期リハビリテーション病棟の診療を経験する。
多職種連携の中心となる,リハビリテーションカンファレンスや緩和ケアカンファレンス,キャン
サーボードにリハビリテーション科医として参画する。
先進医療の臨床治験について,運動機能評価等,リハビリテーション医学の担当として参画する。

脳神経外科学特別研究Ⅰ 脳腫瘍，脳血管障害，先天奇形，頭部外傷，脊椎脊髄疾患等の脳神経外科疾患の病態解明，診断
と治療について基本的知識と技能を学ぶ。また,中枢神経外科的疾患のうち，分子生物学，ある
いはゲノムレベルでの病態の解明に関する基本的知識を学ぶ。また,画像診断やバイオマーカー
等について最新の技術を学ぶ。

脳神経外科学特別研究Ⅱ 脳腫瘍，脳血管障害，先天奇形，頭部外傷，脊椎脊髄疾患等の脳神経外科疾患の病態解明，診断
と治療について先進的知識と技能を学び,脳神経外科の種々の疾患の病態，診断，治療に関して
臨床例を分析し問題点を抽出し論文執筆を行う。脳腫瘍，脳血管障害等の実験的研究を行い，研
究成果を学術論文にまとめる。学位論文を作成する。

脳神経外科学演習 脳神経外科の種々の疾患の病態，診断，治療に関して臨床例を分析し問題点を抽出する。適切な
論文を読解し,カンファレンス等でのプレゼンテーションによりコミュニケーションスキルを養
う。

脳神経外科学臨床実習 各種脳疾患の診断法の実際について症例を中心に学ぶ。また代表的な脳神経外科手術の手術適応
と手術術式,術後管理を学び顕微鏡手術操作,血管内治療の基本を習得する。

眼科学特別研究Ⅰ 眼科学分野における各種疾患病態を理解し,各種検査法・治療法の知識と技能を習得する。また,
臨床研究に必要な基礎的知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析し,発信する能力を育
成する。

眼科学特別研究Ⅱ 眼科学分野の各種疾患の病態,診断および治療に対する先進的知識および技術を修得する。
眼科学分野の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

眼科学演習 緑内障,加齢黄斑変性の標準的な診断・治療法の問題点を抽出する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
病態や診断に応じた眼科的治療計画の立案を行う。

眼科学臨床実習 眼科各種疾患の標準的な診断と手術手技を経験する。
眼科各種疾患の薬物治療,手術治療について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。

難治性網膜視神経変性治療学特
別研究Ⅰ

眼科学分野における各種疾患病態を理解し,各種検査法・治療法の知識と技能を習得する。また,
臨床研究に必要な基礎的知識と技術を習得し,得られた情報を科学的に分析し,発信する能力を育
成する。

難治性網膜視神経変性治療学特
別研究Ⅱ

眼科学分野の各種疾患の病態,診断および治療に対する先進的知識および技術を修得する。
眼科学分野の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

難治性網膜視神経変性治療学演
習

緑内障,加齢黄斑変性,網膜変性,ぶどう膜炎の標準的な診断・治療法の問題点を抽出する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
病態や診断に応じた眼科的治療計画の立案を行う。

難治性網膜視神経変性治療学臨
床実習

眼科各種疾患の標準的な診断と手術手技を経験する。
眼科各種疾患の薬物治療,手術治療について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。

耳鼻咽喉科頭頸部外科学特別研
究Ⅰ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域の代表的疾患の病態を理解し,診断能力を身につける。

耳鼻咽喉科頭頸部外科学特別研
究Ⅱ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域の代表的な疾患の治療方針を立案できる。

耳鼻咽喉科頭頸部外科学演習 耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域の疾患に対する保存的治療を実践できる。
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耳鼻咽喉科頭頸部外科学臨床実
習

耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域疾患の外科的治療を実践できる。

腎泌尿器科学特別研究Ⅰ 泌尿器科疾患（特に尿路悪性腫瘍,男性不妊症,腎移植および尿路感染症）の臨床病態を解明
し,evidenceに基づいた新しい治療法や新薬開発に結びつくような臨床に還元できる研究を目指
している。

腎泌尿器科学特別研究Ⅱ 泌尿器科領域における先進的治療を推進していくことを目的とし,各専門領域における先進的知
識と技能を修得する。トピックスとして,各癌種における臨床病理学的因子・バイオマーカーと
予後の相関,cytokine, growth factoｒによる精巣機能調節機構,尿路感染症における耐性化予防
等を取り上げる。

腎泌尿器科学演習 論文作成や学術講演のためのスキルを養うことを目的とする。泌尿器科領域における最新major 
journalを読解し,先進的知識を得るとともに,論文作成のノウハウを学ぶ。また,自らの基礎研究
の進捗状況について定期的な報告を行なうことで,プレゼンテーション力を身につける。

腎泌尿器科学臨床実習 泌尿器科各領域における疾患について病態を理解した上で,その診断,治療を学ぶ。外来,病棟実
習はもとより,手術研修も行い,近年急速に普及しているロボット手術（特に腎癌,前立腺癌及び
膀胱癌）を初めとする低侵襲手術についても学ぶ。

泌尿器先端医療開発学特別研究
Ⅰ

泌尿器先端医療開発学を修得する。

泌尿器先端医療開発学特別研究
Ⅱ

泌尿器先端医療開発学を修得し,学位論文を作成する。

泌尿器先端医療開発学演習 泌尿器先端医療開発学について,研究テーマの修正や立案を行う。

泌尿器先端医療開発学臨床実習 泌尿器先端医療開発学について,臨床を通じて実習する。

産科生殖医学特別研究Ⅰ 産科婦人科領域のなかでも周産期医学や不育症を中心とした生殖医学について,分子生物学や免
疫学等の基礎医学的な視点からも病態を理解し,診断・治療について基本的知識と技能を修得す
る。また,臨床研究に必要な知識と思考法を修得し,得られた臨床情報を科学的・客観的に分析す
る能力を育成する。さらに,胎児治療等高度な周産期医療技術ならびに不育症に対する標準的な
らびに先進的（研究的）治療について学習する。
講師：(27 寺井　義人，26 出口　雅士)

共同

産科生殖医学特別研究Ⅱ 産科婦人科学分野における病態,診断および治療に対する先進的知識および技術を修得する。
産科婦人科領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。
講師：(27 寺井　義人，26 出口　雅士)

共同

産科生殖医学演習 合併症妊娠,産科異常症,胎児疾患等に対する,もしくは,不育症に対する標準的ならびに先進的な
診断法・治療法について理解し,かつ,その問題点も抽出できる知識を修得する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
病態や診断に応じた内科的もしくは外科的治療法の選択の現状を理解し,実際の治療計画を立案
できるようになる。
講師：(27 寺井　義人，26 出口　雅士)

共同

産科生殖医学臨床実習 胎児治療等の先進的な周産期医療や不育症を中心とした生殖医療を経験する。
産科手術や内科的治療を併用した標準的な周産期医療に加え胎児治療等の先進的な周産期医療,
ならびに,不育症を中心とした生殖医療について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。
先進医療の臨床試験に参画する。
講師：(27 寺井　義人，26 出口　雅士)

共同

婦人科先端医療学特別研究Ⅰ 産科婦人科領域の婦人科疾患や婦人科腫瘍等について,分子生物学や免疫学等の基礎医学的な視
点からも病態,骨盤解剖を理解し,診断・治療について基本的知識と技能を修得する。また,臨床
研究に必要な知識と思考法を修得し,得られた臨床情報を科学的・客観的に分析する能力を育成
する。さらに,婦人科癌に対する標準治療,低侵襲・先進的外科治療について学習する。

婦人科先端医療学特別研究Ⅱ 産科婦人科学分野,特に婦人科疾患や婦人科腫瘍における病態,骨盤解剖,診断および治療に対す
る先進的知識および技術を修得する。
婦人科領域の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

婦人科先端医療学演習 婦人科領域である骨盤解剖を理解し,婦人科疾患や婦人科腫瘍,婦人科悪性腫瘍に対する病態,標
準的ならびに先進的な診断法・治療法について理解し,かつ,その問題点も抽出できる知識を修得
する。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
病態や診断に応じた内科的もしくは外科的治療法の選択の現状を理解し,実際の治療計画を立案
できるようになる。

婦人科先端医療学臨床実習 婦人科領域である骨盤解剖を理解し,婦人科疾患や婦人科腫瘍,婦人科悪性腫瘍に対する開腹手
術,ロボット手術,腹腔鏡下手術等の低侵襲手術を経験する。
外科手術を中心に放射線療法や化学療法を併用した婦人科悪性腫瘍に対する集学的治療につい
て,実臨床,臨床試験を通じて実習する。
抗がん剤治療や分子標的治療,遺伝子診断等の知識と実臨床における学習と実践を行う。また新
規治療に関する臨床試験に参画する。

形成外科学特別研究Ⅰ 形成外科における創傷治癒理論を修得する。
加えて,急性創傷と慢性創傷の違いを修得し,治癒へ導くためのする能力を育成する。
外用剤と創傷被覆材について学習する。

形成外科学特別研究Ⅱ 腫瘍学を修得する。
皮膚腫瘍・軟部組織腫瘍の研究について論理展開を行い,学位論文を作成する。

形成外科学演習 皮弁手技を説明できる。
適切な論文より最新の知見を集積・解読し,これらの問題点を解析するスキルを磨き,カンファレ
ンスでプレゼンテーションすることでコミュニケーションスキルを修得する。
各種皮弁術の立案を行う。

形成外科学臨床実習 顕微鏡下手術を経験する。
マイクロサージャリーについて,実臨床,臨床試験を通じて実習する。
マイクロサージャリー手術の臨床試験に参画する。

麻酔科学特別研究Ⅰ 麻酔科学分野における臨床研究および基礎研究に関連する基礎的な知識と技術を修得し,得られ
た情報を科学的に分析する能力を育成する。

麻酔科学特別研究Ⅱ 麻酔,集中治療,疼痛治療に関連した研究について,先進的知識および技術を修得し,実践する。
各自の研究テーマに沿って研究を遂行し,論理的な展開をもとに学位論文を作成する。

外
科
系

－基本計画書－110－



麻酔科学演習 麻酔科学分野の実臨床および,臨床・基礎研究において,標準的な技術や知識,もしくは解析方法
を修得する。
適切な著書および論文より研究テーマに関する情報を集積・理解し,研究の遂行に役立てる。

麻酔科学臨床実習 麻酔科学分野の臨床において,標準的な診断および治療を実践する。
麻酔科学分野の臨床において,先進的な知識および技術を修得する。

口腔外科学特別研究Ⅰ 口腔外科学における基本的知識と技能を学ぶ。

口腔外科学特別研究Ⅱ 口腔外科学における先進的な知識と技能を学び論文を作成する。

口腔外科学演習 口腔外科学領域の論文を読解しその内容について討論する

口腔外科学臨床実習 主に全身麻酔下での手術について,実臨床,臨床試験を通じて実習する。

災害・救急医学特別研究Ⅰ 救急医学の概念と基本的な基礎知識を習得させ,その疑問点を明らかにする手法を概説する。
講師：(14 桂　長門，49 山田　勇)

共同

災害・救急医学特別研究Ⅱ 救急医学に関連した疾患における疑問点を明らかにするための仮設のたて方,得られた結果から
どのように理論的に考え,論文を構成するかを教育する。
講師：(14 桂　長門，49 山田　勇)

共同

災害・救急医学演習 抄読会を行い,自ら得た実験の結果を発表させることにより,論文の読解力・研究発表能力を養
う。
講師：(14 桂　長門，49 山田　勇)

共同

災害・救急医学臨床実習 臨床の現場で,救急医学の考え方,診断に至る思考回路,診断・治療のための基本手技の取得なら
びにその解釈について教育する。
講師：(14 桂　長門，49 山田　勇)

共同

先進救命救急医学特別研究Ⅰ 救急医学の概念と基本的な基礎知識を習得させ,その疑問点を明らかにする手法を概説する。

先進救命救急医学特別研究Ⅱ 救急医学に関連した疾患における疑問点を明らかにするための仮設のたて方,得られた結果から
どのように理論的に考え,論文を構成するかを教育する。

先進救命救急医学演習 抄読会を行い,自ら得た実験の結果を発表させることにより,論文の読解力・研究発表能力を養
う。

先進救命救急医学臨床実習 臨床の現場で,救急医学の考え方,診断に至る思考回路,診断・治療のための基本手技の取得なら
びにその解釈について教育する。

小児高度専門外科学特別研究Ⅰ 小児高度専門外科学を修得する。

小児高度専門外科学特別研究Ⅱ 小児高度専門外科学を修得し,学位論文を作成する。

小児高度専門外科学医学演習 小児高度専門外科学について,研究テーマの修正や立案を行う。

小児高度専門外科学臨床実習 小児高度専門外科学について,臨床を通じて実習する。
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

先進生命医科学概論 　本授業では，先進生命医科学系専攻を構成する４つの領域，すなわ
ち，生命医科学，医療創成工学，未来社会医学，健康科学として発展
してきた専門知の全般について概論的に学ぶとともに，在学中に行う
学修，研究を領域横断的な広い視野の中で位置づけ遂行することを可
能にするため，本学で展開している先進生命医科学系の研究・開発に
ついて俯瞰的に把握することを目指す。

コーディネータ：（157 村上　卓道）
第１回：生命医科学概論（157 村上　卓道）
第２回：神戸大学における生命医学研究・開発（157 村上　卓道）
第３回：医療創成工学概論（47 村垣　善浩）
第４回：神戸大学における医療創成工学研究・開発（47 村垣　善
浩）
第５回：未来社会医学概論（4 石田　達郎）
第６回：神戸大学における未来社会医学研究・開発（4 石田　達郎）
第７回：健康科学概論（2 秋末　敏宏）
第８回：神戸大学における健康科学研究・開発（2 秋末　敏宏）

オムニバス

総合知概論 　本授業では，医療・ヘルスケア分野における社会的課題をテーマ
に，異分野の知識や視点を統合する「総合知」のプロセスを体験す
る。高齢化社会，地域医療，遠隔医療，健康格差等の具体的な問題を
題材に，学習者はグループで問題を分析し，課題を設定して，解決策
を設計・提案する。講義を通じて総合知の理論やフレームワークを学
び，ワークショップ形式で実践力を養う。情報収集，発散・収束思
考，プロトタイピング，フィードバックを重ねることで，総合知を活
用した課題解決のスキルを体得する。
  最終的には，社会に価値を提供できるソリューションを発表し，総
合知の重要性と可能性への理解を深める。理論と実践を調和させ，グ
ループでの協働を通じて，総合知の価値を実感し，実際の問題を解決
するための応用力や柔軟性を養うことを目指す。

第１回：オリエンテーションと総合知の基礎
第２回：問題設定と異分野の視点
第３回：情報収集とステークホルダーへのインタビュー
第４回：アイデア創出と思考の発散・収束
第５回：プロトタイピングと解決策の具体化
第６回：テストと価値の検証
第７回：成果物制作と思考の共有
第８回：成果発表会と総合知の再考

学びのデザイン 　個々の学生が目指す将来像に近づくために，また，修了までに修士
論文としてまとめることを目指すテーマについて研究を進める十分な
能力を身に付けるために，教員の指導・助言を受けながら，大学院在
学中に学ぶことを主体的にデザインする。
　主に所属研究分野で行う。指導・助言は，各学生の所属分野の長で
ある教員を中心として，複数の教員が必要に応じてこれにあたる。学
生毎に，目指す将来像，想定する修士論文のテーマ，そこに向かうア
プローチ，具体的な履修科目の設定等を，一定の書式によって可視化
することにより，デザインの明確化と，学生-教員間での理解の共有
を行う。

コーディネータ：（1 青井　貴之）

＜バイオメディカルサイエンス領域＞
（1 青井　貴之)
　主として，幹細胞医学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（6 伊藤　俊樹)
　主として，膜生物学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（8 上山　健彦)
　主として，神経情報伝達学に係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（12 片田　竜一）
　主として，法医学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（15 菊田　順一)
　主として，免疫学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（23 匂坂　敏朗)
　主として，膜動態学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（27 勝二　郁夫)
　主として，感染制御学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。

総
合
知
科
目

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（医学系研究科博士課程前期課程先進生命医科学系専攻）

科目
区分
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（32 仁田　亮)
　主として，生体構造解剖学に係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（38 古屋敷　智之）
　主として，薬理学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（40 堀江　真史）
　主として，分子病理学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（42 松岡　広)
　主として，バイオリソース・ヘルスケア統合解析科学に係る研究
テーマについての研究指導を行う。
（43 宮西　正憲）
　主として，細胞医科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（54 矢野　育子)
　主として，薬剤学に係る研究テーマについての研究指導を行う。

＜医療創成工学領域＞
（9 大谷　亨）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについ
て研究指導を行う。
（13 木内　邦彦）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係
るテーマについて研究指導を行う。
（14 祇園　景子）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治
療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（28 菅野　公二）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治
療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（29 富畑　賢司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについ
て研究指導を行う。
（46 向井　敏司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについ
て研究指導を行う。
（47 村垣　善浩）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係
るテーマについて研究指導を行う。
（50 森田　圭紀）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係
るテーマについて研究指導を行う。
（52 保多　隆裕）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治
療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（63 加藤　博史）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治
療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（71 鷹尾　俊達）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治
療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（78 中楯　龍）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係
るテーマについて研究指導を行う。
（89 和田　則仁）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについ
て研究指導を行う。

＜健康科学領域＞
（2 秋末　敏宏）
　主として，整形外科学についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（3 石岡　俊之）
　主として，疾病，傷病による知覚･認知･行動の変化が起こる神経機
序の解明および介入方法の開発に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（5 和泉　比佐子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（7 伊藤　光宏）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（16 グライナー　智恵子）
　主として，老年看護学・国際看護学に係る研究テーマについての研
究指導を行う。
（20 古和　久朋）
　主として，神経内科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（33 野田　和惠）
　主として，身体障害作業療法学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（34 柱本　照）
　主として，臨床免疫学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。

学びのデザイン

－基本計画書－113－



総
合
知
科
目

（36 藤田　和佳子）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（37 藤野　英己）
　主として，骨格筋障害に対する予防や治療についての研究手法を体
得するための演習を実施する。
（39 法橋　尚宏）
　主として，家族看護学・小児看護学に係る研究テーマについての研
究指導を行う。
（45 宮脇　郁子）
　主として，療養支援看護学に係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（48 毛利　健太朗）
　主として，精神科リハビリテーションに係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（51 森山　英樹）
　主として，基礎理学療法学・運動器理学療法学・神経理学療法学に
係る研究テーマについての研究指導を行う。
（53 安田　尚史）
　主として，ヒューマンヘルスに係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（55 山下　公大）
　主として，分析医科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（57 井澤　和大）
　主として，内部障害理学療法学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（65 小寺　さやか）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学・国際保健学に係る研究
テーマについての研究指導を行う。
（67 駒井　浩一郎）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（68 千場　直美）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（73 田中　貴士）
　主として，基礎理学療法学・神経理学療法学に係る研究テーマにつ
いての研究指導を行う。
（76 長尾　徹）
　主として，基礎作業学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（79 中山　貴美子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（80 林　敦子）
　主として，脳機能低下がみられる患者，健常者を対象として，認知
機能・精神症状の評価・介入に係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（81 前重　伯壮）
　主として，物理療法学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（83 三浦　靖史）
　主として，リハビリテーション医学に係る研究テーマについての研
究指導を行う。
（88 四本　かやの）
　主として，精神障害者に対するリハビリテーション介入・評価に係
る研究テーマについての研究指導を行う。

＜未来社会医学領域＞
（4 石田　達郎）
　主として，医療健康政策学，地域医療学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（11 亀岡　正典）
　主として，国際環境保健学，ウイルス学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（17 榑林　陽一）
　主として，AI・デジタルヘルス科学に係る研究テーマについての研
究指導を行う。
（18 見坂　恒明）
　主として，地域医療支援学に係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（19 小林　成美）
　主として，医学教育学，地域医療学に係る研究テーマについての研
究指導を行う。
（22 坂口　一彦）
　主として，地域医療教育学に係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（25 真田　昌爾）
　主として，臨床研究開発科学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（26 篠原　正和）
　主として，分子疫学に係る研究テーマについての研究指導を行う。

学びのデザイン
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学びのデザイン （30 中澤　港）
　主として，国際環境保健学，人類生態学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（31 西村　範行）
　主として，社会行動科学，小児保健学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（41 松井　三明）
　主として，国際環境保健学，周産期医療学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（59 入子　英幸）
　主として，国際環境保健学，感染症学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（69 副島　尭史）
　主として，がん看護学，小児看護学に係る研究テーマについての研
究指導を行う
（70 園田　悠馬）
　主として，社会行動科学，リハビリテーションに係る研究テーマに
ついての研究指導を行う。
（77 長尾　学）
　主として，医療政策学，立証検査医学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
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生命科学特論 　生命科学の知見を疾患の病態解明や予防・治療法開発に繋げるバ
イオメディカルサイエンスの基礎となる生命科学に関する知識や考
え方を学修する。具体的には，ヒトの体を構成する細胞の働きを支
える分子の構造と働き，細胞内小器官の働きやシグナル伝達を介し
た制御，細胞間情報伝達，組織・臓器の構造や生理的機能，その発
生・再生のメカニズムやその医学的応用について学ぶ。また，生命
科学・医学研究に不可欠である動物実験や遺伝学の研究手法につい
ても学ぶ。
　以上の講義を通じて，ヒトの生命活動を司る分子・細胞・組織・
臓器・全身に亘る階層縦断的機序とその医学的意義を理解する。

コーディネータ：（1 青井　貴之）
第１回：細胞：生体分子システムとしての構造と機能　（87 山本
泰憲）
第２回：リン酸化酵素を介するシグナル伝達／スフィンゴ脂質を介
するシグナル伝達（112 梶本　武利，61 岡田　太郎）
第３回：低分子量G蛋白質を介するシグナル伝達（316 力武　良
行）
第４回：Hippo シグナルによる生体制御（1 青井　貴之）
第５回：システイン残基の翻訳後修飾が司るシグナル伝達と疾患
（102 足立　直子）
第６回：生体膜の形状制御とシグナル伝達（6 伊藤　俊樹）
第７回：小胞輸送によるシグナル伝達（324 藤田　英伸）
第８回：細胞間情報伝達（85 村田　陽二）
第９回：構造学から見た生理・病理機構（32 仁田　亮）
第10回：幹細胞医学（1 青井　貴之）
第11回：神経系の発生と病態（103 伊藤　圭祐）
第12回：脳の発生と再生に関わるシグナル伝達（92 遠藤　光晴）
第13回：中枢神経解剖学とシナプス伝達（119 玉田　紘太）
第14回：生体の生理機能（呼吸系・循環系・排泄系）（72 橘　吉
寿）
第15回：in vivo研究に必要な動物実験／ゲノム科学的手法を用い
た疾患遺伝子の探索（86 森岡　裕香，166 小林　千浩）

オムニバス

疾患学特論 　疾患学特論では，生命科学特論で学んだ基礎医学の知識をさらに
深めつつ，臨床的観点も含めてさまざまな疾患の病態について学修
する。具体的には，消化器疾患，循環器疾患，内分泌・代謝疾患，
血液・免疫疾患，精神・神経疾患，運動器疾患，皮膚疾患，眼科疾
患，耳鼻咽喉科疾患，腫瘍疾患について，各疾患の原因，発症メカ
ニズム，治療に関する知識を学ぶ。さらに，医学・医療研究におけ
るビッグデータの活用法や，疾病の予防や早期診断・早期治療，再
発防止を向上させる予防医学についても学修する。
　以上の講義を通じて，疾患の病態解明や新規治療法の開発に繋げ
るバイオメディカルサイエンス研究の重要性を理解する。

コーディネータ：（15 菊田　順一）
第１回：内分泌・代謝系と生体恒常性・疾患（305 矢田　俊彦）
第２回：血液・免疫組織の成り立ち・機能と多臓器連関における役
割（197 片山　義雄）
第３回：腸内細菌から考える健康科学の最前線（211 國澤　純）
第４回：循環器疾患の病態と治療（158 山下　智也）
第５回：消化管：細胞，組織間のクロストーク（60 上坂　敏弘）
第６回：骨格筋の維持機構とその破綻（95 紙崎　孝基）
第７回：眼科疾患の病態と治療（210 楠原　仙太郎）
第８回：耳鼻咽喉科疾患の病態と治療（170 藤田　岳）
第９回：皮膚疾患の病態と治療（139 久保　亮治）
第10回：精神・神経疾患の病態と治療（35 菱本　明豊）
第11回：がん細胞の運動とシグナル伝達（167 辻田　和也）
第12回：間質細胞との細胞間相互作用による腫瘍進展機構について
／病理学的アプローチによるがん研究（66 狛　雄一朗，115 重岡
学）
第13回：病理診断学（267 西尾　真理）
第14回：ビッグデータサイエンスが拓く生命医学研究の新世界（17
榑林　陽一）
第15回：疾患・治療バイオマーカーの探索（42 松岡　広）
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社会医学・生命倫理・安全 　現代社会では，人々の社会活動と医学研究・医療は密接な関係を
築いている。履修生の多くが今後，医学研究・医療に関わるキャリ
アを選択すると予想されるなか，医学研究・医療をとりまく社会情
勢を知ることが重要である。本講義では，少子高齢化社会の中で健
康寿命の延伸を目指す現代医療と社会の関わり（社会医学・公衆衛
生学），医学研究・医療に関わる倫理（生命倫理），高度専門化す
る医学研究・医療に関わる安全（医療安全・産業衛生）について，
それぞれの領域専門の講師からオムニバス形式で講義を行い，最新
の情報を理解することを目指す。

コーディネータ：(26 篠原　正和)
第１回：公衆衛生学概論（26 篠原　正和）
第２回：研究活動に関わる産業衛生：化学物質の安全管理（26 篠
原　正和）
第３回：医療情報（144 髙岡　裕）
第４回：輸血療法の安全性確保とインフォームドコンセントについ
て（290 坊池　義浩）
第５回：医療安全（26 篠原　正和）
第６回：理系研究者のためのAI入門（121 西森　誠）
第７回：排水管理（326 吉村　知里）
第８回：薬害（54 矢野　育子）
第９回：性自認と多様性社会-憲法からの視点（182 井上　典之）
第10回：患者の自律・自己決定権をめぐる倫理学的考察（146 茶谷
直人
第11回：研究倫理（26 篠原　正和）
第12回：成人保健と健康増進（26 篠原　正和）
第13回：公的統計データを活用した社会疫学研究（113 片岡　葵）
第14回：法医鑑定１（26 篠原　正和）
第15回：法医鑑定２（26 篠原　正和）
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オムニバス薬物治療・創薬学特論 　薬物治療や創薬の基本となる薬理学・臨床薬理学に関する知識や
考え方を学修する。具体的には，主な治療薬の作用機序や薬物動態
に関する基本的事項等を理解し，薬物治療の実際や処方設計，特殊
患者集団に対する医薬品適正使用と関連づける能力を育成する。ま
た，疾患の分子メカニズムに基づき創薬につなげるための基本的考
え方や手法について学修するとともに，ドラッグデリバリーシステ
ムや従来の低分子薬や抗体薬に加えて，ニューモダリテイと呼ばれ
る核酸医薬，遺伝子治療，細胞治療等について理解する。さらに，
診療と研究の違い，臨床研究や医薬品開発を実施・支援する上での
法的・倫理的背景について学修する。

コーディネータ：（54 矢野　育子）
 第１回：臨床薬理学総論（54 矢野　育子）

第２回：薬理学総論（38 古屋敷　智之）
第３回：個別化投与設計を目的とした薬物速度論（319 糸原　光太
郎）
第４回：抗菌薬のPK/PD理論と適正使用に向けた治療戦略（189 宇

     田　篤史）
第５回：がん薬物療法と薬物相互作用（255 丹田　雅明）
第６回：抗がん薬の有効性・安全性におけるゲノム薬理学（312 山

 本　和宏）
第７回：高齢者薬物療法とポリファーマシー対策（208 木村　丈

 司）
第８回：妊娠時における薬物治療と漢方（322 北廣　優実）
第９回：がん化学療法時の薬物体内動態とバイオメタル（265 中村
任）
第10回：小胞体ストレスを起因とする疾患と治療戦略（164 大村
友博）
第11回：糖鎖合成異常による疾患と治療（207 北川　裕之）
第12回：ドラッグデリバリーシステムを用いた医薬品開発（191 大
河原　賢一）
第13回：ニューモダリティと創薬（149 中村　恵宣）
第14回：診療と研究の違い/臨床研究のイロハ　（25 真田　昌爾）
第15回：医薬品開発プロセスとCRC　（82 槇本　博雄）
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微生物感染症・免疫学特論 　バイオメディカルサイエンス領域に必要な微生物感染症学，免疫
学（ウイルス学，細菌学，真菌学，寄生虫学，免疫学）の基礎及び
知識を修得する。具体的には，病原微生物の構造や感染様式，微生
物によって引き起こされる感染症及びその制御法（ワクチンや治療
薬）を理解する。さらに，微生物と宿主免疫応答に関して，その生
命現象や機構を理解する。これらの最先端のトピックスに触れ，生
命科学研究における微生物感染症・免疫学の意義と展望について学
修する。

コーディネータ：（49 森　康子）
第１回：腸チフス（142 白川　利朗）
第２回：HIV　（11 亀岡　正典）
第３回：人獣共通感染症　（159 有井　潤）
第４回：B型肝炎（307 矢野　嘉彦）
第５回：感染と自然免疫応答（177 阿部　隆之）
第６回：感染と酸化ストレス（75 鄧　琳）
第７回：麻疹及びその他のパラミクソウイルス感染症（179 伊藤
正恵）
第８回：マラリア感染症（59 入子　英幸）
第９回：C型肝炎ウイルス（27 勝二　郁夫）
第10回：腸内細菌と免疫応答（49 森　康子）
第11回：免疫細胞の動態と機能（15 菊田　順一）
第12回：ヘルペスウイルス（120 西村　光広）
第13回：ワクチン（318 石丸　華子）
第14回：薬剤耐性（126 松井　千絵子）
第15回：バイオハザード（91 靭　千恵）

オムニバス

腫瘍学Ⅰ基盤講義（医療現
場・学際領域）

　固形がん及び造血器腫瘍に対するがん個別化薬物治療を推進し，
多領域や他部門，多職種と連携し，新規治療薬や診断薬を開発する
ための個別化医療の臨床試験を立案・企画・遂行する方法を理解す
る。

講師：(24 佐々木　良平，21 酒井　良忠)

共同

腫瘍学Ⅱ横断講義（予防・
研究開発）

　臨床研究中核拠点病院やがんゲノム医療拠点病院と連携し，がん
個別化医療を推進し，地域でのがん個別化医療の実践を理解する。
トランスレーショナル研究の推進を理解する。

講師：(24 佐々木　良平，21 酒井　良忠)

共同

放射線治療計画基本演習

　放射線治療計画の基本を修得したり，様々な癌種の放射線治療計
画手法について学修する。
　実際の治療装置（外部照射装置・小線源治療装置）の品質管理業
務に参加し，測定機器のセットアップや使用法等の実際の業務に
則って学修する。また，実症例の放射線治療計画に放射線腫瘍医の
指導の下，参加する。院内で行われている多科合同カンファレンス
に参加し，がん患者の病期診断・治療方針の決定に関わるディス
カッションを体験する。

講師：（24 佐々木　良平，84 宮脇　大輔，90 石原　武明，118
妹尾　悟史，128 椋本　成俊）

共同

リハビリテーション医学

　がんリハビリテーション医学を学ぶ上で必要なリハビリテーショ
ン医学の知識を取得し，併せてリハビリテーション医学に関する研
究の文献を抄読し，研究の立案，企画，遂行する手法を学ぶととも
に，幅広いリハビリテーション医学の内容について理解する。

がんリハビリテーション学

　がんリハビリテーション医学を学ぶ上で必要ながんリハビリテー
ション医学の知識を取得し，併せてがんリハビリテーション医学に
関する研究の文献を抄読し，研究の立案，企画，遂行する手法を学
ぶ。特に最新のがんリハビリテーション医学研究の内容について触
れ，適切な研究テーマを立案する手法について学ぶ。
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がんリハビリテーション演
習

　がんリハビリテーション医学の研究にあたり，実際の臨床現場に
おけるがんリハビリテーション診療を見学し，がんリハビリテー
ション診療の技法を学ぶとともに，研究テーマや手法について実現
可能な臨床研究が可能となるための方略について考察し，実際のが
んリハビリテーション医学に対する臨床研究の実行能力を身につけ
る。

基礎解剖学

　人体の構造を機能と関連づけて理解するため，（１）人体の構造
を機能と関連付けて理解し，頭の中で人体の三次元構造を構築でき
るようになるとともに，（２）中枢神経系の基本的な構造と機能、
主要な神経回路について理解する。
講師：（32 仁田　亮，64 吉川　知志，122 仁田　英里子，104 今
崎　剛，314 山本　正道，190 江村　健児，73 田中　貴士）

共同

原子核物理学

　原子の構造や原子核の大きさ，内部構造等を修得するため，原子
核の発見やその大きさの測定，また，それらの内部構造と反応につ
いての概要を理解するとともに，それらが現代科学の最前線で様々
な分野にどのように応用されているかを学ぶ。

放射線物理学

　放射線と物質の相互作用を中心に，放射線医学物理学の基礎とな
る領域を修得するため，放射線医学ではX線，γ線，電子線，荷電
粒子線等が応用されており，その性質を理解することは重要であ
る。
　この講義では，原子及び原子核の構造から放射線の発生，性質，
放射線と物質との相互作用等の放射線医学物理学の基礎となる領域
を理解する。

統計学

　種々の研究を遂行するにあたり，統計処理は大変重要である。特
に医療分野に関しては，標準治療をブラッシュアップするために多
くの臨床研究が行われている。臨床研究において治療効果の有意差
を検定する医療統計は，不可欠なツールであると言える。
　本講義では，臨床研究の専門家及び生物統計の専門家から，臨床
研究の立案から治療法の比較に必要な症例数等の試験デザインの組
み方等を学修する。さらに，統計解析手法の基礎を学び，研究デザ
インに合わせた解析手法を選択できる能力を養うことを目標とす
る。

講師：（25 真田　昌爾，129 村上　冴）

共同

保健物理学

　放射線の安全管理を修得するため，放射線及び放射性同位元素を
取り扱う場合には，安全かつ適正な使用を担保しなければならな
い。
　この講義では，放射線が人体に及ぼす影響を理解し，放射線の取
扱いを安全かつ適正に実施するために必要な放射線防護・管理につ
いて理解する。

第１回：序論及び歴史（128 椋本　成俊）
第２回：防護関連組織・機関（128 椋本　成俊）
第３回：放射線の線源と利用（128 椋本　成俊）
第４回：放射線の生物影響・リスク（128 椋本　成俊）
第５回：放射線防護関連諸量（128 椋本　成俊）
第６回：放射線防護関連諸量（128 椋本　成俊）
第７回：放射線防護体系（128 椋本　成俊）
第８回：放射線防護・管理実務（128 椋本　成俊）
第９回：防護関連規制（128 椋本　成俊）
第10回：医療放射線防護・管理（128 椋本　成俊）
第11回：医療放射線防護・管理　（128 椋本　成俊）
第12回：環境の防護（194 小澤　修一）
第13回：患者被ばく線量の低減（194 小澤　修一）
第14回：患者被ばく線量の低減（194 小澤　修一）
第15回：放射線の安全管理（194 小澤　修一）

オムニバス

放射線診断物理学

　放射線診断機器の特性を修得し，各装置を管理する能力を育成す
るため，画像診断分野で用いられている検査装置では，放射線・放
射性同位元素・核磁気共鳴・超音波等が応用されている。
　本講義では，これらの基礎原理や装置の概要及び各診断もダリ
ティの最先端の技術について学修する。
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放射線治療物理学

　放射線治療機器の特性を修得し，各装置を管理する能力を育成す
るため，放射線治療に必要とされる物理学・治療技術学・治療機器
工学・測定学について理解する。座学では不十分と思われる放射線
測定，線量計算，治療計画手法については，臨床研修中に実技を含
めて補足を行う。

講師：（101 赤坂　浩亮，128 椋本　成俊）

共同

放射線計測学

　放射線の計測法及び線量計に関して学ぶため，放射線計測を正確
に実施するためには対象とする放射線の性質に適した検出法を選択
する必要がある。
　本講義では，放射線検出の原理・検出器特性・計測法等を学修す
る。

第１回：線量測定（101 赤坂　浩亮）
第２回：熱量計による線量測定（101 赤坂　浩亮）
第３回：化学（フリッケ）線量計（101 赤坂　浩亮）
第４回：放射線の生物影響・リスク（101 赤坂　浩亮）
第５回：空洞理論（128 椋本　成俊）
第６回：空洞理論（128 椋本　成俊）
第７回：電離箱線量計による光子、電子ビームの校正（128 椋本
成俊）
第８回：電離箱線量計による光子、電子ビームの校正（128 椋本
成俊）
第９回：電離箱線量計による光子、電子ビームの校正（128 椋本
成俊）
第10回：相対線量測定技術（128 椋本　成俊）
第11回：パルスモード検出器（128 椋本　成俊）
第12回：計数と統計（128 椋本　成俊）
第13回：計数と統計（128 椋本　成俊）
第14回：小照射野の線量測定（128 椋本　成俊）
第15回：小照射野の線量測定（128 椋本　成俊）

オムニバス

情報処理学

　情報処理・画像処理の基礎知識を理解し，画像処理技術を応用す
るための理論について学修する。近年，コンピュータの進歩ととも
に，画像処理技術は大きく進歩し，その重要性についても診断・治
療関わらず高まっている。
　この講義では，情報処理・画像処理の基礎知識を理解し，画像処
理技術を応用するための理論について学修する。

医療情報学

　医療情報システムについて学修する。現在の医療現場で運用され
ている医療情報処理システムを理解するために必要な知識を習得す
る。また，年々重要性が高まっている医療情報に対するセキュリ
ティに関して学修する。一部不足する放射線治療における情報につ
いては，臨床研修の中で補足を行う。

放射線診断学

　画像診断について学修する。画像診断の基礎を学び，その後，各
部位（中枢神経，心臓・大血管・主要な動静脈，尿路系・後腹膜・
男性骨盤・鼠径管・陰嚢等，女性骨盤・鼠径管・会陰部等，肝臓・
胆嚢・胆道系・膵臓・脾臓，消化管，頭頸部・乳腺，肺・縦隔・胸
壁，脊椎・脊髄・神経・末梢神経）ごとに画像診断の方法について
学ぶ。

放射線生物学

　生物学的作用，生物学的基礎過程，人体への影響及び腫瘍・治療
に関与する因子について学修することで，放射線腫瘍学・放射線生
物学の考え方，基礎的知識，最近の進歩について臨床腫瘍学の立場
から理解できることを目標とする。
　
講師：（24 佐々木　良平，84 宮脇　大輔，90 石原　武明，118
妹尾　悟史，128 椋本　成俊)

共同

放射線関連法規及び勧告

　放射線に関する法令について学修するため，医学物理学として必
要な放射線関連法規及び勧告について学ぶ。また，本講義内の座学
に加えて，別途看護師、医師等の多職種合同での職種横断的ケース
スタディ演習及びSP（ボランティア模擬患者）を用いた職種横断的
臨床課題演習にも参加する。

核医学物理学

　放射線同位元素を用いた測定，検査の原理を理解するため，放射
線同位元素を用いた装置の歴史をはじめ，放射性薬剤の体内動態に
数理モデルをあてはめた定量的な機能測定法，メージング法につい
て学ぶ。
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核医学

　各種がんに関する放射線同位元素を用いた検査，治療法を学ぶた
め，原子核の発見やその大きさの測定，また，それらの内部構造と
反応についての概要を理解するとともに，それらが現代科学の最前
線で様々な分野にどのように応用されているかを学ぶ。

第１回：核医学総論（128 椋本　成俊）
第２回：放射性医薬品（128 椋本　成俊）
第３回：シンチグラフィ１（128 椋本　成俊）
第４回：シンチグラフィ２（128 椋本　成俊）
第５回：PET（128 椋本　成俊）
第６回：試料測定（128 椋本　成俊）
第７回：RI内用療法（84 宮脇　大輔）
第８回：品質保証（128 椋本　成俊）

オムニバス

放射線腫瘍学

　各種がんに関する放射線治療法について学ぶため，原子核の発見
やその大きさの測定，また，それらの内部構造と反応についての概
要を理解するとともに，それらが現代科学の最前線で様々な分野に
どのように応用されているかを学ぶ。

第１回：放射線腫瘍学総論（24 佐々木　良平)
第２回：放射線治療技術（128 椋本　成俊）
第３回：脳神経（90 石原　武明）
第４回：頭頸部１（24 佐々木　良平)
第５回：頭頸部２（84 宮脇　大輔）
第６回：呼吸器（90 石原　武明）
第７回：乳腺（118 妹尾　悟史）
第８回：消化器（84 宮脇　大輔）
第９回：泌尿器（84 宮脇　大輔）
第10回：婦人科（118 妹尾　悟史）
第11回：骨軟部（24 佐々木　良平)
第12回：造血器（24 佐々木　良平)
第13回：小児（24 佐々木　良平)
第14回：緩和（84 宮脇　大輔）
第15回：良性疾患（84 宮脇　大輔）

オムニバス

医療・画像情報学演習

　医療・画像情報の病院内での実際の管理に触れ，医療情報の管理
に関して医療情報部の教員に指導いただいた上で，HISシステムや
RISシステムの運用の実際を学ぶ。

第１回：診療情報システム（294 前田　英一）
第２回：診療情報システム（294 前田　英一）
第３回：診療情報システム（294 前田　英一）
第４回：放射線情報システム（128 椋本　成俊）
第５回：放射線情報システム（128 椋本　成俊）
第６回：放射線情報システム（128 椋本　成俊）
第７回：画像管理システム（128 椋本　成俊）
第８回：各システムの連携に関して（128 椋本　成俊）

オムニバス

核医学物理学演習

　核医学部門の放射線診断装置の特性を修得し，各装置を管理する
能力を育成するため，本演習では，核医学検査の基礎原理や装置の
概要，実際の検査や各装置の品質管理に関して，核医学部門の実際
の検査や品質管理を見学することで学修する。

放射線診断物理学演習

　放射線診断機器の特性を修得し，各装置を管理する能力を育成す
るため，画像診断分野で用いられている検査装置では，放射線・放
射性同位元素・核磁気共鳴・超音波等が応用されている。
　本演習では，これらの基礎原理や装置の概要，実際の検査や各装
置の品質管理に関して，放射線診断装置の実際の検査や品質管理を
見学することで学修する。

保健物理学演習

　放射線の安全管理を修得するため，放射線及び放射性同位元素を
取り扱う場合には，安全かつ適正な使用を担保しなければならな
い。
　この演習では，リニアックの遮蔽計算に関して主眼を置き，放射
線の安全管理に関して学ぶ。
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放射線計測学演習

　実機の治療器測定機器を用いて正しい放射線の測定法を学ぶた
め，実際の治療装置（外部照射装置・小線源治療装置）の品質管理
業務に参加し，測定機器のセットアップや使用法等の実際の業務に
則って学修する。

科学英語

　研究者の基礎として英語能力は，必要不可欠なものである。研究
に際し，多くの英語論文を効率よく読む手法を学ぶ。また，国際学
会等で自身の研究をプレゼンし，世界に発信することも重要であ
り，限られた時間で重要な物事を聴衆に伝える英語プレゼンテー
ションを学修する。英語プレゼンテーションに関しては，ネイティ
ブスピーカーを講師に迎え，即戦力になる英会話表現を取得する。
さらに，プレゼン能力を向上させるために，小グループに分かれた
プレゼンテーション実習を取り入れている。

放射線治療計画臨床研究

　放射線治療計画の手法や実際について学修し，様々な疾患の
CTV,PTV等のTarget volumeとCritical Organの輪郭を囲み，分割法
に関しても検討し，最終的には最適の放射線治療計画法を修得す
る。また，IMRTやSRT等の高精度放射線治療の治療計画，QA/QCにつ
いても修得する。

講師：（24 佐々木　良平，84 宮脇　大輔，90 石原　武明，118
妹尾　悟史，128 椋本　成俊）

共同
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医療機器コンセプト創造学
特論

　医療機器のニーズ探索からコンセプト創造，さらには事業化まで
の基本的な考え方や手法を授ける。
　新しく医療機器を創造するには，開発早期から臨床現場ニーズを
的確に捉えて設計に落とし込み，バリューチェーンを構築する事業
開発が必要である。
　学生は，医療現場で価値のあるニーズを探索し，明確化して，コ
ンセプトを創造し，それをビジネスにつなげるための基本的な考え
方や手法を学修する。具体的には，ニーズの探索（臨床現場観察と
インタビュー），ニーズの明確化（ニーズの洗練，ニーズ調査方
法，ニーズの判断基準），ニーズの絞り込みとコンセプト創造（初
期コンセプト絞り込み，ラピッドプロトタイピング），ビジネス
ピッチ（ピッチとは何か，ピッチの作り方）等を学修する。

コーディネーター：（71 鷹尾　俊達）
講師：（71 鷹尾　俊達，52 保多　隆裕，13 木内　邦彦，29 富畑
賢司，50 森田　圭紀，169 原　陽介）
第１回：総論講義：イノベーションとは，潜在ニーズと顕在ニー
ズ，ニーズ発と（技術）シーズ発の違い 他
第２回：ニーズの探索：臨床現場観察とインタビュー 他
第３回：ニーズの明確化（１）：ニーズの洗練，ニーズ調査方法
他
第４回：ニーズの明確化（２）：ニーズ調査方法，ニーズの判断基
準 他
第５回：ニーズの絞り込みとコンセプト創造１：ニーズ絞り込み方
法，コンセプト創造総論 他
第６回：コンセプト創造２：初期コンセプト絞り込み，ラピッドプ
ロトタイピング 他
第７回：ビジネスピッチ：ピッチとは何か，ピッチの作り方 他
第８回：医療機器ビジネスと開発：開発リスク評価，知財，薬事，
保険償還，ビジネスモデル 他

共同

医療機器コンセプト創造演
習

　「医療機器コンセプト創造学特論」とセット開講し，講義で学ん
だ知識を演習の形で模擬実践する。
　学生は，事前に用意されたケーススタディを使い，疑似的に医療
現場で価値のあるニーズを探索し，明確化して，コンセプトを創造
し，それをビジネスにつなげるための演習を行う。演習の成果は
ピッチ形式（ビジネス向けのプレゼンテーション）で発表する。具
体的には，ディスカッション手法，ニーズ探索，ニーズの明確化
（ケースプレゼンテーション，ニーズの洗練），ブレインストーミ
ング（コンセプトマッピング，ラピッドプロトタイピング），プレ
ゼンテーション（ピッチ形式での実施，相互フィードバック）等を
学修する。

演習ファシリテーター：（71 鷹尾　俊達）
講師：（71 鷹尾　俊達，52 保多　隆裕，13 木内　邦彦，29 富畑
賢司，50 森田　圭紀，169 原　陽介）
第１回：ディスカッションの演習
第２回：ニーズの探索
第３回：ニーズの明確化（１）：ケースプレゼンテーション 他
第４回：ニーズの明確化（２）：ニーズの洗練 他
第５回：ブレインストーミング（１）：コンセプトマッピング 他
第６回：ブレインストーミング（２）：ラピッドプロトタイピング
他
第７回：プレゼンテーション（１）：準備
第８回：プレゼンテーション（２）：ピッチ実施，相互フィード
バック 他
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医療機器社会実装学特論 　医療機器開発の歴史及び医療機器開発の実際についての知識を実
例を基に授ける。
　現在臨床現場で使用されている医療機器の歴史や実際の開発経緯
を知ることで，どのようにすれば社会実装価値のある，すなわち臨
床現場で使用できる製品を生み出すことができるかについて知識を
深める講義とする。
　学生は，治療・診断機器の原理や臨床現場での実際，並びにその
歴史について知り，様々な企業やアカデミアでの医療機器開発の実
際を失敗や紆余曲折を含めて学ぶ。

コーディネーター：（9 大谷　亨，89 和田　則仁）
第１回：先端治療機器開発における医工連携（295 正宗　賢）
第２回：医療における検体計測機器開発の歴史（140 久保田　文
雄）
第３回：光線力学療法（PDT）を用いた悪性腫瘍治療機器の開発
（47 村垣　善浩）
第４回：体外循環用小型斜流式血液ポンプの開発（176 穴井　博
文）
第５回：国産初手術支援ロボットhinotoriの開発（156 宗藤　康
治）
第６回："日本の医療機器産業活性化に向けた取り組み～ 医療機器
スタートアップの創出 ～"（237 正林　和也）
第７回：消化器内視鏡開発の歴史（264 中村　一成）
第８回：粒子線治療に用いる吸収性組織スペーサーの開発（153 福
本　巧）

オムニバス

医療機器レギュラトリーサ
イエンス学特論

　医療機器のレギュラトリーサイエンス（評価科学）に関する知識
を授ける。レギュラトリーサイエンスとは，「科学技術の成果を人
と社会に役立てることを目的に，根拠に基づく的確な予測，評価，
判断を行い，科学技術の成果を人と社会との調和の上で最も望まし
い姿に調整するための科学」であり，学生は医療機器の有効性及び
安全性を科学的知見に基づき評価・判断することの重要性を学修す
る。本講では規制当局等からも講師を招き，医療機器として薬機法
承認・認証を経て上市するために必要な非臨床・臨床評価におけ
る，診断系医療機器，治療系医療機器の違いやAIを活用したプログ
ラム医療機器評価の特性を概説する。

コーディネーター：（29 富畑　賢司，47 村垣　善浩）
第１回：医療機器開発におけるカダバーの活用（232 七戸　俊明）
第２回：医療機器のレギュラトリーサイエンスとPMDAの役割（233
芝　武志）
第３回：臨床研究の倫理（25 真田　昌爾）
第４回：医療機器の臨床評価（313 山本　晴子）
第５回：治療系機器のレギュラトリーサイエンス（310 山根　隆
志）
第６回：医療機器の非臨床評価(性能試験，有効性試験)（220 小西
明英）
第７回：医療機器の認証（239 鈴木　孝司）
第８回：AIの医療機器への活用（250 多田　智裕）

オムニバス

医療機器ビジネス学特論 　医療機器のビジネス戦略立案に必要な知識を授ける。
　新しい医療機器が現場で普及するためには，製品の開発（品質管
理や薬事・治験を含む）と並行して，事業の開発（早期から臨床現
場ニーズを的確に捉えて設計に落とし込み，バリューチェーンを構
築する）が必要であり，本講では後者を扱う。
　学生は，医療機器開発のプロセスと全体像をビジネス的側面から
理解し，加えて，各専門分野（知的財産，保険適用，ビジネスモデ
ル，マーケティング，セールス・ディストリビューション，ファイ
ナンスとファンディング，Exit戦略）についての基礎知識を学修す
る。

コーディネーター：（71 鷹尾　俊達，13 木内　邦彦）
第１回：医療機器開発プロセス総論（300 宮坂　強）
第２回：システムレベルエンジニアリング（169 原　陽介）
第３回：知財戦略（279 久野　栄造）
第４回：保険償還戦略（52 保多　隆裕）
第５回：ビジネスモデル（198 加藤　毅）
第６回：マーケティング（300 宮坂　強）
第７回：ファイナンスとファンディング（198 加藤　毅）
第８回：海外事業戦略（209 清峰　正志）
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医療機器品質マネジメント
学特論

　　医療機器の品質マネジメントシステム（QMS）についての知識
を授ける。
　学生は，品質マネジメントシステムのルール（QMS省令）で求め
られる医療機器の事業化に必要な体制を理解し，さらに医療機器の
関連法規や規格を学修する。具体的には，薬機法，QMS省令，GVP省
令，ISO13485，リスクマネジメント（ISO14971），生物学的安全性
（ISO10993），その他個別規格（ISO，IEC，JIS），医療機器関連
業許可（製造販売業，製造業，販売業，貸与業，修理業）等を学
ぶ。

コーディネーター：（71 鷹尾　俊達，29 富畑　賢司）
第１回：医療機器に関連する法規制および規格と必要な業許可
（236 清水　美雪）
第２回：QMS省令とISO13485（236 清水　美雪）
第３回：設計開発における品質マネジメント（236 清水　美雪）
第４回：リスクマネジメント（ISO 14971）（236 清水　美雪）
第５回：生物学的安全性試験（ISO 10993）（219 小島　幸一）
第６回：電気安全性試験（IEC 60601-1）（226 榊原　正博）
第７回：ユーザビリティエンジニアリングファイル（IEC 62366）
（226 榊原　正博）
第８回：品質マネジメントの実施状況の確認－内部監査（236 清水
美雪）

オムニバス

ニーズ探索臨床現場実習 　診察室や手術室等の臨床現場を活用したグループワーク実習とし
て，観察と医療従事者とのコミュニケーションをベースとしたニー
ズ探索及びニーズ選別の手法を体験する。
　学生は，医学部附属病院及び分院の国際がん医療・研究センター
（ICCRC）で行われる腹腔鏡手術，ロボット支援手術，胸腔鏡手
術，消化器内視鏡治療，IVR（血管内治療），リハビリテーション
等の多様な医療の現場における実際の観察と医療従事者との対話か
らニーズを探索する。さらに，探索した様々なニーズから，既存の
診断・治療の課題を理解し，ステークホルダー分析や市場分析を経
て，最適なニーズに絞り込む。

コーディネーター：（89 和田　則仁）
具体的な臨床現場及び担当教員は，9 大谷　亨，29 富畑　賢司，
78 中楯　龍，99 山口　智子，106 上野　秀貴，132 LE THI HUE，
消化器内科（50 森田　圭紀，71 鷹尾　俊達），循環器内科（13
木内　邦彦），脳神経外科（127 松尾　和哉）であり，各診療科の
診療スケジュールに合わせて毎回2～4か所の現場を選定し，グルー
プに分かれて実習を行う。

オムニバス

医療機器コンセプト創造実
習

　「ニーズ探索臨床現場実習」で選別したニーズからの医療機器コ
ンセプト創造をグループワーク実習として体験する。
　学生は，選別したニーズから，具体的な方策となる多種多様なコ
ンセプトを創造し，医療機器としての実現可能性や，知財性，市場
性，保険償還，薬機法規制等を分析して，コンセプトを選別するプ
ロセスを実習として学ぶ。

コーディネーター：（71 鷹尾　俊達，89 和田　則仁）
コンセプト創造の過程で，9 大谷　亨，13 木内　邦彦，29 富畑
賢司，50 森田　圭紀，78 中楯　龍，99 山口　智子，106 上野
秀貴，132 LE THI HUE，127 松尾　和哉が担当として，毎回必要に
応じて，各診療科（心臓血管外科，食道胃腸外科，整形外科，消化
器内科，リハビリテーション科，放射線腫瘍科，耳鼻咽喉・頭頸部
外科，小児外科，肝胆膵外科，放射線診断・IVR科，泌尿器科，循
環器内科，麻酔科等）の医師にヒアリングを行い，コンセプト創造
に必要な情報を収集する。

オムニバス
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医療機器・システム設計概
論

　先端的な医療機器やシステムの設計・開発の具体例をオムニバス
形式で講述し，医療機器やシステム開発の概要を主に技術的側面か
ら理解することを目的とする。主に，生体インプラントやステント
等の医療デバイスを取り上げ，使用される材料の特性，３次元造形
に用いられる３Ｄプリンタや切削加工に用いられる５軸制御工作機
械，ＣＡＤ／ＣＡＭについて講述する。

第１回：イントロダクション，生体インプラントやステント等の医
療デバイス（その１）（46 向井　敏司）
第２回：生体インプラントやステント等の医療デバイス（その２）
（168 西田　勇）
第３回：生体インプラントやステント等の医療デバイス（その３）
（168 西田　勇）
第４回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセ
ンサ（その１）（28 菅野　公二）
第５回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセ
ンサ（その２）（28 菅野　公二）
第６回：手術ロボット等の医療ロボット技術（その１）（78 中楯
龍）
第７回：手術ロボット等の医療ロボット技術（その２）（78 中楯
龍）
第８回：課題発表（46 向井　敏司，168 西田　勇，78 中楯　龍，
28 菅野　公二）

オムニバス

医療機器・システム設計演
習

　先端的な医療機器やシステムの設計・開発の具体例をオムニバス
形式で講述し，医療機器やシステム開発の概要を主に技術的側面か
ら理解することを目的とする。具体例としては（１）生体インプラ
ントやステントなどの医療デバイス，（２）ナノセンシング技術を
用いたバイオメディカルセンサ，（３）手術ロボット等の医療ロ
ボット技術である。
　（１）生体インプラントやステント等の医療デバイスでは，医療
デバイスに使用される材料の特性，３次元造形に用いられる３Ｄプ
リンタや切削加工に用いられる工作機械，ＣＡＤ／ＣＡＭについて
講述する。（２）ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメ
ディカルセンサでは，その概要と計測原理，作製方法及び評価方法
について講述する。（３）手術ロボット等の医療ロボット技術で
は，ロボティクスの基礎や医療ロボットの開発経緯，遠隔操縦型手
術ロボットの原理について講述する。

第１回：生体インプラント等の医療デバイスの設計・試作実習（そ
の１）（46 向井　敏司，9 大谷　亨，168 西田　勇，160 池尾
直子）
第２回：生体インプラント等の医療デバイスの設計・試作実習（そ
の２）（46 向井　敏司，9 大谷　亨，168 西田　勇，160 池尾
直子）
第３回：生体インプラント等の医療デバイスの設計・試作実習（そ
の３）（46 向井　敏司，9 大谷　亨，168 西田　勇，160 池尾
直子）
第４回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセ
ンシング実習（その１）（28 菅野　公二，106 上野　秀貴）
第５回：ナノマイクロセンシング技術を用いたバイオメディカルセ
ンシング実習（その２）（28 菅野　公二，106 上野　秀貴）
第６回：医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習
（その１）（78 中楯　龍）
第７回：医療ロボット技術の基本となるロボットの遠隔制御実習
（その２）（78 中楯　龍）
第８回：まとめ（46 向井　敏司，9 大谷　亨，168 西田　勇，160
池尾　直子，28 菅野　公二，78 中楯　龍，106 上野　秀貴）

オムニバス

専
門
科
目

インターンシップ 　　　　　　医療機器メーカーの研究開発部門，設計部門，企画部門等に１～
２週間滞在させ，企業の医療機器開発の現場を体験させる。学生に
早い段階で企業の開発業務を体験させることで向学心の向上を図る
とともに，学んだことを社会に還元する意味を理解させることを目
的とする。

コーディネーター：(9 大谷　亨，46 向井　敏司，47 村垣　善浩)

共同
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医用材料工学 　医療機器・体内埋植デバイスの適切な使用と研究開発のために
は，その構成材料の性質，性能，安全性，劣化等を理解することが
必要である。　本講義では，材料科学・工学に基づいて，材料と生
体組織との接触によって起こる材料の変化と生体反応，また生体適
合性，生体機能性の改善について述べる。

第１回：材料の横断的理解：化学結合と材料の性質，結晶と非結
晶，欠陥，生体内劣化について講述する。(275 塙　隆夫)
第２回：材料の結晶構造及び変形と破壊（46 向井　敏司）
第３回：材料の医療応用と評価法：医療機器に使用される材料とそ
の評価方法について講述する。(275 塙　隆夫)
第４回：バイオメタル：医療機器に使用される金属材料について講
述する。（46 向井　敏司）
第５回：バイオセラミックス：医療機器に使用されるセラミック
ス，高分子について講述する。(275 塙　隆夫)
第６回：材料の表面と表面処理：材料の人体内での表面反応，生体
適合性・生体機能性付与のための表面処理技術について講述する。
(275 塙　隆夫)
第７回：材料の適合性と毒性：硬組織適合性，軟組織接着，抗菌
性，抗血栓性，毒性，承認認証について講述する。(275 塙　隆夫)
第８回：バイオマテリアルに関する課題と問題可決について議論す
る。(275 塙　隆夫，46 向井　敏司)

オムニバス

医用有機化学 　医用材料の最終製品となる医療機器、医薬品、再生医療等製品に
はソフトマテリアルが使用されるケースが多い。ソフトマテリアル
（別名：ソフトマター）とは、高分子、ゲル、コロイド、エマル
ジョン、生体物質等柔らかい凝縮物質の総称であり、ソフトバイオ
マテリアルはこれらの柔らかい物質を医用材料として応用する材料
と位置づけられる。バイオマテリアルの基礎である医療材料につい
て高分子化学の基礎とからめて説明する。さらに、材料物性の観点
から、バルク・表面特性及びこれらの分析法について考究する。材
料の特徴・解析法を踏まえた上で、これら材料と生体成分（水、タ
ンパク質、血液、細胞など）との相互作用の物理化学及び解析法に
ついて紹介する。具体的な応用例として、メディカルデバイスとド
ラッグデリバリーシステムへの波及について説明する。

医用センシング 　先端的なセンシング技術について講述し，次世代の医用センサ及
びヘルスケア機器を設計・開発するために必要な基礎知識の修得を
目的とする。対象とするセンサは，内視鏡やカテーテル，超音波診
断等生体内情報検出物理センサ及び検体検査等のバイオ・化学セン
サとする。主に，微細加工技術を援用し実現される高機能・多機能
なセンサ機器に着目し，その基本的なセンシング原理と要素技術を
詳述するとともに，具体的な応用例と今後の方向性・可能性につい
て解説する。

計測技術概論 　一般的な物理量・化学量の計測方法と計測原理とともに，データ
の信頼性評価方法やデータ処理・解析方法を講述することで，計測
技術の基礎と応用を修得する。応力やひずみ，圧力，力，動き，流
量等の機械工学分野や電圧，電流，光等の電気電子工学分野，分光
法・生化学物質・細胞・組織の計測法等，分析化学分野の計測に関
する基礎的な技術について概要を述べる。また，単位，測定の不確
かさとその評価，統計的処理，時系列データの処理について解説す
るとともに，演算回路や増幅回路等，計測に必要な電気電子回路に
ついて概説する。

第１回：蛍光分子及び計測の基礎（9 大谷　亨）
第２回：核磁気共鳴イメージング（MRI）の基礎（9 大谷　亨）
第３回：計測工学の基礎（46 向井　敏司）
第４回：機械工学の計測技術（46 向井　敏司）
第５回：電気電子計測（28 菅野　公二）
第６回：時系列データの処理（28 菅野　公二）
第７回：生体情報計測(１)（78 中楯　龍）
第８回：生体情報計測(２)（78 中楯　龍）

オムニバス
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プログラミング演習 　医療用ロボットや工作機械の動作制御を行うことを対象としたプ
ログラミング演習を通して，具体的な目的や仕様の決定からプログ
ラムの設計・作成・実装までのプログラミング技術修得を目的とす
る。プログラミングの概念を理解し，工作機械やロボットに用いら
れるアクチュエータのフィードバック制御プログラム作成能力を身
につける。

第１回：プログラミングの基礎（78 中楯　龍，106 上野　秀貴）
第２回：プログラミングの基礎（78 中楯　龍）
第３回：プログラミングの基礎（78 中楯　龍）
第４回：制御プログラム作成（回転角センサ等からのデータ取得）
（78 中楯　龍，106 上野　秀貴）
第５回：制御プログラム作成（アクチュエータへの駆動信号送出）
（78 中楯　龍，106 上野　秀貴）
第６回：制御プログラム作成（PID制御によるアクチュエータの位
置決め）（78 中楯　龍）
第７回：制御プログラム作成（ゲインチューニングを含めた調整）
（78 中楯　龍）
第８回：まとめ（78 中楯　龍，106 上野　秀貴）

オムニバス

AI・深層学習 　まず，AI研究の歴史をたどりながら，どのような機械学習方式が
これまで提案され，実用化されたのかについて簡単に述べる。その
上で，深層ニューラルネット(Deep Neural Network)モデルを取り
上げて，その学習アルゴリズムである逆誤差伝搬法を講述し，この
学習方式の万能性と限界について説明する。
　人工知能( Artificial Intelligence, AI）の研究は，現在主流
のノイマン型コンピュータが生まれた頃とほぼ同時期に始まり，人
間らしく振る舞う機械の実現に向けて約70年もの間，様々な研究が
行われてきた。その中でも機械学習は，観測データからその生成源
の性質を帰納的に推測し，それを予測や診断等に利用する技術とし
て，AI研究の中核を成してきたと言っても過言ではない。それゆ
え，機械学習の理論を網羅的に理解し，それを応用することは簡単
なことではない。
　まずは，その全体像の把握に注力し，機械学習がAIの実現にどの
ように活かされてきたかを知った上で，特定の機械学習モデルに対
して，学習アルゴリズムや動作原理を理解することが望ましい。

データサイエンス演習 　検査・測定データの管理及び解析を行うことで，有意義なデータ
を引き出すためのデータサイエンスの基本を学ぶ。スマートフォン
やウェアラブルデバイスから取得されるバイタルサイン等のモニタ
リングデータを適切に管理・解析すること，また，診断機器等から
得られた画像データから特徴量を抽出し分類することを目的とす
る。そのためのプログラムについて，具体的な仕様の決定からプロ
グラムの設計・作成・実装までのプログラミング技術修得を目指
す。

第１回：データサイエンスの基礎（基礎的なツールの使い方）（99
山口　智子，78 中楯　龍）
第２回：データサイエンスの基礎（データの入出力）（99 山口
智子，78 中楯　龍）
第３回：データサイエンスの基礎（機械学習）（99 山口　智子，
78 中楯　龍）
第４回：データ・画像解析プログラム作成（データ入出力）（99
山口　智子）
第５回：データ・画像解析プログラム作成（機械学習）（99 山口
智子）
第６回：データ・画像解析プログラム作成（データ解析）（99 山
口　智子）
第７回：データ・画像解析プログラム作成（画像解析）（99 山口
智子）
第８回：まとめ（99 山口　智子，78 中楯　龍）

オムニバス

医療機器・システム英語特
別講義

　先端的な医療機器やシステムの設計・開発に関連する講義を英語
により提供する。
　本講義は，対象とする専門分野において著名な海外の研究者に講
師を依頼して作成した講義動画と，担当教員によるフォローアップ
講義からなる。講義内容は，医療分野におけるロボット技術（4
回）とバイオマテリアル（4回）である。

第１回：医療分野でのロボット技術応用の現状（78 中楯　龍）
第２回：実用化に向けた研究開発のケーススタディ（78 中楯
龍）
第３回：先端医療ロボット研究例その１（78 中楯　龍）
第４回：先端医療ロボット研究例その２（78 中楯　龍）
第５回：金属系バイオマテリアルの現状（46 向井　敏司）
第６回：金属系バイオマテリアルの研究例（46 向井　敏司）
第７回：ソフトバイオマテリアルの現状（9 大谷　亨）
第８回：ソフトマテリアルの研究例（132 LE THI HUE）

オムニバス
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健康科学研究共通特
講Ⅰ

　健康科学研究を行う上で様々な場面で発生する倫理的課題に対応す
るために，適用される法令を理解する。また，健康科学研究で遭遇す
る可能性の高い倫理的課題に関わる具体的な事例に対して，個人や組
織の対応の方法を理解し，倫理的に配慮された健康科学研究を展開で
きる基礎的能力を修得する。

第１回：健康科学研究における倫理とは？（31 西村　範行）
第２回・３回：研究倫理とは？（282 福山　好典）
第４回・５回：大学発ベンチャーとは？（251 立花　太郎）
第６回・７回：医療的ケアとは？（242 高田　哲）
第８回・９回：医療における支援とは？（288 船戸　正久）
第10・11回：健康科学研究における倫理申請とは？（3 石岡　俊之）
第12・13回：利益相反とは？（306 八浪　公夫）
第14・15回：大学の知的財産とは？（252 立岡　敏雄）

オムニバス

健康科学研究共通特
講Ⅱ

　教員による各分野の研究紹介から，１)大学院生自身が所属する専門
分野の研究法だけでなく健康科学における他の分野の研究法を学び，
健康科学研究の現状と動向を広く知る，２）研究法に関する知識を学
ぶことで院生自身の研究の立案や実施に役立ち，それぞれの研究をよ
り良いものにする，３)授業の中で，分野を超えて，教員及び他の学生
と意見交換することによって，健康科学領域の研究者間の協働を容易
にする，といった観点から，健康科学領域の研究法を学ぶことを目標
とする。研究法を学ぶことにより学生への教育の方法・技術，教育
法，そしてその本質・目標について考えることも目指す。

コーディネーター：（80 林　敦子）
第１回：研究法に関するオリエンテーション （80 林　敦子）
第２回：認知症を対象とした認知機能に関する研究 （80 林　敦子）
第３回：しょうがいを持つ対象者の生活活動に関する研究 （107 内田
智子）
第４回：特殊環境による生体応答と健康寿命の延伸 （37 藤野　英
己）
第５回：組織学的検索法の基礎について （200 鴨志田　伸吾）
第６回：看護学領域における技術の可視化，定量化に関する研究
（178 石井　豊恵）
第７回：小児がんのトランスレーショナルリサーチ （31 西村　範
行）
第８回：運動療法に関する研究～ヒトを対象とした運動生理学的観点
からの追求～ （93 小野　くみ子）
第９回：認知症における血中バイオマーカーの探索（100 吉田　幸
祐）
第10回：関節リウマチと日内リズム，時計遺伝子群の関与 （34 柱本
照）
第11回：サブサハラ・アフリカ諸国における分娩モニタリングの質に
関する研究 （36 藤田　和佳子）
第12回：DPC（Diagnosis Procedure Combination）の保健学研究への
応用 （4 石田　達郎）
第13回：認知症予防に対する運動を中心とした多因子介入と社会実装
に関する研究 （111 沖　侑大郎）
第14回：心の臨床研究のための基礎知識 （48 毛利　健太朗）
第15回：研究法全体のまとめ （48 毛利　健太朗）

オムニバス

IPW特講Ⅰ 　健康科学に関する研究における動向や最新のトピックス，また，健
康科学に関する科学的な討論，英語でのコミュニケーションにおける
スキルについて教授する。
　本講義を通して，学生は，健康科学に関する最新の研究や知見を幅
広く理解し，健康科学をテーマとした研究について科学的な討論を行
い，また英語でのコミュニケーションにおけるスキルを向上すること
を学修する。

講師：（69 副島　尭史，230 SAMEH ALI MOHAMED SOBHY ELTAYBANI）
第１回：海外におけるヘルスケアシステム，エンド・オブ・ライフケ
ア，医療安全（１）
第２回：海外におけるヘルスケアシステム，エンド・オブ・ライフケ
ア，医療安全（２）
第３回：海外におけるヘルスケアシステム，エンド・オブ・ライフケ
ア，医療安全（３）
第４回：国際共同研究，大規模言語モデル，論文撤回（１）
第５回：国際共同研究，大規模言語モデル，論文撤回（２）
第６回：国際共同研究，大規模言語モデル，論文撤回（３）
第７回：まとめ（１）
第８回：健康科学に関する最新のトピックと研究（１）
第９回：健康科学に関する最新のトピックと研究（２）
第10回：健康科学に関する最新のトピックと研究（３）
第11回：健康科学に関する最新のトピックと研究（４）
第12回：健康科学に関する最新のトピックと研究（５）
第13回：健康科学に関する最新のトピックと研究（６）
第14回：健康科学に関する最新のトピックと研究（７）
第15回：まとめ（２）
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サイエンティフィッ
ク・イングリッシュ

特講Ⅰ

　応用言語学の最新研究から学ぶ専門言語の取得法を基に，英語によ
る科学論文を作成する際に必要なスキルを体系的に修得することを目
的としている。論文執筆の基礎から，具体的な論文構成，さらには発
表の仕方を学び，学生は英語による科学論文を作成し，国際的な学術
コミュニティで自分の研究成果を発表できるようになることを目指
し，国際的な学術コミュニティで活躍するための素養を修得する。

コーディネーター（33 野田　和惠）
第１回：コーパス言語学と言語分析ツールの学修 （270 野口 Judy 津
多江）
第２回：論文執筆の基礎と学術英語（270 野口 Judy 津多江）
第３回：効果的な文献調査と引用 （270 野口 Judy 津多江）
第４回：論文の構成と論理展開 （270 野口 Judy 津多江）
第５回：各セクションの書き方 (Introduction) （270 野口 Judy 津
多江）
第６回：各セクションの書き方 (Methods)  （270 野口 Judy 津多
江）
第７回：各セクションの書き方 (Results)  （270 野口 Judy 津多
江）
第８回：各セクションの書き方 (Discussion)  （270 野口 Judy 津多
江）
第９回：抄録の書き方，キーワードの選出 （270 野口 Judy 津多江）
第10回：リスニングの練習（270 野口 Judy 津多江）
第11回：暗唱の練習 （270 野口 Judy 津多江）
第12回：カバーレターの書き方（270 野口 Judy 津多江）
第13回：研究発表のスピーチ１（270 野口 Judy 津多江，33 野田　和
惠）
第14回：研究発表のスピーチ２（270 野口 Judy 津多江，33 野田　和
惠）
第15回：研究発表のスピーチ３（270 野口 Judy 津多江，33 野田　和
惠）

オムニバス，共同

メディカルデータサ
イエンス特講Ⅰ

　近年，データサイエンスが目覚ましい発展を遂げており，今や医
療・介護分野においても欠かせないものとなっている。
　本科目では，計算機科学の基礎中の基礎から医学分野における最新
技術，特に脳分野における具体的な研究例及び分野融合に必要な素養
まで幅広く概要を解説し，次世代の医療・介護の新たなパラダイムを
展望する。

コーディネーター（154 細田　一史，163 大塚　明香）
NICT（国立研究開発法人 情報通信研究機構）のCiNet（未来ICT研究所
脳情報通信融合研究センター）にも協力を依頼する。

第１回：連携講座の紹介（154 細田　一史，135 上口　貴志，163 大
塚　明香）
第２回：CiNetの紹介（154 細田　一史）
第３回 メディカルデータサイエンスの基礎と例（154 細田　一史）
第４回 計算機・便利アプリ・ネットワーク・個人情報・セキュリティ
の基礎（154 細田　一史）
第５回：医療データベース・統計・機械学習・多変量解析・時系列解
析の紹介（154 細田　一史）
第６回：医用生体イメージング1（135 上口　貴志）
第７回：医用生体イメージング2（135 上口　貴志）
第８回：生体磁気計測：技術開発と応用研究（163 大塚　明香）
第９回：運動学習等1（154 細田　一史）
第10回：運動学習等2（154 細田　一史）
第11回：脳波の基礎と活用等（154 細田　一史）
第12回：心理物理学等（154 細田　一史）
第13回：知覚・認知の情報表現等1（154 細田　一史）
第14回：知覚・認知の情報表現等2（154 細田　一史）
第15回：メディカルデータサイエンスのまとめ（154 細田　一史）

オムニバス
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看護教育特講Ⅰ 　本科目では，学習理論や看護教育の理論，そして看護教育の実際につい
て学び，看護教育に関する基礎的な知識を身につける。その上で，看護の
質向上を目指し，学生を含む看護職への教育的役割を果たすための知識を
修得する。到達目標として，教育に関連する理論の理解，看護教育の現状
の把握，将来的な看護教育の在り方とその実現方法を考えることを掲げて
いる。具体的には，基礎教育の課程やカリキュラムの検討，発表，看護継
続教育の臨床及び管理的視点から看護教育等の検討を通し学修する。

講師：（74 土谷テオリン　ちひろ，125 福重　春菜，117 菅　彩香，188
ウィリアムソン　彰子，283 藤井　清孝）
・第１回：授業オリエンテーション・導入
・第２・３回：教育・学習に関する理論
・第４～７回：看護基礎教育と教育課程
・第８・９回：看護継続教育 〜臨床現場教育の立場から〜
・第９・10回：看護継続教育 〜管理的立場から〜
・第11・12回：工学的視点からの看護教育
・第13・14回：看護教育のあり方に関する検討
・第15回：まとめ

共同

看護研究特講Ⅰ 　看護学分野における研究の基本的な研究方法の特徴と展開のプロセスに
ついて，実際の研究例を素材に検討し理解を深める。具体的には，研究に
おける概念と研究デザイン，看護理論，効果的文献検索の方法と検索結果
のまとめ方，研究計画書の作成プロセスと研究倫理，研究のアウトカムと
その評価方法，質的研究のデザインと実施方法，量的研究のデザインと目
的に応じた活用方法について学ぶ。

第１回：調査研究・実験研究・混合研究法（１）（16 グライナー　智恵
子）
第２回：調査研究・実験研究・混合研究法（２）（16 グライナー　智恵
子）
第３回：調査研究・実験研究・混合研究法（３）（16 グライナー　智恵
子）
第４回：看護研究と理論・モデル，概念枠組み・研究デザイン（１）（45
宮脇　郁子）
第５回：看護研究と理論・モデル，概念枠組み・研究デザイン（２）（45
宮脇　郁子）
第６回：文献検討の方法　（45 宮脇　郁子）
第７回：研究プロセス・研究計画・研究倫理（１）（256 千葉　理恵）
第８回：研究プロセス・研究計画・研究倫理（２）（256 千葉　理恵）
第９回：研究論文のクリティークとその活用　（256 千葉　理恵）
第10回：質的研究・グラウンデッドセオリー他（１）（206 北　素子）
第11回：質的研究・グラウンデッドセオリー他（２）（206 北　素子）
第12回：質的研究・グラウンデッドセオリー他（３）（206 北　素子）
第13回：エスノグラフィー　（39 法橋　尚宏）
第14回：アクションリサーチ（１）（193 岡本　玲子）
第15回：アクションリサーチ（２）（193 岡本　玲子）

オムニバス

がん看護学特講Ⅰ 　小児がん・AYA（思春期・若年成人）・成人がん患者・サバイバーが抱え
る身体的・心理的・社会的課題とその支援，またエビデンスに立脚したが
ん患者・サバイバーへの支援を行うために，必要な支援について教授す
る。
　講義を通して，学生は，小児・AYA・成人がん患者・サバイバーが抱える
身体的・心理的・社会的課題を解決するために現在行われている支援につ
いて学修する。

講師：（45 宮脇　郁子，69 副島　尭史，97 福田　敦子，116 正垣　淳
子，228 佐藤　伊織，261 中嶋　祥平，192 大城　怜）
第１回：授業の目的・目標の確認，がん患者・サバイバーへの支援の実例
第２～７回：小児がん患者・サバイバーへの健康問題と支援
第８～10回：成人がん患者への看護・ケア
第11～14回：文献抄読
第15回：まとめ

共同

がん看護学演習Ⅰ 　文献レビュー等の手法を通して，がん患者・サバイバーに関する支援の
エビデンスの整理し，そのエビデンスの臨床現場での活用について教授す
る。
　本講義を通して，学生は，がん患者・サバイバーへの支援に関するエビ
デンスを整理・統合するための手法として文献レビューに関する知識を修
得し，整理されたエビデンスの活用方法について学修する。

講師：（45 宮脇　郁子，69 副島　尭史，97 福田　敦子）
第１・２回：文献レビューの概要と事例
第３～６回：テーマ，データベース，キーワード，除外・包含基準の決定
第７～９回：文献のクリティーク／質の評価
第10～12回：文献の統合／メタアナリシス
第13回：文献レビューの発表
第14回：文献レビューの臨床活用
第15回：まとめ

共同
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腫瘍学Ⅰ 　オンデマンド教材等を活用し，がんの病態・治療と個別化医療等につい
て教授する。
　本講義を通して，学生は，がんの病態・治療，がんの個別化医療に関す
る基盤について学修し，臨床実践への基礎を形成する。

第１～９回：がんとその各種治療（薬物療法，外科治療，放射線療法
等）
第10～14回：がん患者への支持療法や心理的支援
第15回：まとめ

腫瘍学Ⅱ 　オンデマンド教材等を活用し，がんの臨床試験やそれに基づく新規治
療，多職種によるチーム医療等について多角的に教授する。
　本講義を通して，学生は，がんの臨床試験やチーム医療の展開等につい
て学修する。

第１〜６回：がんにおける臨床研究の基礎
第７〜９回：臨床試験に基づく新規治療
第10〜14回：多職種（看護師，理学・作業療法士等）によるチーム医療
第15回：まとめ

療養支援看護学特講Ⅰ 　療養生活行動の支援に焦点をあて，１）慢性の病い（Chronic
Illness）としての患者及び家族の療養経験について理解できる。２）諸理
論の理解を基に，慢性病患者の療養行動を概説し，必要な看護実践につい
て説明することができる。３）患者中心の医療を展開するための看護専門
者の役割について説明することができることを到達目標とし，Lubkin's
Chronic Illness: Impact and Intervention （11版）の輪読を通じて，慢
性の病い（Chronic　Illness）を中心に，関連する最新の諸理論について
論ずる。また，学生各自の看護実践における課題について探求する。

講師：(45 宮脇　郁子，97 福田　敦子，116 正垣　淳子，110 大岸　文
美，114 木村　裕治，235 島田　恵，224 齊藤　奈緒）
第１回：Chronic Illnessと看護支援
第２回：Chronicity
第３回：The Illness Experience
第４回：Psychosocial Adjustment
第５回：Uncertainty
第６回：Quality of Life
第７回：Adherence
第８回：Self-Management
第９～11回：Impact of the System， Client and Family Education，
Home Health Care，Palliative Care  他
第12・13回：HIV・AIDS患者の療養支援
第14・15回：意思決定支援　他

共同

実践看護学特講Ⅰ 　本科目では，超高齢社会を迎えた現代における生活習慣病の支援や看護
の役割拡大について学ぶ。生活習慣病の最新エビデンスに基づき，病態生
理を理解し，高血圧症や糖尿病等の病態に応じた食事，活動，睡眠支援に
ついて検討する。また，急性期医療や慢性期医療現場での看護師の役割増
大に伴い，患者の予後に影響を与える看護実践やその必要性について考察
する。さらに，研究の遂行に必要な競争的資金や助成金の獲得方法，産学
連携に関する知識も学び，他分野との共同研究を効果的に進める基礎知識
を身につける。
　これらの学びを通して，臨床現場に還元可能な看護研究の立案や実施に
活かせる実践的な知識と研究スキルの修得を目指す。

講師：（4 石田　達郎，96 中西　泰弘，125 福重　春菜，117 菅　彩香）
第１回・２回：脂質異常症，慢性腎臓病のエビデンスと看護
第３回～６回：高血圧，心不全，糖尿病のエビデンスと看護〜超高齢化社
会における看護師への期待〜
第７・８回：研究助成金に関する基礎知識
第９回・10回：産学連携に関する基礎知識と知的財産権の概要
第11回～15回：夢の研究計画書の製作・発表

共同

老年看護学特講Ⅰ 　本講義では，国内外における高齢者と高齢者を取り巻く環境について理
解し，その課題と課題解決へ向けた方策について考察する。老年看護学に
関連する概念・理論について探究する。具体的には，高齢者が直面する課
題について理解し，日本と諸外国との課題について比較検討できる高齢者
が直面する課題について，解決へ向けた取組を思考し，自己の研究課題に
つなげることができる老年看護学に関連する概念・理論について学修し，
自己の研究課題への活用可能性について検討することができる，ことを到
達目標とする。
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精神看護学特講Ⅰ 　精神看護学領域で用いられる研究方法について学ぶとともに，精神看護
学領域において重要な概念や理論について取り上げ，これらについての理
解を深める。具体的には，サンプリングと測定方法，調査票のデザイン，
精神看護学領域における横断研究・コホート研究，大規模調査，介入研
究，社会不安症に対する認知療法等について学修する。また，精神疾患を
もつ人への地域生活支援，精神障害にも対応した地域包括ケアシステムと
アウトリーチ等についても学修する。さらに，精神看護学領域において重
要な概念や理論について，研究や実践への適応も踏まえながら学修する。

講師：（16 グライナー　智恵子，124 廣田　美里，123 林　佑太）
第１回：オリエンテーション，リサーチクエスチョンの立て方
第２・３回：論文の読み方，書き方
第４・５回：横断研究（サンプリング，測定方法，尺度，調査票のデザイ
ン）
第６・７回：質的研究（理論，方法）
第８・９回：精神障害にも対応した地域包括ケアシステムとアウトリーチ
第10・11回：社交不安症患者に対する認知療法（介入研究）
第12・13回：スコーピングレビュー，システマティックレビュー
第14・15回：課題発表（自己学習，プレゼンテーション）

共同

上級病態生理学 　専門看護師，助産師を目指す学生が様々な疾病の病態生理に関する最新
知識を修得するための講義である。各領域の代表疾患に対する病態生理を
踏まえた高度で専門的な知識と技術を修得するとともに最新のガイドライ
ンに基づく治療についても理解する。

第１・２回：内科系疾病の病態生理；循環器疾患（4 石田　達郎）
第３・４回：内科系疾病の病態生理；小児疾患（31 西村　範行）
第５・６回：内科系疾病の病態生理；消化器・内分泌・代謝・栄養疾患
（53 安田　尚史）
第７・８回：内科系疾病の病態生理；免疫疾患（34 柱本　照）
第９回：精神疾患の病態生理Ⅰ（48 毛利　健太朗）
第10回：精神疾患の病態生理Ⅱ（321 岡﨑　賢志）
第11・12回：整形外科疾患の病態生理（2 秋末　敏宏）
第13～15回：まとめ・レポート発表・ディスカッション（2 秋末　敏宏）

オムニバス

上級臨床薬理学 　専門看護師，助産師を目指す学生が様々な疾病に投与する薬の知識を修
得するための講義である。薬剤による有害事象や相乗効果を踏まえて，新
生児から成人，妊産婦，高齢者といったあらゆる世代の対象者に対する薬
剤使用についての薬理学的知識を修得する。様々な疾病に対するエビデン
スに基づいた専門的かつ最新の薬剤治療の知識を修得する。

第１・２回：基本原理，循環器系・呼吸器系に作用する薬剤（4 石田　達
郎）
第３・４回：小児科領域に作用する薬剤（31 西村　範行）
第５・６回：整形外科領域に関する薬剤（2 秋末　敏宏）
第７・８回：免疫・アレルギーに作用する薬剤（34 柱本　照）
第９回：精神科領域に作用する薬剤Ⅰ（48 毛利　健太朗）
第10回：精神科領域に作用する薬剤Ⅱ（321 岡﨑　賢志）
第11・12回：消化器・内分泌・代謝・栄養系に作用する薬剤（53 安田　尚
史）
第13～15回：まとめ・レポート発表・ディスカッション（2 秋末　敏宏）

オムニバス

上級フィジカルアセス
メント学

　専門看護師として家族全体の健康を支えるために，家族員全員の疾患に
関する診断能力，判断能力を養う。新生児，小児，成人，高齢者といった
あらゆる対象者の身体所見の把握・スクリーニングに必要な知識や技術を
学び，解剖学及び生理学を十分に理解したフィジカルアセスメントの能力
を身につける。

第１回：新生児，小児のフィジカルアセスメントの理論（31 西村　範行）
第２～５回：新生児，小児のフィジカルアセスメントの実際（31 西村　範
行）
第６回：成人，高齢者の消化器系アセスメントの理論（53 安田　尚史）
第７～10回：成人，高齢者の消化器系アセスメントの実際（53 安田　尚
史）
第11回：成人，高齢者の神経・筋肉系アセスメントの理論（83 三浦　靖
史）
第12～15回：成人，高齢者の神経・筋肉系アセスメントの実際（83 三浦
靖史）

オムニバス
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家族看護学特講Ⅰ 　家族看護学・小児看護学の国内外の研究及び実践の基盤となる基本概
念・理論・モデル・方法論とその活用について理解を深める。さらに，家
族員の疾病・障害・社会的問題に対する診断・治療を理解した上で，家族
への治療的な支援について，事例等を通じて検討できる。講義における使
用言語は英語とし，国内外の教育者・研究者とのディスカッションを通じ
て，幅広い視点を持ち，国際的に活躍できる能力を培う。

第１～３回：健康認識の定量的評価方法（39 法橋　尚宏）
第４・５回：家族の定量的評価方法（257 CHIANG CHUNG LIM VICO）
第６回：プラダー・ウィリー症候群児のいる家族の家族機能（39 法橋　尚
宏）
第７回：ひとり親家族の家族機能（39 法橋　尚宏）
第８回：ビリーフ：問題の核心（39 法橋　尚宏）
第９～10回：社会的問題行動と家族（174 AGRINA）
第11・12回：産後の家族のメンタルヘルス（276 HAPSARI ELSI DWI）
第13～15回：心身障がい児をもつ家族への看護インターベンション（39 法
橋　尚宏）

オムニバス

母性看護学特講Ⅰ 　本講義では，母性看護学並びに助産学分野における研究の英語文献抄読
を通して，論文を批判的に吟味する方法について修得する。また，研究デ
ザインによって，どのようなレポーティングガイドラインがあるかについ
て確認し，研究の質を保つために必要な条件について学ぶ。そのプロセス
を通して，自己の研究課題を探索し，課題の背景，意義，先行研究レ
ビュー，研究疑問，考え得る適切な方法論までを聞き手に分かりやすくプ
レゼンテーションし，ディスカッションができる基礎的能力を修得するこ
とを目的とする。

第１回：コースオリエンテーション（クリティークチェックシート及びレ
ポーティングガイドラインの説明）（36 藤田　和佳子）
第２～９回：論文抄読（クリティークチェックシートを用いた批判的吟味
とレポーティングガイドラインの確認）（36 藤田　和佳子，105 岩﨑　三
佳，130 本岡　夏子）
第10～13回：研究テーマについての学生プレゼンテーション（36 藤田　和
佳子，41 松井　三明，68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130 本岡　夏
子）
第14・15回：システマティックレビューについて（289 古田　真里枝）

オムニバス

地域・公衆衛生看護学
特講Ⅰ

　地域看護及び公衆衛生看護の基盤となる概念と理論について学ぶととも
に，人々の健康と生活を支える保健医療福祉システム等の変遷を概観し，
理解を深める。また，地域看護学及び公衆衛生看護学領域の先進的研究や
今日的課題を中心に，国内外の優れた研究内容やその動向から諸課題を把
握し，エビデンスに基づく実践的かつ学術的探究について考察する。

講師：（5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，65 小寺　さやか，108 内村
利恵，131 山本　暁生）
第１～３回：地域看護及び公衆衛生看護に関わる主要な概念と理論
第４～６回：地域看護及び公衆衛生看護に関する保健医療福祉システムの
変遷と課題
第７～15回：論文クリティーク・プレゼンテーション・ディスカッション

共同
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看護学演習Ⅰ 　文献のクリティーク等を通して，研究疑問から研究課題及び目的の設
定，各研究領域における研究の方法論及びデータ分析の知識と技術につい
て基本的な方法論を理解し，研究手法を実践できる基礎的能力を体得す
る。

（5 和泉　比佐子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学についての研究手法を体得する
ための演習を実施する。
（16 グライナー　智恵子）
　主として，老年看護学・国際看護学についての研究手法を体得するため
の演習を実施する。
（36 藤田　和佳子）
　主として，母性看護学・助産学についての研究手法を体得するための演
習を実施する。
（39 法橋　尚宏）
　主として，家族看護学・小児看護学についての研究手法を体得するため
の演習を実施する。
（45 宮脇　郁子）
　主として，療養支援看護学についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（65 小寺　さやか）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学・国際保健学についての研究手
法を体得するための演習を実施する。
（68 千場　直美）
　主として，母性看護学・助産学についての研究手法を体得するための演
習を実施する。
（69 副島　尭史)
　主として，がん看護学・小児看護学についての研究手法を体得するため
の演習を実施する。
（79 中山　貴美子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学についての研究手法を体得する
ための演習を実施する。

看護倫理特講Ⅰ 　本科目では，医療現場における倫理的問題について学び，資料分析やグ
ループディスカッションを通じ，倫理的視点や考えを深めることを目指
す。到達目標として，看護実践における法的・制度的問題や，家族や社会
が抱える倫理的問題について理解を深め，また，看護専門職としての倫理
的感性を養うことを掲げている。具体的には，倫理的問題の概要，倫理理
論，看護倫理，生命・医療倫理，生と死に関する倫理，研究倫理，臨床倫
理問題等検討を行い学修する。

講師：（39 法橋　尚宏，36 藤田　和佳子，69 副島　尭史，116 正垣　淳
子，105 岩﨑　三佳，185 今西　優子）
第１・２回：倫理的問題の概要
第３回：倫理理論
第４回：看護倫理
第５・６回：生命・医療倫理
第７回：生をめぐる倫理
第８回：死をめぐる倫理
第９・10回：生・死をめぐる倫理
第11回：研究倫理
第12～14回：臨床倫理問題の検討
第15回：まとめ

共同

看護管理特講Ⅰ 　本科目では，看護管理に必要な理論と実践過程を学び，看護管理者とし
ての役割と責任を理解し，専門看護分野でのリーダーシップ発揮を目指
す。具体的には，看護情報管理，組織行動論，ストレスマネジメント，病
院運営，行政・政策等の学修を行う。その上で，看護管理者が果たすべき
役割や課題について検討し，看護チームや他の保健・医療・福祉専門職と
連携する知識を涵養する。

講師：（45 宮脇　郁子，125 福重　春菜，277 板東　由美，243 髙谷　直
美，196 笠原　聡子，240 鈴木　千晴）
第１回：看護管理学概説
第２・３回：看護情報管理
第４・５回：組織行動論
第６・７回：組織変革論
第８・９回：ストレスマネジメント
第9～10回：看護実践現場における看護管理
第11～12回：病院運営における看護管理
第13回：国際的観点からの看護管理
第14回：行政・政策と看護管理
第15回：まとめ

共同
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看護コンサルテーショ
ン特講Ⅰ

　専門家間の相互作用のプロセスである看護コンサルテーションの理論と
実際について学ぶことを通して，患者の状況をより良い方向に変革してい
くために協働していくプロセスへの理解を深める。さらに，看護専門職者
としての 広い視野を涵養し，看護実践への示唆を得る。

第１～３回：オリエンテーション，コンサルテーション概論（39 法橋　尚
宏)
第４・５回：クリティカルケアにおけるコンサルテーション（116 正垣
淳子）
第６・７回：家族看護におけるコンサルテーション（195 小野　美雪）
第８・９回：がん看護におけるコンサルテーション（185 今西　優子）
第10～11回：緩和ケアにおけるコンサルテーション（273 橋口　周子）
第12～13回：リエゾン精神看護におけるコンサルテーション（213 倉持
裕子）
第14回：コンサルテーションにおける課題（39 法橋　尚宏）
第15回：まとめ（39 法橋　尚宏）

オムニバス

家族環境学 　保健医療福祉制度を含む家族環境の中で，家族看護学が発展してきた過
程と家族看護学が求められてきた時代的課題を理解し，今後の家族看護学
の役割と位置づけを家族看護学研究の動向と家族支援専門看護師育成の観
点から展望できる。

第１・２回：現代家族像と家族環境（39 法橋　尚宏）
第３・４回：家族システムユニットの捉え方と成長・発達区分（39 法橋
尚宏）
第５回：家族看護学の軌跡と展望と時代的課題（39 法橋　尚宏）
第６回：家族機能論（39 法橋　尚宏）
第７回：フロネーシスとエビデンスに基づいた家族支援（39 法橋　尚宏）
第８回：家族支援専門看護師の役割と養成（39 法橋　尚宏）
第９～11回：家族の概念，家族のウェルビーイング，家族のセルフケア能
力（5 和泉　比佐子）
第12～13回：家族看護学の研究とトランスレーション（215 CHRISTIAN JAY
S. ORTE）
第14～15回：香港における家族文化と家族支援（291 POLLY CHAN SIU
LING）

オムニバス

理論家族看護学 　家族看護実践及び研究における卓越した能力の基盤となる家族看護モデ
ル・方法論，家族看護理論，家族看護過程を修得できる。代表的な家族看
護モデル・方法論，家族看護理論，家族看護過程等を理解するとともに，
家族のアセスメント，特に家族の健康レベル及び家族の生活をアセスメン
トする能力を養う。家族看護学の応用を検討し，家族看護実践及び研究の
基盤を構築できる。

第１～６回：家族看護理論の紹介（39 法橋　尚宏，5 和泉　比佐子，184
今中　健二）
第７～９回：家族看護アセスメントモデル・家族支援モデルの紹介（39 法
橋　尚宏）
第10～11回：家族看護理論の紹介（39 法橋　尚宏）
第12～13回：家族看護モデルの紹介（39 法橋　尚宏）
第14～15回：家族看護過程の理解（269 西元　康世）

オムニバス

家族症候学 　家族支援の展開において必要となる“症候別家族看護”“経過別家族看
護”を２軸として概説し，それらを基盤とした家族支援について検討でき
る。

第１回：症候別家族看護（39 法橋　尚宏）
第２～３回：経過別家族看護（39 法橋　尚宏）
第４回：標準家族看護計画（39 法橋　尚宏）
第５～６回：家族内外の対人関係障害：育児不安を抱える家族のケース
（39 法橋　尚宏）
第７～８回：家族の意思決定上の葛藤：難病患者と共に生きる家族のケー
ス（39 法橋　尚宏）
第９回：家族の合意形成困難：終末期患者と共に生きる家族のケース（97
福田　敦子）
第10回：家族の成長にかかわる発達力不足の可能性：高年初産婦がいる家
族のケース（36 藤田　和佳子）
第11～13回：家族レジリエンスの発達困難：救急医療を受ける家族員がい
る危機的家族のケース（284 藤野　崇）
第14・15回：家族の社会的孤立の可能性：高齢者家族のケース（246 髙見
紀子）

オムニバス
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家族インターベンショ
ン学

　家族支援専門看護師の役割と姿勢について，特に専門看護師に求められ
る６つの役割について理解した上で，事例を通して特徴的な家族の機能・
構造・成長発達区分をアセスメントし，家族の潜在的・顕在的問題である
家族症候を特定し，家族看護過程を展開することができる。

第１～４回：家族看護における看護職者の役割と支援姿勢（39 法橋　尚
宏）
第５・６回：予防期家族看護支援：国外で生活する家族帯同赴任家族の事
例（39 法橋　尚宏）
第７～９回：急性期家族看護支援：超低出生体重児が加わった家族の事
例，慢性期家族看護支援：育児不安を抱える家族の事例（180 伊藤（瀬
尾）　咲季）
第10～12回：急性期家族看護支援：救急医療を受ける家族員がいる危機的
家族（234 島田　なつき）
第13回：慢性期家族看護支援：障がいをもつこどもと共に生きる家族の事
例（39 法橋　尚宏）
第14・15回：終末期家族看護支援：ドメスティックバイオレンスを抱える
家族の事例（39 法橋　尚宏）

オムニバス

実践家族看護学 　家族看護過程の展開，家族教育，家族へのサポート，ケースマネジメン
ト，家族カウンセリング，家族療法等，家族インターベンション技術を修
得できる。

第１～５回：家族同心球環境理論／モデルに基づいて開発された家族アセ
スメントツールを用いた家族アセスメント（39 法橋　尚宏）
第６～８回：家族カウンセリングと家族療法（222 小林　京子）
第９～10回：災害看護における家族支援（202 河原（前川）　宣子）
第11～13回：家族同心球環境理論（CSFET）に基づいたた家族支援（１）
（195 小野　美雪）
第14・15回：家族同心球環境理論（CSFET）に基づいた家族支援（２）
（195 小野　美雪）

オムニバス

実践家族看護学演習 　ロールプレイ等を通して，カルガリー式家族アセスメント／介入モデ
ル，家族同心球環境理論／モデルを中心に，家族のアセスメント・支援方
法を理解することができる。カルガリー式家族アセスメント／介入モデル
では，家族を「構造面」「発達面」「機能面」から理解し，家族と家族支
援専門看護師の関係構築，家族支援計画の立案と展開を修得できる。家族
看護の実践事例の検討では，健康障害をもつ家族員がいる家族（各学生が
１家族ずつを対象とする）への家族インタビューとフィールドワークを通
して，家族員の健康レベルを査定し，健康障害に対する診断・治療を理解
したうえで，家族同心球環境理論／モデルを基盤とした視点で家族アセス
メントを実際に行い，家族支援を計画し，家族看護過程を実践できる能力
に結びつけることができる。

第１～６回：カルガリー式家族アセスメント／介入（39 法橋　尚宏）
第７・８回：家族インタビュー／ミーティングの方法（280 平谷　優子）
第９～15回：家族同心球環境理論／モデルを基盤とした家族看護の実践事
例の検討（39 法橋　尚宏）

オムニバス

トランス文化家族看護
学

　トランス文化家族看護学とは，文化的な視点を含めて，家族に看護を提
供するための新しい学問体系である。人々，家族の暮らしの在り方や健康
の捉え方，治療に対する姿勢はそれぞれ文化背景により異なる。文化を広
義から狭義に捉え，トランス文化看護に関する諸理論を理解したう上で，
家族の健康や病に関する行動や意志決定に与える影響について理解を深め
る。文化的影響を受けた家族員の健康障害・治療行動，家族の療養行動に
対してケアとキュアの視点を融合し，多様な家族の健康にかかわる生活を
支援するために有効な看護インターベンションができる。

第１回：文化の多様性（39 法橋　尚宏）
第２回：看護人類学（39 法橋　尚宏）
第３・４回：文化を理解するための看護理論（315 LAM CHUN FUNG
VINCENT）
第５・６回：文化を理解するための看護モデル（317 RAY MARILYN A）
第７回：臨地現場での文化的家族支援の実際（39 法橋　尚宏）
第８・９回：カルチュラル・アセスメント（281 FUNG TAI CHUN JOHN）
第10回：カルチュラル・ビリーフ（39 法橋　尚宏）
第11～12回：日本人家族の特徴と家族支援（39 法橋　尚宏）
第13回：多様な文化背景をもつひとり親家族への家族支援（39 法橋　尚
宏）
第14回：産後うつの家族員をもつ家族への文化的家族支援（39 法橋　尚
宏）
第15回：看護職者自身のもつ文化背景がもたらす家族支援への影響（39 法
橋　尚宏）

オムニバス
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こども保育期・教育期
家族看護学

　こども・家族に関する知識，診断・治療に関する知識を活用して，主と
してこども保育期・教育期家族を対象とした看護活動を展開するための能
力を培う。こどもと家族を取り巻く環境に加え，健康・不健康を問わずあ
らゆる健康状態のこどもとその家族についての卓越した知識を修得し，家
族看護の実践及び研究への応用を検討できる。

家族看護学基盤実習 　家族看護学基盤実習は「早期体験実習（アーリー・エクスポージャー実
習）」と初めてターゲットファミリーへの家族支援を行う「初期実践実
習」の２つの部分から構成されている。
　「早期体験実習（アーリー・エクスポージャー実習）」では，家族支援
専門看護師への随行を主としており，家族支援専門看護師に求められる6つ
の役割のうちの５つの役割（実践，相談，調整，倫理，教育）に対するイ
メージ形成や学修への動機づけをし，家族支援専門看護師の役割習得の基
盤とすることができる。
　「初期実践実習」においては，ターゲットファミリーへの家族支援とし
て家族員の健康障害について，より高度で専門的な知識を用いて，家族員
のアセスメントをしたうえで，家族の健康をアセスメントする能力と技
術，家族・看護者関係を形成する能力と技術，家族に対して看護過程を展
開する能力と技術，家族を支援する専門的な能力と技術，家族の代弁者と
しての能力と技術の基礎的な部分を修得することができる。
　家族をアセスメントする能力と家族支援の実践能力の基盤を修得するた
めの場と対象を選択し，家族支援を１事例以上経験する。各実習施設にお
いて，家族支援が必要と考えられる事例を選定し，指導者（大学教員及び
現場指導者）の指導のもとに対象家族をアセスメントし家族看護過程を展
開して支援を行う。

講師：(39 法橋　尚宏，69 副島　尭史)

共同

家族看護学展開実習 　家族看護学基盤実習を基に，家族支援専門看護師に求められる６つの役
割のうち，「実践」を中心に卓越した能力を修得する。家族員の健康障害
に対する診断・治療を理解し，診断・治療に参画するとともに，それらの
過程を踏まえて家族にケアとキュアを融合した看護インターベンションを
実施できる能力，家族員の健康障害に関連して起こる問題，家族症候に焦
点を当て，家族が家族自身で対処できるように家族機能を向上し，家族の
ウェルビーイングを実現するための支援を行う能力を修得する。さらに，
事例によっては，多（他）職種に対する相談・教育，保健医療福祉関係者
間の調整，関係者間の倫理調整を実施する。

講師：(39 法橋　尚宏，69 副島　尭史)

共同

家族看護学統合実習 　家族看護学基盤実習，家族看護学展開実習を踏まえ，家族支援専門看護
師に求められる６つの役割を理解し，各事例にあった家族支援を実施する
ための卓越した能力を修得する。家族員の健康障害に対する診断・治療を
理解し，診断・治療に参画するとともに，それらの過程を踏まえて家族に
ケアとキュアを融合した看護インターベンションを実施することができる
能力，家族員の健康障害に関連して起こる問題，家族症候に焦点を当て，
家族が家族自身で対処できるように家族機能を向上し，家族のウェルビー
イングを実現するための支援を行う能力を修得する。また，多（他）職種
に対する相談・教育，保健医療福祉関係者間の調整，関係者間の倫理調整
においては，医療が提供される現場の組織分析を行い，「相談」「調整」
「倫理」「教育」を実施することができる高度な家族看護実践能力を習得
する。実習を通して，家族員の健康障害の査定，家族の査定，健康障害に
対するケアとキュアを融合した看護インターベンション，チーム医療への
参画と調整のための技術を修得する。

講師：(39 法橋　尚宏，69 副島　尭史)

共同
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家族看護学演習Ⅰ 　国内外の家族看護学・小児看護学に関連する原著論文のうち，特定の健
康問題を有する家族員のいる，または，特定の家族症候を呈する状況にあ
る家族に関する文献，家族看護学研究の方法論に関する文献のクリティー
クを通して，研究の動向と課題を明確にし，その意義と実践への適応につ
いて検討できる。得られた知見を基盤にし，家族インタビューの計画を立
案して実施する。その経過及び結果をディスカッション・ペーパーとして
まとめ，プレゼンテーションを行う。臨床で得られる豊富な経験を診断・
治療に関する既存の知識，家族看護学に関する理論・支援法と融合し，エ
ビデンスにもとづいた新しい看護インターベンション技術，治療的な支援
の方略を導くと同時に，得られた知見をまとめることで専門性を高め，国
内外の家族看護学の変革・発展に寄与しうる能力を培う。
　なお，本科目は，小児看護学及び家族看護学の内容を包含する。

ハイリスク母性ケア論
特講

　ハイリスク妊産褥婦・新生児のヘルスアセスメント及びケアに必要な知
識と技術を取得することを学習目標としている。講義と演習を組み合わ
せ，神戸大学医学部附属病院の臨床スタッフと連携して教育を行う。

第１回：周産期感染症（241 平久　進也）
第２・３回：産科ハイリスク事例（147 出口　雅士）
第４・５回：超音波による胎児のアセスメント（145 谷村　憲司）
第６回：MFICUにおける看護実践（186 今村　里奈）
第７回：総合周産期母子医療センターにおける安全と質管理（272 野牧
弘子）
第８回：NICU・GCUにおける看護実践（260 中澤　智恵）
第９回：産科ハイリスク看護（285 藤本　佳奈）
第10～12回：NCPR演習（152 藤岡　一路，304 森本　紗代，286 藤本　将
史，36 藤田　和佳子）
第13～15回：産科救急事例シミュレーション演習（323 笹川　勇樹，285
藤本　佳奈，36 藤田　和佳子，68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130 本
岡　夏子）

オムニバス

講義　　16時間
実技演習14時間

創造助産学概論 　助産師のコア・コンピテンシーを理解し，助産師の業務に関する関連法
規や諸制度の基礎知識を修得する。また，助産師の自律性やアイデンティ
ティーの形成について考えることをねらいとする。

第１・２回：助産師の定義とコア・コンピテンシー（36 藤田　和佳子）
第３・４回：助産学を支える理論（36 藤田　和佳子）
第５～７回：助産学に必須な解剖生理（41 松井　三明，36 藤田　和佳
子）
第８～９回：科学的根拠と出産ケア（41 松井　三明）
第10～11回：開業助産師の活動（301 毛利　多恵子）
第12～13回：助産師と倫理（68 千場　直美）
第14～15回：フィールドワーク（36 藤田　和佳子）

オムニバス

生涯女性健康科学特講 　思春期・成熟期・更年期・老年期の女性の健康問題や健康課題に関連し
た解剖・生理・性周期・内分泌・病態について理解し，生涯にわたって各
ライフステージにおける女性を身体的・心理的・社会的に援助するための
理論を学び理解を深める。

第１回：リプロダクションに関する解剖生理（41 松井　三明）
第２回：性の行動と機能（225 早乙女　智子）
第３回：リプロダクティブヘルス・アンド・ライツ（225 早乙女　智子）
第４回：周産期の遺伝疾患と遺伝医療（241 平久　進也）
第５回：出生前診断と遺伝カウンセリング（241 平久　進也）
第６回：父性と父親役割（248 竹原　健二）
第７回：周産期における政策及び研究（248 竹原　健二）
第８回：生殖補助医療（41 松井　三明）
第９回：産婦人科領域における検査・産科手術・医療処置（41 松井　三
明）
第10回：女性のライフサイクルにおける疾患（225 早乙女　智子）
第11回：女性のライフサイクルと健康支援・思春期（68 千場　直美）
第12回：女性のライフサイクルと健康支援・性成熟期（68 千場　直美）
第13回：女性のライフサイクルと健康支援・更年期（68 千場　直美）
第14回：セクシュアリティと性教育（254 田中　祐子）
第15回：性暴力，DV被害女性の支援（297 松本　安代）

オムニバス
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生涯女性健康科学演習 　生涯にわたる女性の健康課題の視点から，各ライフステージにおける健
康課題に対する健康教育と支援方法について理解を深め，女性の健康管理
能力向上を目指した援助を企画，展開し，実践能力を修得する。

第１回：オリエンテーション・女性のライフサイクルと健康（68 千場　直
美）
第２・３回：母子と食事と栄養（311 山本　育子）
第４・５回：母子と運動（83 三浦　靖史）
第６・７回：リスクのある妊産褥婦の支援１（68 千場　直美）
第８・９回：リスクのある妊産褥婦の支援２（68 千場　直美）
第10～11回：リスクのある妊産褥婦の支援３（68 千場　直美）
第12～13回：女性のライフサイクルにおける集団教育演習（68 千場　直
美）
第14～15回：女性のライフサイクルにおける集団教育演習（68 千場　直
美）

オムニバス

高度実践助産技術学特
講

　助産診断の基礎となる生殖生理・形態機能に対する理解を深め，周産期
におけるハイリスク・異常の予測・アセスメントに必要な病態生理，診
断，治療，予後を学び，正常経過からの逸脱を予防し，異常・緊急時への
対応について学修し，実践力を修得する。

第１回：助産過程と助産診断（68 千場　直美）
第２回：分娩の生理・診断・アセスメント（68 千場　直美）
第３回：分娩経過中の診断とケア（68 千場　直美）
第４回：正常分娩経過の逸脱とハイリスクアセスメント・診断（68 千場
直美）
第５回：正常分娩介助技術とは（68 千場　直美）
第６回：正常分娩介助技術の実際（68 千場　直美）
第７回：胎児・胎盤機能のアセスメント・診断(68 千場　直美)
第８回：妊娠期の異常と治療（308 山崎　峰夫）
第９回：分娩期の異常と治療（247 武内　享介）
第10回：産褥期の異常と治療（303 森田　宏紀）
第11回：産科医療と助産師の協同（212 倉智　治）
第12回：新生児の特徴と診断（242 高田　哲）
第13回：新生児の異常と治療（242 高田　哲）
第14回：幼児の発達と診断（242 高田　哲）
第15回：ハイリスク乳幼児の診断と支援（242 高田　哲）

オムニバス

高度実践助産技術学演
習

　正常な分娩期の助産診断と実践に必要となる高度先進的な知識・技術を
修得する。また，産婦とその家族に分娩の安全と快適性を提供できるため
に必要な助産技術と基本的姿勢や態度を獲得する。

第１・２回：助産所における妊産褥婦のケア（301 毛利　多恵子）
第３・４回：フリースタイル分娩介助演習（301 毛利　多恵子，68 千場
直美）
第５・６回：分娩介助技術演習１（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130
本岡　夏子）
第７・８回：分娩介助技術演習２（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130
本岡　夏子，36 藤田　和佳子）
第９～10回：分娩介助技術演習３（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130
本岡　夏子）
第11～12回：分娩介助技術演習４（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130
本岡　夏子）
第13～14回：分娩介助技術演習５（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130
本岡　夏子）
第15回：演習まとめ・振り返り（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130 本
岡　夏子）

オムニバス

高度周産期技術学特講 　助産学の基礎となる概念及び理論を踏まえ，妊娠期，産褥期，胎児・新
生児の解剖・生理学，ケア技術を修得する。修得した知識，技術を基に，
妊婦，褥婦，新生児とその家族の健康状態のアセスメントを行い，助産診
断，ケア計画の立案，実施及び評価の一連の助産過程を展開する能力を獲
得する。

第１・２回：健康教育とは１（36 藤田　和佳子）
第３・４回：健康教育とは２（36 藤田　和佳子）
第５・６回：妊娠期の助産診断技術（68 千場　直美）
第７・８回：産褥期の助産診断技術（68 千場　直美）
第９～10回：新生児期の助産診断技術（68 千場　直美）
第11～13回：妊娠・分娩・産褥・新生児期に必要な助産技術（68 千場　直
美）
第14～15回：母乳育児支援（217 小石川　あゆみ）

オムニバス
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高度周産期技術学演習 　助産の実践に必要な妊娠，産褥，育児期にある母子及び家族のニーズに
対応するために必要とされるヘルスアセスメント及び援助技術について学
修する。さらに，妊娠・産褥・育児期に必要な健康教育の原理と技法を開
発する。

講師：（68 千場　直美，105 岩﨑　三佳，130 本岡　夏子，36 藤田　和
佳子）
第１～３回：妊娠・分娩・産褥期における健康教育指導案1
第４～６回：妊娠・分娩・産褥期における健康教育指導案2
第７～９回：妊娠・分娩・産褥期における健康教育指導案3
第10～12回：妊娠・分娩・産褥期における健康教育指導企画と準備
第13～15回：妊娠・分娩・産褥期における健康教育指導実践と展開

共同

助産管理学特講 　助産管理について，人・物・金・情報の観点から助産業務管理の方法に
ついて学修する。また，助産所開設に必要な関連法規や災害時等の危機管
理，医療事故防止の安全対策についても学修する。助産管理を安全と質保
証，また，経営学研究科との連携の下，経営学的視点から考察することを
ねらいとする。

第１回：助産管理の基本と業務管理（36 藤田　和佳子）
第２回：助産業務管理と関連法規（36 藤田　和佳子）
第３～４回：周産期医療体制と安全管理（36 藤田　和佳子）
第５～６回：医療安全と危機管理（36 藤田　和佳子）
第７～８回：労務管理と経営管理（36 藤田　和佳子）
第９～14回：病院の経営管理（155 松尾　貴巳）
第15回：トップ看護マネジメント（277 板東　由美）

オムニバス

地域母子保健特講Ⅰ 　生活や医療圏としての地域の捉え方や地域母子保健について関連法規に
基づいた行政サービス体系を理解することをねらいとする。医療機関以外
の地域で活躍する助産師の活動も紹介する。

第１・２回：地域母子保健の関連法規と行政体系（36 藤田　和佳子）
第３回：人口動態統計と周産期の健康指標（36 藤田　和佳子）
第４回：国際母子保健活動（105 岩﨑　三佳）
第５・６回：地域の概念，地域母子保健（5 和泉　比佐子）
第７・８回：地域における母子保健活動の実践（263 永原　郁子）

オムニバス

地域母子保健特講Ⅱ 　地域母子保健特講Ⅰで得た基本的知識を基に，地域母子保健事業の実際
について理解することをねらいとする。具体的には，兵庫県下で行われて
いる地域母子保健事業について，講義並びに課外活動を通じて実際を理解
する。

第１回：兵庫県における母子保健事業（199 亀山　美矢子）
第２回：児童虐待（173 秋末　珠実）
第３・４回：市町村における母子保健事業（287 藤原　美輪）
第５回：母子保健施策の重要課題（36 藤田　和佳子）
第６回：在留外国人の母子保健（36 藤田　和佳子）
第７・８回：４か月健診事業の見学（36 藤田　和佳子）

オムニバス

助産学実習Ⅰ 　周産期にある母子とその家族を対象に，エビデンスに基づく知識を応用
し，助産過程の展開を通して助産ケアや健康教育を実践する。正常経過の
分娩介助10例程度の実践を通して助産診断技術を修得し，正常からの逸脱
の診断，逸脱予防のケアを実践，展開する。また，助産師としての基本的
姿勢や態度を身につける。
講師：（68 千場　直美，36 藤田　和佳子，105 岩﨑　三佳，130 本岡
夏子）

共同

助産学実習Ⅱ 　妊娠中期から育児期までの母子とその家族を対象に，他職種と協働して
継続的に個別的な助産ケアや健康教育を実践するとともに，協働チームの
中で助産師の専門性を生かしたリーダーシップ能力を養い，実践展開す
る。
講師：（68 千場　直美，36 藤田　和佳子，105 岩﨑　三佳，130 本岡
夏子）

共同

助産学実習Ⅲ 　総合周産期母子医療センターにて，ハイリスク妊産褥婦及び新生児を受
け持ち，病態の理解並びに異常の早期発見と予防，必要な助産ケアを提供
するための知識と実践能力を修得することをねらいとする。産科病棟並び
にNICU/GCUにて各１週間の臨地実習を行う。
講師：（36 藤田　和佳子，68 千場　直美, 105 岩﨑　三佳，130 本岡
夏子）

共同
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助産学実習Ⅳ 　助産管理学特講で学んだ助産管理の基礎知識を生かして，自らが深めた
い助産管理のテーマを設定し，その方法を考え，助産管理の視点を持って
主体的に計画した臨地実習を行う。実習場所は，総合周産期母子医療セン
ターが1週間，助産所が１週間とする。
講師：（36 藤田　和佳子，68 千場　直美, 105 岩﨑　三佳，130 本岡
夏子）

共同

疫学特講 　公衆衛生看護活動を展開する上で基盤となる疫学の概念，疾病頻度の測
定と指標，記述疫学，分析疫学，疫学研究のデザイン（横断研究，縦断研
究，コホート研究，介入研究等），偏りと交絡，因果関係，スクリーニン
グ，疫学調査計画，感染症の疫学，疫学倫理，疫学の保健活動への応用に
関する知識を修得する。
　これらを通して，公衆衛生看護活動の科学的根拠を明確にするための疫
学研究能力の修得を目指す。

第１回：疫学総論１（136 小野　玲）
第２回：疫学総論２（136 小野　玲）
第３回：疫学における各種指標（136 小野　玲）
第４回：診断とスクリーニング（136 小野　玲）
第５回：疫学的研究法１（136 小野　玲）
第６回：疫学的研究法２（136 小野　玲）
第７回：主な疾患の疫学（疾病の危険因子，予防因子，疾病登録）（5 和
泉　比佐子）
第８回：公衆衛生看護に関連する疫学，アウトブレイク時の疫学調査（65
小寺　さやか）

オムニバス

公衆衛生学特講 　臨床医学が個人の疾病を対象とするのに対し，公衆衛生学は集団の健康
を対象とするものである。現代の公衆衛生学としてキーワードとなる，予
防医学・環境の改善・生活水準の保障・健康教育の推進・産業保健・医療
倫理等を授業のテーマとする。

コーディネーター：（79 中山　貴美子）
第１回：公衆衛生学概論（26 篠原　正和）
第２回：有機溶剤を安全に使用する（26 篠原　正和）
第３回：医療情報（144 髙岡　裕）
第４回：輸血療法の安全性確保とインフォームドコンセントについて（290
坊池　義浩）
第５回：医療安全（221 小林　和幸）
第６回：理系研究者のためのAI入門（121 西森　誠）
第７回：排水管理（326 吉村　知里）
第８回：薬害（54 矢野　育子）
第９回：性自認と多様性社会ー憲法からの視点（182 井上　典之）
第10回：患者の自律・自己決定権をめぐる倫理学的考察（146 茶谷　直
人）
第11回：研究倫理（26 篠原　正和）
第12回：成人保健と健康増進（26 篠原　正和）
第13回：公的統計データを活用した社会疫学研究（113 片岡　葵）
第14回：法医鑑定１（12 片田　竜一）
第15回：法医鑑定２（12 片田　竜一）

オムニバス
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保健統計学特講 　集団における健康現象の観察や根拠に基づく医療・看護・保健活動に必
要な統計学の主要概念，基礎理論，統計解析に関する知識及び技術を修得
する。講義の他に，既存の資料を素材にして，各種データの処理方法や解
析手法の演習を行う。また，情報社会における保健医療情報の取扱いの基
本的な考え方を理解し，倫理的能力や情報活用能力の修得を目指す。

第１回：ガイダンス，医療・看護・保健活動における保健統計の意義（5
和泉　比佐子）
第２回：人口・保健統計，保健指標，疫学の効果指標（79 中山　貴美子）
第３回：演習①： モデル地域における死因・疾病統計の分析（108 内村
利恵）
第４回：演習②： モデル地域における死因・疾病統計の分析（108 内村
利恵）
第５回：統計の基礎（基本的な用語とデータ，記述統計と推測統計）（131
山本　暁生）
第６回：演習③： SPSSによるデータの入力・加工・集計（131 山本　暁
生）
第７回：演習④： SPSSによる単変量データの解析（65 小寺　さやか）
第８回：演習⑤： SPSSによる単変量データの解析（65 小寺　さやか）
第９回：演習⑥： SPSSによる多変量データの解析（5 和泉　比佐子）
第10回：演習⑦： SPSSによる多変量データの解析（5 和泉　比佐子）
第11回：交絡と回帰モデル，症例数とパワー計算，多重検定（30 中澤
港）
第12回：インターラクション，感度・特異度，同等性・非劣性の解析，生
存分析（30 中澤　港）
第13回：文献クリティーク（65 小寺　さやか）
第14回：演習⑧：情報と倫理　グループワーク（情報収集）（79 中山　貴
美子）
第15回：演習⑨：情報と倫理　グループワーク（プレゼンテーション）
（79 中山　貴美子）

オムニバス

保健医療福祉論特講 　保健医療福祉行政の理念と目的，保健医療福祉システム，保健医療福祉
行財政の仕組みや制度の変遷とその内容，保健医療福祉計画の策定から評
価のプロセスを理解し，保健医療福祉行政においてケアシステムの構築及
び政策化する能力を身につける。また，実際に保健医療福祉行政を担当し
ている多様な講師との討議を通して，保健医療福祉行政の現状と課題につ
いて考える。

第１回：保健医療福祉行政の変遷と仕組み，保健師活動の課題（5 和泉
比佐子）
第２・３回：海外からみた日本の社会保障制度の特徴とその課題（143 関
根　由紀）
第４回：現代社会と社会保障・福祉制度（161 井口　克郎）
第５・６回：地域保健行政と保健所の役割・機能（253 田所　昌也）
第７回：保健医療福祉計画の策定・評価と行政保健師の役割（181 稲岡
由美子）
第８回：DPC制度と医療計画（4 石田　達郎）

オムニバス

地域公共政策論特講 　本授業では，個人レベルや民間部門だけでは処理できない公共的な課題
を解決するために打ち出される公共政策に関する基礎的知識（公共性，現
代日本の地域公共政策の特性，公共政策の形成過程，その展開のためのア
プローチ）を修得する。特に，集団討議等を通して，地域公共政策の課題
と効果を多角的に分析する能力を身につける。

第１回：地域公共政策と保健師活動（65 小寺　さやか）
第２回：政策形成をめぐる理論（296 松岡　京美）
第３回：政策形成の事案ー災害対応策における社会的な弱者支援の政策展
開（296 松岡　京美）
第４回：地域公共政策をめぐる背景理解 （183 今井　良広）
第５回：地域公共政策の形成過程－課題設定，政策立案，実施，評価－
（183 今井　良広）
第６回：地域公共政策とガバナンス（共治）－地域社会の変化と市民セク
ターの役ー（183 今井　良広）
第７回：地域公共政策の課題と展開－地域保健行政の実際－（183 今井
良広）
第８回：公共政策と倫理：ディベート（65 小寺　さやか）

オムニバス
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医療経済論特講 　本授業では，社会保障制度の根幹をなす医療保険制度と国民医療費，医
療サービスの経済的評価，医療費適正化等医療に関わる諸問題について，
社会情勢と経済学的観点から深く理解する。特に，医療や介護等の医療政
策の在り方を多角的・批判的視点で検討し，健康格差是正のために必要な
施策を形成する能力の基盤を培う。

第１回：医療経済と公衆衛生看護（79 中山　貴美子）
第２回：医療経済学の基礎（161 井口　克郎）
第３回：医療サービスの需要と供給，公共性（223 小林　大介）
第４回：医療政策（保健医療計画と地域医療構想）（223 小林　大介）
第５回：医療の効率性と医療経済評価(223 小林　大介）
第６回：医療経済と医療経営（223 小林　大介）
第７回：医療経済と看護職（216 小池　智子）
第８回：医療格差の現状と課題(216 小池　智子)

オムニバス

保健医療福祉論演習 　保健医療福祉行政の仕組み，保健医療福祉計画の策定から評価のPDCAサ
イクルを理解し，社会的変化を継続的に把握しながら，地域住民や関係機
関の多職種と協働し，地域の健康課題解決のために，円滑で効率的・効果
的な運営を行うシステム構築，施策化の必要性を考える。自治体のデータ
ヘルス計画を事例として，地域の特性に応じた社会資源，システム，施策
等の必要性を明確にし，施策及び保健事業を企画立案することで政策形成
能力の基盤を培う。

講師：（5 和泉　比佐子）
演習ファシリテーター：（5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，65 小寺
さやか）

第１回：公衆衛生看護活動におけるPDCAサイクル
第２回：ケアシステム開発及び施策化のプロセス
第３回：データヘルス計画を事例とした演習1：課題分析と施策の立案①
第４回：データヘルス計画を事例とした演習1：課題分析と施策の立案②
第５回：データヘルス計画を事例とした演習2：事業の企画①
第６回：データヘルス計画を事例とした演習3：事業の企画②
第７回：データヘルス計画を事例とした演習4：評価計画
第８回：データヘルス計画を事例とした演習5：事業計画のプレゼンテー
ション，まとめ

共同

公衆衛生看護学特講 　公衆衛生看護学の理念，目的，歴史，対象別の活動方法（特に集団・地
域），基盤となる概念（ヘルスプロモーション，ソーシャルキャピタル
他）等の地域や対象の特性に応じた健康課題を解決するために必要な知識
と実践能力を修得する。
　対象とする活動領域は，母子，成人，高齢者，難病，障害者（児），精
神，感染症，歯科口腔保健とする。また，公衆衛生看護学に関わる国内外
の文献クリティークを通して，研究成果とその活用について理解を深め
る。さらに，多様な対象を支援する際に保健師が直面する倫理的課題や対
処法について考え，公衆衛生看護専門職に必要な態度・規範を身につけ
る。

第１回：公衆衛生看護活動（理念・歴史・基盤となる概念）（5 和泉　比
佐子）
第２回：公衆衛生看護活動の展開（対象のアセスメントと健康課題解決の
ための支援の実際）（65 小寺　さやか）
第３・４回：対象別公衆衛生看護活動：母子保健（131 山本　暁生）
第５・６回：対象別公衆衛生看護活動：成人保健（5 和泉　比佐子）
第７・８回：対象別公衆衛生看護活動：高齢者保健（5 和泉　比佐子）
第９回：対象別公衆衛生看護活動：難病保健（79 中山　貴美子）
第10回：対象別公衆衛生看護活動：障害者（児）保健（108 内村　利恵）
第11・12回：対象別公衆衛生看護活動：精神保健（65 小寺　さやか）
第13回：対象別公衆衛生看護活動：感染症保健（65 小寺　さやか）
第14回：対象別公衆衛生看護活動：歯科口腔保健（131 山本　暁生）
第15回：公衆衛生看護活動と倫理（79 中山　貴美子）

オムニバス
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社会健康論特講 　社会構造と文化的背景の変化と健康課題，健康の社会的決定要因
（Social determinants of health）と健康格差について考える。また，
ディスカッションを通して，健康格差の背景要因と是正するための方略
（エンパワメント，ソ－シャルキャピタル等）を探究する。さらに，在留
外国人等の多様な文化的背景を持つ人々への支援と公衆衛生看護の役割を
考えるとともに，保健師活動の基本理念である社会的公正への理解を深
め，必要な態度を身に付ける。

第１回：健康の社会的決定要因（201 川畑　摩紀枝）
第２回：健康格差の生じるプロセス（201 川畑　摩紀枝）
第３回：結果の平等と機会の平等（201 川畑　摩紀枝）
第４回：健康と社会的公正（201 川畑　摩紀枝）
第５回：エンパワメント（201 川畑　摩紀枝）
第６回：プレゼンテーション（201 川畑　摩紀枝）
第７回：社会疫学とソーシャル・キャピタル（65 小寺　さやか）
第８回：健康の社会的要因に関する海外文献検討（65 小寺　さやか）

オムニバス

個別支援論特講 　公衆衛生看護における援助方法の総体としての保健指導の目的と構成技
術を理解した上で，既存の研究成果や研究手法を用いた個人・家族の健康
課題を解決するための家族システムと家族環境アセスメント，個人・家族
への介入方法，個別支援に必要な援助技術（相談・面接技術，ケアマネジ
メント，連携・調整等），家族看護や保健行動を理解するための緒理論等
に関する卓越した知識を修得する。

第１回：公衆衛生看護活動における個人・家族への支援（65 小寺　さや
か）
第２回：個別支援における相談支援技術（131 山本　暁生）
第３回：家族の概念，家族の構造と機能，家族の発達段階（108 内村　利
恵）
第４回：家族看護の諸理論（65 小寺　さやか）
第５回：個人・家族の健康課題と支援（65 小寺　さやか）
第６回：個人の保健行動と行動変容（65 小寺　さやか）
第７回：個別支援に活用できる理論・モデル（65 小寺　さやか）
第８回：保健指導の実際―生活習慣病予防のための保健指導の展開（271
野口　緑）

オムニバス

組織活動論特講 　本科目では，地域におけるグループと地区組織活動への支援に焦点を当
てる。グループ支援では,グループの特性と理論（グループ・ダイナミック
ス等）,グループのアセスメント,支援計画,技術（発展過程と支援者の役
割,グループの育成と自主化への支援）,セルフヘルプグループの特徴と支
援方法について理解し,グループを育成する能力を養う。
　地区組織活動では，地区組織活動の定義と理論（コミュニティ・オーガ
ニゼーション等）,アセスメントと支援計画，技術について理解し，地区組
織が主体的に活動できるための支援方法を修得する。

第１回：グループ活動に活用可能な理論とグループのアセスメント，グ
ループ支援計画と技術（5 和泉　比佐子）
第２回：セルフヘルプグループの特徴と支援（65 小寺　さやか）
第３回：地区組織活動に活用可能な理論と地区組織のアセスメント（79 中
山　貴美子）
第４回：地区組織活動の支援計画と技術　地区組織活動の紹介（79 中山
貴美子）
第５・６回：精神障害者のセルフヘルプグループの実際（79 中山　貴美
子）
第７・８回：地区組織活動の実際（79 中山　貴美子）

オムニバス

地域看護診断論特講 　地域全体の健康課題が生じている背景や原因及び対処力を把握し，優先
的に取り組むべき健康課題を明らかにするために必要となる地域看護診断
の概念と目的，プロセス，理論と方法，活動・事業計画と保健師の役割，
地域保健活動計画について理解する。地域の健康水準を高めるために，地
域を多角的にアセスメントし，地域特性に応じた保健活動の展開について
考える。

第１回：ガイダンス，地域を単位とする看護の特性（5 和泉　比佐子）
第２回：地域看護診断の目的，地域看護診断の概要（5 和泉　比佐子）
第３回：地域看護診断と理論，コミュニティ・アズ・パートナーモデル（5
和泉　比佐子）
第４回：地区踏査・社会踏査の方法，エスノグラフィー的接近（65 小寺
さやか）
第５回：対象地域の基本構造のアセスメント（5 和泉　比佐子）
第６回：人々の健康と生活のアセスメント（108 内村　利恵）
第７回：健康課題の特定，康課題の構造化，健康課題の優先性の判断，保
健活動計画と保健師の役割（5 和泉　比佐子）
第８回：特定した健康課題に対する事業計画と評価指標（5 和泉　比佐
子）

オムニバス
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健康教育論特講 　健康教育のパラダイムの変化，ヘルスプロモーションとの関連，健康教
育の目的と展開方法について知る。集団健康教育に必要な諸理論（グルー
プワーク理論，健康学習理論，行動変容理論等）を用いながら，健康教育
の看護過程に関する基本的知識を修得する。

第１回：健康教育のパラダイムシフトとヘルスプロモーション（5 和泉
比佐子）
第２回：健康教育の目的と技術，ヘルスリテラシー（108 内村　利恵）
第３回：集団健康教育に活用できる諸理論（グループワーク，健康学習，
成人学習，ソーシャルマーケティング等）（5 和泉　比佐子）
第４回：健康教育の展開過程：対象集団のアセスメント（5 和泉　比佐
子）
第５・６回：健康教育の展開過程：計画立案及び評価計画（5 和泉　比佐
子）
第７・８回：健康教育の展開過程：実施・評価（5 和泉　比佐子）

オムニバス

産業保健特講 　労働条件と労働環境に関連する健康障害の予防，労働者の健康保持増進
及び福祉の向上を目的として展開される産業保健活動の理念と目的，関連
の諸制度等を知り，労働者の健康に関連する諸問題や産業保健の課題を明
らかにする。
　産業医による講義や労働と健康をテーマとしたディスカッションを通し
て，職場環境や条件が労働者の安全と健康に及ぼす影響と労働と健康の調
和について理解を深め，労働衛生管理体制における産業保健師の役割と機
能を考える。

第１回：産業保健の目的と意義，産業医の役割（262 中田　博文，65 小寺
さやか）
第２回：労働環境を改善し，労働者の健康を維持するために「ポリヴェー
ガル理論」を学ぶ（231 塩谷　英之）
第３回：産業保健の目的と現状・体制（214 栗岡　住子）
第４回：健康教育(214 栗岡　住子)
第５回：健康診断と事後措置（214 栗岡　住子）
第６回：課題のプレゼンテーション（214 栗岡　住子）
第７回：メンタルヘルス・過重労働対策・両立支援（214 栗岡　住子）
第８回：職業性疾病と予防（214 栗岡　住子）

オムニバス

学校保健特講 　学校保健の理念及び制度と仕組み，対象の健康課題とそれらを解決する
ための対策，特別な支援を必要とする子どもの支援，学校を場とした公衆
衛生看護活動の展開，特に養護教諭の職務と役割について理解する。ま
た，学校保健におけるフィールドワークを通して，健康課題の把握と支援
方法を体験的に学び，学校保健の推進に必要な基礎的能力を修得する。さ
らに，養護教諭の機能と求められる能力，学校保健と地域保健の連携・協
働について考える。

第１回：学校保健の意義と公衆衛生看護，学校保健のしくみ（65 小寺　さ
やか）
第２回：学校における公衆衛生看護の展開（108 内村　利恵）
第３回：健康上のリスクを持つ子どもの支援（65 小寺　さやか）
第４回：子ども心身の発達と健康（254 田中　祐子）
第５回：子どもにかかわる社会問題と学校保健の役割（254 田中　祐子）
第６回：学校保健活動フィールドワーク（65 小寺　さやか，108 内村　利
恵）
第７回：学校保健活動フィールドワーク（65 小寺　さやか，108 内村　利
恵）
第８回：学校における公衆衛生看護活動の特性と地域保健との連携（65 小
寺　さやか，108 内村　利恵）

オムニバス

公衆衛生看護管理特講 　公衆衛生看護管理の理念と目的,保健師に求められる事業管理,地区管理
の機能並びに管理的立場の保健師に求められる管理機能について深く理解
した上で,これら諸機能を発揮するために必要なパートナーシップやリー
ダーシップ,マネジメント等の能力の獲得を目指す。また,事例を通して，
地域の特性に応じた社会資源,システム,施策等を明確にし,改善策を提案・
実施するために必要なケアコーディネーション能力及び政策形成能力の基
盤を培う。

第１回：公衆衛生看護管理の理念と目的,事例管理と地区管理（5 和泉　比
佐子）
第２回：事業・業務管理，情報管理（5 和泉　比佐子）
第３回：組織運営管理と予算管理（5 和泉　比佐子）
第４回：人材育成・人材管理（5 和泉　比佐子）
第５・６回：ケースメソッドによる公衆衛生看護管理（216 小池　智子）
第７回：兵庫県における公衆衛生看護管理の実際（181 稲岡　由美子）
第８回：神戸市における公衆衛生看護管理の実際（302 森井　文恵）

オムニバス
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健康危機管理特講 　多様化する健康危機（感染症集団発生，大規模災害等），地域における
リスクマネジメントとリスクコミュニケーションの在り方，保健所等にお
ける平常時を含めた健康危機管理の実際と保健師の役割等について，根拠
法を含めて理解する。また，シミュレーションやケースメソッド等の演習
を通して，行政機関・医療機関・民間企業・住民組織等と協働した地域に
おける健康危機管理体制の整備，健康危機管理の各段階における支援策を
検討し，健康危機の発生時から発生後の健康課題を早期に発見し迅速かつ
組織的に対応できるための能力を修得する。

第１回：健康危機管理システムと保健師活動（65 小寺　さやか）
第２回：感染症の動向と今日的課題（134 岩田　健太郎）
第３回：海外渡航前の危機管理（162 大路　剛）
第４回：健康危機管理における保健師活動の実際：感染症対応を中心に
（204 菅　澄子）
第５回：健康危機管理演習：感染症（65 小寺　さやか）
第６回：災害保健活動と保健師の機能（65 小寺　さやか）
第７回：災害各期の保健師活動の実際（181 稲岡　由美子）
第８回：健康危機管理演習：自然災害（65 小寺　さやか）

オムニバス

公衆衛生看護展開演習
Ⅰ

　公衆衛生看護学特講や個別支援論特講での学修を基盤に，個人・家族を
対象とした健康の保持増進・疾病予防を支援するための基礎的技術を修得
する。具体的には，深い病態理解とエビデンス，人々の健康行動に関する
諸理論を活用しながら，家庭訪問，健康相談，特定保健指導等のロールプ
レイを実施し，個人・家族の行動変容を促し，健康増進能力を高め，意思
決定を支えるための保健指導技術を修得する。また，複雑困難事例を用い
て，フォーマル・インフォーマルな社会資源の活用，多職種協働と支援
ネットワークの構築における保健師のケアマネジメント機能を理解する。

講師：（65 小寺　さやか，108 内村　利恵，131 山本　暁生，271 野口
緑）
第１回：ガイダンス，対人支援技術とケースマネジメント
第２回：乳幼児健康診査：アセスメントと問診のロールプレイ（１）
第３回：乳幼児健康診査：アセスメントと問診のロールプレイ（２）
第４回：複児童虐待事例：ケースメソッド
第５回：特定保健指導：アセスメントとロールプレイ（１） 
第６回：特定保健指導：アセスメントとロールプレイ（２）
第７回：複雑困難事例のケアマネジメント：社会資源の活用と支援ネット
ワークの構築（１）
第８回：複雑困難事例のケアマネジメント：社会資源の活用と支援ネット
ワークの構築（２）

共同

公衆衛生看護展開演習
Ⅱ

　公衆衛生看護学特講や個別支援論特講,地域看護診断論特講での学修を基
盤に,実際の地域を対象に情報収集とアセスメントをするとともに，地域の
健康課題を抽出する。また，地域の健康課題を抽出した上で，健康課題を
有する対象への家庭訪問を行い,家庭訪問の目的と対象,技術,プロセス（計
画立案・実施・評価）を理解する。地域の特徴と健康課題を踏まえ,地域の
事例への継続的な家庭訪問をすることにより，個人・家族の健康課題を明
らかにし，社会資源を活用しながら，健康課題を解決する能力を育成す
る。さらに，家庭訪問を含めた保健指導を通して，地域の健康課題とその
解決のためのプロセスを理解する。教員のファシリテートの下,リフレク
ションを行い，学生個々の課題とビジョンを明確にし，演習での経験をク
リティカルに意味づけるための思考力を身につける。

講師：（5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，65 小寺　さやか，108 内村
利恵，131 山本　暁生）
第１回：家庭訪問
第２回：キーインフォーマントへのインタビュー
第３回：地区の人々の健康と生活のアセスメント
第４回：情報収集と同意確認のための訪問
第５回：初回訪問計画の立案
第６・７回：母子の家庭訪問演習
第８回：家庭訪問の実際・リフレクション①
第９・10回：受け持ち事例の事例検討
第11回：家庭訪問の実際・リフレクション②
第12回：家庭訪問の実際・リフレクション③
第13回：家庭訪問の実際・リフレクション④
第14・15回：まとめ

共同
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公衆衛生看護展開演習
Ⅲ

　公衆衛生看護活動の基盤となる地区活動は住民の生活に密着している。
地区活動の対象となる集団・地域について，地域看護診断論特講での学修
を基盤に，理論や疫学的手法を活用しながら地区踏査やキーインフォーマ
ントへのインタビュー，保健統計データの分析等に基づきアセスメント
し，健康課題を抽出する。健康課題解決のためのアプローチとしての健康
教育を，既存の研究成果や健康教育論特講の学修を生かして企画・実施・
評価を行う。また，地域特性を尊重しながら，集団・地域の健康水準を向
上させるためのアプローチを探求する能力を養う。

講師：（5 和泉　比佐子，108 内村　利恵，131 山本　暁生，79 中山　貴
美子，65 小寺　さやか）
第１・２回：地区の概要の把握，地区踏査及びキーインフォーマントへの
インタビューの計画立案
第３回：地区踏査の実施
第４回：キーインフォーマントへのインタビュー実施
第５回：地区の基本構造のアセスメント
第６回：地区の人々の健康と生活の実態のアセスメント
第７回：地区の健康課題の特定と対策立案及び具体策の検討
第８・９回：集団への健康教育の実際1：対象ニーズ把握
第10回：集団への健康教育の実際2：計画立案
第11・12回：集団への健康教育の実際3：指導案作成・準備
第13回：集団への健康教育の実際4：実施
第14・15回：集団への健康教育の実際5：評価

共同

公衆衛生看護展開演習
Ⅳ

　地域看護診断論特講，公衆衛生看護展開演習Ⅱ・Ⅲでの学修を基盤に，
公衆衛生看護学実習Ⅰ（行政）を実施する地域の看護診断を実施する。コ
ミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて，人口動態や保健統計デー
タ等の二次資料を包括的に収集し，データベースアセスメントを通して地
域の顕在的・潜在的健康課題を推定する。また，公衆衛生看護学実習Ⅰ
（行政）に向けて，重点課題とフォーカスアセスメントのために必要な情
報を特定し，健康課題の構造化と対策立案のための準備を行う。

講師：（65 小寺　さやか，5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，108 内村
利恵，131 山本　暁生）
第１回：地域看護診断の展開と対象地域に関するガイダンス
第２回：対象地域のコア（人口集団）のアセスメント
第３回：対象地域のサブシステムのアセスメント
第４回：基本構造の全体像の発表
第５回：地区踏査の実施
第６回：人々の健康と生活のアセスメント①
第７回：人々の健康と生活のアセスメント②
第８回：人々の健康と生活の全体像の発表（健康課題の特定と優先性の判
断）

共同

国際公衆衛生看護活動
演習

　グローバルな視点とコミュニケーション能力を駆使しながら，人間の生
活や文化，価値観へのより深い理解に立った看護アプローチを探求する能
力を修得する。国内外においてフィールドワークを実施し，保健統計デー
タを含む２次資料の分析，文化の異なる人々（コミュニティ）の観察及び
インタビュー等を通して，健康問題の背景要因を捉え，主要課題の解決策
を提案・実践する。これらを通して，異文化理解や国際性を涵養し，国際
社会へ貢献するための基礎的能力を培う。

講師：（65 小寺　さやか，131 山本　暁生）
国内又は海外でフィールドワークを行う。
第１回：国際保健における公衆衛生看護職の役割，ガイダンス
第２回：対象国の概要，保健医療システム，文化・習慣，健康課題等に関
する分析
第３回：分析の発表，（渡航する場合は）渡航直前オリエンテーション
第４～７回：フィールドワーク
第８回：解決策の提案・演習のまとめ

共同
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公衆衛生看護学実習Ⅰ
（行政）

　地域住民個々の健康課題だけでなく，地域社会あるいは地域全体の健康
水準の向上を目指し，リフレクションを重視し，自立及び自律して実践で
きる高度な公衆衛生看護の実践能力を獲得する。
　保健所及び市町村保健センターにおいて，継続的な家庭訪問，健康教
育，保健指導等の実践を通して，個人・家族・集団にかかわる支援方法を
修得する。また，地域診断，家庭訪問等を通して，地域の健康課題を抽出
し，健康課題の社会的諸条件について理解を深め，地域の特性に応じた解
決策・改善策を企画立案する。さらに，事業管理や予算管理，情報管理等
の公衆衛生看護管理について理解する。

講師：（5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，65 小寺　さやか，108 内村
利恵，131 山本　暁生）
保健所及び市町村保健センター等において実習を行う。実習指導者と学生
は概ねマンツーマン体制で実習を展開し，家庭訪問を通してケアマネジメ
ントや関係機関との調整，事例検討等を経験する。また，実習期間中に開
催される保健事業等において保健指導や集団を対象とした健康教育，個別
健康相談等を実施する。さらに，実習前に実施した２次資料によるデータ
ベースアセスメントを踏まえ，実習期間中に新たに得た情報や地区踏査，
研究的手法を用いて，実習地域の地域診断を実施する。

共同

公衆衛生看護学実習Ⅱ
（産業）

　労働環境を健康との関連で理解し，労働者のヘルスニーズを明らかにす
るとともに，健康課題を組織的に解決するため方策を考える。また，労働
者を対象とした保健指導等を実践し，労働者の健康と安全を保持増進する
ための支援技術を修得する。さらに，産業保健分野における多職種連携・
協働並びに産業保健と地域保健等との連携を学び，産業保健師の役割や機
能，求められる能力について考える。リフレクションを通して，自己の課
題とビジョンを明確にし，経験をクリティカルに意味づけるための思考力
を身につける。

講師：（65 小寺　さやか，5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，108 内村
利恵，131 山本　暁生）
実習施設と調整の上決定するが，健康管理部門等において実習を行う。学
生は，実習事業所の安全衛生組織・機構についての説明を受ける。また，
実習事業所における労働安全衛生法に基づく衛生管理や安全衛生活動と看
護職の職務を体験あるいは見学する。具体的には，実習期間中に実施され
る個人又は集団を対象とした健康診断，保健指導，健康教育等を実践す
る。また，実習指導者等への随行や臨地での講義を通して，産業保健活動
におけるPDCAサイクルの展開や関連部署との連携等の管理業務の実際を学
ぶ。学生個々の課題とビジョンを明確にし，実習経験をクリティカルに意
味づけるための思考力を身につけるため，リフレクションを行う。

共同

公衆衛生看護管理実習 　地域保健関連政策・施策にかかわるマネジメントサイクルの実際，統括
部門における保健師に求められる人材育成・人事管理，組織運営管理，予
算管理，情報管理，健康危機管理等の高度な実践的管理機能を修得し，保
健サービスの質保証について考える。また，それらを通して，行政組織に
おける保健師の役割に対する理解を深め，リーダーシップやマネジメン
ト，行政職種とのパートナーシップ等の管理能力を涵養する。

講師：（5 和泉　比佐子，79 中山　貴美子，65 小寺　さやか，108 内村
利恵，131 山本　暁生）
保健所又は保健行政統括部門において実習を行う。実習指導者へのシャ
ドーイングを含め，実習期間中に開催される企画調整会議や予算編成，政
策評価，人材育成等の場面に参加する。実習指導者と学生は原則マンツー
マン体制で実習を展開する。

共同
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分析医科学特講Ⅰ 　医学・生命科学領域における生体成分に関連する情報の新規測定
法や機能評価法について学び，病態解析や臨床検査への応用を探究
する。最新の研究トピックスを交えながら，各教員による専門的講
義を行い，議論を通じて実践的な知識を修得し，各自の研究活動に
活用することを目指す。

第１～３回：がん治療の現状とその問題点（55 山下　公大）
第４～８回：腫瘍の病態解析研究とその方法（55 山下　公大，292
堀　裕一）
第９回：病理・細胞学的検査の基礎知識（55 山下　公大）
第10回：病理・細胞学的検査の現状と研究への展開（55 山下　公
大）
第11・12回：病態に応じた栄養管理の基礎知識とその応用（98 三
好　真琴，244 髙橋　路子）
第13・14回 がん研究の臨床検査への応用（55 山下　公大）
第15回：まとめ，総括（55 山下　公大）

オムニバス

細胞機能構造科学特講Ⅰ 　正常の細胞・組織の機能や構造と様々な疾患・病態におけるこれ
らの変化について，レビューやトピックス，研究手法等を紹介す
る。また，それらが疾患や病態の診断・治療等にいかに適用できる
か，あるいは適用される見通しなのかについて解説する。
　本特講を通して，細胞機能や構造科学の該当分野における研究の
考え方を理解することを目標とする。各教員が専門や得意とする分
野について講義を行う（血液学・転写：伊藤，病理学・免疫組織化
学：伊藤，生命情報発現科学・免疫疾患と翻訳：駒井）。

第１～３回：細胞機能・構造科学に関する基礎知識（第１～２回：
7 伊藤　光宏，第３回：67 駒井　浩一郎）
第４～７回：細胞機能・構造科学の研究手法（第４～５回：7 伊藤
光宏，第６回：67 駒井　浩一郎，第７回：7 伊藤　光宏）
第８～10回：細胞機能・構造科学に関するトピックス（第８～９
回：7 伊藤　光宏，第10回：67 駒井　浩一郎）
第11～14回：細胞機能・構造科学の診断・治療への応用（第11～12
回：7 伊藤　光宏，第13～14回：67 駒井　浩一郎）
第15回：まとめ，総括（7 伊藤　光宏，67 駒井　浩一郎）

オムニバス

臨床免疫学特講Ⅰ 　臨床免疫学の基礎知識を踏まえて，最先端の臨床と研究を網羅的
に理解できるようにする。臨床免疫学の基礎から臨床現場で必要な
最新知識を獲得することを目的としている。

第１回：関節リウマチの細胞生物学
第２回：リウマチ膠原病領域の免疫抑制療法
第３回：TNF阻害剤
第４回：IL6阻害剤
第５回：CTLA4
第６回：IgIL17A阻害剤
第７回：MTX
第８回：JAK阻害剤
第９回：その他の分子標的薬
第10回：生体の概日リズムと関節炎
第11～14回：研究計画発表
第15回：まとめ
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ヒューマンヘルス特講Ⅰ 　現在，我が国の医療の最も重要な課題の一つは，生活習慣病の予
防・治療の実践と将来のフレイル及び認知症の予防である。生活習
慣病の予防・治療とフレイル及び認知症の予防を実践するために
は，単なる医学知識のみの理解だけでなく，臨床検査学，リハビリ
テーション医学，看護学等の各分野の知識を総合的に学ぶ必要があ
る。
　本講義では，代謝等の病態面と実践面を中心に，高血圧症，糖尿
病，メタボリックシンドローム等の生活習慣病やフレイル及び認知
症，それらと関連するリハビリテーション医学・医療の最新内容
を，可能な限り取り入れようとしている。同時に，その予防・治療
の基礎となる食事・運動に関する基本的及び最新の知見，並びに生
活習慣病改善とフレイル及び認知症予防のために最も必要な効果的
な動機付け，行動変容等を学ぶことにより，ヒューマンヘルスに関
する代謝等の病態面を含む知識と実践を兼ね備えた医療者や研究者
の育成を目指す。

第１回：超高齢社会における生活習慣病（53 安田　尚史）
第２回：糖尿病と慢性炎症（53 安田　尚史）
第３回：糖尿病と運動1（93 小野　くみ子）
第４回：生活習慣病予防・改善のための療養行動支援（45 宮脇
郁子）
第５回：こどもの発達とその障害（1） （31 西村　範行）
第６回：こどもの発達とその障害（2） （31 西村　範行）
第７回：生活習慣病・脂質異常症・高血圧等（1） （4 石田　達
郎）
第８回：生活習慣病・脂質異常症・高血圧等（2） （4 石田　達
郎）
第９回：タバコによる生活習慣病（133 石川　朗）
第10回：糖尿病と運動2（93 小野　くみ子）
第11回：認知症，フレイル （111 沖　侑大郎）
第12回：認知症の臨床研究（111 沖　侑大郎）
第13回：慢性炎症性疾患と臨床検査（100 吉田　幸祐）
第14回：糖尿病と認知症（53 安田　尚史）
第15回：まとめ （53 安田　尚史）

オムニバス

病態解析学演習Ⅰ 　各担当教員が，専門である「細胞機能・構造科学」，「臨床免疫
学」，「分析医科学」，「ヒューマンヘルス」の研究課題，将来展
望を見据えた演習計画を作成し，それを共有する履修生が，将来，
研究者あるいは教育者として自立できるよう，個々人の長所を延ば
せる演習指導を行う。

（7 伊藤　光宏）
　主として，細胞機能・構造科学についての研究課題を探求し，将
来展望を見据えた演習計画を作成，遂行する。
（34 柱本　照）
　主として，臨床免疫学についての研究課題を探求し，将来展望を
見据えた演習計画を作成，遂行する。
（53 安田　尚史）
　主として，ヒューマンヘルスについての研究課題を探求し，将来
展望を見据えた演習計画を作成，遂行する。
（55 山下　公大）
　主として，分析医科学についての研究課題を探求し，将来展望を
見据えた演習計画を作成，遂行する。
（67 駒井　浩一郎）
　主として，細胞機能・構造科学についての研究課題を探求し，将
来展望を見据えた演習計画を作成，遂行する。
（98 三好　真琴）
　主として，分析医科学についての研究課題を探求し，将来展望を
見据えた演習計画を作成，遂行する。
（100 吉田　幸祐）
 主として，ヒューマンヘルスについての研究課題を探求し，将来
展望を見据えた演習計画を作成，遂行する。
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リハビリテーション
管理学Ⅰ

　リハビリテーションの実践と教育の現場で活用できるようになるこ
とを目標として管理システム構築，先進的な管理とリハビリテーショ
ン教育の実践まで，リハビリテーションの管理と後進の育成に必要と
される様々な内容を修得する。

コーディネーター：（83 三浦　靖史，2 秋末　敏宏）
第１～３回：管理的思考の必要性-社会人大学院生を指導する立場から
思うこと-（245 高畑　進一）
第４～６回：義肢装具のマネジメント（203 川村　慶）
第７～９回：災害時にリハ専門職がすること，できること-最近の事例
を通じて-（259 冨岡　正雄）
第10～12回：高齢化社会における国際リハビリテーションの展望と課
題（175 浅井　剛）
第13～15回：専門職としてのICUリハビリテーション医療（218 幸田　
剣）
第16～18回 ：マネージメント・リーダーシップ論から考えるセラピス
ト教育について（238 庄本　康治）

オムニバス

リハビリテーション
科学研究法Ⅰ

　リハビリテーション科学に関する研究テーマでの研究を実践する能
力を涵養するために，研究テーマの決定，先行研究のレビュー，計画
立案，倫理審査書類作成，実験・調査の実施，データ解析等の研究の
一連の過程を体験する。

第１回：研究テーマの選び方１
第２回：研究テーマの選び方２
第３回：参考文献の選び方１
第４回：参考文献の選び方２
第５回：参考文献の読み方１
第６回：参考文献の読み方２
第７回：参考文献の読み方３
第８回：研究計画の立て方１
第９回：研究計画の立て方２
第10回：適切な統計の選び方１
第11回：適切な統計の選び方２
第12回：研究結果のまとめ方１
第13回：研究結果のまとめ方２
第14回：研究成果の発表方法１
第15回：研究成果の発表方法２

基礎リハビリテー
ション科学特講Ⅰ

　基礎医学等の基礎科学を用いたリハビリテーション研究に関する
テーマでの研究を実践する能力を涵養するために，先行研究のレ
ビュー，計画立案，倫理審査書類作成，実験の実施，データ解析等の
研究の一連の過程を体験する。

コーディネーター：（37 藤野　英己）
第１回：基礎科学を用いたリハビリテーション研究（37 藤野　英己）
第２回：組織染色を用いたリハビリテーション研究（37 藤野　英己）
第３回：生化学を用いたリハビリテーション研究（37 藤野　英己）
第４回：培養細胞を用いたリハビリテーション研究（37 藤野　英己）
第５回：運動学とリハビリテーション研究（37 藤野　英己）
第６回：創傷治癒とリハビリテーション研究（81 前重　伯壮）
第７回：物理療法を用いたリハビリテーション研究（81 前重　伯壮）
第８回：細胞外小胞とリハビリテーション研究（81 前重　伯壮）
第９回：免疫とリハビリテーション研究（81 前重　伯壮）
第10回：日常生活とリハビリテーション研究（81 前重　伯壮）
第11回：解剖学を用いたリハビリテーション研究１（73 田中　貴士）
第12回：解剖学を用いたリハビリテーション研究２（73 田中　貴士）
第13回：解剖学を用いたリハビリテーション研究３（73 田中　貴士）
第14回：解剖学を用いたリハビリテーション研究４（73 田中　貴士）
第15回：解剖学を用いたリハビリテーション研究５（73 田中　貴士）

オムニバス
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運動器リハビリテー
ション科学特講Ⅰ

　リハビリテーション医療では，運動器疾患に起因する様々な運動機
能障害や姿勢・運動異常を扱う。これを踏まえ，この講義では，様々
な運動機能障害の障害構造解析並びに的確なリハビリテーション機能
診断に基づいた効果的リハビリテーション医療の在り方について講義
する。

コーディネーター：（2 秋末　敏宏）
第１回：運動器リハビリテ一ションにおける筋機能と関連疾患・総論
（37 藤野　英己）
第２回：運動器リハビリテ一ションにおける筋機能と関連疾患・各論
及び研究法 （37 藤野　英己）
第３回：運動器リハビリテ一ションに関連する再生医療・総論（2 秋
末　敏宏）
第４回：運動器リハビリテ一ションに関連する再生医療・各論（2 秋
末　敏宏）
第５回：運動器リハビリテ一ションに関連するトランスレーショナル
リサーチ・総論（2 秋末　敏宏）
第６回：運動器リハビリテ一ションに関連するトランスレーショナル
リサーチ・各論（2 秋末　敏宏）
第７回：創傷治癒とリハビリテーション・総論 （81 前重　伯壮）
第８回：創傷治癒とリハビリテーション・各論 （81 前重　伯壮）
第９回：糖尿病性足病変とリハビリテーション・総論（81 前重　伯
壮）
第10回：糖尿病性足病変とリハビリテーション・各論（81 前重　伯
壮）
第11回：運動器リハビリテ一ションに関連する変形性関節症の生物
学・総論 （51 森山　英樹）
第12回：運動器リハビリテ一ションに関連する変形性関節症の生物
学・各論及び研究法 （51 森山　英樹）
第13回：人工関節の進歩とリハビリテーション・総論（83 三浦　靖
史）
第14回：人工関節の進歩とリハビリテーション・各論（83 三浦　靖
史）
第15回：運動器リハビリテ一ション科学・まとめとプレゼンテーショ
ン（2 秋末　敏宏）

オムニバス

神経リハビリテー
ション科学特講Ⅰ

　脳血管障害・パーキンソン病・脊髄損傷等の神経疾患は，様々な起
因疾患により引き起こされるのみならず，高齢化の進展も相俟って，
運動器障害や内部障害が絡む多疾患併存状態が当然のこととなり，全
体的な障害像の把握を難しくしている。そこで，神経疾患の障害像を
十分に学んだ上で，神経疾患と運動器障害や内部障害との関連，そし
てリハビリテーションについて，エビデンスに基づき学修する。

コーディネーター：（51 森山　英樹）
第１回：脳血管障害の障害像（57 井澤　和大）
第２回：パーキンソン病の障害像（51 森山　英樹）
第３回：脊髄損傷の障害像（51 森山　英樹）
第４回：脳血管障害と運動器障害（51 森山　英樹）
第５回：パーキンソン病と運動器障害（51 森山　英樹）
第６回：脊髄損傷と運動器障害（51 森山　英樹）
第７回：脳血管障害と内部障害（57 井澤　和大）
第８回：パーキンソン病と内部障害（57 井澤　和大）
第９回：脊髄損傷と内部障害（57 井澤　和大）
第10回：脳血管障害のリハビリテーション（57 井澤　和大）
第11回：脳血管障害のリハビリテーションのエビデンス（73 田中　貴
士）
第12回：パーキンソン病のリハビリテーション（57 井澤　和大）
第13回：パーキンソン病のリハビリテーションのエビデンス（73 田中　
貴士）
第14回：脊髄損傷のリハビリテーション（57 井澤　和大）
第15回：脊髄損傷のリハビリテーションのエビデンス（73 田中　貴
士）

オムニバス
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内部リハビリテー
ション科学特講Ⅰ

　本講義では，近年における内部リハビリテーション科学に関する内
容を概説し，内部リハビリテーション科学の原理と実際，その有効性
について知見を得ることを目的とする。具体的には，生体構造と機能
及びそれらの障害や疾病，特に循環器・代謝性疾患や併存・重複疾患
に関する最新の知見や課題を評価・分析する研究課題について学修す
る。また，本講義では，主に機能評価，運動処方，循環・代謝機能障
害に関する内容等も含まれる。

コーディネーター：（57 井澤　和大）
第１回：循環器病対策推進基本計画（現状と課題・政策の背景と目
的・対策（57 井澤　和大）
第２回：循環器疾患の病態生理・診断方法と治療法・治療技術とその
応用（57 井澤　和大）
第３回：身体機能の評価方法・身体活動の重要性とその促進方法（57 
井澤　和大）
第４回：Sedentary behavior (座位行動の影響と改善策)（57 井澤　
和大）
第５回：急性期の循環器疾患管理・リハビリテーションの役割（57 井
澤　和大）
第６回：急性期から回復期への移行（57 井澤　和大）
第７回：回復期におけるリハビリテーションの目標とプログラム（57 
井澤　和大）
第８回：維持期・地域におけるリハビリテーションの重要性（57 井澤　
和大）
第９回：エネルギー代謝（93 小野　くみ子）
第10回：糖尿病の病態と検査（93 小野　くみ子）
第11回：糖尿病の治療（食事療法，薬物療法，運動療法）（93 小野　
くみ子）
第12回：糖尿病の合併症（93 小野　くみ子）
第13回：糖尿病のリハビリテーション（93 小野　くみ子）
第14回：肥満症のリハビリテーション（93 小野　くみ子）
第15回：慢性腎臓病のリハビリテーション（93 小野　くみ子）

オムニバス

脳機能リハビリテー
ション科学特講Ⅰ

　神経変性疾患は，正常に発達した脳内に様々な異常蛋白が蓄積し，
神経細胞が選択的に障害され細胞死にいたり，様々な機能障害が出現
する疾患である。本講座では，脳神経内科で扱う変性疾患の治療介入
を考える上で，その病態生理がどこまで判明して治療が可能となった
のか，リハビリテーションのエビデンスを踏まえて概説する。

コーディネーター：（20 古和　久朋）
第１回：アルツハイマー病の病態生理と薬物治療（20 古和　久朋）
第２回：アルツハイマー病のリハビリテーション（70 園田　悠馬）
第３回：レビー小体型認知症の病態生理と薬物治療（20 古和　久朋）
第４回：レビー小体型認知症のリハビリテーション（70 園田　悠馬）
第５回：パーキンソン病の病態生理と薬物治療（20 古和　久朋）
第６回：パーキンソン病のリハビリテーション（70 園田　悠馬）
第７回：進行性核上性麻痺・ハンチントン病の病態生理と薬物治療
（20 古和　久朋）
第８回：進行性核上性麻痺・ハンチントン病のリハビリテーション
（70 園田　悠馬）
第９回：多系統萎縮症の病態生理と薬物治療（20 古和　久朋）
第10回：多系統萎縮症のリハビリテーション（70 園田　悠馬）
第11回：脊髄小脳変性症の病態生理と薬物治療（20 古和　久朋）
第12回：脊髄小脳変性症のリハビリテーション（70 園田　悠馬）
第13回：筋萎縮性側索硬化症の病態生理と薬物治療（20 古和　久朋）
第14回：筋萎縮性側索硬化症のリハビリテーション（70 園田　悠馬）
第15回：多因子介入による認知症の予防（20 古和　久朋）

オムニバス
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精神科リハビリテー
ション科学特講Ⅰ

　精神科リハビリテーションの現状及び最新の知見について講義す
る。精神科リハビリテーションは，医療・保健・福祉の中で提供され
ているが，精神科疾患の種類は多く複雑であるため，その科学的根拠
は十分とは言えない。これを踏まえて，現在の精神科医療を含めた精
神科リハビリテーションについて講義する。身体障害領域のリハビリ
テーションとは歴史的・構造的に異なる精神科リハビリテーションに
ついて学び，精神科疾患に起因する様々な精神症状や生活障害に対し
て効果的なリハビリテーション手法を紹介，講義する。

コーディネーター：（48 毛利　健太朗）
第１回：精神科治療とリハビリテーション （48 毛利　健太朗）
第２回：精神科疾患と生物学的治療 （48 毛利　健太朗）
第３回：精神科疾患と生物学的治療 （48 毛利　健太朗）
第４回：薬物療法（48 毛利　健太朗）
第５回：心理社会療法（48 毛利　健太朗）
第６回：心理社会療法（48 毛利　健太朗）
第７回：精神科医療システムとその現状 1（88 四本　かやの）
第８回：精神科医療システムとその現状２（88 四本　かやの）
第９回：精神科リハビリテーション：精神科作業療法（88 四本　かや
の）
第10回：精神科リハビリテーション：精神科デイケア（88 四本　かや
の）
第11回：精神科リハビリテーション：就労支援（88 四本　かやの）
第12回：精神科リハビリテーション：再発防止・入院予防（88 四本　
かやの）
第13回：精神科リハビリテーション：長期入院（109 胡　友恵）
第14回：精神科リハビリテーション：保健・福祉分野（109 胡　友
恵）
第15回：精神科リハビリテーションの最新のトピック（48 毛利　健太
朗）

オムニバス

作業生活リハビリ
テーション科学特講

Ⅰ

　運動機能や作業能力，生活機能，補完学に対して作業療法の観点か
ら事例を学び，考察し，発表する体験を通して，リハビリテーション
科学の専門性を高めることを目的としている。一般の作業療法に関す
る文献を探索したり，自らのテーマに沿ってデータを解析して研究計
画に生かす，解析結果を他者に適確に伝える，研究を進める過程での
準備や検討事項について考え，実践する。

コーディネーター：（33 野田　和惠）
第１回：作業療法における先行研究の批判的解釈１（76 長尾　徹）
第２回：作業療法における先行研究の批判的解釈２（76 長尾　徹）
第３回：作業療法における研究論文の校正１（76 長尾　徹）
第４回：作業療法における研究論文の校正２（76 長尾　徹）
第５回：作業分析と作業能力評価１（76 長尾　徹）　
第６回：運動機能障害と食生活１（33 野田　和惠）
第７回：運動機能障害と食生活２（33 野田　和惠）
第８回：研究結果の解析と報告１（33 野田　和惠）
第９回：研究結果の解析と報告２（33 野田　和惠）
第10回：関連領域との連携・協同１（33 野田　和惠）
第11回：作業療法研究に必要な準備と検討事項１（107 内田　智子）
第12回：作業療法研究に必要な準備と検討事項２（107 内田　智子）
第13回：運動機能障害，高次脳機能障害と関連活動（育児等）１（107 
内田　智子）
第14回：運動機能障害，高次脳機能障害と関連活動（育児等）２（107 
内田　智子）
第15回：文献検索と整理・管理１（107 内田　智子）

オムニバス

デジタル重層支援特
論

　高齢者の生活阻害因子に対応できる高い問題解決力，数理・データ
サイエンスの知識に基づく介護現場のリアルデータを活用できる力を
身に付けるために、最新のフォーマルケア、インフォーマルケアを学
び、介入成果を検証するためのDX及び数理サイエンス的手法について
学修する。

コーディネーター：（81 前重　伯壮）
第１回：重曹支援総論（81 前重　伯壮）
第２回：認知症（20 古和　久朋）
第３回：薬剤管理（53 安田　尚史）
第４回：生理学（4 石田　達郎）
第５回：うつ・痛み（70 園田　悠馬）
第６回：認知症・うつ・痛みの評価（70 園田　悠馬）
第７回：フレイル①（81 前重　伯壮）
第８回：フレイル②（81 前重　伯壮）
第９回：就労支援（70 園田　悠馬）
第10回：旅行支援（81 前重　伯壮）
第11回：ロボティクスケア（81 前重　伯壮）
第12回：VR・メタバースケア①（70 園田　悠馬）
第13回：VR・メタバースケア②（70 園田　悠馬）
第14回：IoT・ICT総論（70 園田　悠馬）
第15回：IoT・ICT各論（81 前重　伯壮）
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デジタル重層支援演
習

　重層支援Dxに関する研究目的の設定，研究の方法論及びデータ分析
の知識と技術について基本的な方法論を理解でき，研究発表や論文作
成（英文）が実践できる能力を体得する。

（4 石田　達郎）
　主として，循環器疾患，医学的治療についての研究手法を体得する
ための演習を実施する。
（70 園田　悠馬）
　主として，日常生活活動，社会活動，精神・心理学的障害について
の研究手法を体得するための演習を実施する。
（81 前重　伯壮）
　主として，骨格筋，創傷，物理療法についての研究手法を体得する
ための演習を実施する。

行動神経リハビリ
テーション科学特講

Ⅰ

　認知，運動機能，社会性のある行動と関連するの神経機序を解明す
る健常脳による脳画像研究や損傷脳による神経心理学的研究の最新知
見を学修する。また，その知見をリハビリテーション科学のうち作業
療法学への応用方法を学び，検証する研究方法を体験する。

コーディネーター：（3 石岡　俊之）
第１回：脳画像を用いた神経解剖と脳領域の同定の仕方 （3 石岡　俊
之）
第２回：行動神経学や脳科学研究の目的と手法（3 石岡　俊之）
第３回：脳の損傷領域と疾患の徴候との関係性の検証するCase study
の方法（3 石岡　俊之）
第４回：脳の損傷領域と疾患の徴候との関係性の検証するMass study
の方法（3 石岡　俊之）
第５回：左大脳半球と関連した認知機能と神経心理学検査（80 林　敦
子）
第６回：右大脳半球と関連した認知機能と神経心理学検査（80 林　敦
子）
第７回：前頭葉機能と関連した認知機能と神経心理学検査（80 林　敦
子）
第８回：注意機能と記憶と関連した神経心理学検査（80 林　敦子）
第９回：新たな認知機能評価の開発研究１（80 林　敦子）
第10回：新たな認知機能評価の開発研究２（80 林　敦子）
第11回：認知機能に対する作業療法学研究への応用１（3 石岡　俊
之）
第12回：認知機能に対する作業療法学研究への応用２（3 石岡　俊
之）
第13回：運動機能に対する作業療法学研究への応用１（3 石岡　俊
之）
第14回：運動機能に対する作業療法学研究への応用２（3 石岡　俊
之）
第15回：徴候の神経機序を根拠とした介入効果検証研究手法 （3 石岡　
俊之）

オムニバス

生命情報融合論Ⅰ 　情報科学は，あらゆる場面で必須となっており，それは生命研究分
野や医療現場でも同様である。現代または次世代の医療者になるため
に，生命システムや情報科学の基礎を理解し，簡単なレベルで自らの
研究や業務等に活かせるようになる。
　本科目では，受講生の業務や研究活動のサポートにつながるような
演習等を設定して知識と技術の涵養を行う。

医用画像情報科学Ⅰ 　画像診断に用いられる様々な医用画像について，その撮像原理や画
像特性，画像の生成や解析のための情報処理技術，画像コントラスト
とその背景にある病態生理との関係について概要を学ぶ。
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人間情報科学Ⅰ 　現代または次世代の医療において，人間情報や人工知能は欠かせな
いものとなっている。脳をはじめとした人間情報の計測，それを解析
する情報技術や脳を模倣した人工知能について学び，簡単なレベルで
自らの研究や業務等に活かせるようになる。
　本科目では受講生の業務や研究活動のサポートにつながるような演
習等を設定して知識と技術の涵養を行う。

講師：（154 細田　一史，163 大塚　明香）
第１回：各受講生の状況や修得度のすり合わせ
第２回：受講生に関係するCaseを通して人間情報の基礎を学ぶ１
第３回：受講生に関係するCaseを通して人間情報の基礎を学ぶ２
第４回：受講生に関係するCaseを通して人間情報の基礎を学ぶ３
第５回：受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ１
第６回：受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ２
第７回：受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ３
第８回：受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ４
第９回：受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ５
第10回：受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ１
第11回：受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ２
第12回：受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ３
第13回：受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ４
第14回：受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ５
第15回：人間情報科学のまとめ

共同

リハビリテーション
科学演習Ⅰ
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　研究に関する研究目的の設定，研究の方法論及びデータ分析の知識
と技術について基本的な方法論を理解でき，研究発表や論文作成（英
文）が実践できる能力を体得する。

（2 秋末　敏宏）
　主として，整形外科学についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（3 石岡　俊之）
　主として，疾病，傷病による知覚･認知･行動の変化が起こる神経機
序の解明及び介入方法の開発についての研究手法を体得するための演
習を実施する。
（20 古和　久朋）
　主として，神経内科学についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（33 野田　和惠）
　主として，身体障害作業療法学についての研究手法を体得するため
の演習を実施する。
（37 藤野　英己）
　主として，骨格筋障害に対する予防や治療についての研究手法を体
得するための演習を実施する。
（48 毛利　健太朗）
　主として，精神科リハビリテーションについての研究手法を体得す
るための演習を実施する。
（51 森山　英樹）
　主として，基礎理学療法学・運動器理学療法学・神経理学療法学に
ついての研究手法を体得するための演習を実施する。
（57 井澤　和大）
　主として，内部障害理学療法学についての研究手法を体得するため
の演習を実施する。
（70 園田　悠馬）
　主として，認知作業療法学についての研究手法を体得するための演
習を実施する。
（73 田中　貴士）
　主として，基礎理学療法学・神経理学療法学に係る研究テーマにつ
いての研究指導を行う。
（76 長尾　徹）
　主として，基礎作業学における研究手法を体得するための演習を実
施する。
（80 林　敦子）
　主として，脳機能低下がみられる患者，健常者を対象として，認知
機能・精神症状の評価・介入についての研究手法を体得するための演
習を実施する。
（81 前重　伯壮）
　主として，物理療法学についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（83 三浦　靖史）
　主として，リハビリテーション医学についての研究手法を体得する
ための演習を実施する。
（88 四本　かやの）
　主として，精神障害者に対するリハビリテーション介入・評価につ
いての研究手法を体得するための演習を実施する。
（135 上口　貴志）
　主として，医用画像解析学についての研究手法を体得するための演
習を実施する。
（154 細田　一史）
　主として，健康情報科学についての研究手法を体得するための演習
を実施する。
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公衆衛生学・疫学Ⅰ 　臨床医学が個人の疾病を対象とするのに対し，公衆衛生学は集団の
健康を対象とするものである。現代の公衆衛生学としてキーワードと
なる，予防医学・環境の改善・生活水準の保障・健康教育の推進等を
授業のテーマとする。

第１回：公衆衛生概論(26 篠原　正和）
第２回：衛生統計と疫学（113 片岡　葵）
第３回：我が国の保健行政（26 篠原　正和）
第４回：兵庫県における保健医療行政（253 田所　昌也）
第５回：医療の医療費と医療経済（227 佐方　信夫）
第６回：包括地域ケアと在宅医療（187 岩本　喜嵩）
第７回：疾病と社会構造の関係（268 西岡　大輔）
第８回：医療の倫理と安全（26 篠原　正和）

オムニバス

予防医学と保健の実践と評
価Ⅰ

　職域・地域等をフィールドとして，健診結果や疫学研究の成果を成
員にフィードバックすることにより予防保健につなげる実践活動につ
いて，主に事例研究（ケーススタディ）を通じて学ぶ。
　主な内容は以下のとおり：健康目標の設定とその評価，実施組織の
構築と役割・費用分担，成員の合意形成と情報のフィードバック・コ
ミュニケーション，プライバシーと個人情報保護，職域保健活動の事
例（産業医の役割），地域保健活動の事例（保健師の役割）等。

第１回：予防医学概論（26 篠原　正和）
第２回：がんの予防対策（26 篠原　正和）
第３回：心疾患の予防対策（26 篠原　正和）
第４回：脳血管疾患の予防対策（26 篠原　正和）
第５回：感染症の予防対策（44 宮良　高維）
第６回：母子保健（266 西尾　久英）
第７回：労働災害の予防対策（26 篠原　正和）
第８回：災害医療（299 水谷　和郎）

オムニバス

臨床疫学Ⅰ  疫学研究並びに公衆衛生活動を実際に行いたいと考えている学生に
とって必須の 「疫学的な考え方」と知識，基本的な技術を提供する
講義である。地域・職域等，社会（生活環境下）で実施する疫学研究
の理論と方法についての基本を理解することを目的とする。
　この種の疫学研究を実施・実践する際や利用する際に考慮すべき点
を理解し，その具体的な方法と技術について学ぶ。学修内容として，
予防保健と疫学の関連，疫学的思考法，疫学研究論文の読み方，疫学
研究のデザイン，測定誤差の種類と対策，疾患からみた疫学研究，生
活要因からみた疫学研究，保健業務における疫学研究の考え方と方
法，保健業務や疾病予防活動への研究成果の利用方法等が含まれる。

第１回：疫学の歴史（136 小野　玲）
第２回：記述疫学の目的と方法（172 門間　陽樹）
第３回：生態学的研究の目的と方法（113 片岡　葵）
第４回：横断研究の目的と方法（26 篠原　正和）
第５回：症例対照研究の目的と方法（26 篠原　正和）
第６回：コホート研究の目的と方法（26 篠原　正和）
第７回：介入研究の目的と方法（26 篠原　正和）
第８回：疫学研究の医学への活用（26 篠原　正和）

オムニバス
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臨床研究開発の実際 　臨床研究開発は，生命科学研究の成果を実用化につなげ，新しい技
術や製品として評価を加えつつその活用を拡げるためのまさに要とな
るプロセスであり，アカデミアのイニシアティブが益々問われてい
る。その実践のためには，学問的な有効性と安全性，製品開発にかか
る知財や権利関係，臨床研究開発の正当な方法論や評価手法，さらに
医療上・薬事上の規制も理解し，それらの手法にのっとって一連の研
究活動を実施することが必要である。また，医療技術の最適化を広く
人民の利益として還元するには医療システムや医療保険システムの基
本的理解も必要である。
　本講義では，臨床研究開発を行う上でのこれら基本的なルールと考
え方，実際的な方法論の基礎を修得すること及びアカデミアの重要な
使命である臨床研究開発に必要なコンピテンシーの基礎を理解するこ
とを目標とする。

第１回：臨床研究とは－原理と実践－（25 真田　昌爾）
第２回：臨床研究開発のプロセス（82 槇本　博雄）
第３回：臨床研究開発における国際的課題（41 松井　三明）
第４回：臨床研究開発における産学連携と知財の意義（320 犬塚　詩
乃）
第５回：研究倫理について－診療と研究の境界線－（25 真田　昌
爾）
第６回：医薬品開発の実際と臨床試験（94 筧　康正）
第７回：医療機器の研究開発の考え方（62 小畑　大輔）
第８回：薬事と保険制度－薬事承認と保険収載の違い－（25 真田　
昌爾）

オムニバス

生物統計学Ⅰ 　臨床研究を行う際に必要となる生物統計学の意義を伝え，その基本
事項を授ける。
　学生は，講義の前半にて，臨床研究で登場する基本的なデータの型
との要約方法及びデータ間の関係性の記述方法を体系的に整理し，各
種の臨床研究デザインとの繋がりを学修する。各研究目的に応じた適
切な要約指標について理解を深める。講義後半では，前半で得た知識
をベースに，各要約指標についての基本的な推定及び仮説検定の枠組
みを学修し，データから得られた統計指標の適切な解釈について理解
を深める。

第１回：医学と統計学の関係
第２回：状態データ・状態変化データの記述
第３回：データ間の関係の記述と研究デザイン
第４回：診断研究・予後予測研究の基礎
第５回：因果推論研究の基礎
第６回：統計学の基本的な枠組み
第７回：推定論・検定論の初歩
第８回：生物統計学に関する最近の話題

生物統計学Ⅰ演習 　臨床研究に適用される生物統計学的方法の基本的な実用的技術を授
ける。特に統計解析ソフトウェアの扱い方を中心に演習を行う。
　学生は，講義の前半にて，基本的なデータハンドリング技術を学
び，臨床研究における解析用データセットの作成要件を整理し，その
作成・編集のスキルを修得する。講義後半では，実際の臨床研究を想
定したデータを使用し，基本的なデータ記述・データ可視化を実践す
る。実用的なスキルの修と生物統計学的方法のより深い理解を目指
す。

第１回：演習環境の構築
第２回：基本的なデータ記述演習
第３回：データ間の関係の記述演習
第４回：データセットの作成・編集実習
第５回：研究を想定した記述統計演習1
第６回：研究を想定した記述統計演習2
第７回：推定・検定演習1
第８回：推定・検定演習2
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環境保健学Ⅰ 　本講義では，物理的，化学的，生物学的な環境条件と公衆衛生の相
互関係を深く理解し，環境要因が個人及び集団の健康や生存に与える
影響を評価できる能力を養う。また，感染症の原因となる微生物の性
状や公衆衛生に与えるリスク，感染症発生メカニズムや予防対策等の
知識を深めて，実践的な感染症対策を提案できる能力を養う。

第１回：生態学と環境衛生（30 中澤　港）
第２回：毒物学（30 中澤　港）
第３回：環境及び産業疫学，曝露評価，環境心理学（30 中澤　港）
第４回：リスク評価，管理，コミュニケーション（30 中澤　港）
第５回：新興・再興感染症（11 亀岡　正典）
第６回：国際的に問題となる寄生虫感染症（59 入子　英幸）
第７回：国際的に問題となるウイルス感染症（11 亀岡　正典）
第８回：細菌感染症（249 田代　裕己）

オムニバス

産業環境保健学Ⅰ 　産業保健について最近の動向と国際的視点についてのアップデート
な情報を講義すると同時に， 演習を通じて産業保健を職場で遂行す
るための理論的背景の理解及び実践的技術の基礎を修得することを目
的とする。
　特に，演習では，産業保健の計画と評価，事例分析及び参加型職場
改善手法と取り上げており実践的な技術を取得することができる。ま
た，課題を提示し，課題に対する企画立案を行う演習を行い，その結
果のプレゼンテーションまでを行うことでプロジェクト遂行のために
必要な技術を修得する。

第１回：産業保健関連法制度・産業保健総論
第２回：産業保健の動向と国際的広がり
第３回：産業保健と健康リスク管理
第４回：有害作業のリスク管理
第５回：産業保健のマネジメント
第６回：演習：産業保健の事例分析
第７回：演習：職場環境改善
第８回：演習：課題発表

人類生態学Ⅰ 　人類の生存を理解するためには，ヒト個体群と諸環境条件との間の
言語，社会組織，技術を介した相互作用を総体として理解する必要が
ある。
　本講義では，物理化学的環境と人類の相互作用について社会組織や
技術が介在することの影響に加え，生物学的環境との相互作用として
の疾病や医療について，文化的多様性を踏まえた理解をするための医
療人類学の基礎と，人類の生存の究極的な評価指標としての人口の静
態及び動態を分析するための人口学の基礎について理解できるように
なることを目指す。

第１回：人間化された生態系における人類の生存（30 中澤　港）
第２回：大気汚染の原因と対策の多様性（30 中澤　港）
第３回：野生生物の家畜化，作物化と食糧生産の持続可能性（30 中
澤　港）
第４回：人口構造と人口動態の分析（30 中澤　港）
第５回：人口モデルと人口予測（30 中澤　港）
第６回：医療人類学における健康の捉え方（30 中澤　港）
第７回：保健医療の文化的側面（74 土谷テオリン　ちひろ）
第８回：死生観と生命倫理（30 中澤　港）

オムニバス
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保健医療政策学Ⅰ 　疾病の予防・診断・治療，健康増進，健康保険，保健医療サービス
等，保健医療政策の策定，実施，評価について，その理論的背景と実
際を学修する。

コーディネーター：（4 石田　達郎）
第１回：保健医療政策総論（309 山下　輝夫）
第２回：保健医療制度を司る法律，行政（70 園田　悠馬）
第３回：地域包括ケアシステム，保健・医療・福祉の融合(4 石田　
達郎）
第４回：医療費と保健医療制度の国際比較（18 見坂　恒明）
第５回：健康増進とヘルスプロモーション（22 坂口　一彦）
第６回：医療従事者の育成と配置（10 岡山　雅信）
第７回：根拠に基づく臨床検査の開発と実用化（77 長尾　学）
第８回：医薬品の開発と承認（137 陰山　卓哉）

オムニバス

保健医療経済学Ⅰ 保健医療サービス提供及び保健医療政策策定の基礎となる経済学的な
事項を学修する。

コーディネーター：（56 姉﨑　久敬）
第１回：保健医療を取り巻く経済学的事項（70 園田　悠馬）
第２回：保健医療分野におけるQOLと医療経済評価（１）（69 副島　
尭史）
第３回：保健医療分野におけるQOLと医療経済評価（２）（69 副島　
尭史）
第４回：病院経営と医療経済（229 佐藤　二郎）
第５回：予防医学の医療費（70 園田　悠馬）
第６回：保健医療情報の利用と応用（17 榑林　陽一）
第７回：病院医療費の設定とＤＰＣ（56 姉﨑　久敬）
第８回：ＤＰＣを用いた保健医療サービス分析（56 姉﨑　久敬）

オムニバス

グローバルヘルスⅠ 　世界で発生している様々な健康格差の主な課題について理解すると
ともに，その格差を生む要因，さらに人々の健康増進につながる保健
指導やヘルスサービス等の支援の在り方を学修することを目的とす
る。
　その際には，特に低中所得国，また高所得国の中でも格差が発生し
やすい個人及び集団に焦点をあて，格差の発生要因と影響について講
義する。

コーディネーター：（41 松井　三明）
第１回：公衆衛生学，グローバルヘルスの基礎概念（41 松井　三
明）
第２回：保健システムと保健プログラム（41 松井　三明）
第３回：保健プログラムの実施評価（41 松井　三明）
第４回：人口学の基礎と集団の把握法（30 中澤　港）
第５回：地域集団の生態学的多様性（30 中澤　港）
第６回：南太平洋におけるフィールドワーク（74 土谷テオリン　ち
ひろ）
第７回：感染症対策と新興・再興感染症（11 亀岡　正典）
第８回：移民の健康（41 松井　三明）

オムニバス
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社会行動科学Ⅰ 　健康と病気の行動に関連する社会的・心理的・文化的要因を理解
し，公衆衛生上の問題を解決するための戦略を提案するために必要な
理論とアプローチ方法を授ける。
　公衆衛生分野における，健康や医療に関連する人間の行動や心理に
関する知見，並びに行動科学の概念が健康や健康関連行動の評価にど
のように役立つかを概説する。その上で，行動科学理論に基づいた生
活習慣の変容，健康増進活動を導くための知識を修得する。また，心
理社会的ストレスや社会文化的環境が健康や行動に及ぼす影響につい
て理解し，行動科学的な地検から，様々な公衆衛生上の問題に対する
解決策の提示が行える人材育成を目指す講義とする。

第１回：健康行動科学とは（113 片岡　葵）
第２回：個人の行動に着目した理論やモデル(113 片岡　葵)
第３回：集団の行動に着目した理論やモデル（113 片岡　葵）
第４回：健康と貧困（268 西岡　大輔)
第５回：ジェンダーと医療（293 本庄　かおり)
第６回：ストレスと健康（205 菊池　宏幸)
第７回：ナッジ・行動経済学入門（113 片岡　葵）
第８回：ヘルスリテラシー（113 片岡　葵）

オムニバス

健康教育・健康心理学Ⅰ 　健康教育の転換とヘルスプロモーションの展開，健康教育の目的と
方法について知る。また，健康教育・ヘルスプロモーションの基礎と
なる行動科学や健康心理学等の理論とモデルを学び，個人・集団・社
会を対象として効果的な健康教育・ヘルスプロモーション実践への適
用を理解する。諸理論（グループワーク理論，健康学習理論，行動変
容理論，プリシード・プロシードモデル等）を用いながら，健康教育
の展開過程に関する基本的知識と技術を修得する。

第１回：健康教育の転換とヘルスプロモーションの展開（5 和泉　比
佐子）
第２回：健康教育の目的と技術，ヘルスリテラシー（113 片岡　葵）
第３回：健康教育に活用できる諸理論１（行動科学等）（5 和泉　比
佐子）
第４回：健康教育に活用できる諸理論１（健康心理学等）（80 林　
敦子）
第５回：健康教育の展開過程：対象集団のアセスメント（5 和泉　比
佐子）
第６回：健康教育の展開過程：計画立案及び評価計画（5 和泉　比佐
子）
第７回：健康教育の展開過程：実施・評価（5 和泉　比佐子）
第８回：ライフスキル教育を取り入れた健康教育（5 和泉　比佐子）

オムニバス

発
展
科
目

医療情報システム 　本講義は，医療情報学の基礎から最新の応用技術，将来的な展望ま
でを学ぶことを目的とする。医療情報学は，医療データの管理，分
析，活用を通じて医療の質向上や効率化を図る学問である。
　本講義では，医療情報学の基礎理論，データ管理・分析，AIの応
用，データセキュリティと倫理的課題，政策・制度との関係といった
テーマを包括的に扱う。オムニバス形式で，各回に異なるテーマを取
り上げ，医療情報学の多様な側面について深い理解を促す。

第１回：医療情報学の概要と歴史的発展（56 姉﨑　久敬）
第２回：医療データの管理と標準化（151 平松　治彦）
第３回：医療データ解析とエビデンス創出（56 姉﨑　久敬）
第４回：AIと機械学習の医療応用（56 姉﨑　久敬）
第５回：医療データのセキュリティと倫理（165 川井　享代）
第６回：医療政策と制度，医療情報学の役割（17 榑林　陽一）
第７回：新たなテクノロジーと未来の医療情報学（150 西村　邦宏）
第８回：医療情報学研究の最新事例と今後の展望（56 姉﨑　久敬）

オムニバス

コ
ア
科
目
群
５

未
来
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会
医
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領
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専
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科
目
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医療情報解析学 　本講義では，医療情報解析の基礎から応用までを全8回にわたり学
修する。医療現場で日々生成される多種多様な医療情報データ，特に
レセプト情報を中心に，その特性や解析手法を理解することを目的と
する。データの収集方法や管理，前処理，統計解析，統計的機械学習
といった高度な解析手法，そして，解析結果をどのように医療現場や
政策立案に活用するかまでの一連のプロセスを総合的に学ぶ。また，
医療データの取り扱いにおける倫理的・法的側面も詳しく取り上げ，
データの安全かつ効果的な利用方法を探求する。最終的には，データ
駆動型医療の未来展望を考察し，医療情報解析の分野での活用を議論
する。

第１回：医療情報の概要とレセプト情報の基礎（56 姉﨑　久敬）
第２回：医療データの標準化とフォーマット（56 姉﨑　久敬）
第３回：医療データの収集，管理と倫理・法的側面（165 川井　享
代）
第４回：データ前処理とクレンジング（325 藤原　彩子）
第５回：医療データの統計解析（56 姉﨑　久敬）
第６回：機械学習とAIによる医療情報解析（56 姉﨑　久敬）
第７回：データ可視化と結果の解釈（325 藤原　彩子）
第８回：医療情報解析の応用事例と未来展望（56 姉﨑　久敬）

オムニバス

健康危機管理 　人々の生命，健康を脅かす健康危機（感染症集団発生，大規模災害
等）に対する未然防止，発生時に備えた準備，発生時の対応及び健康
危機による被害の回復を含めた健康危機管理の実際と地域保健従事者
の役割等について，根拠法を含めて理解する。また，リスクコミュニ
ケーションの在り方，行政機関・医療機関・民間企業・住民組織等と
協働した地域における健康危機管理体制の整備，健康危機管理の各段
階における支援策を検討し，健康危機の発生時から発生後の健康課題
を早期に発見し迅速かつ組織的に対応できるための能力を修得する。

第１回：健康危機管理システムと保健活動（309 山下　輝夫）
第２回：感染症の動向と今日的課題（134 岩田　健太郎）
第３回：海外渡航前の危機管理（162 大路　剛）
第４回：健康危機管理における保健活動の実際：感染症対応を中心に
（302 森井　文恵）
第５回：災害保健活動と保健師の機能（65 小寺　さやか）
第６回：災害各期の保健師活動の実際（181 稲岡　由美子）
第７回：健康危機管理のための人材育成と人材管理（181 稲岡　由美
子）
第８回：健康危機時のリスクコミュニケーション（171 村山　留美
子）

オムニバス

災害保健学特講 　災害保健学について，国際防災や防災技術，災害時の救急医療まで
視野に入れた包括的な講義を行う。
　講義で扱うトピックは以下のとおりである。

第１回：災害保健学の枠組み（30 中澤　港）
第２回：国際防災（141 桜井　愛子）
第３回：災害対策サイクル（30 中澤　港）
第４回：防災と減災の技術（30 中澤　港）
第５回：復興支援論（30 中澤　港）
第６回：災害救急医療（30 中澤　港）
第７回：災害と公衆衛生（30 中澤　港）
第８回：被災者の生活（30 中澤　港）

オムニバス
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感染症モデリング 　本科目は，感染症に関する疫学データ分析方法に関する基礎的知識
を概説した上で，COVID-19や新たなパンデミックについての現状・課
題・分析方法について，具体的事例を挙げて概説する。さらに，
COVID-19をはじめとする市中や施設内で感染が拡大する感染性疾患を
どのようにコントロール（管理）するか，社会や施設への影響をどの
ように最小化するか，についてモデルを考案し，提示する。

第１回：感染症モデリング概論 （138 國谷　紀良）
第２回：感染症疫学と感染症発生動向調査 （44 宮良　高維）
第３回：基本再生産数と集団免疫 （44 宮良　高維）
第４回：アウトブレイク発生時のパラメータ解析 （44 宮良　高維）
第５回：感染症モデルのデザイニング （44 宮良　高維）
第６回：感染症蔓延予防  （30 中澤　港）
第７回：緊急事態対応と政策関連疾患モデル（30 中澤　港）
第８回：まとめ（30 中澤　港）

オムニバス

EBPM 　EBPM（Evidence-based policy making: 証拠に基づく政策立案）と
は，その場限りの状況に対応して政策を企画するのではなく，政策目
的を明確化したうえ合理的エビデンスに基づいて政策を立案すること
である。
　本科目は，社会的諸問題に対して公衆衛生学的な分析と対策を考
え，解決法を見出し政策立案の根拠となる成果を情報発信することを
目標に講義形式で実施する。

第１回：EBPMとは （22 坂口　一彦）
第２回：社会問題と根拠に基づく政策立案手法 （22 坂口　一彦）
第３回：データサイエンスの活用と政策立案 （121 西森　誠）
第４回：データ利用の方法とその応用 （121 西森　誠）
第５回：AIの活用と政策立案 （121 西森　誠）
第６回：地域医療政策課題の分析（18 見坂　恒明）
第７回：医療人材の育成と配置（19 小林　成美）
第８回：プレゼンテーションと総合討論 （22 坂口　一彦）

オムニバス
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社会疫学・行動経済学 　疫学は，一般に健康事象の頻度と分布を把握し，健康事象発生の原
因についての因果推論を行う学問であるが，古典的な疫学は，健康事
象として疾病，原因としてコントロール可能な環境要因に注目してき
た。それを，予防や健康増進を含む健康事象一般に対する社会的決定
因子全般に拡大した枠組みが，社会疫学であるといえる。
　社会格差，貧困，ジェンダー，民族，ソーシャル・キャピタルと
いった社会的決定因子は，コントロールが難しいことが多いが，ハー
バード大学を中心に発展した社会疫学の研究では，コミュニティへの
介入によって，健康増進や健康状態の改善が可能かという実証研究が
なされ，多くのことがわかってきた。
　しかし，社会への介入には，政治的決定と多額の経費が必要とな
り，合理的な算出根拠が求められる。ヒトは，健康や医療に関しては
合理的行動をしないことがほぼ自明であるため，合理的経済人を前提
とする古典的経済学の枠組みでは，社会的介入のコスト・ベネフィッ
ト分析ができない。そこで，求められるのが，カーネマンらが大成
し，近年のノーベル経済学賞の受賞対象の多くを占める行動経済学の
方法論である。
　本講義ではこれら２つの比較的新しい学問分野を関連付けながら教
授する。

第１回：社会疫学概論（30 中澤　港）
第２回：貧困，社会格差，社会的排除と健康（30 中澤　港）
第３回：ソーシャル・キャピタルと健康（26 篠原　正和）
第４回：コミュニティ介入研究（30 中澤　港）
第５回：行動経済学概論（30 中澤　港）
第６回：ゲーム理論（30 中澤　港）
第７回：仮想評価法（30 中澤　港）
第８回：ナッジ理論とプロスペクト理論（30 中澤　港）

オムニバス

ヘルスサービスの評価 　疾病予防対策，医療保険制度，医療提供体制，医療評価等，種々の
健康・医療に関わる制度・政策の背景並びに立案・実施，報道，社会
への影響について，様々なステークホルダーの立場，関連の法令，費
用負担のあり方等を学修するとともに，実際の事例を通して理解を深
める。

第１回：健康医療政策学序論・我が国の医療提供体制の特徴（26 篠
原　正和）
第２回：日本の社会保障・健康医療政策の歴史（26 篠原　正和）
第３回：政策評価の理論と現実（26 篠原　正和）
第４回：医療の質評価（26 篠原　正和）
第５回：診療報酬の決定過程と課題（227 佐方　信夫）
第６回：医療と介護のヘルスサービス（26 篠原　正和）
第７回：疾病対策の動き（26 篠原　正和）
第８回：医療の需給と地域医療構想（10 岡山　雅信）

オムニバス

地域医療システム特講 　地域保健・医療の実践を円滑に進めるために，地域医療システムの
概要と重要性の理解及び活用事例を学修する。本科目は，地域医療シ
ステムに係る各要素を理解した上で，各要素による保健，医療，福
祉，介護への影響，また，地域保健，医療の制度等への影響を説明で
き，地域医療システムを理解して上での実際の活動計画を立てること
ができることを目標に講義形式で実施する。

第１回：地域医療システムと地域社会（構成要素・人的要素とその役
割） （10 岡山　雅信）
第２回：地域医療資源の分布と健康指標・受療行動 （22 坂口　一
彦）
第３回 地域医療及び地域人材の育成・地域力 （10 岡山　雅信）
第４回：地域の子どもの健康管理・子育て支援（298 三品　浩基）
第５回：障害児の支援システム（258 常石　秀市）
第６回：小児の在宅医療（274 橋本　直樹）
第７回：小児の虐待（148 永瀬　裕朗）
第８回：人々のライフサイクルと地域医療システムの実践例 （18 見
坂　恒明）

オムニバス
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先進生命医科学プロジェク
ト研究A

　博士課程前期課程２年間を通して，生命科学に関する研究テーマ
を決定し，先行研究レビュー，研究計画立案，倫理審査書類作成，
実験の実施，データ解析等を行い，解釈と考察を基にして修士論文
を執筆する。

＜バイオメディカルサイエンス領域＞
（1 青井　貴之)
　主として，幹細胞医学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（6 伊藤　俊樹)
　主として，膜生物学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（8 上山　健彦)
　主として，神経情報伝達学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（12 片田　竜一）
　主として，法医学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（15 菊田　順一)
　主として，免疫学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（21 酒井　良忠）
　主として，がんリハビリテーションに係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（23 匂坂　敏朗)
　主として，膜動態学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（24 佐々木　良平）
　主として，放射線腫瘍学・医学物理学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（27 勝二　郁夫)
　主として，感染制御学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（32 仁田　亮)
　主として，生体構造解剖学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（38 古屋敷　智之）
　主として，薬理学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（40 堀江　真史）
　主として，分子病理学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（42 松岡　広)
　主として，バイオリソース・ヘルスケア統合解析科学に係る研究
テーマについての研究指導を行う。
（43 宮西　正憲）
　主として，細胞医科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（54 矢野　育子)
　主として，薬剤学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
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先進生命医科学プロジェク
ト研究B

　博士課程前期課程２年間を通して，医療機器または医療機器開発
に関するに関する研究テーマを決定し，先行研究レビュー，研究計
画立案，倫理審査書類作成，実験の実施，データ解析等を行い，解
釈と考察を基にして修士論文を執筆する。

＜医療創成工学領域＞
（9 大谷　亨）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
（13 木内　邦彦）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（14 祇園　景子）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（28 菅野　公二）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（29 富畑　賢司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
（46 向井　敏司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
（47 村垣　善浩）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（50 森田　圭紀）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（52 保多　隆裕）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（63 加藤　博史）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（71 鷹尾　俊達）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（78 中楯　龍）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（89 和田　則仁）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
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　博士課程前期課程２年間を通して，健康科学に関するに関する研
究テーマを決定し，先行研究レビュー，研究計画立案，倫理審査書
類作成，実験の実施，データ解析等を行い，解釈と考察を基にして
修士論文を執筆する。

＜健康科学領域＞
（2 秋末　敏宏）
　主として，整形外科学についての研究手法を体得するための演習
を実施する。
（3 石岡　俊之）
　主として，疾病，傷病による知覚･認知･行動の変化が起こる神経
機序の解明および介入方法の開発に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（5 和泉　比佐子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（7 伊藤　光宏）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（16 グライナー　智恵子）
　主として，老年看護学・国際看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（20 古和　久朋）
　主として，神経内科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（33 野田　和惠）
　主として，身体障害作業療法学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（34 柱本　照）
　主として，臨床免疫学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（36 藤田　和佳子）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（37 藤野　英己）
　主として，骨格筋障害に対する予防や治療についての研究手法を
体得するための演習を実施する。
（39 法橋　尚宏）
　主として，家族看護学・小児看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（45 宮脇　郁子）
　主として，療養支援看護学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（48 毛利　健太朗）
　主として，精神科リハビリテーションに係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（51 森山　英樹）
　主として，基礎理学療法学・運動器理学療法学・神経理学療法学
に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（53 安田　尚史）
　主として，ヒューマンヘルスに係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（55 山下　公大）
　主として，分析医科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（57 井澤　和大）
　主として，内部障害理学療法学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（65 小寺　さやか）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学・国際保健学に係る研究
テーマについての研究指導を行う。
（67 駒井　浩一郎）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（68 千場　直美）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（73 田中　貴士）
　主として，基礎理学療法学・神経理学療法学に係る研究テーマに
ついての研究指導を行う。
（76 長尾　徹）
　主として，基礎作業学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（79 中山　貴美子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（80 林　敦子）
　主として，脳機能低下がみられる患者，健常者を対象として，認
知機能・精神症状の評価・介入に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
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先進生命医科学プロジェク
ト研究C

（81 前重　伯壮）
　主として，物理療法学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（83 三浦　靖史）
　主として，リハビリテーション医学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（88 四本　かやの）
　主として，精神障害者に対するリハビリテーション介入・評価に
係る研究テーマについての研究指導を行う。
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先進生命医科学プロジェク
ト研究D

　博士課程前期課程2年間を通して，公衆衛生学に関するに関する
研究テーマを決定し，先行研究レビュー，研究計画立案，倫理審査
書類作成，実験の実施，データ解析等を行い，解釈と考察を基にし
て修士論文を執筆する。

＜未来社会医学領域＞
（4 石田　達郎）
　主として，医療健康政策学，地域医療学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（11 亀岡　正典）
　主として，国際環境保健学，ウイルス学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（17 榑林　陽一）
　主として，AI・デジタルヘルス科学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（18 見坂　恒明）
　主として，地域医療支援学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（19 小林　成美）
　主として，医学教育学，地域医療学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（22 坂口　一彦）
　主として，地域医療教育学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（25 真田　昌爾）
　主として，臨床研究開発科学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（26 篠原　正和）
　主として，分子疫学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（30 中澤　港）
　主として，国際環境保健学，人類生態学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（31 西村　範行）
　主として，社会行動科学，小児保健学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（41 松井　三明）
　主として，国際環境保健学，周産期医療学に係る研究テーマにつ
いての研究指導を行う。
（59 入子　英幸）
　主として，国際環境保健学，感染症学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（69 副島　尭史）
　主として，がん看護学，小児看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う
（70 園田　悠馬）
　主として，社会行動科学，リハビリテーションに係る研究テーマ
についての研究指導を行う。
（77 長尾　学）
　主として，医療政策学，立証検査医学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
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　科学技術者には，研究・開発内容に関するプレゼンテーションを
効果的に行うスキルが要求される。本演習では，魅力的なプレゼン
テーションの達成に向けて，発表を行いたい内容をより明確に聴衆
に伝える能力を身につけさせる。
　具体的には，関連文献の内容を紹介する発表，学会等での各自の
研究成果の発表等において，論理的な発表校正の組み立てや，聴衆
に理解されやすいプレゼンテーションの実行が可能となるように指
導を行う。また，質疑応答においては，科学的な説明を行い，学問
の次の展開につながることができるよう指導する。

＜バイオメディカルサイエンス領域＞
（1 青井　貴之)
　主として，幹細胞医学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（6 伊藤　俊樹)
　主として，膜生物学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（8 上山　健彦)
　主として，神経情報伝達学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（12 片田　竜一）
　主として，法医学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（15 菊田　順一)
　主として，免疫学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（21 酒井　良忠）
　主として，がんリハビリテーションに係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（23 匂坂　敏朗)
　主として，膜動態学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（24 佐々木　良平）
　主として，放射線腫瘍学・医学物理学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（27 勝二　郁夫)
　主として，感染制御学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（32 仁田　亮)
　主として，生体構造解剖学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（38 古屋敷　智之）
　主として，薬理学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（40 堀江　真史）
　主として，分子病理学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（42 松岡　広)
　主として，バイオリソース・ヘルスケア統合解析科学に係る研究
テーマについての研究指導を行う。
（43 宮西　正憲）
　主として，細胞医科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（54 矢野　育子)
　主として，薬剤学に係る研究テーマについての研究指導を行う。

＜医療創成工学領域＞
（9 大谷　亨）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
（13 木内　邦彦）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（14 祇園　景子）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（28 菅野　公二）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（29 富畑　賢司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
（46 向井　敏司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。
（47 村垣　善浩）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（50 森田　圭紀）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（52 保多　隆裕）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。

プレゼンテーション演習
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（63 加藤　博史）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（71 鷹尾　俊達）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや
治療パッケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（78 中楯　龍）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に
係るテーマについて研究指導を行う。
（89 和田　則仁）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマにつ
いて研究指導を行う。

＜健康科学領域＞
（2 秋末　敏宏）
　主として，整形外科学についての研究手法を体得するための演習
を実施する。
（3 石岡　俊之）
　主として，疾病，傷病による知覚･認知･行動の変化が起こる神経
機序の解明および介入方法の開発に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（5 和泉　比佐子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（7 伊藤　光宏）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（16 グライナー　智恵子）
　主として，老年看護学・国際看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（20 古和　久朋）
　主として，神経内科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（33 野田　和惠）
　主として，身体障害作業療法学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（34 柱本　照）
　主として，臨床免疫学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（36 藤田　和佳子）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（37 藤野　英己）
　主として，骨格筋障害に対する予防や治療についての研究手法を
体得するための演習を実施する。
（39 法橋　尚宏）
　主として，家族看護学・小児看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（45 宮脇　郁子）
　主として，療養支援看護学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（48 毛利　健太朗）
　主として，精神科リハビリテーションに係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（51 森山　英樹）
　主として，基礎理学療法学・運動器理学療法学・神経理学療法学
に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（53 安田　尚史）
　主として，ヒューマンヘルスに係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（55 山下　公大）
　主として，分析医科学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（57 井澤　和大）
　主として，内部障害理学療法学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（65 小寺　さやか）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学・国際保健学に係る研究
テーマについての研究指導を行う。
（67 駒井　浩一郎）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（68 千場　直美）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（73 田中　貴士）
　主として，基礎理学療法学・神経理学療法学に係る研究テーマに
ついての研究指導を行う。
（76 長尾　徹）
　主として，基礎作業学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。

プレゼンテーション演習
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（79 中山　貴美子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（80 林　敦子）
　主として，脳機能低下がみられる患者，健常者を対象として，認
知機能・精神症状の評価・介入に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（81 前重　伯壮）
　主として，物理療法学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（83 三浦　靖史）
　主として，リハビリテーション医学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（88 四本　かやの）
　主として，精神障害者に対するリハビリテーション介入・評価に
係る研究テーマについての研究指導を行う。

＜未来社会医学領域＞
（4 石田　達郎）
　主として，医療健康政策学，地域医療学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（11 亀岡　正典）
　主として，国際環境保健学，ウイルス学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（17 榑林　陽一）
　主として，AI・デジタルヘルス科学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（18 見坂　恒明）
　主として，地域医療支援学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（19 小林　成美）
　主として，医学教育学，地域医療学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（22 坂口　一彦）
　主として，地域医療教育学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（25 真田　昌爾）
　主として，臨床研究開発科学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（26 篠原　正和）
　主として，分子疫学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（30 中澤　港）
　主として，国際環境保健学，人類生態学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（31 西村　範行）
　主として，社会行動科学，小児保健学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（41 松井　三明）
　主として，国際環境保健学，周産期医療学に係る研究テーマにつ
いての研究指導を行う。
（59 入子　英幸）
　主として，国際環境保健学，感染症学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（69 副島　尭史）
　主として，がん看護学，小児看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う
（70 園田　悠馬）
　主として，社会行動科学，リハビリテーションに係る研究テーマ
についての研究指導を行う。
（77 長尾　学）
　主として，医療政策学，立証検査医学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
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科目
区分

授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

プロジェクトマネジ
メント学特論

　全学生を対象に，プロジェクトマネジメントに必要な知識やスキルを授け
る。
　初期の医療機器開発プロジェクトを自ら先導できるようにするために，ま
た，適切にプロジェクトの資金を運用するために，多職種から構成される
チームを効率的に管理する方法を理解することが重要である。

学生は，プロジェクトとは何か，通常業務との違い，プロジェクトマネジ
メントの概要，計画立案，プロジェクトマネジメントのツール（マイルス
トーン，WBS，ガントチャートによるプロジェクト管理，リスクログ分析
等）の学修を通して，効果的なプロジェクトの管理方法の概要を学ぶ。
　講義に加えて，「医療機器コンセプト創造演習」で作成した課題をベース
にワークを行う。

コーディネーター：（2 木内　邦彦，14 山口　智子）
第１～３回：プロジェクトの実例（30 波多　伸彦）
第２～４回：プロジェクトマネジメント総論（18 原　陽介）
第５・６回：プロジェクトマネジメント・ワークショップ（医療機器コンセ
プト創造演習よりテーマを継続）（18 原　陽介）
第７・８回：医療機器開発ケースメソッド（9 保多　隆裕）

オムニバス

ビジネスプランニン
グ学特論

　全学生を対象に，医療機器ビジネスの経営に必要なビジネスプランニング
の知識やスキルを授ける。
　医療機器を開発・上市して事業を継続するには，技術開発や検証のプラン
ニングだけではなく，医療機器ビジネスのプランニングも重要となる。

学生は，医療機器ビジネスの全体像を理解した上で各関係者と連携を取る
スキルを身に付けるため，操業計画，財務モデル，資金調達計画，出口
（Exit）戦略について理解を深める。経営に関する一般的知識の理解・習得
だけにとどまらず，投資家（ベンチャーキャピタル等）の視点から事業計画
の立て方，進め方や実例の紹介（ゲスト講師を交えての討論）といったト
ピックで講義を行い，より実践的な知識を付けることを特徴とする。

コーディネーター：（9 保多　隆裕，10 加藤　博史）
第１回：事業創造のためのアントレプレナーシップとイノベーション（26
新藤　晴臣）
第２回：ターゲット顧客の特定と製品・サービスの設計（26 新藤　晴臣）
第３回：事業環境と競合企業の分析（26 新藤　晴臣）
第４回：利益を生み出す構造の理解とリスクの分析（26 新藤　晴臣）
第５回：成長ステージ別の資金調達手段の選択とマイルストーンの設定（26
新藤　晴臣）
第６回：資金調達計画（26 新藤　晴臣）
第７回：ベンチャーキャピタル投資の実践：海外VC （24 清峰　正志）
第８回：エグジット戦略，成長戦略としてのIPOとM&A（26 新藤　晴臣）

オムニバス

アントレプレナー・
リーダーシップ学特

論

　全学生を対象に，起業や新規事業の推進に必要なマネジメント能力及び
リーダーシップ力を授ける。

医療機器開発において全く新しい製品を開発して世に出すためには，既存
事業の継続で必要な経営や技術に関する知識だけでなく，強いリーダーシッ
プとアントレプレナーシップ（起業家精神）が必要とされる。学生は，特に
新規事業で重要なマネジメント能力，リーダーシップ力，ポジティブ思考，
ネットワーク力を身に付けるために，プレゼンテーションスキル，チーミン
グスキル，リーダーとしての行動・判断，アントレプレナー／イントレプレ
ナーとは，キャリアデザインについて学修し，さらには実際の起業家（米
国）の生の声を聞いて学びを深める。

コーディネーター：（5 富畑　賢司，7 村垣　善浩）
第１回：プレゼンテーションスキル（ピッチスキル，文章スキル）（18 原
陽介）
第２回：チーミング（多様な人材，学習するチーム，チームビルディングの
重要性）（29 永元　哲治）
第３・４回：キャリアデザイン（アントレプレナー，イントレプレナー他の
判断）（23 加藤　毅）
第５回：エフェクチュエーション（19 吉田　満梨）
第６回：リーダーシップ論（医療機器関係の企業，アントレプレナー起業家
による経験紹介）（15 熊野　正樹）
第７回：リーダーシップ論（医療機器関係の企業，アントレプレナー起業家
による経験紹介）（20 青山　裕紀）
第８回：リーダーシップ論（医療機器関係の企業，アントレプレナー起業家
による経験紹介）（25 塩村　仁）

オムニバス

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（医学研究科博士課程後期課程医療創成工学専攻）
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医療機器国際開発特
論

　全学生を対象に，医療機器の海外での開発や販売に必要な知識やスキルを
授ける。
　医療機器事業は，国内と比べて需要が伸びているグローバル市場を視野に
開発を行うことが重要であるが，海外の医療機器市場の状況を元に適切な戦
略を決定するだけの知識・情報が不足している。本講では，米国，欧州市場
に加えて，アジアを中心とした新興国市場について，それぞれに精通した講
師から最新情報を提供する。
　学生は，医療機器開発プロジェクトの国際展開について，方針を立てて適
切な情報収集・連携活動を行えるようになることを目標に，医療機器のグ
ローバル市場についての理解を深める。海外の政治・経済事情，医療制度や
病院・クリニックの状況，ヘルスケア市場，規制や保険の仕組み，製造販売
と流通の仕組みについて学び，広い視野でのグローバルな医療機器開発戦略
を学修する。

コーディネーター：（11 鷹尾　俊達，4 菅野　公二）
第１回：アジアの医療機器開発①（31 Meng-Huang Wu）
第２回：アジアの医療機器開発②（22 大谷　英輝）
第３回：欧州の医療機器開発及びビジネスディベロプメント（28 中西　徹
弥）
第４回：米国の医療機器開発①（27 多田　智裕）
第５回：米国の医療機器開発②（21 池野　文昭）
第６回：革新的医療機器に必要な海外を見据えた戦略と考え方（32 大下
創）
第７回：世界の医療機器開発①（34 内田　毅彦）
第８回：世界の医療機器開発②（35 松本　亨）

オムニバス

先端医学シリーズ 　各種疾患領域における腫瘍,自己免疫疾患,炎症性疾患と免疫システムの関
与について最新の学術的知識を学び,将来的問題点や新規治療への応用の可
能性について考える。

先端医学トピックス 　専門領域を超えて,医学領域全体の知識を理解することにより,幅広い視野
を身につけ,医学領域における様々な先端トピックスを理解する。

大
学
院
特

別
講
義

大学院特別英語 　口頭及び視覚的プレゼンテーションの能力を修得する。
　第二言語での人前での会話に自信を持つ。
　説得力のある言語を使用する能力を修得する。

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ

ジョブ型研究イン
ターンシップ

　ジョブ型研究インターンシップ推進協議会が実施する長期間（２ヶ月以
上）のジョブ型研究インターンシップに参加することにより，自らの専門性
を客観的に観ることで進路の可能性を広げるとともに，今後拡大が見込まれ
るジョブ型採用を見据え，国際競争に耐え得る研究力に裏打ちされた実践力
を養成する。
(講師:1 大谷　亨,2 木内　邦彦,3 祇園　景子,4 菅野　公二,5 富畑　賢
司,6 向井　敏司,7 村垣　善浩,8 森田　圭紀,9 保多　隆裕,10 加藤　博
史,11 鷹尾　俊達,12 中楯　龍,13 和田　則仁)

共同

医
学
研
究
先
端

講
義
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特
別
研
究

特別研究 　博士課程後期課程３年間を通して実施する特別研究では医療機器または医
療機器開発に関する研究テーマを学生は自ら決定し，研究プロジェクトを立
案，企画，推進することで，独創的な成果を得ることが期待される。研究成
果は博士論文として執筆する。

（1 大谷　亨）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについて研究
指導を行う。
（2 木内　邦彦）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係るテー
マについて研究指導を行う。
（3 祇園　景子）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治療パッ
ケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（4 菅野　公二）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治療パッ
ケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（5 富畑　賢司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについて研究
指導を行う。
（6 向井　敏司）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについて研究
指導を行う。
（7 村垣　善浩）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係るテー
マについて研究指導を行う。
（8 森田　圭紀）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係るテー
マについて研究指導を行う。
（9 保多　隆裕）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治療パッ
ケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（10 加藤　博史）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治療パッ
ケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（11 鷹尾　俊達）
　主として，治療・診断機器を適切に動作させるためのシステムや治療パッ
ケージ全般に係るテーマについて研究指導を行う。
（12 中楯　龍）
　主として，体外からアプローチして精密に治療・診断する機器に係るテー
マについて研究指導を行う。
（13 和田　則仁）
　主として，体内に留置して治療・診断する機器に係るテーマについて研究
指導を行う。
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

健康科学研究共通特講
Ⅲ

　健康科学研究を行う上で様々な場面で発生する倫理的課題に対応する
ために，適用される法令を理解する。また，健康科学研究で遭遇する可
能性の高い倫理的課題に関わる具体的な事例に対して，個人や組織の対
応の方法を理解し，倫理的に配慮された健康科学研究を展開できる実践
的能力を修得する。

第１回：健康科学研究の倫理的な実践（43 西村　範行）
第２・３回：研究倫理と規範（63 福山　好典）
第４・５回：大学発ベンチャーの実践と展望（59 立花　太郎）
第６・７回：医療的ケアの実践と課題（57 高田　哲）
第８・９回：QOL支援とQOD支援（64 船戸　正久）
第10・11回：倫理的な健康科学研究計画書の書き方（2 石岡　俊之）
第12・13回：利益相反とそのマネージメント（66 八浪　公夫）
第14・15回：大学における知的財産権の獲得とその活用（60 立岡　敏
雄）

オムニバス

健康科学研究共通特講
Ⅳ

　教員による各領域の研究紹介から，１）大学院生自身が所属する専門
領域の研究法だけでなく健康科学における他の領域の研究法を学び，研
究の現状と動向を広く深く知る，２）前期課程よりも発展的な研究法に
関する知識を学ぶことで院生自身の研究の立案や実施に役立ち，博士論
文に向けたそれぞれの研究をより深め，良いものにする，３)健康科学領
域の研究者間の協働を容易にし，領域間，他分野との共同研究や学際的
な研究をも視野に入れる，といった観点から，健康科学領域の研究法を
学ぶことを目標とする。研究法を学ぶことにより学生への教育の方法・
技術，教育法，そしてその本質・目標について考えることも目指す。

コーディネーター：（23 林　敦子）
第１回：研究法に関するオリエンテーション２（23 林　敦子）
第２回：認知症を対象とした認知機能に関する研究２（23 林　敦子）
第３回：しょうがいを持つ対象者の生活活動に関する研究２（32 内田　
智子）
第４回：特殊環境による生体応答と健康寿命の延伸２（10 藤野　英己）
第５回：組織学的検索法の基礎について２（50 鴨志田　伸吾）
第６回：看護学領域における技術の可視化，定量化に関する研究2（49 
石井　豊恵）
第７回：小児がんのトランスレーショナルリサーチ２（43 西村　範行）
第８回：運動療法に関する研究～ヒトを対象とした運動生理学的観点か
らの追求～２（27 小野　くみ子）
第９回：認知症における血中バイオマーカーの探索（30 吉田　幸祐）
第10回：関節リウマチと日内リズム，時計遺伝子群の関与１（8 柱本　
照）
第11回：サブサハラ・アフリカ諸国における分娩モニタリングの質に関
する研究２（9 藤田　和佳子）
第12回：DPC（Diagnosis Procedure Combination）の保健学研究への応
用２ （41 石田　達郎）
第13回：認知症予防に対する運動を中心とした多因子介入と社会実装に
関する研究２（34 沖　侑大郎）
第14回：心の臨床研究のための基礎知識２（13 毛利　健太朗）
第15回：研究法全体のまとめ２（13 毛利　健太朗）

オムニバス

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（医学系研究科博士課程後期課程健康科学専攻）

科目
区分

健
康
科
学
専
攻
共
通
科
目
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サイエンティフィッ
ク・イングリッシュ特

講Ⅱ

　応用言語学の最新研究から学ぶ専門言語の取得法を基に，英語による
科学論文を作成する際に必要なスキルを体系的に習得することを目的と
している。論文執筆の基礎から，具体的な論文構成，さらには発表の仕
方を学び，学生は英語による科学論文を作成し，国際的な学術コミュニ
ティで自分の研究成果を発表できるようになることを目指し，国際的な
学術コミュニティで活躍するための素養を修得する。

コーディネーター：（7 野田　和惠）
第１回：コーパス言語学と言語分析ツールの学習（62 野口 Judy 津多
江）
第２回：論文執筆の基礎と学術英語（62 野口 Judy 津多江）
第３回：効果的な文献調査と引用（62 野口 Judy 津多江）
第４回： 論文の構成と論理展開（62 野口 Judy 津多江）
第５回：各セクションの書き方 (Introduction)（62 野口 Judy 津多
江）
第６回：各セクションの書き方 (Methods)（62 野口 Judy 津多江）
第７回：各セクションの書き方 (Results)（62 野口 Judy 津多江）
第８回：各セクションの書き方 (Discussion)（62 野口 Judy 津多江）
第９回：抄録の書き方，キーワードの選出（62 野口 Judy 津多江）
第10回：リスニングの練習（62 野口 Judy 津多江）
第11回：暗唱の練習（62 野口 Judy 津多江）
第12回：カバーレターの書き方（62 野口 Judy 津多江）
第13回：研究発表のスピーチ１（62 野口 Judy 津多江，7 野田　和惠）
第14回：研究発表のスピーチ２（62 野口 Judy 津多江，7 野田　和惠）
第15回：研究発表のスピーチ３（62 野口 Judy 津多江，7 野田　和惠）

オムニバス，共同

メディカルデータサイ
エンス特講Ⅱ

　近年，データサイエンスが目覚ましい発展を遂げており，今や医療・
介護分野においても欠かせないものとなっている。よって現代または次
世代の医療における博士人材として，これらの修得は欠かせない。本科
目では，計算機科学の基礎中の基礎から医学分野における最新技術，特
に脳分野における具体的な研究例及び分野融合に必要な素養まで幅広く
概要を解説し，次世代の医療・介護の博士人材に有益な新たなパラダイ
ムを展望する。

コーディネーター：（44 細田　一史，45 大塚　明香）
NICT（国立研究開発法人 情報通信研究機構）のCiNet（未来ICT研究所 
脳情報通信融合研究センター）にも協力を依頼する。

第１回：連携講座の紹介（44 細田　一史，42 上口　貴志，45 大塚　明
香）
第２回：CiNetの紹介（44 細田　一史）
第３回：メディカルデータサイエンスの基礎と例：博士後期課程の水準
で（44 細田　一史）
第４回：計算機・便利アプリ・ネットワーク・個人情報・セキュリティ
の基礎：博士後期課程の水準で（44 細田　一史）
第５回：医療データベース・統計・機械学習・多変量解析・時系列解析
の紹介（44 細田　一史）
第６回：医用生体イメージング１（42 上口　貴志）
第７回：医用生体イメージング２（42 上口　貴志）
第８回：生体磁気計測：技術開発と応用研究（45 大塚　明香）
第９回：運動学習等1（44 細田　一史）
第10回：運動学習等2（44 細田　一史）
第11回：脳波の基礎と活用等（44 細田　一史）
第12回：心理物理学等（44 細田　一史）
第13回：知覚・認知の情報表現等１（44 細田　一史）
第14回：知覚・認知の情報表現等２（44 細田　一史）
第15回：メディカルデータサイエンスのまとめ：博士後期課程の水準で
（44 細田　一史）

オムニバス
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がん看護学特講Ⅱ 　小児がん・AYA（思春期・若年成人）・成人がん患者・サバイバー
が抱える身体的・心理的・社会的課題を解決するエビデンスを創出
するための研究方法について教授する。
　本講義を通して，学生は，小児・AYA・成人がん患者・サバイバー
が抱える身体的・心理的・社会的課題を解決するために実施された
既存の研究と新たな知見を創出する研究について学修する。

講師：（12 宮脇　郁子，46 副島　尭史，28 福田　敦子，35 正垣　
淳子，54 佐藤　伊織，67 中嶋　祥平，68 大城　怜）
第１回：授業の目的・目標の確認，がん患者・サバイバーへの研究
の実例
第２～７回：小児がん患者・サバイバーの実態調査や介入研究
第８～10回：成人がん患者・サバイバーへの実態調査や介入研究
第11～14回：文献抄読
第15回：まとめ

共同

がん看護学演習Ⅱ 　がん患者・サバイバーに関する支援のエビデンスに関するシステ
マティックレビュー・メタアナリシス及びその論文執筆について教
授する。
　本講義を通して，学生は，システマティックレビュー・メタアナ
リシスを用いてがん患者・サバイバーへの支援に関するエビデンス
を実際に整理・統合し，論文を執筆するプロセスについて学修す
る。

講師：（12 宮脇　郁子，46 副島　尭史，28 福田　敦子）
第１～２回：システマティックレビューの実例と文献抄読
第３～８回：システマティックレビューのプロトコル作成・登録
第９～11回：システマティックレビュー・メタアナリシスの実施
第12・13回：システマティックレビュー・メタアナリシスの報告ガ
イドライン
第14回：システマティックレビュー・メタアナリシスの発表
第15回：まとめ

共同

腫瘍学Ⅲ 　オンデマンド教材等を活用し，がんやその治療に関する基礎的な
知識に加え，がん患者に対するチーム医療，緩和ケアなど，がん患
者・サバイバーへの学際的な支援に教授する。
　本講義を通して，学生は，看護師という立場から，チーム医療，
緩和ケア等の様々なフェーズの支援について学修する。

第１～９回：がんとその学際的な医療
第10～14回：医療者のコミュニケーションスキルとカウンセリング
第15回：まとめ

腫瘍学Ⅳ 　オンデマンド教材等を活用し，がんにおける最新の研究やイン電
子変位に応じた治療戦略，がん患者・サバイバーへの学際的支援に
ついて多角的に教授する。
　本講義を通して，学生は，がん患者・サバイバーへの最新のケア
を医学，看護学，リハビリテーション学，社会学，心理学の視点か
ら学修する。

第１～７回：がんにおける最新の研究手法
第８～９回：遺伝子変異に応じたがんの治療戦略
第10～14回：ソーシャルワーク，ピアサポート，看護，リハビリ
テーション等による学際的支援
第15回：まとめ

療養支援看護学特講Ⅱ 　療養支援が必要な健康課題や健康障害をもつ個人・家族を対象
に，健康維持及び健康回復，並びにＱ０Ｌの向上を目指した療養継
続に必要な看護支援や研究課題について，看護や関連学問分野の理
論や概念及び国内外の文献検討を通じて探求する。学生の関心領域
における看護課題について，現状の看護支援や様々な背景（医療や
社会政策等も含む）について，多角的に探求し，課題解決のために
必要な方策について論じることができることを到達目標とし，我が
国における療養支援看護学の発展に向けて，個人・家族への支援の
基盤となる保健医療制度等を含めた療養支援システムの構築につい
ても論じる。

講師：（12 宮脇　郁子，28 福田　敦子，35 正垣　淳子，55 島田　
恵，53 齊藤　奈緒）
第１回：関心領域における中心的な概念や理論について
第２～５回：Lubkin's Chronic Illness: Impact and Intervention
（11版） のpart２（システムと政策）等の輪読を行う
第６・７回：HIV患者への療養支援と政策的課題
第８・９回：医療看護ケアにおける意思決定支援
第10～14回：個人・家族への支援の基盤となる保健医療制度などを
含めた療養支援システムの構築
第15回：まとめ

共同
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実践看護学特講Ⅱ 　本科目では，実践看護学分野における研究能力を高めるため，理
論や方法論の探究を行い，科学的思考力を養うことを目的とする。
各自の研究課題に関連する主要概念や理論を理解し，系統的な文献
検討や論文の抄読，クリティークを通じて基礎的な研究能力を身に
つける。また，実践看護学に関連するの理論や数理モデルを学び，
先進的な研究の動向を把握することで，エビデンスに基づいた実践
的・学術的探究力を涵養する。これにより，適切な研究疑問を立
て，応用力のある研究を実施する力を高めることを目指す。

講師：（41 石田　達郎，39 福重　春菜，36 菅　彩香）
第１回：オリエンテーションと研究の基礎概念
第２回：研究倫理と倫理審査
第３回：実践看護学における主要概念の理解
第４回：系統的文献検討の方法
第５回：理論モデルの学習と活用
第６回：研究デザインと方法論の選択
第７回：データ収集と測定の技法
第８回：データ解析の基礎（定量的研究編）
第９回：データ解析の基礎（定性的研究編）
第10回：論文抄読とクリティークの方法
第11回：先進的研究の動向とトピック
第12回：研究プロポーザル作成ワークショップ
第13回：数理モデルの活用と応用
第14回：研究発表の準備とプレゼンテーション技術
第15回：総合討論と振り返り

共同

老年看護学特講Ⅱ 　本講義では，老年看護学に関する研究を行う上で有用な理論や方
法論の探求を行う。自己の研究に関する主要概念及び主要理論の分
析，系統的文献検討を通して科学的思考力を高める。具体的には，
自己の研究課題に関連する概念や理論について理解を深めることが
できる論文の抄読や研究のクリティークにより研究に関する基礎的
能力を高めることができる高度な研究手法を理解し，自己の研究課
題へ応用できることを到達目標とする。

精神看護学特講Ⅱ 　これまでに学修した精神看護学領域で用いられる研究方法につい
ての理解を深めるとともに，精神看護学領域において重要な概念や
理論の探求とその活用を行う。精神看護学領域における現象学的ア
プローチ，横断研究・コホート研究，大規模調査，介入研究，社会
不安症に対する認知療法などについて修得する。精神疾患をもつ人
への地域生活支援や精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの
構築を探求する。

講師：（5 グライナー　智恵子，38 廣田　美里，37 林　佑太）
第１回～３回：研究倫理、研究デザインと方法論の理解
第４回～６回：精神看護学領域における重要な概念や理論の学習と
活用
第７回～10回：現象学的アプローチ，横断研究・コホート研究，大
規模調査，介入研究，社会不安症に対する認知療法
第11回～14回：スコーピングレビュー・システマティックレ
ビュー・メタアナリシスの理解と応用
第15回：精神疾患をもつ人への地域生活支援，まとめ

共同

家族看護学特講Ⅱ 　こども看護学・家族看護学の内容を包含する．家族員の健康問題
が家族員，家族システムユニット，家族外部環境におよぼす影響と
家族看護の課題について，小児・家族アセスメント（家族機能を含
む）と小児・家族インターベンションに焦点を当て，最新の知見と
研究の動向，看護における研究上の課題を理解できる。

母性看護学特講Ⅱ 　論文の抄読や研究のクリティークを通して，研究に関する基礎的
能力を高めることをねらいとする。また，母性看護学に関する研究
を行う上で有用な理論や方法論の探求を行う。自己の研究課題に関
連する背景や先行研究の探索に基づき，適切な研究疑問を立て，
様々な研究手法を通して自己の研究課題へ応用できることを到達目
標とする。

第１～９回：論文クリティーク（9 藤田　和佳子）
第10～13回：研究プレゼンテーション・ディスカッション（9 藤田　
和佳子）
第14・15回：システマティック・レビュー（65 古田　真里枝）

オムニバス
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地域・公衆衛生看護学特講
Ⅱ

　地域看護学及び公衆衛生看護学に関する諸理論やモデルについて
理解を深める。また，地域看護学及び公衆衛生看護学領域の先進的
研究や今日的課題を中心に，国内外の優れた研究内容やその動向か
ら諸課題を把握し，エビデンスに基づく実践的かつ学術的探究につ
いて考察する。

講師：（3 和泉　比佐子，22 中山　貴美子，18 小寺　さやか）
第１～５回：地域看護学及び公衆衛生看護学に関する諸理論・モデ
ル
第６～15回：論文クリティーク・プレゼンテーション・ディスカッ
ション

共同

看護学演習Ⅱ 　文献レビューを通して，国内外の研究の動向をまとめ，各研究領
域における研究の方法論及びデータ分析の知識と技術，エビデンス
に基づいた実装研究などの研究手法等について体得する。

（3 和泉　比佐子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学についての多様な研究手
法を体得するための演習を実施する。
（5グライナー　智恵子）
　主として，老年看護学・国際看護学についての多様な研究手法を
体得するための演習を実施する。
（9 藤田　和佳子）
　主として，母性看護学・助産学についての多様な研究手法を体得
するための演習を実施する。
（11 法橋　尚宏）
　主として，家族看護学・小児看護学についての多様な研究手法を
体得するための演習を実施する。
（12 宮脇　郁子）
　主として，療養支援看護学についての多様な研究手法を体得する
ための演習を実施する。
（18 小寺　さやか）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学・国際保健学についての
多様な研究手法を体得するための演習を実施する。
（22 中山　貴美子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学についての多様な研究手
法を体得するための演習を実施する。
（46 副島　尭史）
　主として，がん看護学・小児看護学についての多様な研究手法を
体得するための演習を実施する。
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分析医科学特講Ⅱ 　各テーマで最新の研究手法と技術を詳細に解説し，実践的なデー
タ解析演習の導入を図る。研究計画発表での徹底的なディスカッ
ションを行ったうえで，臨床応用を見据えた統合的アプローチの習
得を行う。これらの構成により，より体系的かつ実践的な学修を行
い，研究者としての総合的なスキル向上を目指す。

第１～４回：がん治療の最新研究動向（16 山下　公大，69 堀　裕
一）
第５～８回：腫瘍病態解析の先端研究（16 山下　公大）
第９・10回：栄養管理の最新エビデンス（29 三好　真琴，70 髙橋　
路子）
第11～14回：研究計画発表・ディスカッション（16 山下　公大）
第15回：総括・まとめ（16 山下　公大）

オムニバス

細胞機能構造科学特講Ⅱ 　前期課程の講義内容を掘り下げてさらに発展的に展開する。すな
わち，正常の細胞・組織の機能や構造と様々な疾患・病態における
それらの変化について，最新のトピックスや高度の研究手法等を紹
介する。また，それらが疾患や病態の診断・治療などにいかに適用
される可能性があるのか，について解説する。
　本特講を通して，該当テーマの最先端研究の現状と展望を理解
し，自らの研究に生かすことを目標とする。
　各教員が専門や得意とする分野について講義を行う（血液学・転
写：伊藤，病理学・免疫組織化学：伊藤，生命情報発現科学・免疫
疾患と翻訳：駒井）。

第１・２回：細胞機能・構造科学の学問的基礎と理論（4 伊藤　光
宏）
第３回：細胞機能・構造科学の学問的基礎と理論（19 駒井　浩一
郎）
第４・５回：細胞機能・構造科学の応用的・発展的研究手法（4 伊
藤　光宏）
第６・７回：細胞機能・構造科学の応用的・発展的研究手法（19 駒
井　浩一郎）
第８・９回：細胞機能・構造科学に関するトップジャーナルからの
最新の重要トピックス（4 伊藤　光宏）
第10回：細胞機能・構造科学に関するトップジャーナルからの最新
の重要トピックス（19 駒井　浩一郎）
第11・12回：細胞機能・構造科学の診断・治療への適用と将来の展
望（4 伊藤　光宏）
第13・14回：細胞機能・構造科学の診断・治療への適用と将来の展
望（19 駒井　浩一郎）
第15回：まとめと総括（4 伊藤　光宏，19 駒井　浩一郎）

オムニバス

臨床免疫学特講Ⅱ 　臨床免疫学特講Ⅰの基礎知識を踏まえて，免疫学研究の具体的な
方法論を学び，自ら研究計画を立案，実行できる能力の獲得を目指
す。

第１～３回：現代免疫学研究の潮流を学ぶ
第４～６回：免疫学的実験法の歴史的な推移を踏まえ現状を学ぶ
第７～９回：現代免疫学のトピックスから研究テーマ選択の方法を
考える
第10～14回：個々の研究計画発表
第15回：まとめ
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ヒューマンヘルス特講Ⅱ 　本講義は，博士課程後期課程の学生を対象に，健康寿命の延伸に
向けてのヒューマンヘルスについて，代謝等の病態面や実践面から
考えてもらうことを目的としている。現在，我が国の医療において
最も重要な課題は，生活習慣病の予防・治療であり，引き続いて生
じるフレイル，サルコペニア及び認知症の予防である。生活習慣病
の予防・治療を実践しフレイル，サルコペニア及び認知症を予防す
るためには，代謝等病態の医学知識に加えて，臨床検査学，リハビ
リテーション医学，看護学等の各分野の実臨床を総合的に学ぶ必要
がある。
　本講義では，高血圧症，糖尿病，メタボリックシンドローム等の
生活習慣病やフレイル，サルコペニア及び認知症，それらと関連す
るリハビリテーション医学・医療の最新内容を可能な限り取り入れ
る。また，その予防・治療の基礎となる食事・運動に関する基本的
及び最新の知見並びに生活習慣病改善とフレイル，サルコペニア及
び認知症予防のために最も必要な効果的な動機付け，行動変容等を
学ぶことにより，健康寿命の延伸に向けてのヒューマンヘルスの研
究に生かすことができるようにする。

第１回：超高齢社会と生活習慣病update（15 安田　尚史）
第２回：慢性炎症と1型糖尿病研究（15 安田　尚史）
第３回：糖尿病と運動療法トピック（27 小野　くみ子）　
第４回：生活習慣病予防・改善のための療養行動支援update（12 宮
脇　郁子）
第５回：こどもの発達とその障害トピック（43 西村　範行）
第６回：小児がん研究（43 西村　範行） 
第７回：生活習慣病・脂質異常症・高血圧のトピックス （41 石田　
達郎） 
第８回：脂質異常症研究update（41 石田　達郎）
第９回：タバコによる生活習慣病update（40 石川　朗）　
第10回：運動療法研究update（27 小野　くみ子）
第11回：認知症とフレイル研究（34 沖　侑大郎）
第12回：認知症の臨床研究update（34 沖　侑大郎）
第13回：慢性炎症性疾患と臨床検査（30 吉田　幸祐）
第14回：高齢者糖尿病と認知症研究トピック（15 安田　尚史）
第15回：総括（15 安田　尚史）

オムニバス

病態解析学演習Ⅱ 　各担当教員が，専門である「細胞機能・構造科学」，「臨床免疫
学」，「分析医科学」，「ヒューマンヘルス」の研究課題，将来展
望を見据えた演習計画を作成し，それを共有する履修生が，将来，
研究者あるいは教育者として自立できるよう，個々人の長所を延ば
せる演習指導を行う。

（4 伊藤　光宏）
　主として，細胞機能・構造科学についての自身の研究課題を題材
にして方法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高
度な研究能力を滋養する。
（8 柱本　照）
　主として，臨床免疫学についての自身の研究課題を題材にして方
法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高度な研究
能力を滋養する。
（15 安田　尚史）
　主として，ヒューマンヘルスについての自身の研究課題を題材に
して方法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高度
な研究能力を滋養する。
（16 山下　公大）
　主として，分析医科学についての自身の研究課題を題材にして方
法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高度な研究
能力を滋養する。
（19 駒井　浩一郎）
　主として，細胞機能・構造科学についての自身の研究課題を題材
にして方法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高
度な研究能力を滋養する。
（29 三好　真琴）
　主として，分析医科学についての自身の研究課題を題材にして方
法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高度な研究
能力を滋養する。
（30 吉田　幸祐）
 主として，ヒューマンヘルスについての自身の研究課題を題材にし
て方法論的に高度な演習計画を作成し遂行することにより，高度な
研究能力を滋養する。
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リハビリテーション管
理学Ⅱ

　博士後期課程学生を対象に，リハビリテーション管理学特講Ⅰの学習
の深達度を深めて，リハビリテーションの実践と教育の現場で，より実
践的な立場で活用できるようになることを目標として，詳細な管理シス
テム構築，最先端の先進的な管理と，学習要項のアップデートに対応し
たセラピストに対するリハビリテーション教育の実践まで，リハビリ
テーションの総合的な管理と後進の育成に必要とされる様々，かつ高度
に実践的な内容を修得する。

コーディネーター：（25 三浦　靖史，1 秋末　敏宏）
第１～３回：管理的思考の必要性-社会人大学院生を指導する立場から思
うこと-：博士後期課程の視点からの学び（58 高畑　進一）
第４～６回：義肢装具のマネジメント：博士後期課程の視点からの学び
（51 川村　慶）
第７～９回：災害時にリハ専門職がすること，できること-最近の事例を
通じて-：博士後期課程の視点からの学び（61 冨岡　正雄）
第10～12回：高齢化社会における国際リハビリテーションの展望と課題
（48 浅井　剛）
第13～15回：専門職としてのICUリハビリテーション医療：博士後期課程
の視点からの学び（52 幸田　剣）
第16～18回：マネージメント・リーダーシップ論から考えるセラピスト
教育について：博士後期課程の視点からの学び（56 庄本　康治）

オムニバス

リハビリテーション科
学研究法Ⅱ

　リハビリテーション科学に関する研究テーマでの研究を実践する能力
を涵養するために，博士課程前期課程での経験値をさらに高め，より発
展的な研究テーマの決定，先行研究のレビュー,計画立案，倫理審査書類
作成，実験・調査の実施，データ解析などの研究の一連の過程をAIの活
用も含めて体験する。

第１回：研究の背景を深掘りするための情報収集１
第２回：研究の背景を深掘りするための情報収集２
第３回：参考文献選択時のAIの使い方１
第４回：参考文献選択時のAIの使い方２
第５回：参考文献通読時のAIの使い方１
第６回：参考文献通読時のAIの使い方２
第７回：参考文献通読時のAIの使い方３
第８回：研究計画の立て方１
第９回：研究計画の立て方２
第10回：適切な統計の選び方１
第11回：適切な統計の選び方２
第12回：研究結果のまとめ方
第13回：研究論文における考察のまとめ方
第14回：研究成果の発表方法１
第15回：研究成果の発表方法２

基礎リハビリテーショ
ン科学特講Ⅱ

基礎医学等の基礎科学を用いたリハビリテーション研究に関するテーマ
での研究を実践する能力を涵養するために，先行研究のレビュー,計画立
案，倫理審査書類作成，実験の実施，データ解析等の研究の一連の過程
を体験する。

コーディネーター：（10 藤野　英己）
第１回：基礎科学を用いたリハビリテーション研究への応用（10 藤野　
英己）
第２回：環境制御とリハビリテーション研究（10 藤野　英己）
第３回：アスリートサポートとリハビリテーション研究（10 藤野　英
己）
第４回：機能性栄養食品とリハビリテーション研究（10 藤野　英己）
第５回：国際共同研究とリハビリテーション科学（10 藤野　英己）
第６回：創傷治癒とトランスレーショナルリサーチ（24 前重　伯壮）
第７回：物理療法とトランスレーショナルリサーチ（24 前重　伯壮）
第８回：細胞外小胞とトランスレーショナルリサーチ（24 前重　伯壮）
第９回：免疫とトランスレーショナルリサーチ（24 前重　伯壮）
第10回：日常生活とトランスレーショナルリサーチ（24 前重　伯壮）
第11回：遺体を使用する際の研究倫理とリハビリテーション研究（20 田
中　貴士）
第12回：遺体科学とリハビリテーション研究（20 田中　貴士）
第13回 形態学的研究手法のリハビリテーション研究への応用（20 田中　
貴士）
第14回 肉眼レベルの形態学とリハビリテーション研究（20 田中　貴
士）
第15回 組織学的的手法とリハビリテーション研究（20 田中　貴士）

オムニバス
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運動器リハビリテー
ション科学特講Ⅱ

　リハビリテーション医療では，運動器疾患に起因する様々な運動機能
障害や姿勢・運動異常を扱う。
　これを踏まえ，本講義では様々な運動機能障害の発症機序や障害構造
の分析及びそれらに対するリハビリテーション機能診断・評価，リハビ
リテーション治療アプローチに関する最新の動向と知見を講義し，自ら
研究課題に最新知見を取り入れ，最新かつ高度な運動器リハビリテー
ション研究の開拓に資することを目指す。

コーディネーター：（1 秋末　敏宏）
第１回：免疫及び修復とリハビリテーション・総論 （24 前重　伯壮）
第２回：免疫及び修復とリハビリテーション・各論 （24 前重　伯壮）
第３回：運動器リハビリテーションとスポーツ医療・総論（1 秋末　敏
宏，31 上田　雄也）
第４回：運動器リハビリテーションとスポーツ医療・各論（1 秋末　敏
宏，31 上田　雄也）
第５回：運動器リハビリテーションと疫学/データサイエンス・総論（1 
秋末　敏宏，31 上田　雄也）
第６回：運動器リハビリテーションと疫学/データサイエンス・各論（1 
秋末　敏宏，31 上田　雄也）
第７回：運動器リハビリテーションと再生医療・総論（1 秋末　敏宏）
第８回：運動器リハビリテーションと再生医療・基礎研究各論（1 秋末　
敏宏）
第９回：運動器リハビリテーションと再生医療・臨床研究各論（1 秋末　
敏宏）
第10回：関節疾患のリハビリテーションにおけるエビデンス・総論 （14 
森山　英樹）
第11回：関節疾患のリハビリテーションにおけるエビデンス・各論 （14 
森山　英樹）
第12回：がんリハビリテーションのエビデンス・総論（25 三浦　靖史）
第13回：がんリハビリテーションのエビデンス・各論（25 三浦　靖史）
第14回：筋疾患のリハビリテーションにおけるエビデンス・総論（10 藤
野　英己）
第15回：筋疾患のリハビリテーションにおけるエビデンス・各論（10 藤
野　英己）

オムニバス

神経リハビリテーショ
ン科学特講Ⅱ

　脳血管障害・パーキンソン病・脊髄損傷等の神経疾患に対する予防・
治療・リハビリテーションは，ニューロモデュレーションに代表される
ように，近年飛躍的な進歩を遂げている。そこで，神経疾患に対する標
準的な予防・治療・リハビリテーションを十分に学んだ上で，それらの
最新の予防・治療・リハビリテーションを知り，さらに今後のリハビリ
テーションの発展につながる可能性のある最新の研究成果について学修
する。

コーディネーター：（14 森山　英樹）
第１回：脳血管障害の標準的な予防・治療法（14 森山　英樹）
第２回：脳血管障害の標準的なリハビリテーション（17 井澤　和大）
第３回：パーキンソン病の標準的な予防・治療法（14 森山　英樹）
第４回：パーキンソン病の標準的なリハビリテーション（17 井澤　和
大）
第５回：脊髄損傷の標準的な予防・治療法（14 森山　英樹）
第６回：脊髄損傷の標準的なリハビリテーション（17 井澤　和大）
第７回：脳血管障害の最新の予防・治療法（20 田中　貴士）
第８回：脳血管障害の最新のリハビリテーション（20 田中　貴士）
第９回：パーキンソン病の最新の予防・治療法（14 森山　英樹）
第10回：パーキンソン病の最新のリハビリテーション（17 井澤　和大）
第11回：脊髄損傷の最新の予防・治療法（14 森山　英樹）
第12回：脊髄損傷の最新のリハビリテーション（17 井澤　和大）
第13回：脳血管障害のリハビリテーションに関する最新研究（20 田中　
貴士）
第14回：パーキンソン病のリハビリテーションに関する最新研究（20 田
中　貴士）
第15回：脊髄損傷のリハビリテーションに関する最新研究（20 田中　貴
士）

オムニバス
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内部リハビリテーショ
ン科学特講Ⅱ

　本講義では，循環器・代謝性疾患に起因する併存・重複疾患に関する
課題を評価・分析する研究課題について学修する。
　これを踏まえ，主に循環器・代謝性疾患の発症機序や障害構造の分析
及びそれらに対するリハビリテーション機能診断・評価，リハビリテー
ション治療アプローチに関する最新の動向と知見を講義し，自身の研究
課題に最新知見を取り入れ，最新かつ高度な内部リハビリテーション研
究の開拓に着手することを目標とする。

コーディネーター：（17 井澤　和大）
第１回：循環器病対策推進基本計画（現状と課題・政策の背景と目的・
対策）（17 井澤　和大）
第２回：循環器疾患の病態生理・診断方法と治療法・治療技術とその応
用（17 井澤　和大）
第３回：身体機能の評価方法・身体活動の重要性とその促進方法（17 井
澤　和大）
第４回：Sedentary behavior (座位行動の影響と改善策)（17 井澤　和
大）
第５回：急性期の循環器疾患管理・リハビリテーションの役割（17 井澤　
和大）
第６回：急性期から回復期への移行（17 井澤　和大）
第７回：回復期におけるリハビリテーションの目標とプログラム（17 井
澤　和大）
第８回：維持期・地域におけるリハビリテーションの重要性（17 井澤　
和大）
第９回：エネルギー代謝（27 小野　くみ子）
第10回：糖尿病の病態と検査（27 小野　くみ子）
第11回：糖尿病の治療（食事療法，薬物療法，運動療法）（27 小野　く
み子）
第12回：糖尿病の合併症（27 小野　くみ子）
第13回：糖尿病のリハビリテーション（27 小野　くみ子）
第14回：肥満症のリハビリテーション（27 小野　くみ子）
第15回：慢性腎臓病のリハビリテーション（27 小野　くみ子）

オムニバス

脳機能リハビリテー
ション科学特講Ⅱ

　神経変性疾患は，正常に発達した脳内に様々な異常蛋白が蓄積し，神
経細胞が選択的に障害され細胞死にいたり，様々な機能障害が出現する
疾患である。
　本講座では，脳神経内科で扱う変性疾患に加えて免疫性疾患の治療介
入を考える上で，その病態生理がどこまで判明して治療が可能となった
のか，リハビリテーションのエビデンスを踏まえて概説する。

コーディネーター：（6 古和　久朋）
第１回：アルツハイマー病の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第２回：アルツハイマー病のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第３回：パーキンソン病の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第４回：パーキンソン病のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第５回：多発性硬化症の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第６回：多発性硬化症のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第７回：神経菌接合部疾患の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第８回：神経菌接合部疾患のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第９回：免疫性末梢神経障害の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第10回：免疫性末梢神経障害のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第11回：筋疾患の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第12回：筋疾患のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第13回：筋萎縮性側索硬化症の病態生理と薬物治療（6 古和　久朋）
第14回：筋萎縮性側索硬化症のリハビリテーション（47 園田　悠馬）
第15回：多因子介入による認知症の予防（6 古和　久朋）

オムニバス
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精神科リハビリテー
ション科学特講Ⅱ

　精神科リハビリテーションの現状及び最新の知見について講義する。
精神科リハビリテーションは，医療・保健・福祉の中で提供されている
が，精神科疾患の種類は多く複雑であるため，その科学的根拠は十分と
は言えない。
　これを踏まえて，現在の精神科医療を含めた精神科リハビリテーショ
ン，精神科疾患に起因する様々な精神症状や生活障害に対して効果的な
リハビリテーション手法の最新の動向と知見を紹介，講義する。これに
より，受講者自らの研究課題に最新知見を取り入れること，そして，科
学的思考による精神科リハビリテーション研究の発展に資することを目
標とする。

コーディネーター：（13 毛利　健太朗）
第１回：精神科治療とリハビリテーション（13 毛利　健太朗）
第２回：精神科疾患と生物学的治療（13 毛利　健太朗）
第３回：精神科疾患と生物学的治療（13 毛利　健太朗）
第４回：薬物療法（13 毛利　健太朗）
第５回：心理社会療法（13 毛利　健太朗）
第６回：心理社会療法（13 毛利　健太朗）
第７回：精神科医療システムとその現状１（26 四本　かやの）
第８回：精神科医療システムとその現状２（26 四本　かやの）
第９回：精神科リハビリテーション：精神科作業療法 （26 四本　かや
の）
第10回：精神科リハビリテーション：精神科デイケア（26 四本　かや
の）
第11回：精神科リハビリテーション：就労支援（26 四本　かやの）
第12回：精神科リハビリテーション：再発防止・入院予防（26 四本　か
やの）
第13回：精神科リハビリテーション：長期入院（33 胡　友恵）
第14回：精神科リハビリテーション：保健・福祉分野（33 胡　友恵）
第15回：精神科リハビリテーションの最新のトピック（13 毛利　健太
朗）

オムニバス

作業生活リハビリテー
ション科学特講Ⅱ

　作業生活リハビリテーション科学特講Ⅰでは，運動機能や作業能力，
生活機能，補完学に対して作業療法の観点から事例を学び，考察し，発
表する体験を通して，リハビリテーション科学の専門性を高めることを
目的とした。特講Ⅱでは，より作業療法における専門的な文献探索，
データ解析，研究計画，プレゼンテーション，研究準備や検討事項に取
り組む。

コーディネーター：（7 野田　和惠）
第１回：作業療法における先行研究の批判的解釈３（21 長尾　徹）
第２回：作業療法における先行研究の批判的解釈４（21 長尾　徹）
第３回：作業療法における研究論文の校正３（21 長尾　徹）
第４回：作業療法における研究論文の校正４（21 長尾　徹）
第５回：作業分析と作業能力評価２（21 長尾　徹）　
第６回：運動機能障害と食生活３（7 野田　和惠）
第７回：運動機能障害と食生活４（7 野田　和惠）
第８回：研究結果の解析と報告３（7 野田　和惠）
第９回：研究結果の解析と報告４（7 野田　和惠）
第10回：関連領域との連携・協同２（7 野田　和惠）
第11回：作業療法研究に必要な準備と検討事項３（32 内田　智子）
第12回：作業療法研究に必要な準備と検討事項４（32 内田　智子）
第13回：運動機能障害，高次脳機能障害と関連活動（育児など）３（32 
内田　智子）
第14回：運動機能障害，高次脳機能障害と関連活動（育児など）４（32 
内田　智子）
第15回：文献検索と整理・管理２（32 内田　智子）

オムニバス
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行動神経リハビリテー
ション科学特講Ⅱ

　認知，運動機能，社会性のある行動と関連するの神経機序を解明する
健常脳による脳画像研究や損傷脳による神経心理学的研究をリハビリ
テーションに応用した最新の研究の手法や解析方法を学ぶ。そして，そ
の知見を応用した新たなリハビリテーション評価及び治療方法の開発に
向けた論理的思考とKnowledge Gapの考え方を学修する。また，地域住民
への健康増進に向けた疫学的研究手法についても修得を目指す。

コーディネーター：（2 石岡　俊之）
第１回：脳画像を用いた神経解剖と脳領域の同定の仕方 （2 石岡　俊
之）
第２回：論理的思考とKnowledge Gap（2 石岡　俊之）
第３回：N of 1研究による脳の損傷領域と疾患の徴候との関係性の最新
知見（2 石岡　俊之）
第４回：N of 1研究による認知機能に対するリハビリテーション介入研
究（2 石岡　俊之）
第５回：左大脳半球と関連した認知機能と神経心理学検査と解釈（23 林　
敦子）
第６回：右大脳半球と関連した認知機能とその神経心理学検査と解釈
（23 林　敦子）
第７回：前頭葉機能と関連した認知機能とその神経心理学検査と解釈
（23 林　敦子）
第８回：注意機能と記憶と関連した神経心理学検査と解釈（23 林　敦
子）
第９回：新たな認知機能評価の開発研究（信頼性・妥当性）（23 林　敦
子）
第10回：新たな認知機能評価の学際的開発研究（23 林　敦子）
第11回：機械学習研究による脳の損傷領域と疾患の徴候との関係性の最
新知見（2 石岡　俊之）
第12回：機械学習研究によるリハビリテーション介入研究1（2 石岡　俊
之）
第13回：機械学習研究によるリハビリテーション介入研究1（2 石岡　俊
之）
第14回：疫学的研究による地域の健康調査方法（横断研究）（2 石岡　
俊之）
第15回：疫学的研究による地域の健康調査方法（縦断研究）（2 石岡　
俊之）

オムニバス

生命情報融合論Ⅱ 　情報科学はあらゆる場面で必須となっており，それは生命研究分野や
医療現場でも同様である。現代または次世代の医療における博士人材と
して，これらの修得は欠かせない。よって生命システムや情報科学の基
礎を理解し，自らの博士研究や業務等に生かせるようになる。
　本科目では各博士課程後期課程の受講生の業務や研究活動のサポート
につながるような演習等を設定して知識と技術の涵養を行う。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
科
学
分
野
専
門
科
目

－基本計画書－187－



医用画像情報科学Ⅱ 　画像診断をより深く理解し，新たなリハビリテーション科学研究の創
出と高度チーム医療の実践につなげるため，さまざまな医用画像の撮像
原理や画像特性，画像コントラストとその背景にある病態生理との関係
について学ぶ。また画像の生成や処理，解析，評価のための理論と方法
を概観することで画像情報科学の基礎を習得し，自身の研究課題への応
用法を考察する。

人間情報科学Ⅱ 　現代または次世代の医療における博士人材として，人間情報や人工知
能の修得は欠かせないものとなっている。脳をはじめとした人間情報の
計測，それを解析する情報技術や脳を模倣した人工知能について学び，
自らの博士研究や業務などに活かせるようになる。
　本科目では各博士後期の受講生の業務や研究活動のサポートにつなが
るような演習などを設定して知識と技術の涵養を行う。

講師：（44 細田　一史，45 大塚　明香）
第１回：各博士後期受講生の状況や修得度のすり合わせ
第２回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人間情報の基礎を学ぶ
１
第３回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人間情報の基礎を学ぶ
２
第４回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人間情報の基礎を学ぶ
３
第５回：博士後期受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ
１
第６回：博士後期受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ
２
第７回：博士後期受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ
３
第８回：博士後期受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ
４
第９回：博士後期受講生に関係するCaseを通してプログラミングを学ぶ
５
第10回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ１
第11回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ２
第12回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ３
第13回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ４
第14回：博士後期受講生に関係するCaseを通して人工知能を学ぶ５
第15回：人間情報科学のまとめ

共同
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リハビリテーション科
学演習Ⅱ

　研究に関する研究目的の設定，研究の方法論及びデータ分析の知識と
技術について基本的な方法論を理解でき，研究発表や論文作成（英文）
が実践できる能力を体得する。

（1 秋末　敏宏）
　主として，整形外科学についての研究手法を体得するための演習を実
施する。
（2 石岡　俊之）
　主として，疾病，傷病による知覚･認知･行動の変化が起こる神経機序
の解明及び介入方法の開発についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（6 古和　久朋）
　主として，神経内科学についての研究手法を体得するための演習を実
施する。
（7 野田　和惠）
　主として，身体障害作業療法学についての研究手法を体得するための
演習を実施する。
（10 藤野　英己）
　主として，骨格筋障害に対する予防や治療についての研究手法を体得
するための演習を実施する。
（13 毛利　健太朗）
　主として，精神科リハビリテーションについての研究手法を体得する
ための演習を実施する。
（14 森山　英樹）
　主として，基礎理学療法学・運動器理学療法学・神経理学療法学につ
いての研究手法を体得するための演習を実施する。
（17 井澤　和大）
　主として，内部障害理学療法学についての研究手法を体得するための
演習を実施する。
（20 田中　貴士）
　主として，基礎理学療法学・神経理学療法学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（21 長尾　徹）
　主として，基礎作業学における研究手法を体得するための演習を実施
する。
（23 林　敦子）
　主として，脳機能低下がみられる患者，健常者を対象として，認知機
能・精神症状の評価・介入についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（24 前重　伯壮）
　主として，物理療法学についての研究手法を体得するための演習を実
施する。
（25 三浦　靖史）
　主として，リハビリテーション医学についての研究手法を体得するた
めの演習を実施する。
（26 四本　かやの）
　主として，精神障害者に対するリハビリテーション介入・評価につい
ての研究手法を体得するための演習を実施する。
（42 上口　貴志）
　主として，医用画像解析学についての研究手法を体得するための演習
を実施する。
（44 細田　一史）
　主として，健康情報科学についての研究手法を体得するための演習を
実施する。
（47 園田　悠馬）
　主として，認知作業療法学についての研究手法を体得するための演習
を実施する。
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ジョブ型研究インター
ンシップ

　インターンシップに参加することにより，自らの専門性を客観的に観
ることで進路の可能性を広げるとともに，今後拡大が見込まれるジョブ
型採用を見据え，国際競争に耐え得る研究力に裏打ちされた実践力を養
成することを目標としている。

特
別
研
究

特別研究 　博士課程後期課程の３年間を通して実施する特別研究では健康科学に
関する研究テーマを学生自ら決定し，研究計画の立案，実験や調査の実
施，データの解釈や分析といった一連の研究過程を実践することで，独
創的な成果を得る。研究成果は博士論文として執筆する。

（1 秋末　敏宏）
　主として，整形外科学についての研究手法を体得するための演習を実
施する。
（2 石岡　俊之）
　主として，疾病，傷病による知覚･認知･行動の変化が起こる神経機序
の解明及び介入方法の開発に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（5 グライナー　智恵子）
　主として，老年看護学・国際看護学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（6 古和　久朋）
　主として，神経内科学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（7 野田　和惠）
　主として，身体障害作業療法学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（9 藤田　和佳子）
　主として，母性看護学・助産学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（10 藤野　英己）
　主として，骨格筋障害に対する予防や治療についての研究手法を体得
するための演習を実施する。
（11 法橋　尚宏）
　主として，家族看護学・小児看護学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（12 宮脇　郁子）
　主として，療養支援看護学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（13 毛利　健太朗）
　主として，精神科リハビリテーションに係る研究テーマについての研
究指導を行う。
（14 森山　英樹）
　主として，基礎理学療法学・運動器理学療法学・神経理学療法学に係
る研究テーマについての研究指導を行う。
（15 安田　尚史）
　主として，ヒューマンヘルスに係る研究テーマについての研究指導を
行う。
（16 山下　公大）
　主として，分析医科学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（17 井澤　和大）
　主として，内部障害理学療法学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（18 小寺　さやか）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学・国際保健学に係る研究テー
マについての研究指導を行う。
（19 駒井　浩一郎）
　主として，細胞機能・構造科学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（20 田中　貴士）
　主として，基礎理学療法学・神経理学療法学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（22 中山　貴美子）
　主として，地域看護学・公衆衛生看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（23 林　敦子）
　主として，脳機能低下がみられる患者，健常者を対象として，認知機
能・精神症状の評価・介入に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（24 前重　伯壮）
　主として，物理療法学に係る研究テーマについての研究指導を行う。
（25 三浦　靖史）
　主として，リハビリテーション医学に係る研究テーマについての研究
指導を行う。
（26 四本　かやの）
　主として，精神障害者に対するリハビリテーション介入・評価に係る
研究テーマについての研究指導を行う。
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授業科目の名称 主要授業科目 講義等の内容 備考

アントレプレナー・リー
ダーシップ学特論

　起業や新規事業の推進に必要なマネジメント能力及びリーダー
シップ力を授ける。
　医療機器開発において全く新しい製品を開発して世に出すために
は，既存事業の継続で必要な経営や技術に関する知識だけでなく，
強いリーダーシップとアントレプレナーシップ（起業家精神）が必
要とされる。学生は，特に新規事業で重要なマネジメント能力，
リーダーシップ力，ポジティブ思考，ネットワーク力を身に付ける
ために，プレゼンテーションスキル，チーミングスキル，リーダー
としての行動・判断，アントレプレナー／イントレプレナーとは，
キャリアデザインについて学修し，さらには実際の起業家（米国）
の生の声を聞いて学びを深める。

コーディネーター：（36 富畑　賢司，34 村垣　善浩）
第１回：プレゼンテーションスキル（ピッチスキル，文章スキル）
（39 原　陽介）
第２回：チーミング（多様な人材，学習するチーム，チームビル
ディングの重要性）（51 永元　哲治）
第３・４回：キャリアデザイン（アントレプレナー，イントレプレ
ナー他の判断）（43 加藤　毅）
第５回：エフェクチュエーション（40 吉田　満梨）
第６回：リーダーシップ論（医療機器関係の企業，アントレプレ
ナー起業家による経験紹介）（31 熊野　正樹）
第７回：リーダーシップ論（医療機器関係の企業，アントレプレ
ナー起業家による経験紹介）（41 青山　裕紀）
第８回：リーダーシップ論（医療機器関係の企業，アントレプレ
ナー起業家による経験紹介）（47 塩村　仁）

オムニバス

プロジェクトマネジメント
学特論

　プロジェクトマネジメントに必要な知識やスキルを授ける。
　初期の医療機器開発プロジェクトを自ら先導できるようにするた
めに，また，適切にプロジェクトの資金を運用するために，多職種
から構成されるチームを効率的に管理する方法を理解することが重
要である。
　学生は，プロジェクトとは何か，通常業務との違い，プロジェク
トマネジメントの概要，計画立案，プロジェクトマネジメントの
ツール（マイルストーン，WBS，ガントチャートによるプロジェク
ト管理，リスクログ分析等）の学修を通して，効果的なプロジェク
トの管理方法の概要を学ぶ。
　講義に加えて，「医療機器コンセプト創造演習」で作成した課題
をベースにワークを行う。

コーディネーター：（30 木内　邦彦，59 山口　智子）
第１～３回：プロジェクトの実例（55 波多　伸彦）
第２～４回：プロジェクトマネジメント総論（39 原　陽介）
第５・６回：プロジェクトマネジメント・ワークショップ（医療機
器コンセプト創造演習よりテーマを継続）（39 原　陽介）
第７・８回：医療機器開発ケースメソッド（35 保多　隆裕）

オムニバス

総
合
知
基
盤
科
目

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（医学系研究科博士課程後期課程未来社会医学専攻）

科目
区分
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サイエンティフィック・イ
ングリッシュ特講Ⅱ

　応用言語学の最新研究から学ぶ専門言語の取得法を基に，英語に
よる科学論文を作成する際に必要なスキルを体系的に習得すること
を目的としている。論文執筆の基礎から，具体的な論文構成，さら
には発表の仕方を学び，学生は英語による科学論文を作成し，国際
的な学術コミュニティで自分の研究成果を発表できるようになるこ
とを目指し，国際的な学術コミュニティで活躍するための素養を修
得する。

コーディネーター：（32 野田　和惠）
第１回：コーパス言語学と言語分析ツールの学習（54 野口 Judy
津多江）
第２回：論文執筆の基礎と学術英語（54 野口 Judy 津多江）
第３回：効果的な文献調査と引用（54 野口 Judy 津多江）
第４回： 論文の構成と論理展開（54 野口 Judy 津多江）
第５回：各セクションの書き方 (Introduction)（54 野口 Judy 津
多江）
第６回：各セクションの書き方 (Methods)（54 野口 Judy 津多
江）
第７回：各セクションの書き方 (Results)（54 野口 Judy 津多
江）
第８回：各セクションの書き方 (Discussion)（54 野口 Judy 津多
江）
第９回：抄録の書き方，キーワードの選出（54 野口 Judy 津多
江）
第10回：リスニングの練習（54 野口 Judy 津多江）
第11回：暗唱の練習（54 野口 Judy 津多江）
第12回：カバーレターの書き方（54 野口 Judy 津多江）
第13回：研究発表のスピーチ１（54 野口 Judy 津多江，32 野田
和惠）
第14回：研究発表のスピーチ２（54 野口 Judy 津多江，32 野田
和惠）
第15回：研究発表のスピーチ３（54 野口 Judy 津多江，32 野田
和惠）

オムニバス，共同

公衆衛生学・疫学Ⅱ 　臨床医学が個人の疾病を対象とするのに対し，公衆衛生学は集団
の健康を対象とするものである。現代の公衆衛生学としてキーワー
ドとなる，予防医学・環境の改善・生活水準の保障・健康教育の推
進等を授業のテーマとする。各学修項目に対する学生プレゼンテー
ション・ディスカッションを取り入れ，理解を深める。

第１回：公衆衛生概論（9 篠原　正和）
第２回：衛生統計と疫学（26 片岡　葵）
第３回：我が国の保健行政（9 篠原　正和）
第４回：兵庫県における保健医療行政（50 田所　昌也）
第５回：医療の医療費と医療経済（45 佐方　信夫）
第６回：包括地域ケアと在宅医療（42 岩本　喜嵩）
第７回：疾病と社会構造の関係（53 西岡　大輔）
第８回：医療の倫理と安全（9 篠原　正和）

オムニバス

予防医学と保健の実践と評
価Ⅱ

　職域・地域等をフィールドとして，健診結果や疫学研究の成果を
成員にフィードバックすることにより，予防保健につなげる実践活
動について，主に事例研究（ケーススタディ）を通じて学ぶ。
　主な内容は以下のとおり：健康目標の設定とその評価，実施組織
の構築と役割・費用分担，成員の合意形成と情報のフィードバッ
ク・コミュニケーション，プライバシーと個人情報保護，職域保健
活動の事例（産業医の役割），地域保健活動の事例（保健師の役
割）等，各学修項目に対する学生プレゼンテーション・ディスカッ
ションを取り入れ，理解を深める。

第１回：予防医学概論（9 篠原　正和）
第２回：がんの予防対策（9 篠原　正和）
第３回：心疾患の予防対策（5 小林　成美）
第４回：脳血管疾患の予防対策（9 篠原　正和）
第５回：感染症の予防対策（13 宮良　高維）
第６回：母子保健（52 西尾　久英）
第７回：労働災害の予防対策（9 篠原　正和）
第８回：災害医療（58 水谷　和郎）

オムニバス

総
合
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基
盤
科
目
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目
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１
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臨床疫学Ⅱ  疫学研究並びに公衆衛生活動を実際に行いたいと考えている学生
にとって必須の 「疫学的な考え方」と知識，基本的な技術を提供
する講義である。地域・職域等，社会（生活環境下）で実施する疫
学研究の理論と方法についての基本を理解することを目的とする。
この種の疫学研究を実施・実践する際や利用する際に考慮すべき点
を理解し，その具体的な方法と技術について学ぶ。学修内容とし
て，予防保健と疫学の関連，疫学的思考法，疫学研究論文の読み
方，疫学研究のデザイン，測定誤差の種類と対策，疾患からみた疫
学研究，生活要因からみた疫学研究，保健業務における疫学研究の
考え方と方法，保健業務や疾病予防活動への研究成果の利用方法等
が含まれる。各学修項目に対する学生プレゼンテーション・ディス
カッションを取り入れ，理解を深める。

第１回：疫学の歴史（27 小野　玲）
第２回：記述疫学の目的と方法（37 門間 陽樹）
第３回：生態学的研究の目的と方法（26 片岡　葵）
第４回：横断研究の目的と方法（9 篠原　正和）
第５回：症例対照研究の目的と方法（9 篠原　正和）
第６回：コホート研究の目的と方法（9 篠原　正和）
第７回：介入研究の目的と方法（9 篠原　正和）
第８回：疫学研究の医学への活用（9 篠原　正和）

オムニバス

臨床研究開発の実践 　生命科学研究の成果を実用化につなげる医療研究開発では，新し
い技術や製品を実際の臨床医療現場において診療を実践しつつ同時
に評価する必要がある。そのために行われる臨床研究・臨床試験
は，医療技術開発の最終段階にあって最大の要であり，その実践の
ためには，学問的な有効性と安全性，製品開発にかかる知財や権利
関係，臨床研究の正当な方法論や評価方法，さらに様々な技術や製
品の特性に沿った医療・薬事規制の相違についても理解が必要であ
る。また，近年益々国際化，高度化，複雑化する臨床試験の立案・
計画・実施に対し，専門的に支援する各種支援専門職の職能と効用
を理解することも有用である。
　本講義では，これら臨床研究開発に関する実践的な知識ととも
に，多数のステークホルダーや支援職種と協働して，より安全かつ
効率的に臨床研究開発を完遂するために必要な方法論やコンピテン
シーの実践を理解することを目標とする。

第１回：臨床研究を始めるにあたっての考え方（8 真田　昌爾）
第２回：臨床研究デザイン（15 今井　匠）
第３回：臨床研究にかかる法令法規（8 真田　昌爾）
第４回：医療機器の承認審査の実際（ケーススタディ等）（17 小
畑　大輔）
第５回：再生医療臨床試験の現状と課題（18 角山　弘嘉）
第６回：臨床研究業務と臨床研究支援専門職（23 槇本　博雄）
第７回：臨床研究の計画と運営の実際（24 筧　康正）
第８回：橋渡し研究から臨床試験へ－疾病制圧のパラダイム－（8
真田　昌爾）

オムニバス

生物統計学Ⅱ 　臨床研究を行う際に特に重要となる生物統計学の基本事項につい
て，生物統計学Iの内容を発展させた知識を授ける。
　学生は，講義の前半にて，臨床研究で問題となる各種のバイア
ス，回帰分析・多変量回帰分析の枠組み等，統計学の基本事項につ
いて整理する。講義後半では，前半で得た統計学の基本事項を臨床
研究の中で適用する場面を想定し，その効用や問題について再考す
る。幅広い研究デザインを扱い，臨床研究と生物統計学の間の関係
について，体系的な理解を醸成する。

第１回：臨床研究における様々なバイアス
第２回：回帰分析の枠組み
第３回：多変量回帰分析
第４回：診断研究・予後予測研究
第５回：介入研究
第６回：メタアナリシス概論
第７回：コホート研究
第８回：生物統計学に関する発展的な話題

コ
ア
科
目
群
１

コ
ア
科
目
群
２
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生物統計学Ⅱ演習 　臨床研究に適用される生物統計学的方法の発展的な実用的技術を
授ける。統計解析ソフトウェアの扱い方を中心とし，英語論文読解
の演習を適宜織り交ぜる。
　学生は，講義の前半にて，基本的な回帰分析・多変量回帰分析の
実施方法を学び，解析用データセットの作成，結果の読み取り方
法・報告方法を修得する。講義後半では，実際の臨床研究を想定し
たデータを使用し，回帰分析・多変量回帰分析を含む統計解析を実
践する。実用的なスキルの修得と生物統計学的方法のより深い理解
を目指す。

第１回：演習環境の構築
第２回：回帰分析演習
第３回：多変量回帰分析演習
第４回：診断研究・予後予測研究の実践実習
第５回：介入研究の実践演習1
第６回：介入研究の実践演習2
第７回：コホート研究の実践演習1
第８回：コホート研究の実践演習2

環境保健学Ⅱ 　本講義では，様々な環境条件と公衆衛生の相互関係を深く理解
し，環境要因が個人及び集団の健康や生存に与える影響を評価でき
る能力を養う。また，病原微生物の性状や公衆衛生に与えるリス
ク，感染症発生メカニズムや予防対策などの知識を深めて，実践的
な感染症対策を提案できる能力を養う。講義全般を通じて，環境保
健学や感染症対策学に関する実践的かつ深い理解を目指す。

第１回：人口圧力（10 中澤　港）
第２回：気候変動，環境災害（10 中澤　港）
第３回：水と健康（10 中澤　港）
第４回：固形廃棄物と有害廃棄物（10 中澤　港）
第５回：食品安全（25 靭　千恵）
第６回：騒音と放射線（10 中澤　港）
第７回：顧みられない熱帯病（16 入子　英幸）
第８回：薬剤耐性菌（49 田代　裕己）

オムニバス

産業環境保健学Ⅱ 　産業保健について，最近の動向と国際的視点についてのアップ
デートな情報を講義すると同時に，演習を通じて，産業保健を職場
で遂行するための理論的背景の理解及び実践的技術の基礎を修得す
ることを目的とする。
　特に，演習では，産業保健の計画と評価，事例分析及び参加型職
場改善手法と取り上げており，実践的な技術を修得することができ
る。また，課題を提示し，課題に対する企画立案を行う演習を行
い，その結果のプレゼンテーションまでを行うことでプロジェクト
遂行のために必要な技術を修得する。各学修項目に関して他講座の
学生・教員を招いて学生プレゼンテーションと活発なディスカッ
ションを行い，より一層の議論を深める。

人類生態学Ⅱ 　人類の生存を理解するためには，ヒト個体群と諸環境条件との間
の言語，社会組織，技術を介した相互作用を総体として理解する必
要がある。
　本講義では，物理化学的環境と人類の相互作用について，社会組
織や技術が介在することの影響に加え，生物学的環境との相互作用
としての疾病や医療について，文化的多様性を踏まえた理解をする
ための医療人類学，人類の生存の究極的な評価指標としての人口の
静態及び動態を分析するための人口学について，発展的なレベルま
で学修することを目的とする。

第１回：人類生態学のフレームワーク（10 中澤　港）
第２回：物理化学的環境と人類の相互作用への社会的影響（10 中
澤　港）
第３回：生物的環境と人類の相互作用への社会的影響（10 中澤
港）
第４回：社会規範文脈における環境倫理学と環境正義論（10 中澤
港）
第５回：健康と疾病の社会文化的多様性（21 土谷テオリン　ちひ
ろ）
第６回：食料生産とエネルギーのモデル（10 中澤　港）
第７回：人間＝生態系の統合システムモデル（10 中澤　港）
第８回：システムモデルとCRA，CVM（10 中澤　港）

オムニバス
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保健医療政策学Ⅱ 　保健医療政策の策定，実施，評価について，理論及び分析評価手
法を具体的事例を基に学修する。

コーディネーター：（1 石田　達郎)
第１回：保健医療政策評価における分析手法（20 園田　悠馬）
第２回：医療資源の配分と医療提供体制の確保（57 圓尾　文子）
第３回：臨床研究におけるQOL評価と政策への還元（19 副島　尭
史）
第４回：病院内医療の質の評価と担保，医療安全（1 石田　達郎)
第５回：災害時・緊急時に求められる保健医療政策（6 見坂　恒
明）
第６回：地域創成まちづくりと地域医療教育（2 岡山　雅信）
第７回：新薬の開発と薬価，保健医療制度との関連（29 陰山　卓
哉）
第８回：経済協力と保健医療政策（11 西村　範行）

オムニバス

保健医療経済学Ⅱ 　保健医療サービスの提供における費用対効果及び費用対便益分析
を実施するために必要なデータ要件，関連する前提条件，フレーム
ワーク，分析の実際を学修する。諸分析の結果は，保健医療政策の
計画策定及び実施結果再検討を通じて，対象集団のQOLに対する介
入効果測定にもつながる。

コーディネータ：（14 姉﨑　久敬）
第１回：医療経済の概要と考え方（1 石田　達郎）
第２回：経済学的分析に必要な統計学的手法（14 姉﨑　久敬）
第３回：医療の効果測定と費用対効果分析手法（7 坂口　一彦）
第４回：医療の便益測定と費用便益分析手法（7 坂口　一彦）
第５回：保健財政と健康保険，その他の費用負担システム（1 石田
達郎）
第６回：医療費の無料化とHealth Equity Fund（46 佐藤　二郎）
第７回：健康保険組合レセプトデータを使った医療費の分析と政策
応用（20 園田　悠馬）
第８回：低中所得国における保健医療費用の実際（12 松井　三

 明）

オムニバス

医療経営学 　本科目は，医療に関する経済理論やデータ分析方法に関する基礎
的知識を概説した上で，医療経済や病院経営の現状・課題・分析方
法について，具体的事例を挙げて概説する。

コーディネータ：（1 石田　達郎）
第１回：社会医学における統計の基礎知識（19 副島　尭史）
第２回：経済理論とデータ解析（20 園田　悠馬）
第３回：日本の医療制度とその問題点（57 圓尾　文子）
第４回：地域包括ケア（20 園田　悠馬）
第５回：医療経済の動向と分析（46 佐藤　二郎）
第６回：病院経営（46 佐藤　二郎）
第７回：保健医療分野における患者経験の評価と活用（19 副島
尭史）
第８回：産学連携のあり方（22 長尾　学）

オムニバス

グローバルヘルスⅡ 　低中所得国及び社会経済的に脆弱な個人・集団に対して実施され
る保健医療プログラムの計画，実施，評価の方法と理論的背景，ま
たその実際について学修する。

コーディネーター：（12 松井　三明)
第１回：保健システムの概念と設計（12 松井　三明）
第２回：保健医療サービスの組織化（12 松井　三明）
第３回：保健財政と健康保険，その他の費用負担システム（12 松
井　三明）
第４回：プライオリティ設定とその実際（12 松井　三明）

 第５回：保健システム強化の実際（12 松井　三明）
第６回：フィールドワークの多面的アプローチ（10 中澤　港）
第７回：生活習慣病対策に基づくフィールドワーク（21 土谷テオ
リン　ちひろ）
第８回：感染症対策に基づくフィールドワーク（3 亀岡　正典）

オムニバス

コ
ア
科
目
群
４
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基礎医学・臨床医学特論 　公衆衛生学は社会医学の一分野であるが，その実践と発展には基
礎医学と臨床医学の知識と経験が欠かせない。そこで，公衆衛生学
的研究や社会実装を円滑に進めるために，公衆衛生的諸問題との関
連が深い基礎医学・臨床医学テーマの概要と重要性の理解及び研究
事例を学修する。
　本科目は，医学の基礎知識を理解した上で，各分野における社会
的問題に対して公衆衛生学的な分析と対策を考え，解決法を見出
し，社会実装できることを目標に講義形式で実施する。

第１回：生活習慣病の公衆衛生学的課題（7 坂口　一彦）
第２回：循環器疾患の公衆衛生学的課題（6 見坂　恒明）
第３回：産科医療の公衆衛生学的課題（12 松井　三明）
第４回：精神疾患の公衆衛生学的課題（33 毛利　健太朗）
第５回：小児の発達とその障害（11 西村　範行）
第６回：医療的ケア（48 高田　哲）
第７回：保健活動における評価（28 和泉　比佐子）
第８回：ヘルスプロモーションの実践（38 中山　貴美子）

オムニバス

社会行動科学Ⅱ 　健康と病気の行動に関連する社会的・心理的・文化的要因を理解
し，公衆衛生上の問題を解決するための戦略を提案するために，必
要な理論とアプローチ方法を授ける。
　公衆衛生分野における健康や医療に関連する人間の行動や心理に
関する知見，並びに行動科学の概念が健康や健康関連行動の評価に
どのように役立つかを概説する。その上で，行動科学理論に基づい
た生活習慣の変容，健康増進活動を導くための知識を修得する。ま
た，心理社会的ストレスや社会文化的環境が健康や行動に及ぼす影
響について理解し，行動科学的な知見から，様々な公衆衛生上の問
題に対する解決策の提示が行える人材育成を目指す講義とする。

第１回：健康行動科学とは（26 片岡　葵）
第２回：個人の行動に着目した理論やモデル（26 片岡　葵）
第３回：集団の行動に着目した理論やモデル（26 片岡　葵）
第４回：健康と貧困（53 西岡　大輔）
第５回：ジェンダーと医療（56 本庄　かおり）
第６回：ストレスと健康（44 菊池　宏幸）
第７回：ナッジ・行動経済学入門（26 片岡　葵）
第８回：ヘルスリテラシー（26 片岡　葵）

オムニバス

ジョブ型研究インターン
シップ

　インターンシップに参加することにより，自らの専門性を客観的
に観ることで進路の可能性を広げるとともに，今後拡大が見込まれ
るジョブ型採用を見据え，国際競争に耐え得る研究力に裏打ちされ
た実践力を養成することを目標としている。

発
展
科
目
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　博士課程後期課程の3年間を通して実施する特別研究では，公衆
衛生学に関する研究テーマを学生自ら決定し，研究計画の立案，実
験や調査の実施，データの解釈や分析といった一連の研究過程を実
践することで，独創的な成果を得る。研究成果は博士論文として執
筆する。

（1 石田　達郎）
　主として，医療健康政策学，地域医療学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（3 亀岡　正典）
　主として，国際環境保健学，ウイルス学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（4 榑林　陽一）
　主として，AI・デジタルヘルス科学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（5 小林　成美）
　主として，医学教育学、地域医療学に係る研究テーマについての
研究指導を行う。
（6 見坂　恒明）
　主として，地域医療支援学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（7 坂口　一彦）
　主として，地域医療教育学に係る研究テーマについての研究指導
を行う。
（8 真田　昌爾）
　主として，臨床研究開発科学に係る研究テーマについての研究指
導を行う。
（9 篠原　正和）
　主として，分子疫学に係る研究テーマについての研究指導を行
う。
（10 中澤　港）
　主として，国際環境保健学, 人類生態学に係る研究テーマについ
ての研究指導を行う。
（11 西村　範行）
　主として，社会行動科学，小児保健学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（12 松井　三明）
　主として，国際環境保健学，周産期医療学に係る研究テーマにつ
いての研究指導を行う。
（16 入子　英幸）
　主として，国際環境保健学，感染症学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。
（19 副島　尭史）
　主として，がん看護学，小児看護学に係る研究テーマについての
研究指導を行う
（20 園田　悠馬）
　主として，社会行動科学，リハビリテーションに係る研究テーマ
についての研究指導を行う。
（22 長尾　学）
　主として，医療政策学，立証検査医学に係る研究テーマについて
の研究指導を行う。

特
別
研
究

特別研究
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